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秋篠宮同妃両殿下ご接見

写真提供（宮内庁）
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ii

早瀨主将による決意表明 団旗を山根団長から古島旗手へ

HANDSIGNによる応援ソング『HERO』

成田空港にて出発セレモニーサムスンに向けて出発

メダルをとるぞ！

壮行会 ６月28日　参議院議員会館

出発セレモニー
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iii

結団式 7月18日　選手村

開会式 7月18日　19Mayis Football Stadium

鈴木大地スポーツ庁長官のご挨拶 心をひとつに！
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iv

選手の活躍～メダリスト 　

金メダル　陸上男子4x100mリレー
左から：佐々木選手・設楽選手・山田選手・三枝選手　

銀メダル　陸上男子円盤投げ
湯上選手（左）

銅メダル　男子ハンマー投げ
石田選手（右）

銅メダル　バドミントン女子シングルス
長原選手

金メダル　陸上男子200m　  銀メダル　陸上男子400m
山田選手（中央）

銅メダル　女子棒高跳び
滝澤選手（右）
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v

選手の活躍～メダリスト  

銀メダル　水泳男子4x100m自由形リレー
左から：茨選手・金持選手・藤原選手・津田選手

銀メダル　水泳男子200m背泳
個人・リレー合わせてメダル７個を獲得

金持選手

金メダル　水泳男子400m自由形　
個人・リレー合わせてメダル９個を獲得

藤原選手

銅メダル　水泳混合4x100mメドレー
中央：藤川選手　右：久保選手

水泳　男子リレーで３個のメダルを獲得
津田選手

銀メダル　水泳男子200m個人メドレー
個人・リレー合わせてメダル６個を獲得

茨選手（左）
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vi

選手の活躍～メダリスト  

銅メダル　卓球女子団体
左から　亀澤選手・川﨑選手・髙岡選手

銅メダル　卓球女子ダブルス
左：川﨑選手　右：亀澤選手

銅メダル　マウンテンバイク女子
早瀨選手

金メダル
バレーボール女子チーム

銅メダル　ロード女子
左：小笠原監督　右：簑原選手
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vii

選手の活躍  

陸上 陸上

陸上

バドミントンバドミントン

陸上
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viii

選手の活躍

ビーチバレーボール ビーチバレーボール

サッカー（男子）

自転車自転車

サッカー（男子）
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ix

選手の活躍

空手 空手

水泳

卓球卓球

水泳
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x

選手の活躍

テニス テニス

バレーボール（男子）

バレーボール（女子）バレーボール（女子）

バレーボール（男子）
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xi

解団式 7月30日　選手村

古島旗手から団旗を山根団長に返還 最後に全員で「ありがとう！」

閉会式 7月30日　Yasar Dogu Sports Hall
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xii

日本選手団本部 選手村

本部事務局 本部事務局

インタビューブース

メディカルルームトレーナールーム

情報共有のための掲示
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大会の風景
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第 23回夏季デフリンピック競技大会（サムスン 2017）
日本選手団参加報告書の発刊について（お礼）

一般財団法人全日本ろうあ連盟理事長
デフリンピック派遣委員会委員長

石野富志三郎

第 23回夏季デフリンピックがトルコ・サムスン市で７月 18日から 7月 30日の 13日間にわたり開催さ

れ、日本からは選手・スタッフ合わせて 177名を派遣いたしました。そして過去最高の 27個のメダル（金

６、銀９、銅 12）を獲得することができました。このような素晴らしい報告が皆様にできることを心から

嬉しく感じております。

出発前には秋篠宮同妃両殿下とのご接見で温かい励ましのお言葉を賜りました。また、これまでのデフリ

ンピックでは初めてとなる壮行会や帰国報告会を開催し、安倍内閣総理大臣からの激励のメッセージや、鈴

木大地スポーツ庁長官をはじめ多くのご来賓をお迎えして皆さまからのメダルへの期待が込められたお言葉

を頂戴し、選手一人ひとりが日本の代表として日の丸を背負い世界の舞台に向かうという責任と誇りを改め

て認識しました。

その思いは、表彰式で日の丸が揚がるたびに選手やスタッフの胸に深く刻まれ、メダルを取った選手は４

年後の大会でもまたこの表彰台に上がるという決意となり、惜しくもメダルを逃した選手は自己のプレーを

振り返り、「次こそは」という信念に変わりました。

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを間近に控え、障害者スポーツへの関心が高まっています。帰

国後の選手たちの活躍を報じるマスコミや行政等による表彰なども、４年後の大会への大きなモチベーショ

ンとなっています。連盟としてもデフスポーツの国民への理解の輪を広げるべく、更なる普及・促進に努め

てまいります。

ご支援を賜りましたスポーツ庁をはじめ、宮内庁、外務省、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会・日

本パラリンピック委員会、障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟デフリンピック支援ワーキング

チームの皆様、デフリンピック応援ソングを担当してくださったHANDSIGNの皆様、一般社団法人全国手

話通訳問題研究会、国立障害者リハビリテーションセンター、メディカルサポートの皆様、関係各団体、そ

して選手やスタッフを快く派遣してくださいました学校・企業の皆様、日本選手団を多方面で支えていただ

いた皆様等にこの場をお借りし厚く御礼申し上げます。

日本はメダルランキングを前回大会の 16位から 6位に上げましたが、世界のレベルも格段に上がってき

ています。今回の成績に甘んじることなく、４年後の夏季デフリンピックに向けて更に鍛錬してまいります

ので、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
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＜サムスン 2017 デフリンピック競技大会概要＞

１　大会名称	 第 23 回夏季デフリンピック競技大会（通称：サムスン 2017 デフリンピック大会）

２　開催期間	 2017 年７月 18日（火）開会式～７月 30日（日）閉会式　（13日間）

３　開催国・都市	 トルコ共和国・サムスン

４　運営主体	 国際ろう者スポーツ委員会（International	Committee	of	Sports	for	the	Deaf）
	 第 23 回夏季デフリンピック競技大会組織委員会
	 （the	23rd	Summer	Deaflympics	Organizing	Committee）

５　参加国・地域数	 86 ヶ国

６　参加人数	 2,859 人（選手）

７　実施競技	 陸上、バドミントン、バスケットボール、ビーチバレーボール、ボウリング、サイクリング、サッカー、ゴルフ、
	 ハンドボール、柔道、空手、マウンテンバイク、オリエンテーリング、射撃、水泳、卓球、テコンドー、テニス、
	 バレーボール、レスリング（フリースタイル）、レスリング（グレコローマン）　（21競技）

９　大会ロゴと日本選手団ロゴ

10　大会スケジュール

7/18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
開・閉会式 ● ●
陸上 ● ● ● ● ● ● ●
バドミントン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バスケットボール ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ビーチバレーボール ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ボウリング ● ● ● ● ● ● ● ● ●
サイクリング ● ● ● ●
サッカー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ゴルフ ● ● ● ● ● ●
ハンドボール ● ● ● ● ● ●
柔道 ● ● ●
空手 ● ● ●
マウンテンバイク ●
オリエンテーリング ● ● ● ● ●
射撃 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
水泳 ● ● ● ● ● ●
卓球 ● ● ● ● ● ● ●
テコンドー ● ● ●
テニス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バレーボール ● ● ● ● ● ● ● ● ●
レスリング

● ●
グレコローマン
レスリング

● ●
フリースタイル

大会ロゴ 日本選手団ロゴ
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＜日本選手団派遣概要＞

１　派遣規模	 選手	108 名・役員	69 名　　合計 177名
	 実施 21競技中、11競技に参加

２　構成	 １）団　長	 山根昭治（一般財団法人全日本ろうあ連盟　スポーツ委員会委員長）
	 ２）主　将	 早瀨久美（自転車競技）
	 ３）旗　手	 古島啓太（サッカー男子）

３　派遣期間	 2017 年７月 14日（金）成田発～８月１日（火）成田着
	 ※競技ごとに派遣日程が異なる。競技スケジュールに合わせて渡航。

４　公式行事等
　　１）秋篠宮同妃両殿下ご接見	 2017 年６月 28日（水）
　　２）壮行会・記者会見	 	 2017 年６月 28日（水）　参議院議員会館
　　３）結団式	 	 	 2017 年７月 18日（火）　選手村
　　４）開会式	 	 	 2017 年７月 18日（火）　19	Mayis	Football	Stadium
　　５）解団式	 	 	 2017 年７月 30日（日）　選手村
　　６）閉会式	 	 	 2017 年７月 30日（日）　Yasar	Dogu	Sports	Hall
　　７）秋篠宮同妃両殿下ご接見	 2017 年８月 31日（木）
　　８）帰国報告会・記者会見	 2017 年８月 31日（木）　参議院議員会館
　　９）その他	 	 	 2017 年８月 30日（水）　日本障がい者スポーツ協会特別賞表彰式
	 	 	 2017 年 12月５日（火）　文部科学大臣表彰式

選手 役員
男子 女子 男子 女子

１ 陸上 19 9 9 3
２ バドミントン 3 3 2 1
３ ビーチバレーボール 4 1 1
４ サイクリング

3 2 1 2
５ マウンテンバイク
６ サッカー 20 6
７ 空手 4 1 1
８ 水泳 5 4 2 1
９ 卓球 3 2 2
10 テニス 4 3
11 バレーボール（男子） 12 7

バレーボール（女子） 12 3 2
12 本部 9 11

計 74 34 45 24
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日本選手団名簿

※年齢－ 2017 年５月 16日現在

通
し No 競技名 役職

（スタッフ / 選手） 名前 ふりがな 性
別
年
齢 住所 所属団体 勤務先・学校名等

1 1 本部 団長 山根　昭治 やまね しょうじ 男 61 北海道旭川市 公益社団法人北海
道ろうあ連盟 北海道旭川聾学校

2 2 本部 総監督 粟野　達人 あわの たつひと 男 60 東京都渋谷区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

3 3 本部 総務 倉野　直紀 くらの なおき 男 44 三重県多気郡 一般社団法人三重
県聴覚障害者協会

三重県聴覚障害者
支援センター

4 4 本部 総務 川俣　郁美 かわまた いくみ 女 28 栃木県宇都宮市 一般社団法人栃木
県聴覚障害者協会

ランスタッド株式
会社

5 5 本部 手話通訳 長山　綾 ながやま あや 女 37 京都府京都市
伏見区

社会福祉法人 京都聴覚
言語障害者福祉協会京都
府聴覚言語障害センター

6 6 本部 手話通訳 加藤　かおり かとう かおり 女 45 大阪府大阪市
住之江区

7 7 本部 手話通訳 黒石　恵理子 くろいし えりこ 女 38 静岡県静岡市
駿河区

駿河区役所駿河福
祉事務所

8 8 本部 トルコ語通訳 KENAN 
KONNOLU けなん こんのる 男 47 トルコ FLEX TOURISM & 

TRAVEL AGENCY

9 9 本部 トルコ語通訳 江澤　登美 えざわ とみ 女 48 トルコ FLEX TOURISM & 
TRAVEL AGENCY

10 10 本部 広報 古　隆喜 ふる たかよし 男 37 兵庫県尼崎市 公益社団法人兵庫
県聴覚障害者協会

株式会社 村田製作
所 野洲事業所

11 11 本部 事務局 岡安　澄子 おかやす すみこ 女 53 東京都練馬区 一般財団法人全日
本ろうあ連盟

12 12 本部 事務局 加茂下　和子 かもした かずこ 女 45 東京都西東京市 一般財団法人全日
本ろうあ連盟

13 13 本部 医師 立石　智彦 たていし ともひこ 男 49 神奈川県鎌倉市
社会福祉法人 同愛
記念病院財団　同
愛記念病院

14 14 本部 医師 松村　惠津子 まつむら えつこ 女 35 東京都文京区
東京医科歯科大学
附属病院　運動器
外科

15 15 本部 医師 中村　香織 なかむら かおり 女 36 ドイツ

16 16 本部 アスレティック
トレーナー 平田　昂大 ひらた あきひろ 男 28 横浜市 慶應義塾大学ラグ

ビー部

17 17 本部 アスレティック
トレーナー 砂川　あゆ未 すながわ あゆみ 女 27 神奈川県川崎市

幸区 ブライトスターズ

18 18 本部 看護師 鯨井　恵子 くじらい けいこ 女 57 埼玉県所沢市
国立障害者リハビ
リテーションセン
ター病院

19 19 本部 輸送 石澤　慧 こくざわ けい 男 34 東京都千代田区 近畿日本ツーリス
ト株式会社

20 20 本部 輸送 山崎　陽一 やまざき よういち 男 50 東京都千代田区 近畿日本ツーリス
ト株式会社

21 1 陸上 監督 三枝　隆行 さえぐさ たかゆき 男 48 兵庫県伊丹市 公益社団法人兵庫
県聴覚障害者協会 株式会社　日興商会

通
し No 競技名 役職

（スタッフ / 選手） 名前 ふりがな 性
別
年
齢 住所 所属団体 勤務先・学校名等

22 2 陸上 中・長距離マ
ラソンコーチ 山田　真人 やまだ まさひと 男 51 福島県いわき市 一般社団法人福島

県聴覚障害者協会
株式会社タンガロ
イ

23 3 陸上 跳躍コーチ 平井　勇気 ひらい ゆうき 男 38 神奈川県横浜市
保土ケ谷区

株式会社チェース
システムズ

24 4 陸上 跳躍コーチ 岡田　知彦 おかだ ともひこ 男 45 東京都立川市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東芝デバイス & ス
トレージ株式会社

25 5 陸上 短距離コーチ 水野　史生 みずの ふみお 男 33 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

26 6 陸上 トレーナー 大塚　健吾 おおつか けんご 男 32 静岡県駿東郡 EARTH　GO

27 7 陸上 トレーナー 山岸　亮良 やまぎし あきら 男 42 神奈川県横浜市
港南区

T o t a l  B O D Y 
Design 山岸整骨院

28 8 陸上 投擲コーチ 鷲見　英治 すみ えいじ 男 53 愛媛県西予市 愛媛県立長浜高等
学校

29 9 陸上 国際手話通訳 宮本　一郎 みやもと いちろう 男 58 東京都八王子市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

30 10 陸上 トレーナー 内海　優 うつみ ゆう 女 44 滋賀県大津市 滋賀県聴覚障害者
センター

31 11 陸上 スタッフ 正垣　亜矢子 まさがき あやこ 女 31 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社 gloops

32 12 陸上 スタッフ 三坂　香 みさか かほる 女 31 東京都練馬区 株 式 会 社 リ レ ー
ション

33 13 陸上 選手 湯上　剛輝 ゆがみ まさてる 男 24 愛知県豊田市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

トヨタ自動車株式
会社

34 14 陸上 選手 佐藤　賢太 さとう けんた 男 27 鹿児島県霧島市 一般社団法人鹿児島
県聴覚障害者協会

京セラ株式会社　
鹿児島国分工場

35 15 陸上 選手 森光　佑矢 もりみつ ゆうや 男 21 石川県金沢市 社会福祉法人石川
県聴覚障害者協会 金沢星稜大学

36 16 陸上 選手 吉田　利幸 よしだ としゆき 男 29 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

東芝情報システム
株式会社

37 17 陸上 選手 山田　真樹 やまだ まき 男 19 東京都文京区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東京経済大学

38 18 陸上 選手 佐藤　麻梨乃 さとう まりの 女 21 神奈川県横須賀市 神奈川県聴覚障害
者連盟 横浜国立大学

39 19 陸上 選手 竹花　康太郎 たけはな こうたろう 男 30 神奈川県横浜市
南区

神奈川県聴覚障害
者連盟

横浜市立ろう特別
支援学校

40 20 陸上 選手 田井　小百合 たい さゆり 女 38 長崎県東彼杵郡 一般社団法人長崎
県ろうあ協会

SMBC 日興証券株
式会社

41 21 陸上 選手 村尾　茉優 むらお まゆ 女 21 徳島県阿波市
特定非営利活動法
人徳島県聴覚障害
者福祉協会

四国大学

42 22 陸上 選手 石田　考正 いしだ たかまさ 男 30 愛知県岡崎市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

EYアドバイザリー・
アンド・コンサル
ティング株式会社

43 23 陸上 選手 山中　孝一郎 やまなか こういちろう 男 35 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社　日立製
作所

44 24 陸上 選手 佐々木　琢磨 ささき たくま 男 23 宮城県柴田郡 一般社団法人宮城
県聴覚障害者協会 仙台大学
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通
し No 競技名 役職

（スタッフ / 選手） 名前 ふりがな 性
別
年
齢 住所 所属団体 勤務先・学校名等

1 1 本部 団長 山根　昭治 やまね しょうじ 男 61 北海道旭川市 公益社団法人北海
道ろうあ連盟 北海道旭川聾学校

2 2 本部 総監督 粟野　達人 あわの たつひと 男 60 東京都渋谷区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

3 3 本部 総務 倉野　直紀 くらの なおき 男 44 三重県多気郡 一般社団法人三重
県聴覚障害者協会

三重県聴覚障害者
支援センター

4 4 本部 総務 川俣　郁美 かわまた いくみ 女 28 栃木県宇都宮市 一般社団法人栃木
県聴覚障害者協会

ランスタッド株式
会社

5 5 本部 手話通訳 長山　綾 ながやま あや 女 37 京都府京都市
伏見区

社会福祉法人 京都聴覚
言語障害者福祉協会京都
府聴覚言語障害センター

6 6 本部 手話通訳 加藤　かおり かとう かおり 女 45 大阪府大阪市
住之江区

7 7 本部 手話通訳 黒石　恵理子 くろいし えりこ 女 38 静岡県静岡市
駿河区

駿河区役所駿河福
祉事務所

8 8 本部 トルコ語通訳 KENAN 
KONNOLU けなん こんのる 男 47 トルコ FLEX TOURISM & 

TRAVEL AGENCY

9 9 本部 トルコ語通訳 江澤　登美 えざわ とみ 女 48 トルコ FLEX TOURISM & 
TRAVEL AGENCY

10 10 本部 広報 古　隆喜 ふる たかよし 男 37 兵庫県尼崎市 公益社団法人兵庫
県聴覚障害者協会

株式会社 村田製作
所 野洲事業所

11 11 本部 事務局 岡安　澄子 おかやす すみこ 女 53 東京都練馬区 一般財団法人全日
本ろうあ連盟

12 12 本部 事務局 加茂下　和子 かもした かずこ 女 45 東京都西東京市 一般財団法人全日
本ろうあ連盟

13 13 本部 医師 立石　智彦 たていし ともひこ 男 49 神奈川県鎌倉市
社会福祉法人 同愛
記念病院財団　同
愛記念病院

14 14 本部 医師 松村　惠津子 まつむら えつこ 女 35 東京都文京区
東京医科歯科大学
附属病院　運動器
外科

15 15 本部 医師 中村　香織 なかむら かおり 女 36 ドイツ

16 16 本部 アスレティック
トレーナー 平田　昂大 ひらた あきひろ 男 28 横浜市 慶應義塾大学ラグ

ビー部

17 17 本部 アスレティック
トレーナー 砂川　あゆ未 すながわ あゆみ 女 27 神奈川県川崎市

幸区 ブライトスターズ

18 18 本部 看護師 鯨井　恵子 くじらい けいこ 女 57 埼玉県所沢市
国立障害者リハビ
リテーションセン
ター病院

19 19 本部 輸送 石澤　慧 こくざわ けい 男 34 東京都千代田区 近畿日本ツーリス
ト株式会社

20 20 本部 輸送 山崎　陽一 やまざき よういち 男 50 東京都千代田区 近畿日本ツーリス
ト株式会社

21 1 陸上 監督 三枝　隆行 さえぐさ たかゆき 男 48 兵庫県伊丹市 公益社団法人兵庫
県聴覚障害者協会 株式会社　日興商会

通
し No 競技名 役職

（スタッフ / 選手） 名前 ふりがな 性
別
年
齢 住所 所属団体 勤務先・学校名等

22 2 陸上 中・長距離マ
ラソンコーチ 山田　真人 やまだ まさひと 男 51 福島県いわき市 一般社団法人福島

県聴覚障害者協会
株式会社タンガロ
イ

23 3 陸上 跳躍コーチ 平井　勇気 ひらい ゆうき 男 38 神奈川県横浜市
保土ケ谷区

株式会社チェース
システムズ

24 4 陸上 跳躍コーチ 岡田　知彦 おかだ ともひこ 男 45 東京都立川市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東芝デバイス & ス
トレージ株式会社

25 5 陸上 短距離コーチ 水野　史生 みずの ふみお 男 33 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

26 6 陸上 トレーナー 大塚　健吾 おおつか けんご 男 32 静岡県駿東郡 EARTH　GO

27 7 陸上 トレーナー 山岸　亮良 やまぎし あきら 男 42 神奈川県横浜市
港南区

T o t a l  B O D Y 
Design 山岸整骨院

28 8 陸上 投擲コーチ 鷲見　英治 すみ えいじ 男 53 愛媛県西予市 愛媛県立長浜高等
学校

29 9 陸上 国際手話通訳 宮本　一郎 みやもと いちろう 男 58 東京都八王子市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

30 10 陸上 トレーナー 内海　優 うつみ ゆう 女 44 滋賀県大津市 滋賀県聴覚障害者
センター

31 11 陸上 スタッフ 正垣　亜矢子 まさがき あやこ 女 31 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社 gloops

32 12 陸上 スタッフ 三坂　香 みさか かほる 女 31 東京都練馬区 株 式 会 社 リ レ ー
ション

33 13 陸上 選手 湯上　剛輝 ゆがみ まさてる 男 24 愛知県豊田市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

トヨタ自動車株式
会社

34 14 陸上 選手 佐藤　賢太 さとう けんた 男 27 鹿児島県霧島市 一般社団法人鹿児島
県聴覚障害者協会

京セラ株式会社　
鹿児島国分工場

35 15 陸上 選手 森光　佑矢 もりみつ ゆうや 男 21 石川県金沢市 社会福祉法人石川
県聴覚障害者協会 金沢星稜大学

36 16 陸上 選手 吉田　利幸 よしだ としゆき 男 29 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

東芝情報システム
株式会社

37 17 陸上 選手 山田　真樹 やまだ まき 男 19 東京都文京区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東京経済大学

38 18 陸上 選手 佐藤　麻梨乃 さとう まりの 女 21 神奈川県横須賀市 神奈川県聴覚障害
者連盟 横浜国立大学

39 19 陸上 選手 竹花　康太郎 たけはな こうたろう 男 30 神奈川県横浜市
南区

神奈川県聴覚障害
者連盟

横浜市立ろう特別
支援学校

40 20 陸上 選手 田井　小百合 たい さゆり 女 38 長崎県東彼杵郡 一般社団法人長崎
県ろうあ協会

SMBC 日興証券株
式会社

41 21 陸上 選手 村尾　茉優 むらお まゆ 女 21 徳島県阿波市
特定非営利活動法
人徳島県聴覚障害
者福祉協会

四国大学

42 22 陸上 選手 石田　考正 いしだ たかまさ 男 30 愛知県岡崎市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

EYアドバイザリー・
アンド・コンサル
ティング株式会社

43 23 陸上 選手 山中　孝一郎 やまなか こういちろう 男 35 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社　日立製
作所

44 24 陸上 選手 佐々木　琢磨 ささき たくま 男 23 宮城県柴田郡 一般社団法人宮城
県聴覚障害者協会 仙台大学
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45 25 陸上 選手 前島　博之 まえじま ひろゆき 男 29 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取
県聴覚障害者協会 鳥取県立鳥取聾学校

46 26 陸上 選手 滝澤　佳奈子 たきざわ かなこ 女 17 神奈川県横浜市
保土ヶ谷区

神奈川県聴覚障害者
連盟（横浜市立ろう
特別支援学校３年）

横浜市立ろう特別
支援学校

47 27 陸上 選手 佐藤　將光 さとう まさみつ 男 36 愛媛県松山市 愛媛県聴覚障害者
協会

48 28 陸上 選手 嶋田　裕子 しまだ ゆうこ 女 45 大阪府堺市南区 公益社団法人大阪
聴力障害者協会 ミズノ株式会社

49 29 陸上 選手 小松　彩香 こまつ あやか 女 24 神奈川県横須賀市 神奈川県聴覚障害
者連盟 横須賀市立ろう学校

50 30 陸上 選手 高田　裕士 たかだ ゆうじ 男 32 東京都港区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

51 31 陸上 選手 中村　晃大 なかむら こうだい 男 26 長野県北安曇郡 社会福祉法人長野
県聴覚障害者協会 松川村役場

52 32 陸上 選手 谷岡　真帆 たにおか まほ 女 15 愛媛県松山市
愛媛県聴覚障害者協
会（愛媛県立松山北
高等学校１年）

愛媛県立松山北高
等学校

53 33 陸上 選手 高橋　渚 たかはし なぎさ 女 28 静岡県沼津市 公益社団法人静岡
県聴覚障害者協会

明電システムソリュー
ション株式会社

54 34 陸上 選手 岡田　海緒 おかだ  みお 女 19 東京都立川市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本女子体育大学

55 35 陸上 選手 長内　智 おさない さとし 男 26 千葉県佐倉市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 パンチ工業

56 36 陸上 選手 池田　ブライ
アン　雅貴

いけだ ぶらいあ
ん まさき 男 20 神奈川県横浜市

港北区
神奈川県聴覚障害
者連盟 慶應義塾大学

57 37 陸上 選手 岡部　祐介 おかべ ゆうすけ 男 29 神奈川県横浜市
神奈川区

神奈川県聴覚障害
者連盟

ライフネット生命
保険株式会社

58 38 陸上 選手 三枝　浩基 さえぐさ ひろき 男 26 神奈川県横浜市
瀬谷区

神奈川県聴覚障害
者連盟

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

59 39 陸上 選手 設楽　明寿 したら あきひさ 男 22 茨城県つくば市 一般社団法人群馬
県聴覚障害者連盟 筑波技術大学大学院

60 40 陸上 選手 中村　開知 なかむら かいち 男 20 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取
県聴覚障害者協会

61 1 バドミントン 監督 中西　潤 なかにし じゅん 男 36 埼玉県熊谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

株式会社　日立ハ
イテクファインシ
ステムズ

62 2 バドミントン コーチ 井上　美緒 いのうえ みお 女 33 埼玉県越谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

花王ビジネスアソ
シエ株式会社

63 3 バドミントン アスレティック
トレーナー 岡野　篤郎 おかの あつろう 男 26 東京都多摩市 帝京大学スポーツ

医科学センター

64 4 バドミントン 選手 吉田　美香 よしだ みか 女 33 福岡県福岡市 社会福祉法人福岡
県聴覚障害者協会

パナソニックシス
テムネットワーク
ス株式会社

65 5 バドミントン 選手 品田　千紘 しなだ ちひろ 女 27 埼玉県朝霞市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

埼玉県立特別支援
学校坂戸ろう学園

66 6 バドミントン 選手 長原　茉奈美 ながはら まなみ 女 23 北海道釧路市 公益社団法人北海
道ろうあ連盟 北海道白糠養護学校

67 7 バドミントン 選手 柿内　康平 かきうち こうへい 男 32 鹿児島県鹿屋市 一般社団法人鹿児島
県聴覚障害者協会

鹿児島県立鹿児島
養護学校
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68 8 バドミントン 選手 太田　歩 おおた あゆむ 男 26 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

株式会社 JAL サン
ライト

69 9 バドミントン 選手 沼倉　昌明 ぬまくら まさあき 男 31 埼玉県朝霞市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 さいたま市役所

70 1 ビーチバレー
ボール トレーナー 岩田　秀治 いわた ひではる 男 50 大阪府大阪市

淀川区

学校法人摺河学園
ハーベスト医療福
祉専門学校

71 2 ビーチバレー
ボール

ゼネラル
マネージャー 平井　望 ひらい のぞみ 女 33 茨城県つくば市 一般社団法人群馬

県聴覚障害者連盟

筑波技術大学大学
院　技術科学研究
科

72 3 ビーチバレー
ボール 選手 天羽　弘志 あもう ひろし 男 47 徳島県吉野川市

特定非営利活動法
人徳島県聴覚障害
者福祉協会

大塚製薬株式会社

73 4 ビーチバレー
ボール 選手 瀬井　達也 せい たつや 男 34 東京都大田区

公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

国際石油開発帝石
株式会社

74 5 ビーチバレー
ボール 選手 今井　勇太 いまい ゆうた 男 24 大阪府大阪市

城東区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会 大正区役所

75 6 ビーチバレー
ボール 選手 竹村　徳比古 たけむら のりひこ 男 33 神奈川県横浜市

金沢区
神奈川県聴覚障害
者連盟

ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

76 1 自転車 監督 小笠原 崇裕 おがさわら たかひろ 男 36 東京都町田市 自転車競技選手

77 2 自転車
スポーツアロマ
コンディショニ
ングトレーナー

西川　昌子 にしかわ しょうこ 女 56 東京都杉並区
スポーツアロマ　
コンディショニン
グセンター

78 3 自転車 手話通訳 田村　梢 たむら こずえ 女 39 神奈川県横浜市
中区

社会福祉法人神奈
川聴覚障害者総合
福祉協会

79 4 自転車 選手兼
スタッフ 早瀨　久美 はやせ くみ 女 42 神奈川県横浜市

西区
神奈川県聴覚障害
者連盟 昭和大学病院

80 5 自転車 選手 簑原　由加利 みのはら ゆかり 女 34 東京都中野区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社ティーガイア
（T-Gaia Corporation）

81 6 自転車 選手 早瀨　憲太郎 はやせ けんたろう 男 44 神奈川県横浜市
西区

神奈川県聴覚障害
者連盟 学習塾　早瀬道場

82 7 自転車 選手 箭内　秀平 やない しゅうへい 男 29 東京都北区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東京都立大塚ろう
学校

83 8 自転車 選手 川野　健太 かわの けんた 男 26 東京都練馬区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

伊藤忠オリコ保険
サービス株式会社

84 1 サッカー 監督 中山　剛 なかやま つよし 男 41 兵庫県姫路市
特定非営利活動法
人　 西 播 磨 サ ッ
カー協会

85 2 サッカー コーチ 植松　隼人 うえまつ はやと 男 35 東京都品川区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

サインフットボー
ルスタイル

86 3 サッカー トレーナー 佐保　泰明 さほ やすあき 男 34 東京都 帝京大学

87 4 サッカー スタッフ 鈴木　猛仁 すずき たけひと 男 36 茨城県那珂市 一般社団法人茨城
県聴覚障害者協会 日立製作所

88 5 サッカー スタッフ 田口　昌弘 たぐち まさひろ 男 42 東京都江東区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社　ニチレイ

89 6 サッカー スタッフ 野呂　啓 のろ けい 男 41 愛知県名古屋市
緑区

一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会 株式会社　大林組

90 7 サッカー 選手 中島　正行 なかじま まさゆき 男 34 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社 SOU
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45 25 陸上 選手 前島　博之 まえじま ひろゆき 男 29 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取
県聴覚障害者協会 鳥取県立鳥取聾学校

46 26 陸上 選手 滝澤　佳奈子 たきざわ かなこ 女 17 神奈川県横浜市
保土ヶ谷区

神奈川県聴覚障害者
連盟（横浜市立ろう
特別支援学校３年）

横浜市立ろう特別
支援学校

47 27 陸上 選手 佐藤　將光 さとう まさみつ 男 36 愛媛県松山市 愛媛県聴覚障害者
協会

48 28 陸上 選手 嶋田　裕子 しまだ ゆうこ 女 45 大阪府堺市南区 公益社団法人大阪
聴力障害者協会 ミズノ株式会社

49 29 陸上 選手 小松　彩香 こまつ あやか 女 24 神奈川県横須賀市 神奈川県聴覚障害
者連盟 横須賀市立ろう学校

50 30 陸上 選手 高田　裕士 たかだ ゆうじ 男 32 東京都港区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

51 31 陸上 選手 中村　晃大 なかむら こうだい 男 26 長野県北安曇郡 社会福祉法人長野
県聴覚障害者協会 松川村役場

52 32 陸上 選手 谷岡　真帆 たにおか まほ 女 15 愛媛県松山市
愛媛県聴覚障害者協
会（愛媛県立松山北
高等学校１年）

愛媛県立松山北高
等学校

53 33 陸上 選手 高橋　渚 たかはし なぎさ 女 28 静岡県沼津市 公益社団法人静岡
県聴覚障害者協会

明電システムソリュー
ション株式会社

54 34 陸上 選手 岡田　海緒 おかだ  みお 女 19 東京都立川市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本女子体育大学

55 35 陸上 選手 長内　智 おさない さとし 男 26 千葉県佐倉市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 パンチ工業

56 36 陸上 選手 池田　ブライ
アン　雅貴

いけだ ぶらいあ
ん まさき 男 20 神奈川県横浜市

港北区
神奈川県聴覚障害
者連盟 慶應義塾大学

57 37 陸上 選手 岡部　祐介 おかべ ゆうすけ 男 29 神奈川県横浜市
神奈川区

神奈川県聴覚障害
者連盟

ライフネット生命
保険株式会社

58 38 陸上 選手 三枝　浩基 さえぐさ ひろき 男 26 神奈川県横浜市
瀬谷区

神奈川県聴覚障害
者連盟

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

59 39 陸上 選手 設楽　明寿 したら あきひさ 男 22 茨城県つくば市 一般社団法人群馬
県聴覚障害者連盟 筑波技術大学大学院

60 40 陸上 選手 中村　開知 なかむら かいち 男 20 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取
県聴覚障害者協会

61 1 バドミントン 監督 中西　潤 なかにし じゅん 男 36 埼玉県熊谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

株式会社　日立ハ
イテクファインシ
ステムズ

62 2 バドミントン コーチ 井上　美緒 いのうえ みお 女 33 埼玉県越谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

花王ビジネスアソ
シエ株式会社

63 3 バドミントン アスレティック
トレーナー 岡野　篤郎 おかの あつろう 男 26 東京都多摩市 帝京大学スポーツ

医科学センター

64 4 バドミントン 選手 吉田　美香 よしだ みか 女 33 福岡県福岡市 社会福祉法人福岡
県聴覚障害者協会

パナソニックシス
テムネットワーク
ス株式会社

65 5 バドミントン 選手 品田　千紘 しなだ ちひろ 女 27 埼玉県朝霞市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

埼玉県立特別支援
学校坂戸ろう学園

66 6 バドミントン 選手 長原　茉奈美 ながはら まなみ 女 23 北海道釧路市 公益社団法人北海
道ろうあ連盟 北海道白糠養護学校

67 7 バドミントン 選手 柿内　康平 かきうち こうへい 男 32 鹿児島県鹿屋市 一般社団法人鹿児島
県聴覚障害者協会

鹿児島県立鹿児島
養護学校
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68 8 バドミントン 選手 太田　歩 おおた あゆむ 男 26 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

株式会社 JAL サン
ライト

69 9 バドミントン 選手 沼倉　昌明 ぬまくら まさあき 男 31 埼玉県朝霞市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 さいたま市役所

70 1 ビーチバレー
ボール トレーナー 岩田　秀治 いわた ひではる 男 50 大阪府大阪市

淀川区

学校法人摺河学園
ハーベスト医療福
祉専門学校

71 2 ビーチバレー
ボール

ゼネラル
マネージャー 平井　望 ひらい のぞみ 女 33 茨城県つくば市 一般社団法人群馬

県聴覚障害者連盟

筑波技術大学大学
院　技術科学研究
科

72 3 ビーチバレー
ボール 選手 天羽　弘志 あもう ひろし 男 47 徳島県吉野川市

特定非営利活動法
人徳島県聴覚障害
者福祉協会

大塚製薬株式会社

73 4 ビーチバレー
ボール 選手 瀬井　達也 せい たつや 男 34 東京都大田区

公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

国際石油開発帝石
株式会社

74 5 ビーチバレー
ボール 選手 今井　勇太 いまい ゆうた 男 24 大阪府大阪市

城東区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会 大正区役所

75 6 ビーチバレー
ボール 選手 竹村　徳比古 たけむら のりひこ 男 33 神奈川県横浜市

金沢区
神奈川県聴覚障害
者連盟

ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

76 1 自転車 監督 小笠原 崇裕 おがさわら たかひろ 男 36 東京都町田市 自転車競技選手

77 2 自転車
スポーツアロマ
コンディショニ
ングトレーナー

西川　昌子 にしかわ しょうこ 女 56 東京都杉並区
スポーツアロマ　
コンディショニン
グセンター

78 3 自転車 手話通訳 田村　梢 たむら こずえ 女 39 神奈川県横浜市
中区

社会福祉法人神奈
川聴覚障害者総合
福祉協会

79 4 自転車 選手兼
スタッフ 早瀨　久美 はやせ くみ 女 42 神奈川県横浜市

西区
神奈川県聴覚障害
者連盟 昭和大学病院

80 5 自転車 選手 簑原　由加利 みのはら ゆかり 女 34 東京都中野区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社ティーガイア
（T-Gaia Corporation）

81 6 自転車 選手 早瀨　憲太郎 はやせ けんたろう 男 44 神奈川県横浜市
西区

神奈川県聴覚障害
者連盟 学習塾　早瀬道場

82 7 自転車 選手 箭内　秀平 やない しゅうへい 男 29 東京都北区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東京都立大塚ろう
学校

83 8 自転車 選手 川野　健太 かわの けんた 男 26 東京都練馬区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

伊藤忠オリコ保険
サービス株式会社

84 1 サッカー 監督 中山　剛 なかやま つよし 男 41 兵庫県姫路市
特定非営利活動法
人　 西 播 磨 サ ッ
カー協会

85 2 サッカー コーチ 植松　隼人 うえまつ はやと 男 35 東京都品川区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

サインフットボー
ルスタイル

86 3 サッカー トレーナー 佐保　泰明 さほ やすあき 男 34 東京都 帝京大学

87 4 サッカー スタッフ 鈴木　猛仁 すずき たけひと 男 36 茨城県那珂市 一般社団法人茨城
県聴覚障害者協会 日立製作所

88 5 サッカー スタッフ 田口　昌弘 たぐち まさひろ 男 42 東京都江東区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社　ニチレイ

89 6 サッカー スタッフ 野呂　啓 のろ けい 男 41 愛知県名古屋市
緑区

一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会 株式会社　大林組

90 7 サッカー 選手 中島　正行 なかじま まさゆき 男 34 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社 SOU
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91 8 サッカー 選手 吉野　勇樹 よしの ゆうき 男 24 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

アクサ生命保険株
式会社

92 9 サッカー 選手 岡田　侑也 おかだ ゆうや 男 20 神奈川県平塚市 神奈川県聴覚障害
者連盟 東海大学

93 10 サッカー 選手 桐生　聖明 きりゅう きよあき 男 27 神奈川県大和市 神奈川県聴覚障害
者連盟

東芝マイクロエレ
クトロニクス株式
会社

94 11 サッカー 選手 竹内　裕樹 たけうち ひろき 男 26 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本空港テクノ株
式会社

95 12 サッカー 選手 千葉　駿介 ちば しゅんすけ 男 28 東京都葛飾区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

富士ゼロックス株
式会社

96 13 サッカー 選手 松元　卓巳 まつもと たくみ 男 27 福岡県福岡市東区 社会福祉法人福岡
県聴覚障害者協会

あいおいニッセイ
同和損害保険株式
会社

97 14 サッカー 選手 河野　翔 こうの しょう 男 28 千葉県市川市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会

富士通ネットワー
クソリューション
ズ株式会社

98 15 サッカー 選手 岡田　拓也 おかだ たくや 男 20 埼玉県川口市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 中央学院大学

99 16 サッカー 選手 塩田　知弘 しおた ともひろ 男 29 東京都中央区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社ファース
トリテイリング

100 17 サッカー 選手 松本　弘 まつもと ひろし 男 31 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

あいおいニッセイ
同和損害保険株式
会社

101 18 サッカー 選手 古島　啓太 ふるしま けいた 男 26 大阪府守口市 公益社団法人大阪
聴力障害者協会

シャープエンジニ
アリング株式会社

102 19 サッカー 選手 仲井　健人 なかい けんと 男 24 東京都板橋区 一般社団法人茨城
県聴覚障害者協会

公益財団法人 日本
サッカー協会

103 20 サッカー 選手 江島　由高 えじま よしたか 男 31 神奈川県横浜市
磯子区

神奈川県聴覚障害
者連盟

東日本旅客鉄道株
式会社

104 21 サッカー 選手 大西　諒 おおにし りょう 男 23 埼玉県八潮市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

ソフトバンク株式
会社

105 22 サッカー 選手 山森　裕介 やまもり ゆうすけ 男 24 福井県鯖江市 福井県ろうあ協会 越前市役所

106 23 サッカー 選手 東海林　直広 しょうじ なおひろ 男 24 東京都足立区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株 式 会 社 オ ー ク
ネット

107 24 サッカー 選手 林　滉大 はやし こうだい 男 20 埼玉県さいたま市
桜区

一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 亜細亜大学

108 25 サッカー 選手 伊丹　秀行 いたみ ひでたか 男 18 千葉県柏市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 学習院大学

109 26 サッカー 選手 西　大輔 にし だいすけ 男 18 大分県大分市 社会福祉法人大分
県聴覚障害者協会

ソイテックスジャ
パン株式会社

110 1 空手 手話通訳 田口　雅子 たぐち まさこ 女 61 東京都渋谷区

111 2 空手 選手 稲葉　考一 いなば こういち 男 52 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東芝情報システム
株式会社

112 3 空手 選手 新垣　愛花 あらかき あいか 女 23 沖縄県那覇市 一般社団法人沖縄
県聴覚障害者協会

株式会社　御菓子
御殿

113 4 空手 選手 北村　亀太 きたむら きゅうた 男 17 福岡県春日市
社会福祉法人福岡県聴覚障
害者協会（福岡県立福岡高
等聴覚特別支援学校 3 年）

福岡県立福岡高等
聴覚特別支援学校
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114 5 空手 選手兼
スタッフ 坂口　健二 さかぐち けんじ 男 49 沖縄県那覇市 一般社団法人沖縄

県聴覚障害者協会

115 6 空手 選手兼
スタッフ 宮下　昭宣 みやした あきのぶ 男 50 埼玉県越谷市 一般社団法人埼玉

県聴覚障害者協会 SMBC 日興証券

116 1 水泳 監督 豊田　律 とよだ ただし 男 50 京都府京都市
伏見区

一般社団法人京都
府聴覚障害者協会

株式会社　村田製
作所

117 2 水泳 コーチ 鈴木　しのぶ すずき しのぶ 女 51 静岡県焼津市
特定非営利活動法人
パシフィック・ドル
フィン

118 3 水泳 トレーナー 佐藤　学 さとう まなぶ 男 44 東京都府中市 株式会社 MARKS

119 4 水泳 選手 金持　義和 かなじ よしかず 男 23 大阪府堺市西区 公益社団法人大阪
聴力障害者協会 

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

120 5 水泳 選手 茨　隆太郎 いばら りゅうたろう 男 23 神奈川県秦野市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東海大学大学院

121 6 水泳 選手 藤原　慧 ふじはら さとい 男 21 東京都目黒区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本大学

122 7 水泳 選手 津田　悠太 つだ ゆうた 男 16 静岡県御殿場市
公益社団法人静岡県
聴覚障害者協会（飛
龍高等学校 1 年）

飛龍高等学校

123 8 水泳 選手 星　泰雅 ほし たいが 男 18 宮城県塩釜市 一般社団法人宮城
県聴覚障害者協会 仙台大学

124 9 水泳 選手 藤川　彩夏 ふじかわ あやか 女 21 東京都国立市 社会福祉法人長野
県聴覚障害者協会 東京女子体育大学

125 10 水泳 選手 久保　南 くぼ みなみ 女 20 愛知県豊田市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会 東海学園大学

126 11 水泳 選手 齋藤　京香 さいとう きょうか 女 16 山形県酒田市
一般社団法人山形県聴
覚障害者協会（山形県立
酒田光陵高等学校 2 年）

山形県立酒田光陵
高等学校

127 12 水泳 選手 中東　郁葉 なかひがし いくは 女 15 長野県松本市
社会福祉法人長野県
聴覚障害者協会（松
商学園高等学校1年）

松商学園高等学校

128 1 卓球 卓球団長 大平　静也 おおだいら しずや 男 58 新潟県長岡市 一般社団法人新潟
県聴覚障害者協会 日本精機株式会社

129 2 卓球 監督 須藤　聡美 すどう さとみ 女 40 埼玉県八潮市 S クラブ

130 3 卓球 コーチ 大倉　峰雄 おおくら みねお 男 56 宮城県仙台市
青葉区 東北福祉大学

131 4 卓球 手話通訳 井出　敬子 いで けいこ 女 54 神奈川県相模原市
中央区

障害者スポーツ文化セ
ンター横浜ラポール

132 5 卓球 選手 亀澤　理穂 かめざわ りほ 女 26 東京都中野区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

花王株式会社

133 6 卓球 選手 川﨑　瑞恵 かわさき みずえ 女 21 東京都小平市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

大正大学

134 7 卓球 選手 髙岡　里吏 たかおか りさと 女 24 東京都江戸川区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

アクサ生命保険株
式会社

135 1 テニス 監督 齋藤　一茂 さいとう かずしげ 男 40 静岡県袋井市 公益社団法人静岡
県聴覚障害者協会

NSK ワーナー株式
会社

136 2 テニス アスレティック
トレーナー 佐野村　学 さのむら まなぶ 男 47 東京都日野市 帝京大学
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91 8 サッカー 選手 吉野　勇樹 よしの ゆうき 男 24 神奈川県川崎市
中原区

神奈川県聴覚障害
者連盟

アクサ生命保険株
式会社

92 9 サッカー 選手 岡田　侑也 おかだ ゆうや 男 20 神奈川県平塚市 神奈川県聴覚障害
者連盟 東海大学

93 10 サッカー 選手 桐生　聖明 きりゅう きよあき 男 27 神奈川県大和市 神奈川県聴覚障害
者連盟

東芝マイクロエレ
クトロニクス株式
会社

94 11 サッカー 選手 竹内　裕樹 たけうち ひろき 男 26 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本空港テクノ株
式会社

95 12 サッカー 選手 千葉　駿介 ちば しゅんすけ 男 28 東京都葛飾区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

富士ゼロックス株
式会社

96 13 サッカー 選手 松元　卓巳 まつもと たくみ 男 27 福岡県福岡市東区 社会福祉法人福岡
県聴覚障害者協会

あいおいニッセイ
同和損害保険株式
会社

97 14 サッカー 選手 河野　翔 こうの しょう 男 28 千葉県市川市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会

富士通ネットワー
クソリューション
ズ株式会社

98 15 サッカー 選手 岡田　拓也 おかだ たくや 男 20 埼玉県川口市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 中央学院大学

99 16 サッカー 選手 塩田　知弘 しおた ともひろ 男 29 東京都中央区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社ファース
トリテイリング

100 17 サッカー 選手 松本　弘 まつもと ひろし 男 31 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

あいおいニッセイ
同和損害保険株式
会社

101 18 サッカー 選手 古島　啓太 ふるしま けいた 男 26 大阪府守口市 公益社団法人大阪
聴力障害者協会

シャープエンジニ
アリング株式会社

102 19 サッカー 選手 仲井　健人 なかい けんと 男 24 東京都板橋区 一般社団法人茨城
県聴覚障害者協会

公益財団法人 日本
サッカー協会

103 20 サッカー 選手 江島　由高 えじま よしたか 男 31 神奈川県横浜市
磯子区

神奈川県聴覚障害
者連盟

東日本旅客鉄道株
式会社

104 21 サッカー 選手 大西　諒 おおにし りょう 男 23 埼玉県八潮市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

ソフトバンク株式
会社

105 22 サッカー 選手 山森　裕介 やまもり ゆうすけ 男 24 福井県鯖江市 福井県ろうあ協会 越前市役所

106 23 サッカー 選手 東海林　直広 しょうじ なおひろ 男 24 東京都足立区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株 式 会 社 オ ー ク
ネット

107 24 サッカー 選手 林　滉大 はやし こうだい 男 20 埼玉県さいたま市
桜区

一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会 亜細亜大学

108 25 サッカー 選手 伊丹　秀行 いたみ ひでたか 男 18 千葉県柏市 社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 学習院大学

109 26 サッカー 選手 西　大輔 にし だいすけ 男 18 大分県大分市 社会福祉法人大分
県聴覚障害者協会

ソイテックスジャ
パン株式会社

110 1 空手 手話通訳 田口　雅子 たぐち まさこ 女 61 東京都渋谷区

111 2 空手 選手 稲葉　考一 いなば こういち 男 52 東京都町田市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東芝情報システム
株式会社

112 3 空手 選手 新垣　愛花 あらかき あいか 女 23 沖縄県那覇市 一般社団法人沖縄
県聴覚障害者協会

株式会社　御菓子
御殿

113 4 空手 選手 北村　亀太 きたむら きゅうた 男 17 福岡県春日市
社会福祉法人福岡県聴覚障
害者協会（福岡県立福岡高
等聴覚特別支援学校 3 年）

福岡県立福岡高等
聴覚特別支援学校

通
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別
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114 5 空手 選手兼
スタッフ 坂口　健二 さかぐち けんじ 男 49 沖縄県那覇市 一般社団法人沖縄

県聴覚障害者協会

115 6 空手 選手兼
スタッフ 宮下　昭宣 みやした あきのぶ 男 50 埼玉県越谷市 一般社団法人埼玉

県聴覚障害者協会 SMBC 日興証券

116 1 水泳 監督 豊田　律 とよだ ただし 男 50 京都府京都市
伏見区

一般社団法人京都
府聴覚障害者協会

株式会社　村田製
作所

117 2 水泳 コーチ 鈴木　しのぶ すずき しのぶ 女 51 静岡県焼津市
特定非営利活動法人
パシフィック・ドル
フィン

118 3 水泳 トレーナー 佐藤　学 さとう まなぶ 男 44 東京都府中市 株式会社 MARKS

119 4 水泳 選手 金持　義和 かなじ よしかず 男 23 大阪府堺市西区 公益社団法人大阪
聴力障害者協会 

エイベックス・グ
ループ・ホールディ
ングス株式会社

120 5 水泳 選手 茨　隆太郎 いばら りゅうたろう 男 23 神奈川県秦野市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

東海大学大学院

121 6 水泳 選手 藤原　慧 ふじはら さとい 男 21 東京都目黒区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

日本大学

122 7 水泳 選手 津田　悠太 つだ ゆうた 男 16 静岡県御殿場市
公益社団法人静岡県
聴覚障害者協会（飛
龍高等学校 1 年）

飛龍高等学校

123 8 水泳 選手 星　泰雅 ほし たいが 男 18 宮城県塩釜市 一般社団法人宮城
県聴覚障害者協会 仙台大学

124 9 水泳 選手 藤川　彩夏 ふじかわ あやか 女 21 東京都国立市 社会福祉法人長野
県聴覚障害者協会 東京女子体育大学

125 10 水泳 選手 久保　南 くぼ みなみ 女 20 愛知県豊田市 一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会 東海学園大学

126 11 水泳 選手 齋藤　京香 さいとう きょうか 女 16 山形県酒田市
一般社団法人山形県聴
覚障害者協会（山形県立
酒田光陵高等学校 2 年）

山形県立酒田光陵
高等学校

127 12 水泳 選手 中東　郁葉 なかひがし いくは 女 15 長野県松本市
社会福祉法人長野県
聴覚障害者協会（松
商学園高等学校1年）

松商学園高等学校

128 1 卓球 卓球団長 大平　静也 おおだいら しずや 男 58 新潟県長岡市 一般社団法人新潟
県聴覚障害者協会 日本精機株式会社

129 2 卓球 監督 須藤　聡美 すどう さとみ 女 40 埼玉県八潮市 S クラブ

130 3 卓球 コーチ 大倉　峰雄 おおくら みねお 男 56 宮城県仙台市
青葉区 東北福祉大学

131 4 卓球 手話通訳 井出　敬子 いで けいこ 女 54 神奈川県相模原市
中央区

障害者スポーツ文化セ
ンター横浜ラポール

132 5 卓球 選手 亀澤　理穂 かめざわ りほ 女 26 東京都中野区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

花王株式会社

133 6 卓球 選手 川﨑　瑞恵 かわさき みずえ 女 21 東京都小平市
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

大正大学

134 7 卓球 選手 髙岡　里吏 たかおか りさと 女 24 東京都江戸川区
公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

アクサ生命保険株
式会社

135 1 テニス 監督 齋藤　一茂 さいとう かずしげ 男 40 静岡県袋井市 公益社団法人静岡
県聴覚障害者協会

NSK ワーナー株式
会社

136 2 テニス アスレティック
トレーナー 佐野村　学 さのむら まなぶ 男 47 東京都日野市 帝京大学
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137 3 テニス チーム
ドクター 笹島　浩泰 ささじま ひろやす 男 57 京都府京都市

左京区 京都府立医科大学

138 4 テニス 選手 梶下　怜紀 かじした れいき 男 23 広島県広島市
安佐南区

一般社団法人広島
県ろうあ連盟 マツダ株式会社

139 5 テニス 選手 親松　直人 おやまつ なおと 男 24 埼玉県熊谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

ブリヂストンスポー
ツアリーナ株式会社
テニスハウス浦和

140 6 テニス 選手 松下　哲也 まつした てつや 男 43 大阪府貝塚市 公益社団法人大阪
聴力障害者協会

株式会社富士通エ
フサス

141 7 テニス 選手 笹島　航太 ささじま こおた 男 19 京都府京都市
左京区

一般社団法人京都
府聴覚障害者協会 京都産業大学

142 1 バレーボール
（男子） 監督 鹿谷　明生 しかたに あきお 男 51 大阪府大阪市

大正区 NBK dreamers

143 2 バレーボール
（男子） マネージャー 中野　智久 なかの ともひさ 男 31 奈良県奈良市 一般社団法人奈良

県聴覚障害者協会
大阪府立生野聴覚
支援学校

144 3 バレーボール
（男子） 手話通訳 平　英司 たいら えいじ 男 41 兵庫県宝塚市 関西学院大学

145 4 バレーボール
（男子） コーチ 海野　洋馬 うんの ようま 男 29 静岡県静岡市葵区 BREZZA

146 5 バレーボール
（男子） トレーナー 中村　裕斗 なかむら ゆうと 男 26 兵庫県神戸市

垂水区
HPH 訪問鍼灸リハ
ビリマッサージ

147 6 バレーボール
（男子） コーチ（分析）逸見　尚史 へんみ ひさし 男 48 埼玉県越谷市 埼玉県立三郷工業

技術高等学校

148 7 バレーボール
（男子） コーチ（戦術）山下　博史 やました ひろし 男 37 京都府京田辺市 東大阪市教育委員

会

149 8 バレーボール
（男子） 選手 加賀　辰樹 かが たつき 男 24 兵庫県西宮市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
大和ハウス工業株
式会社

150 9 バレーボール
（男子） 選手 加賀　充 かが みつる 男 26 新潟県新潟市東区 一般社団法人新潟

県聴覚障害者協会
新潟県立新潟聾学
校

151 10 バレーボール
（男子） 選手 狩野　拓也 かのう たくや 男 24 広島県三原市 一般社団法人広島

県ろうあ連盟 興生総合病院

152 11 バレーボール
（男子） 選手 若原　正享 わかはら まさゆき 男 34 栃木県宇都宮市 一般社団法人栃木

県聴覚障害者協会
栃木県会計局会計
管理課

153 12 バレーボール
（男子） 選手 坂下　真一 さかした しんいち 男 18 大阪府大阪市

阿倍野区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会

大阪府立中央聴覚
支援学校

154 13 バレーボール
（男子） 選手 高橋　竜一 たかはし りゅういち 男 29 愛知県高浜市 一般社団法人愛知

県聴覚障害者協会
株式会社豊田自動
織機

155 14 バレーボール
（男子） 選手 吉田　翔 よしだ しょう 男 32 佐賀県佐賀市 一般社団法人佐賀

県聴覚障害者協会 NHO　佐賀病院

156 15 バレーボール
（男子） 選手 成木　俊介 なるき しゅんすけ 男 27 愛知県高浜市 一般社団法人愛知

県聴覚障害者協会
株式会社　豊田自
動織機

157 16 バレーボール
（男子） 選手 信田　光宣 のぶた みつのぶ 男 46 兵庫県神戸市西区 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
株式会社　日立イ
ンスファーマ

158 17 バレーボール
（男子） 選手 田底　佳樹 たぞこ よしき 男 18 鹿児島県霧島市

一般社団法人鹿児
島県聴覚障害者協
会

京セラ株式会社　
鹿児島国分工場

159 18 バレーボール
（男子） 選手 秋元　翔馬 あきもと しょうま 男 17 愛知県岡崎市

一般社団法人愛知県聴
覚障害者協会（愛知県
立名古屋聾学校 3 年）

愛知県立名古屋ろ
う学校
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160 19 バレーボール
（男子） 選手 千原　浩平 ちはら こうへい 男 15 静岡県静岡市葵区

公益社団法人静岡県聴覚
障害者協会（静岡県立沼
津聴覚特別支援学校1年）

静岡県立沼津聴覚
特別支援学校

161 1 バレーボール
（女子） 監督 狩野　美雪 かのう みゆき 女 39 東京都三鷹市 JDVA

162 2 バレーボール
（女子） ヘッドコーチ 村井　貴行 むらい たかゆき 男 33 千葉県船橋市 JDVA

163 3 バレーボール
（女子） トレーナー 中川　菜保 なかがわ なほ 女 40 愛知県名古屋市

千種区

164 4 バレーボール
（女子） 手話通訳 岡田　直樹 おかだ なおき 男 35 横浜市港北区 JDVA

165 5 バレーボール
（女子）

ゼネラル
マネージャー 大川　裕二 おおかわ ゆうじ 男 50 東京都大田区

公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

公益財団法人　東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会

166 6 バレーボール
（女子） 選手 尾塚　愛実 おづか あいみ 女 19 鹿児島県阿久根市 一般社団法人鹿児島

県聴覚障害者協会
京セラ株式会社　
鹿児島川内工場

167 7 バレーボール
（女子） 選手 高良　美樹 たから みき 女 26 沖縄県豊見城市 一般社団法人沖縄

県聴覚障害者協会 株式会社沖電工

168 8 バレーボール
（女子） 選手 三浦　早苗 みうら さなえ 女 31 神奈川県大和市 神奈川県聴覚障害

者連盟
ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

169 9 バレーボール
（女子） 選手 村木　玲奈 むらき れな 女 20 千葉県千葉市

中央区
社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 淑徳大学

170 10 バレーボール
（女子） 選手 前島　奈美 まえじま　なみ 女 28 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取

県聴覚障害者協会

171 11 バレーボール
（女子） 選手 畠　奈々子 はた ななこ 女 25 大阪府吹田市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
田辺三菱製薬株式
会社

172 12 バレーボール
（女子） 選手 中田　美緒 なかた みお 女 16 神奈川県三浦郡

神奈川県聴覚障害者
連盟（神奈川県立平
塚ろう学校 2 年）

神奈川県立平塚ろ
う学校

173 13 バレーボール
（女子） 選手 宇賀耶　早紀 うがや さき 女 26 大阪府大阪市

城東区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会

富士ゼロックス株
式会社

174 14 バレーボール
（女子） 選手 長谷山　優美 はせやま ゆうみ 女 16 神奈川県茅ケ崎市

神奈川県聴覚障害者
連盟（神奈川県立平
塚ろう学校 2 年）

神奈川県立平塚ろ
う学校

175 15 バレーボール
（女子） 選手 安積　梨絵 あづみ りえ 女 25 兵庫県姫路市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会

176 16 バレーボール
（女子） 選手 平岡　早百合 ひらおか さゆり 女 18 埼玉県児玉郡

一般社団法人埼玉県
聴覚障害者協会（正
智深谷高等学校3年）

学校法人智香寺学
園　正智深谷高等
学校

177 17 バレーボール
（女子） 選手 山﨑　望 やまさき のぞみ 女 32 高知県室戸市 一般社団法人高知

県聴覚障害者協会 有限会社仙頭車輌
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137 3 テニス チーム
ドクター 笹島　浩泰 ささじま ひろやす 男 57 京都府京都市

左京区 京都府立医科大学

138 4 テニス 選手 梶下　怜紀 かじした れいき 男 23 広島県広島市
安佐南区

一般社団法人広島
県ろうあ連盟 マツダ株式会社

139 5 テニス 選手 親松　直人 おやまつ なおと 男 24 埼玉県熊谷市 一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

ブリヂストンスポー
ツアリーナ株式会社
テニスハウス浦和

140 6 テニス 選手 松下　哲也 まつした てつや 男 43 大阪府貝塚市 公益社団法人大阪
聴力障害者協会

株式会社富士通エ
フサス

141 7 テニス 選手 笹島　航太 ささじま こおた 男 19 京都府京都市
左京区

一般社団法人京都
府聴覚障害者協会 京都産業大学

142 1 バレーボール
（男子） 監督 鹿谷　明生 しかたに あきお 男 51 大阪府大阪市

大正区 NBK dreamers

143 2 バレーボール
（男子） マネージャー 中野　智久 なかの ともひさ 男 31 奈良県奈良市 一般社団法人奈良

県聴覚障害者協会
大阪府立生野聴覚
支援学校

144 3 バレーボール
（男子） 手話通訳 平　英司 たいら えいじ 男 41 兵庫県宝塚市 関西学院大学

145 4 バレーボール
（男子） コーチ 海野　洋馬 うんの ようま 男 29 静岡県静岡市葵区 BREZZA

146 5 バレーボール
（男子） トレーナー 中村　裕斗 なかむら ゆうと 男 26 兵庫県神戸市

垂水区
HPH 訪問鍼灸リハ
ビリマッサージ

147 6 バレーボール
（男子） コーチ（分析）逸見　尚史 へんみ ひさし 男 48 埼玉県越谷市 埼玉県立三郷工業

技術高等学校

148 7 バレーボール
（男子） コーチ（戦術）山下　博史 やました ひろし 男 37 京都府京田辺市 東大阪市教育委員

会

149 8 バレーボール
（男子） 選手 加賀　辰樹 かが たつき 男 24 兵庫県西宮市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
大和ハウス工業株
式会社

150 9 バレーボール
（男子） 選手 加賀　充 かが みつる 男 26 新潟県新潟市東区 一般社団法人新潟

県聴覚障害者協会
新潟県立新潟聾学
校

151 10 バレーボール
（男子） 選手 狩野　拓也 かのう たくや 男 24 広島県三原市 一般社団法人広島

県ろうあ連盟 興生総合病院

152 11 バレーボール
（男子） 選手 若原　正享 わかはら まさゆき 男 34 栃木県宇都宮市 一般社団法人栃木

県聴覚障害者協会
栃木県会計局会計
管理課

153 12 バレーボール
（男子） 選手 坂下　真一 さかした しんいち 男 18 大阪府大阪市

阿倍野区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会

大阪府立中央聴覚
支援学校

154 13 バレーボール
（男子） 選手 高橋　竜一 たかはし りゅういち 男 29 愛知県高浜市 一般社団法人愛知

県聴覚障害者協会
株式会社豊田自動
織機

155 14 バレーボール
（男子） 選手 吉田　翔 よしだ しょう 男 32 佐賀県佐賀市 一般社団法人佐賀

県聴覚障害者協会 NHO　佐賀病院

156 15 バレーボール
（男子） 選手 成木　俊介 なるき しゅんすけ 男 27 愛知県高浜市 一般社団法人愛知

県聴覚障害者協会
株式会社　豊田自
動織機

157 16 バレーボール
（男子） 選手 信田　光宣 のぶた みつのぶ 男 46 兵庫県神戸市西区 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
株式会社　日立イ
ンスファーマ

158 17 バレーボール
（男子） 選手 田底　佳樹 たぞこ よしき 男 18 鹿児島県霧島市

一般社団法人鹿児
島県聴覚障害者協
会

京セラ株式会社　
鹿児島国分工場

159 18 バレーボール
（男子） 選手 秋元　翔馬 あきもと しょうま 男 17 愛知県岡崎市

一般社団法人愛知県聴
覚障害者協会（愛知県
立名古屋聾学校 3 年）

愛知県立名古屋ろ
う学校

通
し No 競技名 役職

（スタッフ / 選手） 名前 ふりがな 性
別
年
齢 住所 所属団体 勤務先・学校名等

160 19 バレーボール
（男子） 選手 千原　浩平 ちはら こうへい 男 15 静岡県静岡市葵区

公益社団法人静岡県聴覚
障害者協会（静岡県立沼
津聴覚特別支援学校1年）

静岡県立沼津聴覚
特別支援学校

161 1 バレーボール
（女子） 監督 狩野　美雪 かのう みゆき 女 39 東京都三鷹市 JDVA

162 2 バレーボール
（女子） ヘッドコーチ 村井　貴行 むらい たかゆき 男 33 千葉県船橋市 JDVA

163 3 バレーボール
（女子） トレーナー 中川　菜保 なかがわ なほ 女 40 愛知県名古屋市

千種区

164 4 バレーボール
（女子） 手話通訳 岡田　直樹 おかだ なおき 男 35 横浜市港北区 JDVA

165 5 バレーボール
（女子）

ゼネラル
マネージャー 大川　裕二 おおかわ ゆうじ 男 50 東京都大田区

公益社団法人東京聴覚
障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

公益財団法人　東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会

166 6 バレーボール
（女子） 選手 尾塚　愛実 おづか あいみ 女 19 鹿児島県阿久根市 一般社団法人鹿児島

県聴覚障害者協会
京セラ株式会社　
鹿児島川内工場

167 7 バレーボール
（女子） 選手 高良　美樹 たから みき 女 26 沖縄県豊見城市 一般社団法人沖縄

県聴覚障害者協会 株式会社沖電工

168 8 バレーボール
（女子） 選手 三浦　早苗 みうら さなえ 女 31 神奈川県大和市 神奈川県聴覚障害

者連盟
ほ け ん の 窓 口 グ
ループ株式会社

169 9 バレーボール
（女子） 選手 村木　玲奈 むらき れな 女 20 千葉県千葉市

中央区
社会福祉法人千葉
県聴覚障害者協会 淑徳大学

170 10 バレーボール
（女子） 選手 前島　奈美 まえじま　なみ 女 28 鳥取県鳥取市 公益社団法人鳥取

県聴覚障害者協会

171 11 バレーボール
（女子） 選手 畠　奈々子 はた ななこ 女 25 大阪府吹田市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会
田辺三菱製薬株式
会社

172 12 バレーボール
（女子） 選手 中田　美緒 なかた みお 女 16 神奈川県三浦郡

神奈川県聴覚障害者
連盟（神奈川県立平
塚ろう学校 2 年）

神奈川県立平塚ろ
う学校

173 13 バレーボール
（女子） 選手 宇賀耶　早紀 うがや さき 女 26 大阪府大阪市

城東区
公益社団法人大阪
聴力障害者協会

富士ゼロックス株
式会社

174 14 バレーボール
（女子） 選手 長谷山　優美 はせやま ゆうみ 女 16 神奈川県茅ケ崎市

神奈川県聴覚障害者
連盟（神奈川県立平
塚ろう学校 2 年）

神奈川県立平塚ろ
う学校

175 15 バレーボール
（女子） 選手 安積　梨絵 あづみ りえ 女 25 兵庫県姫路市 公益社団法人兵庫

県聴覚障害者協会

176 16 バレーボール
（女子） 選手 平岡　早百合 ひらおか さゆり 女 18 埼玉県児玉郡

一般社団法人埼玉県
聴覚障害者協会（正
智深谷高等学校3年）

学校法人智香寺学
園　正智深谷高等
学校

177 17 バレーボール
（女子） 選手 山﨑　望 やまさき のぞみ 女 32 高知県室戸市 一般社団法人高知

県聴覚障害者協会 有限会社仙頭車輌
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メダル 氏　名 種　目

金メダル

尾塚愛実　　高良美樹　　三浦早苗　　村木玲奈
前島奈美　　畠奈々子　　中田美緒　　宇賀耶早紀
長谷山優美　安積梨絵　　平岡早百合　山﨑　望

バレーボール 女子

山田真樹 陸上競技 男子 200m

山田真樹　三枝浩基　設楽明寿　佐々木琢磨 陸上競技 男子４× 100mリレー

藤原　慧 水泳 男子 400m自由形

藤原　慧 水泳 男子 1500m自由形

藤原　慧 水泳 男子 400m個人メドレー

銀メダル

山田真樹 陸上競技 男子 400m

湯上剛輝 陸上競技 男子円盤投げ

藤原　慧 水泳 男子 200mバタフライ

藤原　慧 水泳 男子 200m自由形

金持義和 水泳 男子 100m背泳

金持義和 水泳 男子 200m背泳

茨隆太郎 水泳 男子 200m個人メドレー

藤原　慧　金持義和　茨隆太郎　津田悠太 水泳 男子４× 200m自由形リレー

藤原　慧　金持義和　茨隆太郎　津田悠太 水泳 男子４× 100mメドレーリレー

銅メダル

滝澤佳奈子 陸上競技 女子棒高跳び

石田考正 陸上競技 男子ハンマー投げ

長原茉奈美 バドミントン 女子シングルス

早瀨久美 自転車（マウンテンバイク） 女子クロスカントリー・オリンピック

亀澤理穂　川﨑瑞恵 卓球 女子ダブルス

亀澤理穂　川﨑瑞恵　髙岡里吏 卓球 女子団体

簑原由加利 自転車（ロード） 女子 35km個人タイムトライアル

藤原　慧 水泳 男子 200m個人メドレー

金持義和 水泳 男子 50m背泳

茨隆太郎 水泳 男子 400m個人メドレー

藤原　慧　金持義和　茨隆太郎　津田悠太 水泳 男子４× 100m自由形リレー

金持義和　茨隆太郎　藤川彩夏　久保　南 水泳 混合４× 100mメドレーリレー

獲得メダル数

金メダル ６

銀メダル ９

銅メダル 12

合計 27

サムスン 2017 デフリンピック日本代表選手メダル獲得数
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国別メダル獲得ランキング

順位 国　名 金 銀 銅 計
1 ロシア 85 53 61 199
2 ウクライナ 21 42 36 99
3 韓国 18 20 14 52
4 トルコ 17 7 22 46
5 中国 14 9 11 34

6 日本 6 9 12 27
7 イラン 5 9 20 34
8 ヴェネズエラ 5 5 8 18
9 ケニア 5 5 6 16
10 アメリカ 5 3 8 16
11 ベラルーシ 4 9 3 16
12 台湾 4 5 8 17
13 ドイツ 4 5 3 12
14 イギリス 3 1 5 9
15 スロバキア 2 2 2 6
16 ギリシャ 2 1 2 5
17 キューバ 2 1 0 3
18 チェコ 2 0 2 4
19 タイ 2 0 0 2
20 リトアニア 1 5 7 13
21 イタリア 1 3 8 12
22 ポーランド 1 3 7 11
23 クロアチア 1 3 2 6
24 フランス 1 2 6 9
25 カザフスタン 1 1 5 7
26 インド 1 1 3 5
27 スイス 1 1 0 2
28 ブラジル 1 0 4 5
29 ノルウェー 1 0 1 2
30 シンガポール 1 0 1 2
31 ラトビア 1 0 0 1
32 メキシコ 1 0 0 1
33 モンゴル 0 4 5 9
34 ジョージア 0 2 1 3
35 南アフリカ 0 2 0 2
36 アルメニア 0 1 4 5
37 インドネシア 0 1 1 2
38 ポルトガル 0 1 1 2
39 エクアドル 0 1 0 1
40 マレーシア 0 1 0 1
41 スウェーデン 0 1 0 1
42 キルギス 0 0 4 4
43 ブルガリア 0 0 3 3
44 オーストリア 0 0 1 1
45 エジプト 0 0 1 1
46 エストニア 0 0 1 1
47 フィンランド 0 0 1 1
48 ハンガリー 0 0 1 1
49 イスラエル 0 0 1 1
50 オランダ 0 0 1 1
51 スペイン 0 0 1 1

合　計 219 219 294 732
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【陸上　男子】
選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 順位（位/人） 記録 POINT 風力 成績

佐々木　琢磨 男子　100m
64 予選 4 1/7 11.43 -2.1

7 位 / 入賞24 準決勝 2 4/8 11.13 +0.9
8 決勝 － 7/8 11.30 -0.9

山田　真樹

男子　200m
61 予選 9 1/7 22.75 -0.7

金メダル24 準決勝 1 1/8 22.46 -1.0
8 決勝 － 1/8 22.30 -3.1

男子　400m
43 予選 6 1/7 49.93

銀メダル24 準決勝 2 1/8 49.50
8 決勝 － 2/8 48.10

長内　智 男子　400m
44 予選 3 2/4 52.47

準決勝敗退
24 準決勝 1 7/8 52.22

森光　佑矢
男子　800m

24 予選 2 1/6 1:59.64
失格16 準決勝 1 2/8 1:54.56

8 決勝 － － －

男子　1500m
21 準決勝 1 3/10 4:09.28

7 位 / 入賞
12 決勝 － 7/12 3:55.85

山中　孝一郎
男子　5000m 13 決勝 － 11/13 18:21.31 11 位
男子　10000m 13 決勝 － 5/13 33:28.75 5 位 / 入賞
男子　マラソン 27 決勝 － 4/27 2:38:43 4 位 / 入賞

高田　裕士 男子　400m ハードル
12 準決勝 1 4/6 57.89

8 位 / 入賞
8 決勝 － 8/8 59.68

前島　博之 男子　走り高跳び 9 決勝 － 5/9 1m90 5 位 / 入賞
竹花　康太郎 男子　棒高跳び 7 決勝 － 4/7 4m50 4 位 / 入賞
中村　晃大 男子　三段飛び 11 決勝 － 7/11 13m62 7 位 / 入賞

湯上　剛輝 男子　円盤投げ
16 予選 Ａ 1/8 54m53

銀メダル
12 決勝 － 2/12 55m58

石田　考正 男子　ハンマー投げ 10 決勝 － 3/10 53m40 銅メダル

佐藤　將光 男子　槍投げ
16 予選 － 7/16 58m14

8 位 / 入賞
12 決勝 － 8/12 59m51

佐藤　賢太 男子　槍投げ
16 予選 － 4/16 60m03

4 位 / 入賞
12 決勝 － 4/12 63m72

前島　博之

男子　十種競技　総合 6 決勝 － 4/6 5027 4 位
（十種競技　100m） 6 決勝 － 3/6 12.12 628 （3 位）
（十種競技　走り幅跳び） 5 決勝 － 3/5 6m17 624 （3 位）
（十種競技　砲丸投げ） 5 決勝 － 5/5 9m72 469 （5 位）
（十種競技　走り高跳び） 5 決勝 － 2/5 1m82 644 （2 位）
（十種競技　400m） 5 決勝 － 3/5 55.62 574 （3 位）
（十種競技　110mハードル） 5 決勝 － 4/5 18.61 467 （4 位）
（十種競技　円盤投げ） 5 決勝 － 5/5 25m85 383 （5 位）
（十種競技　棒高跳び） 5 決勝 － 4/5 3m 357 （4 位）
（十種競技　やり投げ） 5 決勝 － 5/5 40m88 455 （5 位）
（十種競技　1500m） 5 決勝 － 3/5 5:24.59 426 （3 位）

吉田　利幸 男子　マラソン 27 決勝 － 9/27 2:50:02 9 位
（予）三枝・中村開知・設楽・佐々木
（決）三枝・山田・設楽・佐々木 男子　4x100m リレー

16 準決勝 3 1/5 43.97
金メダル

8 決勝 1 1/8 41.66
（予）池田・岡部・森光・長内智
（決）池田・岡部・森光・山田 男子　4x400m リレー

14 準決勝 1 3/5 3:24.57
5 位 / 入賞

8 決勝 － 5/8 3:19.29

【陸上　女子】
選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 順位（位/人） 記録 POINT 風力 成績

小松　彩香
女子　100m

31 予選 4 1/6 13.00 -3.1
4 位 / 入賞24 準決勝 2 1/8 12.55 +0.3

8 決勝 － 4/8 12.68 -1.9
女子　400m ハードル 8 決勝 － 5/8 1:03.67 5 位

岡田　海緒
女子　800m

10 予選 1 4/5 2:19.94
6 位 / 入賞

10 決勝 － 6/8 2:22.35
女子　1500m 10 決勝 － 7/10 4:50.25 7 位 / 入賞

田井　小百合 女子　100m ハードル 7 決勝 － 7/7 16.92 7 位
滝澤　佳奈子 女子　棒高跳び 5 決勝 － 3/5 2m55 銅メダル
佐藤　麻梨乃 女子　棒高跳び 5 決勝 － － － 記録なし
谷岡　真帆 女子　走り幅跳び 13 決勝 － 10/13 4m88 10 位
村尾　茉優 女子　ハンマー投げ 9 決勝 － 5/9 48m94 5 位
髙橋　渚 女子　槍投げ 8 決勝 － 5/8 37m67 6 位
嶋田　裕子 女子　マラソン 12 決勝 － 6/12 3:35:48 6 位

サムスン 2017 デフリンピック日本選手団　各競技別成績一覧
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【バドミントン　男子】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数勝敗
対戦相手

マッチ
セットポイント 予選成績

成績（選手名・国） 1 2 3 4 5 順位 勝 負

柿内　康平 男子 
シングルス

63 予選リーグ 3 勝 MOHSENPOUR Masood イラン 2-0 21-5 21-18 1/3 2 0

ベスト16
勝 ZAHID Saqib Ali パキスタン 2-0 21-4 21-7

42 決勝トーナメント －
勝 不戦勝
勝 SHARMA A. インド 2-0 21-19 21-17
負 TANG Kaifeng 中国 0-2 16-21 10-21

沼倉　昌明 男子 
シングルス

63 予選リーグ 3 勝 SANTOS Daniel de Re ブラジル 2-0 21-10 21-7 2/3 1 1 決勝トーナ
メント進出負 DING Yibo 中国 0-2 12-21 18-21

42 決勝トーナメント － 負 URAL Baris mehmet トルコ 1-2 20-22 21-15 15-21

太田　歩 男子 
シングルス

63 予選リーグ 3 負 WITTE Oliver ドイツ 0-2 6-21 8-21 2/3 1 1 決勝トーナ
メント進出勝 HUANG Cheng-I 台湾 2-1 21-18 5-21 21-14

42 決勝トーナメント － 負 SHARMA Abhinav インド 0-2 8-21 17-21

柿内・沼倉 男子 
ダブルス

27 予選リーグ 3 勝 LE BLANC S./ROUBIRA フランス 2-1 21-19 17-21 21-15 2/3 1 1
ベスト16負 SEO M./SHIN H. 韓国 0-2 16-21 18-21

18 決勝トーナメント － 勝 Da Costa M./De Faria ブラジル 2-0 21-11 21-6
負 Yibo Ding/Yaodong Wen 中国 1-2 17-21 21-15 21-23

【バドミントン　女子】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数勝敗
対戦相手

マッチ
セットポイント 予選成績

成績
（選手名・国） 1 2 3 4 5 順位 勝 負

吉田　美香 女子
シングルス

40 予選リーグ 3 勝 KOLITSOVA Gabriela ブルガリア 2-0 21-11 21-11 2/3 1 1 予選通過負 FAN Jung-Yu 台湾 0-2 7-21 10-21

26 決勝トーナメント 26 勝 DE OLIVEIRA Geisa V ブラジル 2-0 21-1 21-3 ベスト 16負 DORMIDONTOVA Olga ロシア 1-2 12-21 21-18 12-21

品田　千紘 女子
シングルス

40 予選リーグ 3 負 BOON Wei Ying マレーシア 0-2 5-21 18-21 2/3 1 1 予選通過勝 HOROBETS Ivanna ウクライナ 2-0 21-9 21-13
26 決勝トーナメント 26 負 LEE Soyeong 韓国 0-2 14-21 12-21 1 回戦敗退

長原茉奈美 女子
シングルス

40 予選リーグ 3 負 NEUDOLT Katrin オーストリア 0-2 12-21 15-21 2/3 1 1 予選通過勝 ZYMANTAITE Vaiva リトアニア 2-0 21-9 21-8

26 決勝トーナメント 26
勝 HUBANOVA Bohdana ウクライナ 2-0 21-8 21-8

準決勝敗退勝 SOBOLEVA Alena Igor ロシア 2-0 21-14 21-6
勝 BOON Wei Ying マレーシア 3-0 9-21 21-9 21-19

準決勝 4 負 JEONG Seonhwa 韓国 1-2 11-21 21-16 14-21
2 3 位決定戦 2 勝 WANG Meng Xing 中国 2-1 9-21 21-11 21-17 銅メダル

吉田・品田 女子
ダブルス

19 予選リーグ 3
勝 YAO D./WANG M. 中国 2-0 21-17 21-19

1/3 2 0 予選通過勝 YU E./PARK G. 韓国 2-0 23-21 21-9

12 決勝トーナメント 26
勝 不戦勝

準決勝敗退勝 DORMIDONTOVA/KHAKIMOV ロシア 2-1 17-21 21-18 21-15
負 FAN J./SHEN Y. 台湾 0-2 17-21 14-21

2 3 位決定戦 2 負 JEONG S./LEE S. 韓国 0-2 14-21 14-21 4 位／入賞

【バドミントン　混合 ・団体】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数勝敗
対戦相手

マッチ
セットポイント 予選成績

成績
（選手名・国） 1 2 3 4 5 順位 勝 負

柿内・吉田 混合
ダブルス

38 予選リーグ 3
負 DOVYDAITIS T./ZYMANT リトアニア 1-2 21-13 19-21 17-21

2/3 1 1 予選通過
勝 HUANG C./TU W. 台湾 2-1 17-21 21-11 21-17

24 決勝トーナメント 24 負 WOO J./LEE S. 韓国 1-2 21-15 21-14 21-17 1 回戦敗退

沼倉・品田 混合
ダブルス

38 予選リーグ 3
負 GULOMZODA S./SHTAYGE ロシア 0-2 13-21 9-21

2/3 1 1 予選通過
勝 TAKALO P./CHORNA A. ウクライナ 2-1 14-21 21-11 22-20

24 決勝トーナメント 24
勝 WEN Y./WANG M. 中国 2-1 25-23 12-21 21-19

5 位／入賞勝 ANTONOV V./DORMIDONTO ロシア 2-0 27-25 21-18
負 FRANCIS TAN H./BOON W マレーシア 0-2 16-21 23-25

太田・長原 混合
ダブルス

38 予選リーグ 4
勝 GETOV L./BOZEVA S. ブルガリア 2-0 21-16 22-20

2/4 2 1 予選通過勝 SUSANTO E./VENATALIA インドネシア 2-0 21-12 21-7
負 KOVALENKO S./HUBANOV ウクライナ 1-2 14-21 21-13 15-21

24 決勝トーナメント 24
勝 YEO K./FOO Z. マレーシア 2-0 21-14 21-10

5 位／入賞勝 DOVYDAITIS T./ZYMANTA リトアニア 2-0 21-14 21-9
負 DING Y./ZHANG H. 中国 0-2 14-21 16-21

団体戦 12 予選リーグ 3
勝 香港 5-0

2/3 1 1 予選通過
負 台湾 1-4

8 決勝トーナメント 8 負 韓国 0-3 5 位／入賞

■最終結果
順位 国名 順位 国名

1 中国 5 ウクライナ
2 ロシア 5 日本
3 台湾 5 トルコ
4 韓国 5 インド
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【ビーチバレーボール　男子】

選手名 ラウンド
対戦相手

勝敗マッチ
セットポイント 予選成績

成績
選手名 国 1 2 3 順位 勝 負

竹村　徳比古
天羽　弘志

予選リーグ
B グループ

ORZEL/CZAPLICKI ポーランド２ 負 0-2 16-21 19-21

4 1 3
METIN/CIFTCI トルコ２ 勝 2-0 21-15 21-8
KIRILLOV/AFANASYEV ロシア２ 負 0-2 15-21 6-21
DRABENOK/LITVINKA ベラルーシ 負 0-2 10-21 13-21

敗者復活戦 OKATAN/TEKIN トルコ１ 負 0-2 17-21 18-21

今井　勇太
瀬井　達也

予選リーグ
D グループ

KONE/AWOTINE ガーナ 不戦勝 2-0 21-0 21-0

2 3 1
ベスト 16

ZIDEK/BOCEK チェコ 負 1-2 18-21 21-17 10-15
SEGOVIANO Valdivia/FLORES メキシコ 勝 2-0 21-17 21-13
KARALIS/KOUREMENOS ギリシャ 勝 2-0 21-14 21-15

決勝トーナメント SUDY/PAEHLER ドイツ 負 1-2 24-22 18-21 7-15

【自転車　ロード】
選手名 種目 出場数 順位（位 /人） 記録 成績

早瀨　憲太郎

男子　1000m スプリント 40 6/40 13.69 6 位入賞
男子　50km 個人タイムトライアル 42 10/42 1:15:38.8 10 位
男子　100km 個人ロードレース 50 20/50 2:36:21 20 位
男子　50km ポイントレース 46 11/46 3 11 位

川野　健太

男子　1000m スプリント 40 18/40 14.33 18 位
男子　50km 個人タイムトライアル 42 37/42 1:24:57.7 37 位
男子　100km 個人ロードレース 50 39/50 2:45:55 39 位
男子　50km ポイントレース 46 18/46 -16 18 位

早瀨　久美

女子　1000m スプリント 15 10/15 17.03 10 位
女子　35km 個人タイムトライアル 14 11/14 55:15.2 11 位
女子　70km 個人ロードレース 19 5/19 2:21:04 5 位入賞
女子　40km ポイントレース 18 8/18 3 8 位入賞

蓑原　由加利

女子　1000m スプリント 15 12/15 17.72 12 位
女子　35km 個人タイムトライアル 14 3/14 49:54.1 銅メダル
女子　70km 個人ロードレース 19 7/19 2:21:10 7 位入賞
女子　40km ポイントレース 18 7/18 9 7 位入賞

【自転車　マウンテンバイク】
選手名 種目 出場数 順位（位 /人） 記録 成績

箭内　秀平 男子　クロスカントリー・オリンピック 32 6/32 1：14：23 6 位入賞
早瀨　久美 女子　クロスカントリー・オリンピック 8 3/8 1：07：30 銅メダル
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【サッカー　男子】
プログラム 対戦国 勝敗 スコア ＰＫ 成績

First Round
ウクライナ 勝 2-1

勝点４　1 勝 1 敗 1 分
＊得失点差アルゼンチン 引 2-2

イタリア 負 2-3

【空手　女子】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 勝敗
対戦相手

マッチ 成績
（選手名・国）

新垣　愛花 女子　形
15 １回戦 15 負 MARCANO CABEZA ベネズエラ 1-4

5 位
4 敗者復活戦 4

勝 ISIK Kader トルコ 5-0
負 MAZHARA Inna ウクライナ 1-4

【空手　男子】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 勝敗
対戦相手

マッチ 成績
（選手名・国）

北村　亀太 男子　形

25 1 回戦 25 勝 不戦勝

7 位
15 2 回戦 15 勝 MOUTSOKOS Nikolaos ギリシャ 5-0
8 準々決勝 8 負 PHANTIB Phongsathat タイ 1-4

敗者復活戦 負 DI GUIDO Daniele イタリア 0-5
宮下　昭宣 男子　形 25 1 回戦 25 勝 KALINYK　Oleksandr ウクライナ 1-4 1 回戦敗退

稲葉　考一 男子　組手 
-60kg

9 1 回戦 9 勝 不戦勝
9 位8 2 回戦 8 負 KOLYAN Tigran ロシア 0-10

敗者復活戦 負 KAO Wen-Fu 台湾 0-3

坂口　健二

男子　組手 
+84kg

9 1 回戦 9 勝 不戦勝
7 位8 2 回戦 8 負 TETYUSHKIN Mikhaylovich ロシア 0-8

敗者復活戦 負 KULA Osman トルコ 0-1
男子　組手 
無差別級 24 1 回戦 24 負 DIAZ Juan Mathias アルゼンチン 0-8 1 回戦敗退

北村・宮下・稲葉 男子　形 
団体 8 1 回戦 8 負 CHIU Yi-Hao / KAO　Wen-Fu 

LU Ching-Feng 台湾 0-5 1 回戦敗退

北村・宮下・稲葉・坂口 男子　組手 
団体 8 1 回戦 8 負

AKBULUT Fatih / TIRYAKI Burak 
ATAS Abdullah / TASKULAK Yucel 
GENC Oguzhan

トルコ 0-2 1 回戦敗退

■最終結果
順位 国名 順位 国名 順位 国名

1 トルコ 6 イギリス 9 サウジアラビア
2 ウクライナ 7 ロシア 9 韓国
3 エジプト 8 イラン 9 ベネズエラ
4 イタリア 9 日本 9 フランス
5 ドイツ 9 アルゼンチン 9 ナイジェリア

9 ブラジル
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【水泳　男子】
選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 順位（位 /人） 記録 成績

藤原　慧

男子 50m　自由形 51
予選 6 12/51 0:25:20

15 位
順決勝 1 15/16 0:25:74

男子 100m　自由形 49
予選 6 6/49 0:53:83

４位
決勝 － 4/8 0:53:08

男子 200m　自由形 39
予選 5 2/39 1:55:39

銀メダル
決勝 － 2/8 1:52:82

男子 400m　自由形 24
予選 3 1/24 4:05:13

金メダル
決勝 － 1/8 3:57:90

男子 1500m　自由形 17
予選 3 1/17 16:12:33

金メダル
決勝 － 1/8 15:37:64

男子 200m　バタフライ 23
予選 2 3/23 2:10:50

銀メダル
決勝 － 2/8 2:05:59

男子 200m　個人メドレー 29
予選 4 6/29 2:15:74

銅メダル
決勝 － 3/8 2:08:08

男子 400m　個人メドレー 15
予選 2 3/15 4:42:45

金メダル
決勝 － 1/8 4:28:49

茨　隆太郎

男子 200m　背泳 21
予選 1 4/21 2:12:82

4 位 / 入賞
決勝 － 4/8 2:09:76

男子 50m　バタフライ 50
予選 7 6/50 0:26:46

５位 / 入賞
決勝 － 5/8 0:25:93

男子 200m　個人メドレー 29
予選 2 1/29 2:11:50

銀メダル
決勝 － 2/8 2:05:71

男子 400m　個人メドレー 15
予選 2 2/15 4:41:64

銅メダル
決勝 － 3/8 4:31:67

金持　義和

男子 50m　背泳 32
予選 4 3/32 0:27:91

銅メダル
決勝 － 3/8 0:27:29

男子 100m　背泳 29
予選 3 3/29 0:59:75

銀メダル
決勝 － 2/8 0:57:87

男子 200m　背泳 21
予選 2 2/21 2:10:50

銀メダル
決勝 － 2/8 2:07:77

津田　悠太
男子 1500m　自由形 17

予選 3 4/17 16:49:26
7 位 / 入賞

決勝 － 7/8 17:02:56

男子 200m　バタフライ 23
予選 1 6/23 2:12:18

7 位 / 入賞
決勝 － 7/8 2:11:48

星　泰雅
男子 50m　自由形 51 予選 4 36/51 0:26:84 36 位
男子 100m　自由形 49 予選 5 28/49 0:57:99 28 位

（予）藤原・津田・星・金持
（決）藤原・茨・津田・金持 男子 4 × 100m　リレー 12

予選 1 3/12 3:45:05
銅メダル

決勝 － 3/8 3:35:44

（予）星・藤原・金持・津田
（決）藤原・金持・茨・津田 男子 4 × 200m　リレー 10

予選 1 3/10 8:11:48
銀メダル

決勝 － 2/8 7:51:82

（予）金持・藤原・茨・星　
（決）金持・茨・津田・藤原 男子 4 × 100m　メドレーリレー 10

予選 1 3/10 4:06:46
銀メダル

決勝 － 2/8 3:55:87
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【水泳　女子】
選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 順位（位 /人） 記録 成績

藤川　彩夏

女子 50m　バタフライ 28
予選 3 3/28 0:29:66

5 位 / 入賞
決勝 － 5/8 0:29:79

女子 100m　バタフライ 22
予選 1 6/22 1:07:26

5 位 / 入賞
決勝 － 5/8 1:06:26

女子 200m　個人メドレー 27 予選 3 14/27 2:41:18 14 位

久保　南

女子 50m　平泳 21
予選 1 2/21 0:34:28

4 位 / 入賞
決勝 － 4/8 0:34:25

女子 100m　平泳 18
予選 3 4/18 1:16:71

6 位 / 入賞
決勝 － 6/8 1:16:10

女子 200m　平泳 13
予選 2 6/13 2:48:52

7 位 / 入賞
決勝 － 7/8 2:44:54

齋藤　京香

女子 400m　自由形 19
予選 2 7/19 4:47:89

4 位 / 入賞
決勝 － 4/8 4:43:58

女子 800m　自由形 14
予選 2 6/14 9:54:77

5 位 / 入賞
決勝 － 5/8 9:47:50

女子 200m　個人メドレー 27 予選 4 11/27 2:36:60 11 位

女子 400m　個人メドレー 20
予選 3 6/20 5:24:63

5 位 / 入賞
決勝 － 5/8 5:19:58

中東　郁葉

女子 800m　自由形 14 予選 2 12/14 10:12:63 12 位
女子 100m　背泳 22 予選 2 10/22 1:11:20 10 位

女子 200m　背泳 20
予選 3 3/20 2:30:35

6 位 / 入賞
決勝 － 6/8 2:30:34

女子 400m　個人メドレー 20 予選 2 10/20 5:28:70 10 位
齋藤・久保 
藤川・中東 女子 4 × 100m　リレー 8 決勝 － 5/8 4:18:18 5 位 / 入賞

中東・久保 
藤川・齋藤 女子 4 × 100m　メドレーリレー 8 決勝 － 5/8 4:38:32 5 位 / 入賞

【水泳　混合】
選手名 種目 出場数 ラウンド 組数 順位（位 /人） 記録 成績

星・中東
藤川・津田 混合 4 × 100m　リレー 15 予選 1 9/15 4:06:20 ９位

金持・久保
藤川・茨 混合 4 × 100m　メドレーリレー 14

予選 1 2/14 4:19:10
銅メダル

決勝 － 3/8 4:13:37
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【卓球　女子】

選手名 種目 出場数 ラウンド 組数勝敗
対戦相手

マッチ
予選成績

成績
（選手名・国） 順位 勝 負

亀澤　理穂 女子 
シングルス

44 予選リーグ 4
勝 MOLL Annalena ドイツ 3-0

1/4 3 0 予選通過勝 BEDOYA Angie Lizeth コロンビア 3-0
勝 CIFTKURAN Nevroz トルコ 3-0

28 決勝トーナメント 28
勝 LEE A. 韓国 4-0

ベスト16
負 WANG Z. 中国 1-4

川﨑　瑞恵 女子 
シングルス

44 予選リーグ 3
勝 MARKOVICH Ksenia ロシア 3-1

1/3 2 0 予選通過
勝 IOLA Pamela ハンガリー 3-0

28 決勝トーナメント 28
勝 KAHRAMAN E. トルコ 4-0

ベスト16
負 KONDRATOVA A. ロシア 0-4

髙岡　里吏 女子 
シングルス

44 予選リーグ 3
負 JURKOVA Eva スロバキア 0-3

2/3 1 1 予選通過
勝 SZECSI Krisztina ハンガリー 3-1

28 決勝トーナメント 28 負 LEE J. 韓国 0-4 ベスト 32

亀澤　理穂 
川﨑　瑞恵

女子 
ダブルス

16 決勝トーナメント 16 勝 DORSZ / ZYLA ポーランド 4-0
銅メダル8 準々決勝 8 勝 KONDRATOVA / MARKOVICH ロシア 4-3

4 準決勝 4 負 LIN / WANG 中国 0-4

団体戦
10 予選リーグ 5

負 中国 0-3

2/5 3 1 予選通過
勝 インド 3-0
勝 ポーランド 3-0
勝 トルコ 3-0

4 準決勝 4 負 ウクライナ 0-3 銅メダル

■最終結果
順位 国名

1 中国
2 ウクライナ
3 日本
3 ロシア
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【テニス　男子】

選手名 種目 出場数 ラウンド勝敗 対戦相手 マッチ セットポイント 成績 成績（選手名・国） 1 2 3 勝 負
梶下　怜紀 男子

シングルス 42 トーナメント 勝 Sai Chandan Lingapuram インド 2-0 6-2 6-1 1 1 ２回戦敗退負 Gabor Mathe ハンガリー 0-2 0-6 2-6

親松　直人 男子
シングルス 42 トーナメント 勝 Joshua Andrew Anburaj インド 2-0 6-0 6-0 1 1 ２回戦敗退負 Mario Kargl オーストリア 0-2 3-6 1-6

笹島　航太 男子
シングルス 42 トーナメント 負 Sercan Yesilova トルコ 1-2 7-5 2-6 4-6 0 1 １回戦敗退

松下　哲也 男子
シングルス 42 トーナメント

勝 不戦勝
2 1 ベスト 16勝 Hungary Gabor Varkoly ハンガリー 2-0 6-1 6-0

負 Mikael Alix Laurent フランス 0-2 2-6 1-6

梶下・親松 男子
ダブルス 18 トーナメント

勝 不戦勝 0 1

ベスト８
勝 Mahmut Can Aydin/Sercan Yesilova トルコ 2-0 6-1 6-2 0 1

負
Urs Ferdinand
Breitenberger 
Hans Todter

ドイツ 0-2 4-6 1-6 0 1

松下・笹島 男子
ダブルス 18 トーナメント

勝 不戦勝 0 1
2 回戦敗退負 Jack Alexander Clifton

Lewis Gordon Fletcher イギリス 2-0 1-6 6-7 0 1

【バレーボール　男子】

ラウンド 対戦国 勝敗 マッチ セットポイント 予選成績 成績1 2 3 4 5 順位 勝 負

予選リーグ

イタリア 負 1-3 17-25 25-18 20-25 20-25
グループ

A
3 位

2 2 予選通過ベネズエラ 勝 3-2 34-36 25-22 25-22 22-25 15-13
トルコ 負 0-3 15-25 22-25 18-25

ブラジル 勝 3-0 25-19 25-21 25-18
準々決勝 ロシア 負 0-3 18-25 18-25 21-25

7 位 / 入賞5-8 位決定戦 ブラジル 負 2-3 24-26 18-25 25-19 26-24 9-15
7-8 位決定戦 アメリカ 勝 3-1 25-22 25-19 18-25 25-16

■最終結果
順位 国名 順位 国名

1 トルコ 6 イタリア
2 ウクライナ 7 日本
3 ロシア 8 アメリカ
4 イラン 9 ベネズエラ
5 ブラジル 9 ポーランド

【バレーボール　女子】

ラウンド 対戦国 勝敗 マッチ セットポイント 予選成績 成績1 2 3 4 5 順位 勝 負

予選リーグ

イタリア 勝 3-0 25-21 25-17 25-17
グループ

A
1 位

4 0 予選通過カナダ 勝 3-0 25-6 25-11 25-16
トルコ 勝 3-0 25-17 25-9 25-19
ロシア 勝 3-0 25-16 25-22 25-15

準々決勝 ブラジル 勝 3-0 25-5 25-23 25-12
金メダル準決勝 ウクライナ 勝 3-0 25-18 25-23 25-20

決勝 イタリア 勝 3-0 25-15 25-14 25-17

■最終結果
順位 国名 順位 国名

1 日本 6 ポーランド
2 イタリア 7 トルコ
3 アメリカ 8 ブラジル
4 ウクライナ 9 カナダ
5 ロシア
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本部報告

団長　　山根　昭治

１．はじめに
第 23 回夏季デフリンピック競技大会サムスン 2017（以下、

「今大会」）は、2017 年７月 18 日～ 30 日までの期間、トルコ・
サムスンにおいて開催されました。夏季大会としては、過去最
多の 86 ヵ国から 2,859 人の選手が参加し、21 競技で最高峰
を目指し熱戦が繰り広げられました。日本からは、11 競技に
全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会（以下、「連盟」）
で定めた基準を満たした選手 108 名を選出し、派遣しました。

２．盛大な壮行会とその結果
国会議員による「障がい者スポーツ・パラリンピック推進議

員連盟」の中に、このたび「デフリンピック支援ワーキングチー
ム」が発足されました。デフリンピックやデフスポーツに理解
を示してくださる先生方々からの支えをもとに、６月 28 日参
議院議員会館において日本選手団の壮行会が開催されました。
丸川珠代東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会
担当大臣、鈴木大地スポーツ庁長官、衛藤晟一デフリンピック
支援ワーキングチーム座長をはじめとする役員の皆様等に激励
のご挨拶をいただきました。その後、10 社を超えるマスコミ
の記者会見に臨み、選手たちにとっては今までにない、情熱と
熱気あふれる壮行会となりました。そして、その場で ｢ 日本代
表としての自覚と責任を持ち、チームワークに撤して臨み、メ
ダルの目標は、金メダル５個、銀メダル 10 個、銅メダル 10
個計 25 個以上とする ｣ と決意を述べました。

その結果、金メダル６個、銀メダル９個、銅メダル 12 個と
過去最高の 27 個を獲得することができました。国別金メダル
ランキングは、６位となり、前回の 16 位より大きく躍進しま
した。デフアスリートの競技環境が十分良いといえない状況の
中で、過去最高のメダル数を獲得したことは、選手たちがあき
らめずに最後まで頑張り続けてきた情熱の賜物です。彼ら選手
たちを誠に誇りに思います。

３．各競技アスリートの活躍ぶり
各競技チーム全て目覚ましく活躍しておりましたが、その中

でも特筆すべき競技チームをいくつか挙げていきます。
16 年ぶりに金メダル奪回したバレーボール女子チームは、

予選リーグから決勝トーナメントの試合全て 3 － 0 で勝利を
おさめるなど、圧倒的な強さを誇りました。日本チームはベテ
ラン、中堅、若手が一丸となった素晴らしいチームワークが安
定しており、徹底的に守って拾ってセッターに繋いでいく素晴
らしいプレースタイルによる試合運びを見せておりました。選
手層も厚く、10 代選手が４人いるので、次大会に向けての更
なる成長が楽しみです。

水泳競技は３人の選手の頑張りによる連日メダルラッシュが
続き、総 15 個も獲得しました。大会後に就活シーズンに入る
選手もいますが、就職後もトレーニングに邁進できるよう、有
望なデフアスリートをバックアップできる企業が現れることを
願っています。

陸上競技はフレッシュな選手が現れ、男子４× 100m リレー
では、アジア界で、日本が初めて金メダルを獲得する快挙を成
し遂げました。リオオリンピックでの日本男子リレーチームを
彷彿させるかのようなバトンパスが見事でした。日本選手権で

も上位の実力を持つ円盤投げ選手は金メダル候補でありなが
ら、惜しくも銀メダルとなりました。自分の記録に自信を持っ
ていたのですが、デフリンピックは甘くないと思い知らされた
ようです。次回でリベンジを果たしたいという決意を固めてい
ました。

卓球とバドミントンは、かつて毎大会必ずメダルを多く獲得
するメダル常連の強さを誇っていましたが、昨今ではアジア勢
の新勢力に押され気味でした。今大会もメダル獲得ゼロという
ところまで追い込まれましたが、最後まで諦めずにそれぞれ２
個と１個獲得でき、面目を保つことができました。今後は若手
の育成及びエースの輩出が早急の課題です。

自転車は、女子選手たちの活躍でメダルを２個獲得しました。
男子選手もメダルを期待されるほどの有力な選手だったのです
が、コースの前方で発生した集団転倒に巻き込まれてしまい実
力を発揮できなかったのが悔やまれます。自転車には年齢制限
がなく、欧州諸国には複数大会に連続して参加しているベテラ
ン選手もいます。今の自転車チームは前大会に続き、デフリン
ピックに参加するのはこれで２回目であり、まだまだ成長の段
階です。自転車チームの皆さんからも、今大会で一区切りには
せず、まだまだ続けて夢を追い求めていく決心を新たにしたと
聞いております。

バレーボール男子チームは、最後まで諦めない粘り強さで８
年ぶりに決勝トーナメント進出を果たしました。その成長が見
込まれる競争力はもちろんのことですが、試合中に見せた元気
良いパフォーマンスやスポーツマンシップとしての試合マナー
は見ていて誇らしく感じるものでした。その姿勢はトルコの子
どもたちにも伝わり、日本選手団は一躍人気者となりました。

サッカー男子チームは前大会から４年間、強化合宿等で体幹
トレーニングを中心に基本から鍛えなおし、初決勝トーナメン
ト戦進出という夢を持って臨みました。初戦で前大会の銀メダ
リストであるウクライナに打ち勝つ快挙を成し遂げましたが、
予選リーグ最終戦のイタリア選で惜敗し、予選敗退となりまし
た。イタリア戦はまさに双方チームの実力が拮抗した戦いであ
り、アディショナルタイムの僅かな時間で相手チームのゴール
が決まった瞬間、日本チームの選手一同、茫然自失となりしば
らくは立ち上がれない有様でした。しかし、アジア以外の欧州
や南米の強豪チームと互角に闘えるようになったことは確かで
あり、これまでの大会と比べても確かに成長していることが見
てとれるようになったことは大きく評価できます。

ビーチバレーボール、空手、テニスも含め、他の競技全体に
言えることですが、大会を経るごとにつれ、国際的な競争力が
非常に高まっています。今大会はデフリンピックをオリンピッ
クと同格に捉え総力挙げて取り組む国と、そうでない国の差が
極端に分かれた結果となりました。陸上や水泳の個人記録は、
もはやオリンピック並みに迫りつつあります。言い換えると、
オリンピック並みの養成や強化に取り組まなければ、日本は取
り残される恐れがあります。国内における競技スポーツの普及
や強化の取り組みの遅れが、そのまま今大会も含め国際大会の
試合結果に顕著に表れるようになりました。これを踏まえ、競
争力がある競技チームはもちろんのことながら、遅れをとって
いる競技チームに対しても、その競技スポーツの国民浸透を図
るとともに若手育成に力を注がなければなりません。少なくと
も、各競技チームが抱える有力選手がメダル獲得を目指して邁
進していく道を塞ぐ障壁を少しでも取り除いていくことが我々
の務めです。今大会はデフリンピックを取り巻く国際情勢の激
動、そして、我々が優先して取り組むべき課題がよりくっきり
と見えてきた大会でした。

10_P023-120 団員報告.indd   23 2018/01/30   10:26:44



― 24 ―

４．総括
総括として、大きく４つのことが挙げられます。
１つ目は今大会をきっかけに、大会が始まる前から国内にお

けるデフリンピックの知名度が高まるとともに、デフアスリー
トに対する公的なサポートの規模が大きくなったことです。国
会議員による「障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連
盟」の中に「デフリンピック支援ワーキングチーム」が発足され、

「デフリンピック」の名前を公的な場や報道機関でよく見るよう
になりました。日本から新聞社が現地サムスンへ記者を派遣し、
連日、リアルタイムで報道していただきました。また、鈴木大
地スポーツ庁長官、薬師寺みちよ議員、在トルコ日本国大使館
の中村耕一郎臨時代理大使が日本選手団の結団式や開会式、ま
た試合会場へ応援に駆けつけてくださいました。このようなデ
フリンピックを取り巻く一連の動きが大きな波となり、社会を
動かすに至りました。例えば、金メダルを獲得した日本女子バ
レーボールの決勝戦は会場が満席でしたが、今大会の多くがラ
イブ中継されていたので、１点を取るごとに声援が会場で、ま
たは、ライブ中継を通して、Facebook や Twitter でこれまでに
ない盛り上がりを見せました。国を動かすには、やはり、政府
の皆様からもご理解いただき共に取り組んで頂けることが何よ
りも肝心であることを痛感しました。これからも、政府とより
一層連携した取り組みを展開し、一人でも多く国民の皆さまに
デフリンピックのことを知ってもらうための活動に邁進します。

２つ目は、日本代表選手団の団結力です。今大会は初めて選
手村が地元の大学寮に設置され、デフリンピックに参加する選
手全員が選手村で生活しました。本部事務局部屋前のロビー
やいくつもの棟をつなぐ長い階段で顔を合わせるたびに、「お
はようございます」「お疲れ様です」「今日も頑張れ」「メダル
おめでとう」とコミュニケーションを交わす姿が日常的に見ら
れ、選手団全員がお互いに切磋琢磨していき、一つにまとまっ
ていく様が見られました。早瀨主将や古島旗手は率先して他競
技チームの試合に駆け付けて応援してくれたおかげで、日本選
手団全体で１つ１つの試合に臨む姿勢が見られました。それは、
また同時に、異国において、私たち日本の和の精神を自覚し、
日本人であることを誇れる機会となりました。選手村の食堂で
食べ終わった食器を選手が自ら下膳していたのをトルコの人た
ちに称えられましたことは、今でも思い出すたびに、自分が日
本人であることが誇らしくなる思い出です。

３つ目は、選手が自国の誇りを自覚しながら試合に臨んだこ
とです。金メダルを獲得した日本女子バレーチームの選手全員
が表彰式で君が代を手話で歌う姿に、同じ日本人としてとても
誇りに思いました。デフリンピックの代表選手が日本人として
誇りを持って試合に臨むことの重要さをそれぞれの選手が自覚
しつつあります。選手の皆様は、オリンピックで日本代表選手
が表彰式で金メダルをもらい、上がっていく国旗を眺める様を
小さい頃からテレビで見ています。しかし、国旗が上がってい
る間に君が代の国歌が流れていることを知るのは、大きくなっ
てから聞こえる親や友人との話の折に初めて知ることができる
のです。国旗が上がっている間は、ろう者にとっては旗を見つ
めるだけの時間でした。しかし、今大会の女子バレー競技の表
彰式で、日本代表選手が表彰台の上に立ち、掲げられていく日
の丸を見ながら君が代を手話で歌う様を、私たちは生まれて初
めて目にしたのです。それは、国内のろうの子供にとって、大
きな影響を与えたに違いありません。また、東京 2020 オリ
ンピック・パラリンピックのスタジアムで、聞こえる人も聞こ
えない人も一緒に手話で君が代を歌うことがあるかもしれませ
ん。デフリンピックを通して、国の将来を担うろうの子供に夢

や希望、誇りを与えられることを、皆様にもより理解して頂き
たいと思います。

４つ目は、１つ目と反するかもしれませんが各選手の周囲か
らのサポートが不足している環境です。選手たちは、仕事が終
わってから夜遅くまで練習します。合宿ができるのは土・日の
みです。合宿場所としてナショナルトレーニングセンターを使
用できず、勤務先の公休が認められず、デフリンピック出場を
断念する選手がいるなど、選手を取り巻く周囲からのサポート
環境は決して良いとはいえません。今後、選手の所属している
職場において、デフリンピックへの理解促進を図るともに、オ
リンピック、パラリンピックアスリートとの格差を解消し、デ
フリンピックアスリートの競技環境を整備し、金銭的な負担を
解消する、そして休暇が容易に取得でき、報奨金制度の構築等
を求めたいと思います。

最後に日本選手団をご支援くださった宮内庁をはじめ、ス
ポーツ庁、厚生労働省、外務省、障がい者スポーツ・パラリン
ピック推進議員連盟およびデフリンピック支援ワーキングチー
ム、日本スポーツ振興センター、日本障がい者スポーツ協会、
全国手話言語市区長会、手話を広める知事の会、駐日トルコ大
使館、在トルコ日本国大使館、筑波技術大学、全国聾学校長会、
全国聾学校体育連盟、ドリームサポーター、支援くださった企
業、手話関係団体、全国加盟団体、ホームページに応援メッセー
ジを投稿してくださった皆さま、選手およびスタッフをご支援
くださった皆さまに心から感謝申し上げます。

総監督　　粟野　達人

１．事前取組
今回で通算６回目の参加となりました。今までの経験をフル

活用し、前大会よりさらに強化された日本選手団になる様、尽
力しました。ここでは日本選手団を結成するより以前の段階で
の取り組みから報告します。

今大会のトルコでの開催は 2011 年の ICSD 評議員会にて決
定されていましたが、当時はアンカラ市での開催を予定してお
りました。前大会の時に、アンカラ市ではなく他の都市になる
可能性があるとの報告が ICSD よりありましたが、いずれにし
てもトルコ国内での開催となることは間違いないということ
で、トルコ情勢を顧みながら準備を続けてまいりました。国情
勢事情によりテロ危機等の不安がありましたが、ICSD を通し
てトルコ政府より今大会の開催通知および正式な招待が発せら
れるに至り、それを受けて、日本選手団も 2017 年３月に正式
に設立しました。総監督として日本選手団の各競技チームがメ
ダルを多数獲得できる環境を強化させたく、連盟にて下記取り
組みを行いました。

（1）現地事前調査および説明会で情報提供
１年前から大会運営に関する情報収集およびテロ対策、セ

キュリティ対策を目的とし、大会現地の事前調査および大会組
織委員会との打ち合わせを下記の通り実施しました。その結果
は研修会や説明会等で全競技チームに報告し、日本選手団全員
による情報共有をはかりました。
・事前調査１回目　2016 年７月 16 日

当初はサムスンで開催される第 1 回団長会議への出席を兼
ねて事前調査を行う予定でしたが、トルコでクーデター未遂事
件が発生し、渡航フライト全てが欠航となり渡航を中止にしま
した。
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・事前調査２回目　2016 年 10 月 26 日～ 31 日
トルコ国内の社会情勢に関する情報収集を常にはかり、クー

デター未遂事件の影響も落ち着いた頃に事前調査を行い、アン
カラでトルコろう者スポーツ委員会や在トルコ日本国大使館を
訪問して情報収集をはかるとともに、大会現地であるサムスン
にて全競技会場と選手村等を訪問しました。各競技会場の環境
や交通手段、選手村における本部設立の環境や条件などを確認
するとともに、大会組織委員会の関係者と面談し日本選手団本
部用の部屋を設立することや日本選手団の輸送手段等について
交渉してまいりました。
・事前調査３回目　2017 年２月 17 日～ 22 日

サムスンで開催された第２回団長会議に出席し、全競技会場
の案内やテロ対策についての説明を受けてまいりました。大会
組織委員会よりテロ対策として大会期間中は警察、州兵隊、軍
隊による 5,000 人の警備隊を用意し、参加選手および観客を
守衛するとの説明がありました。日本から選手団を送り出して
も、トルコ現地ではトルコ政府が責任を持って守衛にあたるこ
とを確認できたことは大きな収穫の１つでした。
・事前調査４回目　2017 年５月３日～８日

団長および総務と共に渡航前の最終確認として事前調査を行
いました。各競技会場はもちろん、選手村や日本選手団本部用
部屋など、細かな情報収集に務めました。各競技チームに現地
の雰囲気をつかんでもらうために、今回は多くの画像や動画を
撮影し、報告に役立てました。

（2）日本選手団選考について
2015 年 11 月に連盟にて「トルコ・サムスン 2017 日本選

手団の編成にかかる指針」を策定し発表しました。前大会以降、
各競技チームがメダリストレベル以上の選手の育成・強化に務
めてきました。本部としても、派遣する以上は必ず成果を残す
ことを目標とし、前大会と同様もしくはそれ以上に厳しい基準
を策定しました。各競技チームにその基準を満たした選手・ス
タッフの推薦をお願いしたところ、当初は総計で約 200 人の
選手候補および約 100 人のスタッフ候補の推薦がありました。

前大会以降に開催された全国ろうあ体育大会、関東ろう体育
大会、全日本選手権大会などを見回って、有望な選手の試合運
びを実際に視察し、それぞれのデータを蓄積しました。それら
データをもとに全競技監督会議を実施し、競技団体それぞれと
個別ミーティングを行うなど調整に調整を重ね、最終的に選手
108 名およびスタッフ 69 名による 177 名の日本選手団を設
立するに至りました。

また、主将と旗手を日本選手団の中から以下の者に決定・任
命しました。

主将　自転車競技選手　　　　　早瀨　久美
旗手　男子サッカー競技選手　　古島　啓太

（3）ユニフォームについて
日本選手団ユニフォームのデザイン仕様については、リオオ

リンピックやリオパラリンピックにおける日本選手団および世
界各国選手団等の資料を集めて検討しました。そして他国のカ
ラーやデザインと被らない様、黒と白と赤でオリジナルデザイ
ンウェアを作成して発注する事にしました。連盟でも審議し、
日本選手団公式ユニフォームとしては、ジャージ上下、ハー
フパンツ、ポロシャツ、キャップとすることを決定しました。

「JAPAN」のロゴについても JOC に申請してリオオリンピッ
ク日本代表と同じフォントを使用することの許可をもらいまし
たが、これは選手一同にとっても、リオオリンピックやリオパ

ラリンピックの選手と同じように日の丸を背負って世界大会に
臨むことをより自覚してもらえたと思います。

（4）メディカルチームおよび手話通訳チームについて
メディカルチームについては、過去大会で経験のある医師や

アスレティックトレーナーを中心に編成しました。大会期間中
は手話通訳がつくとは言え、やはり、メディカルチームには聴
覚障害の特性やコミュニケーションに対する理解が求められま
す。これまでの経験を活かし、選手団の選考段階から各候補選
手・スタッフの診断書をチェックし、身体面で問題ないかどう
かチェックいただきました。また、各選手が日常から使用して
いる薬品やサプリメント等がドーピング規則違反にあたらない
かどうかもチェックいただき、もしもドーピング規則に触れる
恐れがある場合は代用品を提案いただくなど、それぞれの状況
にあった的確なアドバイスを頂きました。

手話通訳チームについては過去大会の経験がある手話通訳者
を最低でも１人は入れるようにしました。その者から自分の経
験をもとに、大会期間中の手話通訳体制を築いていただき、万
全たる体制を構えることができました。

（5）目標および成果
①目標

今大会に先立ち、2015 年 10 月に台湾・桃園で開催された
第８回アジア太平洋ろう者競技大会では、全参加国チームのう
ち、メダル獲得数で第２位という成果を収めました。この成果
を踏まえ、今大会では前大会を上回るメダル数を目標とするこ
とにしました。日本選手が出場する全競技で必ず最低でも１つ
はメダルを獲得することとし、それに加え、ダブルス戦や団体
戦などを考慮し、金５個、銀 10 個、銅 10 個による合計 25
個を目標としました。

②成績と評価
・過去最高のメダル数

今大会における日本選手団メダル獲得数は総 27 個を成し、
目標数を超えて過去最多のメダル獲得数となりました。

参加国 86 ヶ国の内、国別金メダルランキング順位は第６位
となり、メダル獲得総数順位では第７位でした。

・メダリストたちの頑張り
世界情報によるとデフリンピック金メダルランキング上位国

は全て国からの支援、環境など十分に整備されており、メダル
獲得数で上位の国でもメダリストに賞金が出るそうです。ある
国では２個のメダルを取った選手に 500 万円（日本円）を支
給していると情報があり、その他新しい家かそれにあった賞金
をもらえたり、生涯に毎月賞金がもらえるそうです。さらに５
か月間仕事、学校を休んで強化合宿に参加している選手もいる
そうで、かなり選手は必死になって練習を積み重ねて来たと思
われる国もあり、４年前よりかなりレベルが上がっていました。
日本では残念ながら、その様なメダル獲得報酬がなく、メンタ
ル面で不利がある上、オリンピック並の練習環境や支援が不足
していながらも、ここまで頑張り、メダルを 27 個獲得出来た
ことは４年前より実力がアップしたことを示しています。これ
も皆さんから多大なご支援、ご協力を頂いたおかげであり、深
く感謝しております。改めてお礼申し上げます。

ただ、今後は更なる厳しさが想定されるため、今まで以上に
皆さまから熱いご支援と応援をいただきたく、心からお願い申
し上げます。
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２．大会の競技運営などの報告
■７月 18 日開会式について

新築のスタジアムで開催されました。８年前の台北大会以来、
久しぶりの大規模な開会式で日本選手団全員が行進出来た事が
特に嬉しかったです。世界の選手団行進やトルコダンスなど披
露があり、デフリンピックの聖火も灯されました。日本選手団
が入場すると、トルコの観客の大きな拍手とエールで大いに盛
り上がりました！！また聖火ランナーがスタジアム内のコート
を走って聖火台に上って点火した時にも盛り上がりました。
■セキュリティ対策について

サムスンでは、選手村、空港、ホテル、競技会場など全てセキュ
リティ対策がされており、選手一同が安心して競技に集中出来
たことは大いに評価したいと思います。トルコは親日派と言わ
れ、現地ボランティアも日本選手団によく尽くしてくれ、大い
に助かりました。ある競技で日本が他国と対戦した時、トルコ
人観客達が日本旗を振って日本選手を応援してくれました。
■選手村および食事について

現地へ下見に行き、ホテル確保を検討していましたが、組織
委員会よりセキュリティ対策の為に指定した選手村に泊まって
ほしいと指示を受けました。それに従って日本選手団全員の人
数分の部屋を予約しましたが、現地に行ってみると交渉との違
いが発生し、部屋数が不足してしまい、大至急、近畿日本ツー
リストの協力を得て別のホテルを確保して不足分を充てるな
ど、本部にて臨機応変で対応していきました。下見の時に組織
委員会より用意する送迎バスで競技選手輸送、ホテル整備など
を行うと説明を受けたので、それにあわせて日本選手団行動ス
ケジュールなど段取り準備しました。しかし実際に現地に行っ
たら組織委員会の手配バスが時間通りに来なかったり、ホテル
環境にすれ違いが発生したりして混乱となってしまいました。
その為、日本代表選手によい環境を作る為に専用車を手配して
輸送したり環境不足を自ら対応するなど対策を取りました。

トルコで 17 日間過ごしましたが、一番苦労したのは食事で
した。もちろん寿司もそばも中華もなく、トルコ料理で一番多
かったのはケバブでした。また「羊飼いのサラダ」を意味する
チョバン・サラタスが多かったです。賽の目切りにされたトマ
トやキュウリ、たまねぎなどが和えられたトルコの定番サラダ
でレモン汁、オリーブオイル、塩で味付けされることが多く、
さっぱりしていましたが、毎日同じ食事で飽きてしまうので、
各自、日本から持ってきた調味料、カップヌードル、味噌汁、
非常食を合間に食べていたのが多かったです。

トルコでは定番と言われる紅茶のチャイも毎日ご馳走してい
ただきました。トルコ人は紅茶をよく飲む文化で、食後や一息
つきたい時に、友達と話しながら１日に何杯も飲みます。また、
牛乳は入れず、角砂糖を２、３個好みに合わせて入れて飲むこ
とが多いです。

日本と違った環境の中で慣れない食事で苦労しながら日本選
手団が物凄く頑張って過去最大の実績を出せたことは素晴らし
く、皆さんにも YouTube やホームページを見ていただきたい
と思います。そして評価していただきたいと思います。
■航空および ID カード手続きについて

各競技のスケジュールに合わせて数回に分けた渡航スケ
ジュールにしました。その為、デフリンピック期間中に６回も
ID カード手続きに往復することになりましたが、本部で手分
けし、協力しあったおかげで日本選手団全員の登録を無事に終
えることができました。帰国の時にサムスン空港からイスタン
ブール空港へ小型航空機で向かった時、オーバーブッキングの
ため、一部の荷物と８人のメンバーが乗れず、別の航空機に回

されるというハプニングもありました。近畿日本ツーリストの
交渉により、最終的に全員と荷物全部が成田空港に着く事が出
来ました。その様なトラブル発生に対して臨機応変に対応しま
した。
■視覚的な情報保障について

デフリンピックの競技ルールはオリンピック競技にほぼ準じ
ていますが、聞こえない選手はピストルスターターの音や審判
の合図が聞こえないという、競技上、不利な状況におかれてい
ます。デフリンピックでは、競技に必要な音声情報やコミュニ
ケーションの全てが、視覚的な合図（フラッシュ、フラッグな
ど）や国際手話などにより、視覚的に保障された競技環境が構
築されています。今大会でも、視覚的な情報保障がなされてい
る事例がいくつか見受けられました。
①サッカー競技や水泳競技での事例

聞こえない選手たちは主審の笛が聞こえません。そのため、
副審だけでなく主審も旗を持ち、シグナルを知らせます。

また、水泳ではレースのとき、最後のターンである旨を水面
にしぶきを立てて知らせます。
②陸上競技や水泳競技、空手競技での事例

光でスタートや判定を知らせるために、フラッシュ機器を
使っています。
③コミュニケーションでの事例

強くなるために招聘した監督やコーチは手話ができるとは限
りません。監督やコーチと選手間の指示やコミュニケーション
が円滑に行われるよう、手話通訳を配置します。

また、メディカル場面でもドクターや看護師、トレーナーと
選手間の診察やコミュニケーションも手話通訳が必要となりま
す。

３．反省・まとめなど
今大会期間中、毎日、総務・医師班・手話通訳・広報などの

本部そして各競技チームおよび監督達と連絡を取り合い、行動
しましたが、兼任する仕事があるため余裕がなく負担をかけて
しまいましたが、よく頑張ってくれたことに感謝しています。
また本部および事務局、近畿日本ツーリスト、全競技チームと
共に全員で、わずか半年程の短期間でありながらも何度も打ち
合わせ等を進め、無事に日本代表選手たちを派遣出来たことに
対しての評価を認めていただきたいと思っています。

デフリンピックは ICSD と加盟国の努力で積極的に取り組ま
れ、開催されてきています。日本選手団も積極的に国際手話な
どでコミュニケーションを図り、現地で競技運営に対して抗
議、意見を出すことで改善されてきていると思います。デフリ
ンピックという大規模な国際大会で不慣れもありましたが、団
長、総務と医療班、手話通訳班、広報、全競技団体と共に協力
しあいながら進めることが出来、助かりました。本部全員で素
早く臨機応変で対応したおかげで最後の日に全員で無事に帰国
出来た事を喜びたいです。

全競技を見回ってサポートしてきましたが、全競技試合を見
てみて、日本選手レベルは世界から見てトップレベルに達して
いると感じ取れました。しかし上記の成績評価で述べた通り紙
一重で負けたり、自分のミスで勝てなかったことが多く、メン
タル面の弱さと経験不足を感じました。全競技で今後の国際大
会に向けての課題になると思われるので、ぜひ頑張って欲しい
と思います。

連盟では連日、あらゆる面で確認と連絡を取り合い、準備を
欠かさないよう尽くしましたが、まだ足りない所もあった事を
反省しています。
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今回で日本選手団が前回よりも強い体制で取組み、ここまで
の成果を出した事は評価して頂けるのではないかと自負してい
ます。

デフリンピックの知名度が上がればそれだけ、デフスポーツ
に対する理解が広まり、ひいてはろう者の社会的地位の向上に
つながるものと信じています。今後、今回の取り組みの教訓を
生かし、各競技団体を中心とした関係団体との信頼関係をさら
に深めていくとともに、デフスポーツの発展と技術の向上を
図っていく必要があります。日本も今後のデフリンピックアス
リート環境整備、さらに金メダル多数獲得を目指して頑張らな
ければならないと強く感じております。また、常に世界選手情
勢収集の為にアジア競技大会、世界選手権大会など多数の大会
経験、鍛錬をしないと世界一になれないと強く感じました。今
回の実績をきっかけとして全競技の日本選手一同も、さらに次
回の大会に向けて頑張っていきます。

最後に、多くの皆さんからいただいた多大なご支援、ご協力
に改めて心より深く感謝申し上げます。

総務　　倉野　直紀

今回、総務として参加しました。初めてのことであり、不安
いっぱいな気持ちでしたが、任務遂行を無事終えた今、支えて
いただいた本部スタッフの皆さまに心から感謝申し上げます。

①事前視察
2016 年 10 月、2017 年２月、５月と３回に分けた事前

視察を行いました。なお、本来は 2016 年 10 月ではなく、
2016 年７月でしたが、出発直前に中止（理由は②危機管理体
制を参照）となり、振替えました。視察では、各競技会場や選
手村、輸送面、医療関連、トルコ組織委員会、在トルコ大使館
を回り、調査を行いました。組織委員会とのヒアリング、大使
館訪問ができたことが後にプラスになりました。ヒアリングの
際、事前に入念な聞き取り項目を設定していくことが重要です。

②危機管理体制
現地（サムスン）の下見を行うため、まずは 2016 年 7 月に

粟野総監督を始めとする視察団を派遣予定でしたが、出発日に
トルコでクーデター未遂事件が起き、アタチュルク空港が閉鎖
される事態となりました。幸い、事前に危機管理体制を構築し
てあったため、出発直前まで視察団やトルコ組織委員会などと
やり取りをし、派遣を中止しました。また、トルコはシリア問
題がからみ、治安情勢に不安が見られたため、その後の危機管
理体制は外務省や在トルコ日本大使館との連携も構築したもの
となりました。次回の派遣時にも、外務省・現地大使館・競技
団体、旅行会社・連盟を組み込んだ危機管理体制が求められま
す。

③事前準備及び説明
スポーツ庁及び JPC へ主に派遣費用を主とした交渉及び相

談、また今回始めてスポーツ委員会の中に医科学委員会を設け、
日本選手団編成を行いました。競技団体の責任者を招集し、研
修会及びデフリンピック説明会を行い、視察報告、現地状況、
エントリー手続き、選手団本部、危機管理体制、壮行会や結団
式等の説明を行いました。

④日本選手団壮行会

６月 28 日、参議院議員会館にて日本選手団壮行会を開催し
ました。壮行会は福澤朗アナウンサーの司会にて進み、丸川珠
代東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会担当大
臣、鈴木大地スポーツ庁長官、アフメト・ビュレント・メリチ
駐日トルコ大使、衛藤晟一障がい者スポーツ・パラリンピック
推進議員連盟デフリンピック支援ワーキングチーム座長をはじ
めとする役員の皆さま、ドリームサポーターの一人である平野
早矢香さん等にご挨拶をいただきました。今回、日本選手団を
大いに励ますため、サムスンデフリンピック 2017 応援ソング

『HERO』を初めて連盟公認ソングとし、また、吉田沙保里選
手を始めとするアスリートたちに「ドリームサポーター」にご
就任いただきました。応援メッセージでは、手話を広める知事
の会会長平井伸治鳥取県知事や、全国手話言語市区長会長田岡
克介石狩市長など、たくさんの自治体長からもいただくことが
できました。

障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟の中に、デ
フリンピック支援ワーキングチームが設置されたことにより、
議員関係からの理解や支援が以前と比べられないほど深まって
います。また、大会には鈴木大地スポーツ庁長官やデフリンピッ
ク支援ワーキングチームから薬師寺みちよ参議院議員が視察に
来られたことも過去に例がなく、特筆すべき点といえます。

⑤結団式
７月 18 日、開会式前に選手村内で日本選手団結団式を行い

ました。結団式には、日本選手団のほか、薬師寺みちよ参議院
議員、スポーツ庁鈴木大地長官、在トルコ中村耕一郎臨時代理
大使にもご出席いただきました。残念ながら、各競技の公式練
習が重なり、出席できなかった選手もいましたが、最後はみん
なで「世界一の高みを目指して夢咲かせよう！」と締めくくり、
心がひとつになった瞬間でした。しかし、各競技によって競技
日程が異なるため、それぞれに合わせた出発日を設定しており、
結団式に出席した選手はほぼ先発隊だけとなりました。

⑥選手村及び日本選手団本部の設置
サムスン市内の大学の学生寮が選手村となり、選手は基本的

に３人１部屋、役員２人１部屋、その他トレーナー室やメディ
カル室等を設ける予定でしたが現地に着いてみると部屋が不足
していたため、急遽別にホテルを確保し、本部の宿泊は選手村、
ホテルと分けることになりました。

日本選手団に割り当てられた建物のフロアにある会議室に日
本選手団本部を構えました。開放時間は朝８時～夜９時までと
しましたが、早朝から深夜まで競技団体の役員や選手が訪れま
した。情報発信や共有、選手団の結束を重視し、ホワイトボー
トや模造紙を活用して各競技の成績結果やメダル獲得速報等を
本部部屋の外壁に張り出し、モチベーションが高められるよう
取り組みました。

本部ミーティングを毎日実施しましたが、外回組と本部待機
組に分かれ、また本部車両も１台しかなく、競技会場周りと本
部集合の時間の調整に毎日頭を悩ませることになったのが今思
うと残念です。

⑦さまざまなトラブル
現地に到着し、すぐに組織委員会本部へアクレディテーショ

ンカード（以下、アクレ）の取得手続きに向かいましたが、２
時間以上待たされることになり、選手たちが空腹や疲労を訴え
ました。待機時間の軽食など用意しておけばよかったかと思い
ます。また、アクレは選手、メディア等それぞれ分かれており、
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取得に関してもさまざまなトラブルが生じました。組織委員会
本部と掛け合おうにも、まずは担当者を探すことから始めなけ
ればなりません。

競技会場へ向かうバスについても、当初は予約できるという
話だったが、日が経つにつれ組織委員のスタッフやボランティ
アに問い合わせても話が進まず、結局は当日早朝から確保に走
り回ることになりました。また、帰国の際にもサムスンからイ
スタンブールへの飛行機がダブルブッキングし、急遽乗れな
かった選手を他空港へバス輸送、飛行機への荷物積み残し等が
起きました。ダブルブッキングが起きたときの対応も今後は視
察の際に調査しておかねばならないと思います。

選手たちの体調については発熱及び胃腸の不具合等、数名の
選手から不調の訴えがありましたが、メディカルチームの適切
な診療のお陰で次第に快方に向かい、大きな問題はありません
でした。

⑧解団式、帰国報告会
大会最終日の７月 30 日に解団式を実施しました。各競技日

程が異なっていたため、一足先に帰国する選手もおり、全員揃
うことはできませんでしたが、最後に応援してくれた国民やト
ルコの方々への感謝メッセージ動画を収録、発信しました。

そして８月 31 日に参議院議員会館にて、帰国報告会を実施
しました。早瀨憲太郎さんの司会にて進み、鈴木俊一東京オリ
ンピック競技大会・パラリンピック競技大会担当大臣、水落敏
栄文部科学副大臣、鈴木大地スポーツ庁長官、衛藤晟一障がい
者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟 デフリンピック支
援ワーキングチーム座長をはじめとする役員の皆さま、ドリー
ムサポーターの一人である東尾理子さん等にご挨拶をいただき
ました。また、今回金メダルを獲得した競技の中から水泳、女
子バレー、陸上の３競技の選手代表から大会成績やデフスポー
ツならではの特徴や今後の展望について報告をしました。

⑨まとめ
今大会は前大会以上にさまざまな方面からのご支援の輪が広

がり、メディアにも多く取り上げていただいたお陰で、史上最
多のメダル獲得という結果を残すことができました。これも各
競技団体の選手やスタッフ達が日本の代表の誇りを持ち、団結
した日本選手団となったからです。

次回 2019 年に行われる第 19 回冬季デフリンピック競技大
会や 2021 年の第 24 回夏季デフリンピック競技大会に向け、
さらに取り組んでいきます。

最後にデフリンピック日本選手団を応援していただいた国民
の皆さま、多方面の方々に厚く感謝申し上げます。

総務　　川俣　郁美

１．はじめに
今大会では歴代大会最高である 3000 人超の選手が参加し、

日本からも「世界一の高みを目指して夢咲かせよう！（Aim 
for the Top of the World and Let Our Dreams Flourish!）」の
スローガンのもと、108 人の選手が 11 競技に出場しました。
多くの方々の応援とご支援のおかげで、日本は過去最高のメダ
ル 27 個（金６、銀９、銅 12）を獲得することができ、参加
国の中でも第６位という好成績を収めることができました。

私は 2016 年度より連盟スポーツ委員会国際事業部付にな
り、今大会日本選手団本部スタッフ総務として参加させていた

だきました。

２．事前準備
【資金造り】

国庫からの満額助成が決まったものの、３分の１は自己負担
なので、経済的負担軽減のため資金造りを行いました。今回作
成したデフリンピックグッズは下記の３点になります。SNS
と手話動画を駆使した宣伝で多くの方に注文・購入いただき、
完売することができました。

３色ボールペン　4,000 本
タオル　1,000 枚　
ピンバッチ 1,700 個

３．大会実行委員について
【トルコの手話に対する寛容な姿勢】

トルコはヨーロッパ、アジア、中東、アフリカに近接してい
る地理的特性から、多くの民族が出入りしてきた歴史があり、
実に民族の多様性に富んでいます。そのせいか、「手話」に対
する違和感がそれほどないようで、むしろ手話の大切さを理解
してくれており、普及・活用に尽力していました。トルコ手話
は 2005 年に制定された障害者法で法的に言語として認知され
ているそうです。

デフリンピック実行委員会は、デフリンピック開催前に
1,500 人のボランティアを対象に国際手話とトルコ手話の手
話講座を行ったそうです 1。国際手話ボランティア養成対象は
500 人で、そのうち半数はろう者です。国際手話ボランティ
ア養成講座の教材として作成された国際手話辞典はフルカラー
で、収録語は 1,200 語以上に及びます。手話表現を動画で見
ることができる QR コードが全単語に付いており、それが無料
で配布されたそうです。ICSD 評議員会でも配布されていまし
た。

聞こえるボランティアの数のほうが圧倒的に多かったもの
の、手話のできる人できない人、ろう者と聞こえる人がバラン
ス良く配置されていました。日本専属ボランティアは聞こえる
トルコ人の大学生３人で、夏休みを活用してボランティアに来
てくれたそうです。手話はあまりできませんでしたが（講座に
は参加しなかったそう）、日本語と英語が得意な学生でした。開
会式・閉会式の時はろうの国際手話ボランティアもサポートに
加わってくれました。デフリンピックが終わる頃には、４人と
も簡単な日本手話と国際手話ができるようになっていました。

開会式では、選手団は入場前にスタジアム外で待機するので
すが、手話アナウンス用の大型スクリーンが設置されていまし
た。デフリンピックのために建てられた３万人収容のスタジア
ムはほぼ満員で、ステージに立っている人はアリの様に小さい
のですが、国際手話とトルコ手話通訳の高画質映像が大きくス
クリーンに映し出されており、実行委員会の手話への理解が見
られました。

大会公式アプリには手話で問い合わせができる窓口、テレビ
ではデフリンピック啓発 CM やニュースの放送、デフリンピッ
クカラーに染められた街中。ハード面・ソフト面両方でデフ・
フレンドリーに環境整備がなされ、サムスン全体でデフリンピッ
クを歓迎してくれているように感じました。このようにデフリ
ンピックがきっかけとなり、社会のろう者に対する理解が深ま
り、環境も整備されていくのはとても嬉しいことです。デフリ
ンピック終了後も、持続的に発展を続けてほしいと思います。

1  http://deaflympics2017.org/en/volunteers-are-ready-to-overcome-obstacles-detail/104
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【国際オリンピック委員会（IOC） からの支援の厚さ】
今大会初めて IOC 委員がデフリンピック開会式に臨席し、

祝辞を述べました。ICSD は 2016 年 IOC と覚書を取り交し、
IOC より技術的支援を受けられるようになったそうです。その
ひとつとして、オリンピック・パラリンピック同等のオンライ
ン中継の実現があげられていました。

【厳重なセキュリティ】
2016 年より、イスタンブールをはじめトルコ各地でテロが

起きるなど、安全面が心配されていましたが、テロが起きたと
は感じさせないほど、サムスンは穏やかな町という雰囲気でし
た。ただ、会場や選手村のセキュリティは厳重に管理されてお
り、すべての入口にセキュリティゲート（金属探知と顔認証）
が設置されていました。加えてアクレディテーションカードで
アクセス範囲も応援席、メディア席、コート・フィールド等と
細かく制約されていました。村外スタッフやビジターへのアク
レディテーションカード発行は、大会運営本部でできるという
事前案内があったにもかかわらず、アクセス制限ルールが大会
開始後も不確定なままでなかなか発行されず、コートや選手村
に入って直接選手をサポートできない等といった問題もおきま
した。

【充実したインターネット環境】
今大会のインターネット環境は今までのデフリンピックで最

高だったと聞いています。まず、全会場にハイスピード Wi-Fi
が設置され、アクレディテーションカード保持者は１人２台ま
で Wi-Fi 接続が可能でした。情報発信も公式サイト、公式アプ
リ、Facebook、YouTube、Twitter、速報等で素早く配信され
ていました。ハイスピード Wi-Fi のお陰で携帯やパソコンから
オンライン中継（全競技ではありませんでしたが）を見ること
ができた上に、試合結果もリアルタイムで更新されていたため、
情報共有をスムーズに行うことができました。

４．本部
【本部】

デフリンピック史上初めて、選手村が設置されていました。
大学の寮エリアに設置され、日本選手団は D 棟の７～９階で
した。９階ラウンジの会議室に本部をおき、本部入口横の壁に
は縦２m ×横４m ほどの大きなホワイトボードシートを貼り、
情報掲示板を設置しました。掲示板には、カフェテリアやラン
ドリーサービス、部屋の掃除サービス、シャトルバス等といっ
た選手村に関するインフォメーションや本部からの連絡、試合
予定・結果、メダル獲得数を掲示しました。掲示板がエレベー
ターの目の前でしたので、情報伝達がスムーズに行えました。
また、本部ドアはガラス張りになっていたため、選手やスタッ
フと顔合わせがしやすく、コミュニケーションがとりやすい構
えだったと思います。

【大会期間中の業務】
大会期間中の業務は下記の通りです。
・試合スケジュールの管理
・大会実行委員、技術委員、各競技団体との連絡
・試合結果の共有

（日本選手団公式 HP、フェイスブック、本部掲示板）
・選手・監督インタビュー
・インタビュー動画編集・発信
・ICSD・APSD 総会への出席

５．おわりに
運動能力は聞こえる人と変わらないデフアスリート達が、ス

タートピストルの代わりにスタートランプを使う、ホイッスル
の代わりにフラッグを使う、手話または手話通訳を介してコ
ミュニケーションをとる、などといった視覚的ツールが活用し、

「聞こえないこと」にハンデを感じることなく公平に、そして
全力で戦っている姿は、とても眩しくかっこよかったです。ま
た、試合中のみならず開会式やメダル授与式など大会全体がデ
フ・アクセシブル＆デフ・インクルーシブであることで大会に

「完全参加」できることや、同じ聞こえない仲間と国境を越え
た交流を通してデフであることや手話を使うことへの誇り、デ
フ・アイデンティティを形成していき、地球全体で平等な社会
を築いていくことができるのもデフリンピックの魅力だと思い
ます。

今大会で初めて議員をはじめ、スポーツ庁、在トルコ日本大
使館、新聞社などが現地に視察へいらっしゃり、デフリンピッ
クは今までにないほど大きな注目を集めています。デフスポー
ツやろう者、手話への理解がますます高まってきているのだと、
実感させられた大会でした。これもひとえに、連盟や各スポー
ツ団体をはじめ、皆さんの日頃からの努力の積み重ねがあった
からこそであり、感謝の気持ちでいっぱいです。このような素
晴らしい大会が日本でも開催できたらと願ってやみません。日
本で開催できるまで、まだまだ多くの課題が残っていますが、
慌てず一歩一歩確実に、皆さんと力を合わせて一緒に解決して
いけたらと思います。

広報　　古　隆喜

１．自己の役割とその評価、団体内の担当とその内容
今回広報担当として選出され、７月 14 日～８月１日までの

間、各競技に出場する日本選手の活躍、視覚的なルール、コミュ
ニケーションなどのデフリンピックの特徴的な場面を写真と映
像にて記録し、Facebook と今大会特設ホームページに掲載し
ました。また、撮影した写真を取り入れた競技結果の内容のプ
レスリリースも取り入れて日本国民に知らせるという役割も担
いました。さらに、デフリンピックの特徴である視覚的なルー
ルやコミュニケーション（国際手話）などを撮影した写真と映
像を今後作成する啓発パンフレットや DVD の材料として収集
する役割も担っています。

メディア班としては、カメラ担当の狩野氏（ろう者）、ビデ
オカメラ担当の近藤氏（聞こえる人）が構成メンバーに入って
いました。出発前に前作業として狩野氏と近藤氏とサムスンデ
フリンピックでの撮影ポイントや位置付け、作業内容、データ
の受け渡し方法など、選手団広報としての体制をメールにて確
認しました。しかし、当日に本部スタッフ全員が選手村で宿泊
するはずが、主催側の手配ミスで部屋数が足りず、日本代表選
手団のスタッフとメディア班メンバーの数名が別のホテルに宿
泊することになりました。当初の予定では広報メディアメン
バーは Wi-Fi 環境の整っている選手村にて写真データ変換や映
像データ編集を行う予定でした。しかし、確保できたホテルは
20km 離れている上、Wi-Fi 通信速度が遅く、写真や映像など
のデータをスムーズに送ることができませんでした。本部とメ
ディア班の連絡などの体制を整えたり、スムーズなデータの受
け渡し方法を模索するなど、色々と工夫しましたが、厳しい状
況でした。

また、新聞社やメディア関係の多くから写真や映像データを
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要求されていましたが、インターネット環境が悪い上に、１日
に行われる競技の全てにメディア班として対応するには時間が
限られており、結局は競技期間中はほぼ毎日 22 時～ 23 時頃
にホテルに帰着次第、編集作業に取り掛かることになり、疲労
や睡眠不足が蓄積していました。５日間ほどその状況が続きま
したが、ホテルに有線 LAN 設備のある部屋があることを知り、
急遽メディア体制を変更し、速報の Facebook や緊急性が高い
プレスリリース、インタビュー対応は本部へ窓口業務を委ね、
メディア班は 1 日に撮影した写真や映像をすぐ編集して、変
換したデータを本部へファイル転送を行う体制をとりました。
ただし撮影した写真データは特殊なソフトでないと他のパソコ
ンでは JPG ファイルに変換ができない、また１枚の変換に相
当な時間がかかってしまうために限られた数でしかピックアッ
プ JPG 変換を行うことができませんでした。映像データも同
じく特殊なソフトがない限り変換が難しく、編集にも変換にも
時間もかかりました。映像データの容量は写真の容量よりもか
なり重く、アップロードに時間がかかってしまうのです。

期間中の各競技場までの交通方法は、最初は本部の手配した
車で行いましたが、１台しかなく、選手の命に関わることつま
りメディカル班の移動ルートを優先しているため、広報として
希望する各競技場への移動は叶わず、メディア班としてはデメ
リットを感じました。

サムスンに着いてから１週間ほど経つと、環境や交通方法が
掴めてきてメディア班として本部車を使わず、かつ費用負担の
無いルートを利用してなんとか希望する各競技場への移動がで
きるようになりました。しかし、徒歩や電車の場合はカメラマ
ンとビデオカメラマンの重い機材は身体への負担が大きく、疲
労も大きくなりました。そのため、持ち運びやすいよう工夫す
るなどフォローしあったり、アクレセンターやメディアセン
ターから巡回しているバスに乗車して、負担を減らす事が出来
ました。

メディア会議においては、最初の説明会には問題ありません
でしたが、会議の招待メール通りに行ってみると実施されてい
なかったり、場所が突然変更になったり、実行委員会の組織内
部がきちんと連携を取れていないと思われることがありまし
た。その時はその場にいたメディア担当者やボランティアに確
認することができましたが、聞こえる人で手話ができない担当
者が多かったです。英語での筆談でなんとか把握できました
が、ろう者に対する理解はそこまで周知されていないと感じま
した。

自分は、2009 年台北デフリンピックには選手として出場し
ていましたが、広報担当としては初めてデフリンピックに行き
ました。行ってみて一番驚いたのは今大会の各競技場のメディ
ア環境でした。Wi-Fi 環境、有線 LAN、テレビ局メディア機器、
ドローン等々の設備が整えられていました。開幕式では、巨大
なスクリーンに国際手話通訳者とトルコ手話通訳者が映し出さ
れており、視覚的に分かりやすい部分が多く、また選手の入場
行進も見やすく工夫されていると感じました。開閉幕式の内容
は台北デフリンピックと同等に感じられるほどの迫力ある内容
でした。それだけではなく、国際手話通訳者とボランティアの
多さに驚愕しました。実行委員会は５年前からトルコ手話と国
際手話講座を開講し、手話の学習を積み重ねてきたと聞きまし
た。メディア環境の課題も多くありましたが、なんとか本部ス
タッフの皆様と選手の皆様のご協力のおかげで乗り越えること
ができたと思います。

カルチャーショックもありましたが、今までにない体験もで

きて大変勉強になりました。この経験を忘れず地元に持ち帰っ
て今後の活動に生かして頑張っていきたいと思います。

２．今後の課題、反省・まとめなど
・ メディア班は本部と同じく選手村に滞在すべきでした。本部

との連携が難しく、会議に出席するため選手村までの交通方
法が不便であり、行き帰りの時間もかかって勿体なかったで
す。ホテルの Wi-Fi 環境が乏しく、全く使えなかったことが
今回の一番の課題であると考えます。有線 LAN のある部屋
があったのが幸いでした。

・ カメラマンが競技場から別競技場へ向かう為に１時間以上重
いカメラ機器を抱えて歩くことで肩を負傷してしまったり、
軽い熱中症を発症していました。ホテルにいたメディカル担
当に診てもらいなんとか回復できましたが、外出後の編集作
業なども抱えており、疲労と睡眠不足で身体への負担は大き
く、メディア担当の人数を増やすべきだと考えます。

・ 編集できる写真と映像の特殊なソフトについては、事前に確
認していなかった為、編集のフォローが出来ませんでした。
ソフトの種類も確認すべきでした。

・ 重さのあるカメラ機器とビデオカメラ機器を考慮して、計画
的にスムーズに移動できるように本部車は３台以上あったほ
うが良いです。各競技場は密集しているわけではなく、交通
が便利とは限りません。

・ HDD は個別に持参している為、種類や要領などにバラツキ
があり、一つにまとめられるよう本部用の HDD を用意した
方が良いと思います。

・ 最初から監督ミーティングも実施すべきでした。そうすれば
メディア班として日本代表選手出場の情報を知るため、また
インタビューできる時間や交通方法などを明確に知ることが
できて連携しやすく、TD 会議の内容や報告などについても
情報交換の場が必要と考えます。

・ 総監督は監督やスタッフ、選手に励ましや情報、意見交換が
重要な役割であるため、ホテルよりも選手がいる選手村に滞
在すべきであると考えます。

メディカル（医師）　　立石　智彦

１．自己の役割とその評価
前大会、前冬季大会に続き３回目の帯同でした。手話はまだ

まだ勉強中ですがメディカルサポートは少しずつ継続性をもっ
て、選手に良い情報や環境を提供していければと思いました。
ブルガリア大会は内科・外科という分け方でしたが、今回は選
手 first で考え男女１名ずつのサポートになりました。どうし
ても性別が違うと相談しにくいこともありますので今後もこの
方向性が良いと思いました。

まず帯同が決まって、メディカルチェックとして３月に調書
と健康診断書の確認し、追加検査の場合はお願いしました。薬
のチェックに関しては、JPC の草野修輔先生、スポーツファー
マシスト兼選手（主将 / 自転車）の早瀨久美氏に多大なるサポー
トをいただき、感謝しております。トルコの薬の持ち込みは制
限が多く、申告等の手続きにて色々とお世話になりました。ま
た、旅立つ前から在トルコ日本大使館医務官：伊東貴雄先生に
も現地情報や緊急時に連絡とりあえる体制を構築していただき
本当に心強く思いました。幸い伊東医務官に連絡をしなければ
ならいような緊急事態は起こらず助かりましたが、このような

“備えあれば憂いなし”のサポートあってこそではないかと思
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いました。
６月 25 日に行われたオリエンテーションで多くの方と顔合

わせできたことも、今大会に向けてよかったと思います。また
10 年以上本部メディカルサポートしていただいている中島幸
則先生（アスレティックトレーナー）には、大会前から大会期
間中の後方サポートもお願いしました。

メディカルスタッフは、合計６名
医師　　　：男性　立石　　女性　松村 / 中村
トレーナー：男性　平田　　女性　砂川
看護師　　：鯨井

大会としてこの４年間で変化を感じました。
・ スポーツ庁・外務省・日本障がい者スポーツ協会などのサポー

トがより強く現場に反映され選手の励みになっていました。
・ 日本でも多く大会期間中報道があり、また帰国の時の報道陣

の多さには驚きました。今大会を通じて情報を得るスピード、
連絡を取るのに LINE など SNS での情報の共有スピードが
格段にアップしたことが我々メディカルでも手に取るように
感じられました。特に“文字での伝達が重要なツール”とな
るろう者のスポーツ大会では今後必須になるのではないかと
感じました。

・ メディカル部門としては、聴力検査を行う人数が前回大会の
倍以上になっていた（正確な集計はできておりませんが約２
割）こと、ドーピングコントロールは優勝者や大会新記録の
選手が必ずしも行われていたわけではなく、検査の頻度には
ややばらつきがあったように思われるなどが感じられまし
た。
今後注目されるようになればなるほど、選手の自覚・責任が

必要となり、メディカルスタッフの責任やニーズも多くなって
くるものと思います。各競技団体のメディカルスタッフ（ドク
ター・トレーナー）も増員する必要も出てくる中で、ろう者の
マインドをより理解したスタッフによる Player’s first の献身
的なサポートができる、しかも継続性のある体制を構築してい
くことが必要となってくると思います。また、このたびデフリ
ンピックのサポート体制作りと並行してスポーツ委員会の中に
専門委員会として医科学委員会を作っていただくことになりま
した。前出の中島幸則氏・早瀨久美氏とその一員に加えていた
だいております。今後とも選手たちがより良いコンディション
で羽ばたけるようサポートしてゆく所存です。よろしくお願い
いたします。

メディカル（医師）　　中村　香織

今回初めて、デフリンピックのサポートをさせていただきま
した。私は松村医師と交代で後半の７月 24 日～８月１日まで
の期間、立石医師、鯨井看護師、トレーナーと一緒に本部ドク
ターとして活動させていただきました。遠方・後半のため事前
準備は書類確認のみにて、研修会、移動時帯同、及びメディカ
ルルーム、トレーナールーム整備は他の皆様にお任せさせてい
ただきました。後半も前半に引き続き、大会のスケジュールに
応じて医師１人及び看護師が村内待機、医師一人、トレーナー
１人もしくは１人が競技場巡回を行いました。

後半期間中のメディカルルーム受診に関して、７人軽度の胃
腸炎での受診がありましたがいずれも重症度は低く、整腸剤内
服にて改善が得られる程度でした。各チームの選手村での食事
に対する具体的対応は確認出来ておりませんが、選手村の食事

に関して、種類や多様性、栄養面では不十分であるものの生
野菜や油による大きな問題はありませんでした。気温は 28 ～
30 度程度であり熱中症症状での受診のあった選手はビーチバ
レーの１人のみで重症には至りませんでした。外科系疾患に関
しても現地病院受診、検査が必要となる障害はありませんでし
た。処方薬に関して整腸剤、感冒薬等準備があったものの受診
が想定より多く不足する事態となりました。今回不足及び必要
となった薬品の準備ともに各競技団体への予防・事前対策の周
知の徹底で改善できると考えます。

メディカルルーム受診の際には希望を確認してからとなりま
すが、ほぼ必ず手話通訳をお願いしました。はじめ問診時に診
察時の通訳を希望されなかった選手も通訳を介すことで理解の
程度が深まり、スムーズなコミュニケーションがとれるため、
後半診察時はほぼ全員に通訳をお願いしていました。また問診
時のコミュニケーション補助のため、痛み評価のグラスゴース
ケール・便の性状評価のブリストルスケールを使用し、視覚的
に分かりやすいようスケール表を作成し、問診時に使用しまし
た。加えて薬の飲み違えを防ぐため処方薬の内容、内服方法を
表にして薬と一緒に渡しました。メディカルルーム受診の際に
は必ず手話通訳をお願いすることでお互いのコミュニケーショ
ンはスムーズに図れるようになりましたが、それでも理解の相
違があることが多いため、視覚的に分かりやすい評価表を使用
することで情報が得やすくなりました。自身もまだ勉強不足で
あり、手話を使用できればコミュニケーションのギャップが小
さくなるとは思いますが、医療用語や、緊急時の対応、お互い
の理解の相違に気が付かないことも多いため、視覚的にもお互
い理解しやすいスケールやポスターを増やしていければ良いと
思います。

今回競技団体によりトレーナーが到着してから選手の健康管
理やコンディショニングが顕著に改善されたという傾向があり
ました。選手のパフォーマンス向上のためにも各競技団体との
連携、サポート体制を確立して連絡を密に行うことが重要と考
えます。もちろん各競技団体で諸事情が異なりますが、今回、
トレーナー帯同の有無、及び医師帯同の有無それぞれ異なった
課題がでてきていたため、今後各競技団体で行うべきベースラ
インと、本部で行うべき内容をより明確にする必要があると感
じました。

今回、遠征帯同の機会を与えて頂きました連盟の皆様、デフ
リンピック準備から現場での各種対応頂いた本部スタッフの皆
様、また選手の皆様に感謝を申し上げます。今後、より良いサ
ポート活動ができるようこの貴重な経験を活かしていきたいと
考えております。

メディカル（医師）　　松村　惠津子

今大会のメディカルスタッフは、医師２人、トレーナー２人、
看護師１人でした。私は、本部メディカルの医師として前半７
月 14 日～ 25 日に帯同させていただきました。

出発前に日本選手団全員の健康診断書を元にメディカル
チェックを行い、選手の既往や内服薬、コミュニケーションの
希望を把握し、中島幸則先生のご協力のもと日本選手団全体の
チーム状況（トレーナーの有無など）の情報を得ることができ
ました。またトルコは内服薬の持ち込みの規制が厳しいため、
自転車竸技選手兼スポーツファーマシストの早瀨久美さんに内
服薬のチェックと申請をしていだただきました。さらに本部ス
タッフと各競技団体スタッフで事前ミーティングを行ってトル
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コの医療状況や環境、水制限などについて各事前調査の情報を
共有する機会がありました。

大会開催２日前に選手村に入り、本部横にメディカルルー
ム、トレーナールームを設置し、各競技場の視察を行いまし
た。大会中は２班に分かれ選手村待機組と外傷が多い競技・ト
レーナー不在の競技を中心に会場へ巡回する組に分かれ活動し
ました。メディカルルームの利用方法は事前のマニュアルより
変更し、選手の動きに合わせ朝６時から夜は試合終了後までと
し SNS（LINE）で連絡をもらってから来ていただくようにし
ました。

大会中は、SNS を使って毎朝チームスタッフより選手の体
調報告をお願いし、全チームの選手の状態把握するようにしま
した。またドーピングコントロールなどの情報がわかれば、す
ぐ他の競技にも SNS を通して情報を共有しました。

コミュニケーションについては基本、診療は手話通訳をお願
いしました。その他ホワイトボードを使用する場合もありまし
たが、自分も手話ができればもっとよかったと感じました。

大会中、２件の救急搬送がありましたが、いずれも医師が一
緒に乗り合わせることができ、搬送先の病院より情報を引き継
いで本部でもスムーズに治療を継続することができました。

大会本部の事情で予測不可能なことが多く、突然の聴力検査
や長い待ち時間、交通事情などでの疲労が重なり選手はコン
ディション作りには苦労したと考えます。また、内科疾患（風
邪症状、胃腸障害）については、選手村の環境（空調がなく窓
の解放、扇風機連続使用）、食事（栄養バランスの偏り、生野菜）、
気温の変動などが一つの要因と考えられ、海外遠征で起こりう
る事象として事前の準備である程度は予防することができたな
と思いました。幸い感染性胃腸炎や、風邪が蔓延することはあ
りませんでした。各競技団体レベルの管理問題ではありますが、
競技団体により環境と情報にばらつきがあり、栄養指導を含め
て今後本部メディカルがお手伝いできる部分ではないかと考え
ます。

デフリンピックの日本選手団により良い環境を作り、活躍し
ていただくために大会中のサポートはもちろん日頃、スポーツ
医学の勉強会（体調管理やパフォーマンス向上など）を選手と
競技団体に行える機会が増えればと思います。

今回、中島幸則先生、立石智彦先生よりデフリンピックに帯
同する機会を与えて頂き、日本選手団の皆様のご協力のもと貴
重な経験をすることができました。そして、多くの感動を与え
ていただきました。この経験を活かし、より良いサポートがで
きるよう努めます。本当にありがとうございました。

アスレティックトレーナー　　平田　昂大

１．自己の役割とその評価
アスレティックトレーナー（AT）として，本部メディカル

スタッフの一員として帯同させていただきました。今回帯同し
た AT ２人はデフリンピック本部 AT の経験がありませんでし
たが、大会前から大会中に至るまでスポーツ医科学委員の中島
先生にサポートしていただいたことで円滑に準備を進めること
ができました。

今回の本部 AT は男女１人ずつで、そのうち１人は日本障が
い者スポーツ協会公認の障がい者スポーツトレーナーと日本体
育協会公認 AT（JASA-AT）の資格を有し、もう１人は JASA-
AT と鍼灸あん摩マッサージ師の資格を有しており互いの得意
分野を活かしたサポートができたのではないかと感じています。

今大会では選手村内に設置された日本選手団本部に隣接する
形でメディカルルーム（医師・看護師）、トレーナールーム（AT）
を設置することができました。１人の AT がトレーナールーム
に常駐し、もう１人が各競技会場を回るようにしました。外回
りでは各競技のスタッフと連携を図るとともに、各会場に設置
された医務室、会場ドクター体制、水や氷の配給状況の確認を
行いました。また、卓球と空手は帯同トレーナーがいなかった
ため優先的に回りました。

各競技団体との連絡は LINE グループを作成し、毎朝のコン
ディション報告とメディカル・トレーナールーム利用の連絡、
現地の氷に関する情報発信を行いました。

【トレーナールーム利用者数】
メディカル・トレーナールーム開設の 16 日間で延べ 130

人の選手対応を行いました。その内トレーナールームの利用は
22 人でした。前大会の利用者数 91 人から大幅に減少してい
ます。これは前回大会と比べて各競技団体の帯同トレーナーが
増えたことに関係していると考えられます。最も利用が多かっ
た競技はサッカー、空手、水泳の順でした。サッカーは帯同ト
レーナー１人に対し選手が約 20 人と多いこと、空手は帯同ト
レーナーがいないことが利用理由であると考えられます。また
水泳は帯同トレーナーが到着する前の対応でした。

利用時間については、当初８時～ 20 時で開設しましたが、
早朝または夜遅い時間帯の利用が多かったため、ドクター１人
トレーナー１人がそれぞれメディカルルームとトレーナールー
ムに宿泊するように変更しました。今後もこのような状況が想
定されるため、開設時間を見直し、昼間はスタッフの休憩時間
や外回りにあてるなど、検討の余地があると感じました。また、
トレーナールームの使用用途もトレーナー対応に加えて、セル
コンディショニングスペースとしての提供により力を入れた方
が良いのではないかと考えます。

今大会の対応件数と内容は以下の通りです。

【外回りでの対応状況】
本部ドクターは会場での診察、救急搬送に同行するといった

対応があり、本部 AT はアイシングやストレッチなど疲労回復
に対する対応がありました。

外回りでの対応件数とその内容は以下の通りです。

２．今後の課題
今大会は本部 AT が帯同した３回目の大会となりました。前

回、前々回大会と比較して各競技団体に帯同しているトレー
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ナースタッフが増加していました（11 競技中２競技）。
今後の課題及び検討事項を以下に箇条書きで示します。

・ ホテルや会場での氷の手配が不確実であることが予想される
ため、ホテルや選手村の冷凍庫の設置状況を事前に確認する
必要がある。

・ 冷凍庫が確認できた場合、各競技団体、本部 AT が各自で氷
を作れるように製氷皿を用意することが望ましい。

・ 各競技団体の帯同トレーナーが増えてきたことから、各競技
団体との連携やトレーナールームの活用方法について検討の
余地がある。

・ 各競技団体一つ一つにメディカルスタッフの継続的な帯同が
必要であるとともに、それらをサポートする本部メディカル
スタッフもスポーツ医科学委員会を中心にコンセンサスを
もって各競技の国際大会やろう者アジア大会などで継続して
活動を行い、経験を蓄積していくことが必要である。

アスレティックトレーナー　　砂川　あゆ未

１．自己の役割とその評価
今大会、本部のアスレティックトレーナー（以下 AT）とし

て帯同させていただきました。前大会であるソフィアデフリン
ピックでは女子サッカー AT として帯同し、台湾で行われた第
８回アジア太平洋ろう者競技大会では本部 AT として帯同させ
ていただいたことはありましたが、デフリンピックの本部 AT
としては初めてとなります。今大会で本部スタッフとして AT
が派遣されるようになり３度目となりましたが、今まで帯同さ
れていた中島幸則先生が今大会では帯同されなかったため、中
島先生サポートの元準備から現地でもアドバイスを頂いて円滑
に業務を行うことができたと思います。

各競技団体において AT やメディカルスタッフが帯同する競
技が増えている中、本部メディカルチームとして活動体制を確
立すること、各競技団体との円滑な連携を取ることを目標に今
大会に臨みました。

本部 AT ２人はどちらも日本体育協会公認アスレティックト
レーナーを有し、平田氏は障がい者スポーツ協会公認アスレ
ティックトレーナー、私は鍼灸あん摩マッサージ指圧師を持ち、
お互い共通理解のもと各々の分野を活かすサポートができたと
思います。

活動体制については、選手村にはメディカルルーム（医師、
看護師）とトレーナールーム（AT）が設置され、整形外科的
な問題であればメディカルルームにて医師の診断の元、トレー
ナールームでのコンディショニングを実施しました。また。メ
ディカルチームの実際の動きは、医師と AT １人ずつ２班に分
かれて本部待機班と各競技を回る班として活動しました。

今大会におけるトレーナールーム利用数は 22 件であり、前

大会の 91 件と比較すると大幅に減少しています。これは各競
技団体に AT あるいはメディカルスタッフが帯同するように
なったためだと考えられます。今大会ではトレーナーが不在で
あった競技団体は卓球と空手のみでした。卓球チームには今大
会は帯同されていませんでしたがトレーナースタッフがいるた
め、実際は空手のみと考えられます。以前より各競技団体に
AT あるいはメディカルスタッフが帯同するようになっている
ことは喜ばしいことである反面、トレーナールームの提供の在
り方を改めて考え直す機会でもありました。また各競技団体の
メディカルスタッフも多様であるために、共通理解を得られる
ような準備も必要であると思いました。

各競技を回る上ではトレーナースタッフがいない競技、受傷
の可能性が高い競技を優先に、全競技回るようにしました。実
際に回っていく上で、医師あるいは AT がチームのサポートに
あたることもあったので、医師と AT が２班に分かれて各競技
を回ることの必要性を感じました。

今大会より、初めて各競技トレーナースタッフと LINE を活
用したコミュニケーションを取ることを試みました。以前から
各競技トレーナースタッフと本部メディカルスタッフの直接
的な連絡手段が現地携帯のみ、あるいはメーリングリストを
作るなどの案もでておりましたが、昨今の主な連絡手段であ
る LINE を活用することでスムーズな連絡を取り合うことがで
きたので、今後もこういった連絡手段は有用であると感じまし
た。ただ現地についてから当該スタッフと連絡を取り合うよう
になったので、予め LINE グループを作成しておけば大会に影
響が出るような選手の怪我や体調不良について共有しやすいの
ではないかと思います。

２．今後の課題
今後の課題については、まずほとんどの各競技団体にトレー

ナースタッフが帯同されるようになったため、各競技トレー
ナースタッフと本部メディカルスタッフの打ち合わせの場を事
前に設けたほうが良いかと思います。各競技団体と本部の研修
会の日は設けてありましたが、トレーナースタッフとは打ち合
わせの場はなく、競技団体トレーナーより個人的に本部メディ
カル体制について質問を受けることがありました。選手の状況
やメディカル体制についてそこで話し合うことができれば、実
際に大会中のコミュニケーションもさらに円滑に行われるので
はないかと思います。

また、トレーナールームの提供については先ほども述べまし
た通り、以前と競技団体のトレーナー事情も変化している中で
改めてトレーナールームについても見直しても良いかと思いま
す。

氷や水等現地手配するものに関しては、大会本部からの情報
と実際が異なることも多々あると思うので、ない場合に際して
どのような対応をするのか、予めあらゆるパターンを考えてお
けるとより臨機応変に現地で対応しやすくなると思います。

最後になりましたが、今大会において一緒に活動できました
日本選手団の皆様、応援してくださった皆様、全ての方々に感
謝申し上げます。

看護師　　鯨井　恵子

１．自己の役割とその評価
2017 年７月 14 日～ 30 日において、本部メディカルチー

ムの看護師として、選手・スタッフ・177 名の健康管理、体
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調不良、病気、怪我の対応・治療に帯同医師、アスレティック
トレーナーと共に看護業務に付きました。選手団は、練習・試
合前後における身体ケアは、コンディショニングを行うアスレ
ティックトレーナーが対応し、病気や怪我に対しては医師が対
応するため、メディカルチーム内での情報共有のための、情報
を整理し情報提供を行いました。

【メディカルルームの設置】
選手村 D 棟最上階９階本部に隣接した２部屋をメディカル

ルームにあて診療室・トレーナールームとして環境調整を行い
ました。感染症の疑いがある選手・スタッフを集団から隔離し
休養できる様にしました。

出発当日、トルコへ向かう飛行機内で発熱した選手がいたた
め、到着後選手村内の大学病院へ医師付き添いのもと搬送し点
滴を受け解熱が確認されるまで、メディカルルームで隔離対応
しました。スタッフの発熱に対しても持参していた点滴を行い
隔離対応しました。診療時間は、選手の利用状況を考慮し開設
当初しばらくの間、早朝６時から診療を行い、練習や試合に出
発する前に受診できるようにし、夜は練習や試合を終え選手村
へ戻ってから、受診できるようにと、特に時間決めずに対応し、
不在時や緊急時は、メディカル専用の携帯電話や、LINE 連絡
を利用しながら対応することとし、各チームからは毎朝メディ
カル LINE に選手やスタッフの体調報告なども入るようにして
いました。

毎日行われるミーティングでは、メディカルスタッフの翌日
の行動予定や、診療状況の報告などを行い他の本部スタッフと
の情報共有をはかっていました。医師とアスレティックトレー
ナー２人はホテル宿泊でしたが、早朝からの診察に備え交代で
選手村宿泊し、対応していました。

選手とのコミュニケーションは、手話通訳の方々を介して
行ったり、筆談で行いました。今回下痢症状を訴える選手も多
く、下痢の状態を確認するためブリストルスケール表を使用し
便の性状を７段階評価で可視化して共通理解できる形を取りま
した。薬の飲み方もメモを渡す形式を取り、手話通訳の方の説
明をより理解しやすい方法を取りました。

２．今後の課題
今回は、整腸剤・感冒薬・外傷処置に必要なガーゼ・包帯・

被覆剤が不足し、ガーゼなどは現地で購入して対応しました。
外傷用の軟膏類や、眼科の点眼薬などの準備もあったほうが良
いと思いました。部屋の使い方として、可能であれば隔離・静
養できる部屋の準備も必要ではないかと思いました。

問診票の内容について、見直しを行ってチェックリスト形式
＋記入式にし、受診時にチェックしてもらうような方式を検討
してみるのはいかがでしょうか。薬剤を渡す際の小分け袋や用
法用量を書いて薬と一緒に渡せるようにすることなど今後の検
討課題と感じました。

３．反省とまとめ
今回のデフリンピックは、サムスンまで 12 時間超の移動時

間を要したこともあり、到着早々体調不良を訴える選手スタッ
フもいたため、メディカルとしての準備が整わない状況の中
で、準備をしながらの対応でした。時間が経過すると共に、現
地の環境にも慣れてきたこともありますが、想定外の事象など
もある中、メディカルスタッフ・本部スタッフの連携のもと無
事大会を終えることが出来ました。これは、帯同スタッフ間の
円滑な人間関係を築くことができたためではないかと感じてい
ます。今回このようなスポーツ大会に、看護師として参加し、

召し駆るチームのメンバーとして必要な看護ケアを提供できて
いたか、看護師としての役割を果たせたかどうか振り返りつつ、
この経験を今後の看護へ繋げられるよう努力します。

手話通訳　　長山　　　綾
加藤　かおり
黒石　恵理子

１．自己の役割とその評価
本部手話通訳者として帯同させて頂いた３人より、業務内容

と所感、課題を報告させていただきます。
【業務内容】
ア）ローテーション

外勤・内勤・休憩または待機とローテーションを下記の通り
組みました。

本部の宿泊場所が選手村と離れたホテルの２ヶ所となり、状
況を見ながら調整しました。ミーティング後それぞれの動きを
SNS で確認し、急な予定変更時はその都度連絡を取り柔軟に
対応しました。休憩もできるだけ取るように努めました。

イ）メディカル通訳
メディカルスタッフが競技場や選手村内のメディカルルーム

で選手・スタッフに対して体調不良、ケガの治療、経過観察等
で訪れた際の手話通訳を行いました。また途中より早朝メディ
カルも交替で実施しました。開始当初、通訳者不在で対応して
いることがあり、すぐに連携を取り改善しました。事前にメディ
カル利用時についてのアンケートが行われていたそうですが、
通訳者に共有されていませんでした。打合せで通訳者の任務を
きちんと確認しておくべきでした。
ウ）ご来賓の通訳

スポーツ庁長官、参議院議員、在トルコ日本大使館が来訪さ
れ、食事会や各競技場を案内された際に団長に同行し手話通訳

長 山 加 藤 黒 石

7/16 外 外 A+B

7/17 A+ 外 A+B AM 外 +C

7/18 A+ 結団式 + 外
+ 開会式

結団式 + 外
+ 開会式

A+ 結団式
+ 開会式

7/19 外 A+B 外

7/20 外 外 A+B

7/21 OFF A+B A+C

7/22 AM 外 +C A PM 外

7/23 AM 外 +C 早 +PM 外 A

7/24 A+ 外 AM 外、PM OFF 早 +C

7/25 A C 早 +AM 外

7/26 A+ 外 早 +C AM 外、PM OFF

7/27 早 +C 外 A

7/28 外 AM 外 +C 早 +A+B

7/29 AM 外 +C 早 +A+B 外

7/30 早 + 解団式
+ 閉会式

解団式 + 外
+ 閉会式 解団式 + 閉会式

7/31 帰国

8/1 帰国後、記者対応

早…6 時～9 時、A…8 時～13 時、B…13 時～15 時、C…15 時～21 時
外…団長・VIP・メディカル同行、OFF、空いてる時間は休息
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を行いました。
エ）本部ミーティング時の通訳

各担当から一日の出来事、課題、明日の予定等が報告されて
いましたが、通訳者の報告は特に設けられていませんでした。
通訳者は意見を出して良いのか不明瞭だったこともその一因で
す。この項目に限らず、通訳者の立場や役割、本部の中での位
置づけに最後まで納得できる答えを見出せず試行錯誤を繰り返
しました。また、スケジュール等の都合上、ミーティングは全
員出席が叶わず情報共有に限界を感じました。その場の雰囲気
や経緯まで全ては伝えられず、伝達力が必要とされました。ミー
ティングはとても大切な時間であり、物理的な課題はあるにせ
よ日々皆が顔を合わせられる工夫や努力は必要と感じました。
オ）監督会議、結団式、解団式の通訳について

日本選手団としての結束力を高めるためのとても大切な機会
でした。しかし、資料を確認する時間が思うように取れず、打
ち合わせも十分とは言えませんでした。通訳時の資料を通訳者
側で情報収集し準備することもありました。会議や式典、マス
コミ対応等を通して、スポーツ用語や競技の専門用語が飛び交
い、事前の勉強や知識不足を痛感しました。手話のみならず、
大会に関する専門用語や競技ルールの事前学習がとても重要で
す。
カ）チームワークについて

離れている宿泊場所や移動時間等の拘束もあり、日々の報告
や打合せ等、顔を合わせて話をする時間が十分に取れず、お互
いの状況を把握できませんでした。やはり、宿泊場所は１か所
にまとめることが全員の心を一つにするための最善策であると
思います。そのような中でも３人で会えるときはできるだけ話
し、SNS 等を通じての状況報告等をそれぞれが工夫し、最終
日まで役割を全うするよう努めました。海外という特殊な環境
と 177 人の大所帯のなか、３人の手話通訳体制は妥当であり、
今後も３人体制の継続は必要です。

２．今後の課題
①出発前に手話通訳者全員で顔合わせをすること
②本部担当者間の業務を理解共有すること
③毎日通訳者ミーティングを行うこと
④メディカル時は同性通訳者とすること
⑤多様なコミュニケーションに対応できるようにすること
⑥デフリンピック認知度向上について

初めて関わる立場にとって、経験者から話を聞きイメージを
持つ時間は必要ですが、当日まで通訳者全員で会えず、不安を
感じました。競技団体とは違い、知り合い同士ではない人たち
が集まるのが本部なので、双方の業務内容を把握する機会は必
要であり、その中で本部において手話通訳者の役割も確認でき
たらと感じました。調整の結果やむを得ず女性３人となったが、
プライバシーを守る意味でも男女の通訳者は必要です。予想を
超える事態も多く起こりましたが、その都度声をかけあう雰囲
気があったのは救いでした。

デフリンピック本部手話通訳者となり、多くの貴重な経験と
成長する機会を頂きました。選手の頑張りを間近で感じ、本部
の方々をはじめ見えない部分の努力に気づき、サムスン市挙げ
てデフリンピックを盛り上げようとする温かさを感じられたこ
と等全てが大切な財産となりました。今後も関わらせていただ
いた経験を忘れず、デフリンピックが多くの国民から注目され
るよう、私たちにできることをしていきたいと思います。

輸送　　石澤　慧

１．自己の役割とその評価
【輸送班の役割】
・選手および荷物の輸送手配、管理
・トルコ語通訳の手配、管理・大会実行委員会との折衝
・選手村および本部ホテルの手配、管理
・日本選手団本部の運営補助・選手団本部車両の運行

【自己の役割についての評価】
・選手および荷物の輸送手配、管理

トルコ航空と 2016 年後半より綿密な打ち合わせを行ってい
た為、渡航日程が決定した後、スムーズな行程を手配すること
が出来ました。一部、乗り継ぎ時間が長時間になるパターンも
発生したものの、休憩用ホテルを手配することにより解決しま
した。往復の荷物運搬についても結果的に紛失等なく完了しま
したが、復路についてはサムスン空港までの荷物トラックの遅
延やイスタンブールでの 70 個のロストバゲージがあり、通訳
とともに強く交渉を行う事象が発生しました。尚、陸上競技の
ポールは航空貨物での運搬となりましたが、近鉄エクスプレス
がグループ会社として綿密な連携を行えた為、予定通りの運搬
ができました。
・トルコ語通訳の手配、管理

通訳１人と現地手配会社の日本人スタッフを下見より継続的
に業務に従事してもらい、継続的に実行委員会と日本選手団と
の橋渡し役として活動をしてもらっていた為、大会期間中にお
いても日本選手団運営を円滑に進めていく大きな助けとなって
いました。
・大会実行委員会との折衝

日本選手団担当のボランティア３人が窓口として様々な調整
にしっかりとトルコ語通訳と連携して取り組んでもらえたこと
で、実行員会への依頼や要望、情報伝達がスムーズに行えまし
た。
・選手村および本部ホテルの手配、管理

選手村での提供室数がサムスン入り以前に連絡がなく、事前
準備として７月 11 日に選手村入りをした際に要望よりも少な
い部屋数しか提供されない事が判明するという事態が発生しま
したが、バックアップホテルを手配していたことで、何とか全
員が宿泊することができました。しかしながら、選手の要望を
必ずしも叶えることはできませんでした。
・日本選手団本部の運営補助

日本選手団本部業務の補助として、必要物品の調達や情報収
集を主な業務として行い、業務の円滑化に努め、本部業務が支
障をきたすことなく進みました。
・選手団本部車両の運行

毎日の本部車両の運行管理においては、試合のスケジュール
やメディカル・メディアの業務内容に応じて適切なコントロー
ルを行うことができましたが、選手村とホテルが離れているこ
とでスムーズな運航を阻害することがありました。

２．今後の課題
今回、全体的にはスムーズに大会期間を終えることができま

したが、開幕までにすべての準備が整ってはおらず、開幕後に
次第に体制が整っていくような状況だった事に加え、直前での
変更も数々あった為、情報を収集し、必要なものを整え、日本
選手団に展開するという作業に大きな労力を使う事になりまし
た。ただ、今回も日本選手団の出発前に事前準備期間を設けた
ことにより、実行委員会とのミーティングや現地での各セク
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ション担当者との人間関係構築が出来ていたので、そのような
状況でも対処ができていました。実行委員会の準備状況につい
ては各国の文化や財政により変わり、いずれにしても日本のよ
うな流れで準備は進んでいきません。よって、今後の大会にお
いても開幕１週間前には一部スタッフが現場入りをして準備を
進めていき、より選手への環境提供を実現できるようにすべき
と考えます。

事務局　　岡安　澄子

（1）総務スタッフの業務
①各デフスポーツ競技団体との連絡調整

今回のデフリンピック選手及びスタッフ選考の「指針」を
2015 年 11 月に発表し、それに基づき各競技団体から選手・
スタッフの推薦調書の提出をお願いしました。各競技団体には
連絡窓口担当者を決めていただき、その後の連絡が窓口担当者
を通して行いました。専従の職員スタッフなどがいない中、各
担当者には細々した調整や確認に対応していただきましたこ
と、感謝申し上げます。事務局から各競技団体へ依頼した内容
は下記の通りです。
・選出予定選手・スタッフの報告
・推薦調書のまとめ、提出
・選手・スタッフの推薦（履歴書等の作成依頼）
・ 各競技選手・スタッフへ、内定承諾書、ユニフォームオーダー

表、会員確認書、薬物調書、聴力検査表、健康診断書等のと
りまとめ提出

・勤務先への派遣協力依頼の調整
・壮行会・帰国報告会・ご接見等の調整
・ このほか、旅行会社から依頼した荷物アンケート、パスポー

ト情報、ＩＤカード用写真などのとりまとめ

②通訳者の確保
トルコでの音声言語はトルコ語がメインになり、英語はほと

んと通じないということから、音声言語通訳は、日本語－トル
コ語の通訳者を準備しました。これについては、近畿日本ツー
リストを通じて、事前下見の時からお世話になった現地ガイド
に依頼をすることができました。トルコ人の男性と日本人の女
性の２人にお願いできたので、それぞれの持ち味を生かすこと
ができたと思います。また、現地では組織委員会からの情報が
なかなか入ってこないこともあり、現場での交渉事などにも大
いに活躍していただきました。

手話通訳者については、本部スタッフ内での通訳および、選
手と本部メディカルスタッフとの通訳が必要となります。従来
通り、一般社団法人全国手話通訳問題研究会へ依頼し２人を手
配いただきました。もう１人は本部でお世話になっている方を
通して協力いただくことができました。今回の手話通訳者は３
人とも女性でしたが、診察時の通訳などを考慮すると、男性の
通訳者も必要と考えます。しかし、手話通訳の技術に長けてい
ることはもちろんのこと、約３週間という長期の海外同行のた
めには、職場の理解や金銭的な補償の無い中での理解を得るこ
とは大変厳しいものがあります。専門職である手話通訳者の確
保については、各競技団体に帯同する手話通訳者も同様のこと
が課題になると思います。

先述の通り、トルコ国内では英語はほとんど通じませんが、
組織委員会や ICSD からの連絡は英語が使用されているため、
書記英語は必要となります。また、公用語としては国際手話が

使用されます。今回は本部スタッフの中に英語および国際手話
ができる者がおり、組織委員会や ICSD への連絡・交渉は本部
スタッフが兼ねて行いましたが、余裕が持てるようであれば、
英語および国際手話通訳の帯同ができればベターであると考え
ます。

③メディカルスタッフの編成
ドクター２人、アスレチックトレーナー２人、看護師１人の

体制を組みました。国際大会へのメディカルスタッフの恒常的
なチームを確立することを主目的に、2017 年度より連盟スポー
ツ委員会の中に医科学委員会を設け、そのメンバーを中心にス
タッフの編成を行っていきました。ドクター１人は全期間の帯
同が難しく、前半・後半でバトンタッチする形を取りました。

看護師は国立障害者リハビリテーションセンターへ依頼し、
職務として１人を派遣していただくことができました。

携行為医薬品の準備については、医科学委員会のメンバーで
あり、今回の日本選手団選手でもある早瀨久美氏にお願いして
手配をしていただきました。

今回はドクターが帯同した競技団体もあり、今後、本部ドク
ターとチームドクターとの連携も必要であると感じました。

④薬物調書・持ち込み医薬品の集計
選手には使用薬物調書を記入・提出してもらい、本部帯同の

ドクターのチェックの後、JPC 医科学委員会の草野ドクター
にチェックのご協力をいただき、数名の選手には草野ドクター
から使用中止や注意などを直接ご連絡いただきました。

トルコの組織委員会から、出発前に持ち込み薬物および持ち
込み医療機器の提出を求められました。このような提出を求め
られたのはこれまでのデフリンピックでは初めてのことではな
いかと思います。全選手・スタッフから提出をしてもらい、こ
こでも早瀨氏に協力をいただき、英文でのリスト作成とドーピ
ング検査に引っかかりそうな薬物を使用している選手には注意
事項を作成して連絡をしました。

⑤エントリー作業
ファイナルエントリーはオンラインシステムを使って行うこ

ととなっており、事務局にてあらかじめ入力したデータを競技
団体に確認しながら作業を進めました。

また、ID 用の写真は組織委員会ＨＰの中の専用サイトを使っ
て、事前に組織委員会に送る方法になっていましたので、事前
登録をすることができました。

⑥ VIP 対応
今回のデフリンピックでは初めて、スポーツ庁の鈴木大地長

官とデフリンピック支援ワーキングチームの薬師寺みちよ参議
院議員が日本から現地まで視察・応援に来てくださいました。
また、事前の下見の際に、アンカラにある在トルコ日本大使館
を訪問して大使に面会をしたことを契機に、トルコにいる日本
人会へ PR や情報の収集などに大変ご協力をいただき、大使に
は結団式および開会式へも出席していただけることとなりまし
た。

そのため、組織委員会へ VIP 登録やホテルの情報収集など
を行いました。VIP の出席に際しては、スポーツ庁および外務
省大臣官房人物交流室、また在トルコ日本大使館の方々には大
変お世話になりました。

⑦現地での業務
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現地では以下の通り業務を行いました。
・本部部屋・メディカルルーム・トレーナールームの設営
・ 後発で到着する選手団の出迎えと、宿泊棟までの荷物運搬の

手伝い
・ ICSD および組織委員会からの連絡事項の伝達（公式練習時

間・TD 会議・開会式・閉会式等）
・翌日の試合の予定や試合結果の情報発信
・本部ミーテングの準備
・メディアとの連絡

今回、日本選手団の宿泊は大学の寮を利用した選手村が用意
され、日本選手団は本部スタッフの一部を除き、全員が選手村
で生活を共にすることとなりました。宿泊部屋は基本的に３人
部屋で、日本選手団に割り当てられた部屋数が十分でなく、各
競技団体の希望に沿う形にはなりませんでした。食事は早朝か
ら夜遅くまで食堂にて無料で提供されましたが、メニューのバ
リエーションが少なく、選手にとっては体調管理が大変だった
かもしれません。しかし、全員が常に同じ棟にいるということ
で、選手や競技スタッフと本部スタッフとが、顔を合わせてコ
ミュニケーションできたこと、またメディカルスタッフが常駐
できたことはメリットであったと思います。

また、組織委員会がスマートフォンのアプリケーションを公
開し、競技スケジュール・競技結果・競技会場の情報などを即
時的に見ることができたので、本部・各競技団体ともに大いに
活用していました。

（2）反省・課題・まとめ
①障害者スポーツへの関心の高まりもあり、今回のデフリン
ピックに対するメディアからの問い合わせは今まで以上にあっ
たと感じます。また、メダルを獲得した選手には帰国後に行政
から報奨金が支給されたり、表彰が行われたりと、少しずつで
はありますがデフスポーツが注目されてきています。しかし、
まだまだデフリンピックの認知度はパラリンピックに比べると
低い状況にあり、そのため選手が競技を続ける上でも資金面で
もネックになっており、さらなる広報活動が必要であると思っ
ています。
②現地では本部部屋の開所時間を決めてはありましたが、時間
内に業務が終わらずに深夜に及ぶこともありました。本部の部
屋がオープンだったという良い点もありますが、本部スタッフ
の疲労も増していました。きちんと休憩の取れるようなロー
テーションを組むなど、効率の良い仕事ができるような体制を
考える必要があったと反省しています。
③今回のデフリンピックで初めてだったことが多くありまし
た。壮行会と帰国報告会を開催したこと、スポーツ庁長官らの
視察・応援があったこと、新聞社２社が現地まで全期間の取材
に入ったこと、デフリンピックの応援ソングを連盟が公認した
こと、デフスポーツ以外の有名アスリートにドリームサポー
ターとして協力いただいたこと、選手村が設置されたこと、組
織委員会がスマートフォンのアプリケーションを作成したこ
と、等々です。それぞれに多くの方々の協力があり、デフリン
ピックが開催され、そして日本選手団を派遣することができま
した。スタッフの方々、全国から応援をくださった方々、ご寄
附をくださった方々、関係者に心より感謝申し上げます。

事務局　　加茂下　和子

１．自己の役割とその評価
事務局として、書類の作成等を担当し、今回は現地同行もし

ました。

【事前準備】
①選手選考等における資料の提出や作成

競技団体へ提出〆切を提示しても、なかなか守れない競技団
体がありました。〆切直前でも延期の依頼をすればそれで良し
とする競技団体もあり、他の競技団体と並行して準備・調整を
進められないこともしばしばありました。
②聴力検査、健康診断書などの提出について

2015 年に台湾にて第８回アジア太平洋ろう者競技大会が行
われた際、新規として聴力検査を受けた選手が成長し今大会に
出場しているせいか、今大会での聴力検査は 24 件となりまし
た。健康診断書は今回から肺呼吸検査（スパイトメトリー）の
添付が義務となったため、大きな病院での受診が必要となり、
検査予約をしてから結果が出るまでにかなり時間を要さなけれ
ばならない選手も出ました。
③壮行会等イベントについて

国会議員によるデフリンピック支援ワーキングチームが発足
したことをきっかけに、出発前に壮行会を開催するなど、今ま
でにない事務活動が出てきました。事務局２人だけで様々な準
備を進めていくのは困難なため、連盟職員の力を借り業務分担
をしました。
④現地の情報収集

本部からは団長会議も含め、下見を３度行いました。また、
実行委員会のウェブサイトや連絡をもとに情報収集を試みまし
たが、毎度の通り、なかなか確かな情報をつかめないまま、現
地入りとなってしまいました。出発前にどのように情報を取る
かは大きな課題です。

【現地】
①選手村について

大学を貸し切った選手村では、日本選手団は競技によって分
かれることなく、１棟に集結することができました。

本部事務局もその棟内の会議室を使用し、いつでも自由にス
タッフや選手が立ち寄れるようドアをオープンにしていまし
た。小さな売店もあり、買い物にもそれほど不自由はしません
し、なんといっても自然の中の大学施設なので空気が良く、静
かで選手がコンディションを整えるには良い環境であったと思
います。

食事は薄味で米やパン、マカロニなどの炭水化物もあったた
め日本人に合わないということはなかったと思いますが、バイ
キング形式であまり追加補充がありませんでした。そのため早
い者勝ちの状態となり、場合によってはサラダしかないといっ
たこともしばしばみられました。

選手村には Wi-Fi が完備されていました。アクレディテー
ションカード番号を入れてログインをすれば、Wi-Fi が使える
のですが、皆が一斉にログインするため、なかなか繋がらなかっ
たり、繋がっても速度が遅いといった状況でした。日本からも
Wi-Fi は持参しましたが、外出する者に渡してしまうと、本部
事務局の在庫は少ないので、なかなか仕事がはかどらないこと
もありました。
②競技団体とのコミュニケーション

上記で説明をしたように本部事務局をオープンにし、一目で
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見て分かるように試合の結果や翌日のスケジュールを掲示しま
した。また、部屋はガラス張りの部屋だったため、選手たちに
も本部の仕事の状況を知ってもらうこともでき、たくさんの選
手やスタッフが毎日のように顔を出してくれました。顔を合わ
せることで選手たちの健康状態やチーム内の状況も想定するこ
とができるので、今回の部屋の作り方は良かったと思います。
③本部内について

本部は大きく分けてメディカル、広報、事務方となっていま
した。主な連絡方法には LINE を活用しました。それぞれが自
分の業務をしながらも、毎日全員でミーティングをすることを
決めました。しかし、試合が始まると、試合の結果や選手の体
調の状況によっては全員が集まれないことがありました。１度
も会議に参加できなかった本部スタッフもいました。会議に出
席できなかったときは、後で申し送りをしました。本部では車
を１台しか準備できなかったので、その車を誰が使うか、どこ
に行くために車を使うのが優先となるのか、そのことがミー
ティングの多くの時間を取り、本来話し合いたいことがなかな
か議論できないということもしばしばありました。

様々な対応に追われ寝不足が続き、体力が落ちて体調不良に
なるスタッフもいましたが、大きなケガや病気はありませんで
した。

２．今後の課題
①現地の情報収集

やはり、十分な情報収集ができるかどうかが、派遣前の準備
や大会期間中の活動において鍵となります。メールでの問い合
わせだけでなく、下見はできうる限り何度も行い、実行委員会
や ICSD の役員と顔を合わせて積極的に話を聞く場を持つこと
が肝要だと思います。そしてその際は同じ者が行くのではなく、
下見の目的に合わせ、派遣するスタッフを変えた方が色々な見
方ができて良いと思います。
②インターネット環境について

通信状況が事務作業の効率に一番影響を与えるので、次回は
想定以上の容量、数の Wi-Fi を持参する必要があると思います。
③広報活動

今大会は初めて現地に新聞社が取材に来てくれたり、国内で
も今までとは比べ物にならないほど、デフリンピックをニュー
スや新聞で取り上げてもらえました。また、我々もデフリン
ピックを１人でも多くの国民に知ってもらいたいと、現地から
Facebook や選手団ウェブサイトにて速報を流すなど新たなこ
とに取り組みました。これは、世間からとても高い評価を得る
ことができましたが、その一方、今後も今大会と同じレベルを
保つ、いえ、それ以上の啓発活動や発信を期待されているとい
う事です。それに応えていくには、古い考え方ややり方の良い
面は残しつつ、新しい知恵や発想力も必要となってくると思い
ます。そして、日本国内からの後方支援も含め、本部内体制を
今一度熟慮する必要があると思います。

陸上競技チーム

監督　　三枝　隆行

１．選手・役員の選考基準・方法
選考について

日本聴覚障害者陸上競技協会の選考基準に基づいて定めてい

る選手権大会、聞こえる人の大会の記録や継続的に行っている
強化指定選手から選考、選出しています。
スタッフ、コーチについて

長期的に派遣可能な範囲で選出した人材であり、選手と一緒
に戦う気持ちがもてるか（信頼）に重点をおきました。また、
選手がパフォーマンスを発揮できるようサポートする手腕とコ
ミュケーション（手話、手振り身振り）が取れる事を大事にし、
チームの統一感を第一に考えました。トレーナーはそれぞれの
違う得意分野により、多種多様にケアとリカバリーが出来る人
材。コーチは選手の絶大なる信頼が必要であり、継続的に選手
を指導している方を中心に選出しています。スタッフは前回の
デフリンピックまた世界大会を経験している人材を継続して選
出しました。

２．総評
私はデフリンピックに３回、世界大会に２回参加しています

が、今回はかなり違った緊張感を覚えました。出国するまでに
は、色々なニュースや新聞でテロリストによる発砲や爆発等み
られ、これは競技以外の行動でもさらに危機管理を徹底しなけ
ればならないと思いましたが、現地に着いてみると、警察や軍
隊、セキュリティ等は万全に準備されていて素晴らしかったで
す。滞在が長くなるにつれてテロの危機など忘れるほどでした。

宿泊については何十年ぶりの選手村宿泊方式（以前は各国
別々の宿泊だった）を実施していました。少し期待はずれがあ
り、苦労もありました。宿泊棟から食堂棟への移動が長い階段
で選手にはかなり大変だったと思います。

食事は２～３日のサイクルで同じメニューが出てくるため、
十分な栄養やパフォーマンスを発揮できる食事ではなく、反省
点のひとつでした。ただ、バックサポートの方々がショッピン
グモールで惣菜をテイクアウトして選手村まで運びました。ま
たスタッフによる炊き出しが一番好評でした。

競技は全体的には好成績を収め、前回より１個多いメダル６
個を獲得しました。決勝進出が多く、選手同士も切磋琢磨して
いました。特にリレーは初参加となった 2008 年の世界大会か
ら９年を経て、ようやく初めての金メダル獲得となりました。
これまでの道のりは長く苦しいものがありました。

今回の結果は私ひとりの力ではなく、短距離コーチはじめト
レーナー、スタッフ、選手を含めたチーム力の集大成であると
自負しています。

陸上競技とは個の競技ですが、実際にはコーチや選手の応援
等がひとつのチカラになります。

反省について
私は 2013 年ソフィアデフリンピック後、代表監督を引退し

ましたが、今回は事情により復帰しました。３年のブランクが
あり、自分自身の監督統制力があるのかどうかも不安がありま
した。春から始まって強化合宿を数回こなし、出国するまで、
チームワークを構築する時間がもっと欲しかったと思います。

また、選手たちも新規選手が多く、コミュケーションがはか
れなかった事が悔やまれます。これを機に４年サイクルでしっ
かりと地につくような合宿を構築していきたいと思います。本
当にありがとうございました。
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コーチ　　山田　真人

１．団体内の担当とその内容
私はデフリンピックに参加するのは４回目ですが、コーチと

しては初めてです。色々な情報を収集し、過去のデフリンピッ
クの経験を生かしてレースの流れや指導法の勉強をしてきまし
たが、まだまだ未熟な新米コーチです。大会前は選手団の大会
及び練習会場への引率、練習およびランニングアシスタントサ
ポート、TD 会議出席を担当しました。デフリンピック期間に
は朝練のパートナーランナー、調整トレ、本練も含めてアシス
タントランナー、インターバル及びペース走のタイムキーパー、
競技中のタイムキーパーを担当しました。マラソン２日前、選
手達とスタートから４km までのコースを下見しながらジョギ
ングを行いました。未熟な点もありましたが、選手達のために
出来ることを全うするため、アシスタントランナーなどのサ
ポートにがむしゃらに動き回りました。

男子 800m において、進路変更違反（セパレートレーン左
側のラインを踏むと失格の対象となり、スタート直後はレーン
に区切られたセパレートゾーンを走ります。１周目第２コー
ナーを抜けるとレーン制限がなくなり、オープンになる）とし
て失格がありましたが、競技終了 20 分後に初めて発覚しまし
た。すぐに審判団に事情説明を求めたところ、第２コーナー
100m 手前でセパレートレーン左側のラインを踏んだという事
でした。証拠として日本チームの村外スタッフが撮影した家庭
用ビデオカメラの画像を見ましたが、小さすぎてわかりません
でした。その後パソコンを持ってきてくれましたが、抗議時間
が試合終了 30 分を超えたため、時間切れになり抗議を断念し
ました。監督はじめ私も涙が出るほど悔しかったです。証拠と
して提出できるよう、ビデオカメラを持参すべきだったとの後
悔が残りました。

中長距離マラソン選手たちは暑い中でも 800m 男子準決勝
で日本ろう者新記録（800m 男子決勝、進路変更違反による失
格）、800m 女子と 1,500m 男女で自己ベスト近くの力を発揮
し、入賞出来ました。10,000m 男子とマラソン男女も気温が
高い中のレースでしたが、日本のお家芸である粘り強さを発揮
した走りでした。

２．反省・まとめ
800m 男子での失格では家庭用ビデオは根拠にならず、公式

に根拠になるビデオを撮らなければなりませんでした。ライン
マンも人間ですから見間違えることもあります。すぐに証拠を
入手し、抗議出来るようにしなければなりませんでした。用意
がなかったのは、かなりの痛手でした。今後はスタッフ２名が
ビデオカメラとパソコンを持ちまわれるよう準備する必要があ
ると思いました。

男子中長距離マラソンでは、ほぼケニアの選手がメダルを独
占してしまい、実力の差も痛感させられました。また、女子も
ヨーロッパのレベルが前回大会より高くなっており、男子で世
界と戦うためには実業団、日本選手権、箱根駅伝等に出場でき
るレベルが必要です。女子も中距離は国体かインターハイ県代
表に匹敵するレベル、マラソンも大阪国際女子マラソンにエン
トリー出来るレベルでなければメダル獲得すらできません。夏
場にサブスリー（フルマラソンで３時間を切るタイムで走るこ
と）でなければ勝てないと感じました。

コーチとしてはまだまだ未熟でした。選手たちに出来る範囲
でサポートしましたが、足りない所があったと思います。

最後になりましたが、今大会お世話になった本部のスタッフ、

頑張って動いてくれた監督、コーチ、トレーナー、マネジャー、
スタッフ、国際手話通訳者、現地のボランティアに感謝申し上
げます。本当に有難うございました。

余談ですが、今回の選手村内は移動するのがかなり大変でし
た。選手村の急向斜の長い階段があり、会場へ持ち出す大型荷
物運びが一番つらかったです。移動による選手たちの体力消耗
はさけたいところでした。次回こそ、荷物運びの負担の少ない
選手村あるいはホテル設置をしていただければ嬉しいです。

コーチ　　平井　勇気

１．自己の役割とその評価
サムスンデフリンピックでは、棒高跳びを中心とした跳躍

コーチとして参加させていただきました。棒高跳びの選手は３
人とも、同じ練習場所で活動をしてきた選手たちです。私は選
手らが、世界の舞台であっても通常通りの競技力を発揮できる
ことを念頭に指導をしてきました。単に競技技術の指導だけで
はなく、プレッシャーが生じる中でも精神力を用意することも
重要と考えていました。幸いなことに、３人とも海外遠征は初
めてではなく、昨年度のブルガリア世界選手権など経験を重ね
た上で臨めました。そして、私自身の役割についてですが、競
技力が向上し、選手がメダルを獲得する可能性が高くなればな
るほど、コーチ側が気を遣いがちになる事を経験しています。
タイトルが大きくなればなるほど、世にいうアスリートファー
ストなどという言葉の影響を受けることでしょう。2020 の東
京オリンピックがさらにその拍車をかけていると思います。し
かし、コーチは常に冷静でなければなりません。周りの期待、
選手の過度なモチベーション向上、最高の舞台への高揚感。時
にこれらの要素は選手へ良い働きになるとは限りません。むし
ろ、選手に混乱をもたらすものとなることの方が多いと感じま
す。メディアもまたそのひとつだと言えます。こういったメン
タル的な要素に対する態度を指導していくことが非常に重要だ
と思います。状況がよくない時があれば、時に正確に伝えるべ
き時もあるでしょうし、逆にあえて伏せてアドバイスに徹する
事もまた必要なコミュニケーションであります。選手が高揚し
すぎれば、冷静さを提供しなくてはならず、悲観的であれば、
上手に気持ちを乗せていく事も必要です。どんな状況であって
もこの「心が常に中心に位置する事」を理解できるように指導
したいと思っています。経験と年齢を重ねた選手ならば、この
気持ちのコントロールを選手自身ができるように促すことも必
要になります。個人的な見解ですが、特に個人競技である陸上
においては相手や環境を意識している試合は集中しきれていな
いと言えます。選手が順位、記録、メダルなどの結果的な要素
を試合中に意識しているケースに良かった試合はありません。

好記録を残した試合を振り返ると順位や記録への意識はな
く、気づけば相手選手がいなくなっていた、気づけば自己ベス
トだった、というような、パフォーマンスを発揮する事に集中
するあまり、競技を終えて初めてコンディションの良さに気づ
くといった思考と行動が大切なのです。今回の試合で不振で終
わってしまった２人の選手とメダルを獲得した選手の差はここ
にあったと思っています。

さて、今回の結果に対する自己評価としては前述の通り残念
ながら良好なものであったとは言えませんでした。今大会を最
後の挑戦としていた竹花選手は、自己ベスト記録を下回る４位
で競技を終えています。女子選手では、順当にいけば佐藤選手
が３位獲得を見据すえておりましたがノーマークで終了し、メ
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ダルへの期待をあまりかけていなかった滝澤選手が３位に滑り
込むという結果でした。選手がいわゆる「ゾーンに入る」「波
に乗っている」状態にするためのアドバイスをメダルが期待さ
れていた２人に対してできなかったことが敗因であったと認識
しています。もし、今シーズン初頭から練習時間、対話、準備
など、すべてが満を持して行う事ができていれば前述の２人の
結果は変わっていたと思います。一つの区切りに立ち会えたこ
との感慨深い思いと共にもう少し工夫できる事があったのでは
ないか、という自問自答がまた次項への考えにつながります。

２．今後の課題　
まとめると４点の課題が挙げられます。

①選手が自分で考える力
よく言われる事で「自分で考える力」を育むことができてい

なかったのではないかと思います。選手の個性にもよりますが
「自分で考える力」は必ずしも自発的に育つものではないよう
に思います。子供たちを指導して感じる事ですが、この「自分
で考える力」を養わせるところまで指導しないと選手が育たな
いように思います。レールに乗せると例えるなら、そこまでし
ないと選手は自発的に行動し始めないかもしれないという思い
を最近は持ち始めました。むしろレールに乗せたら、一人立ち
を始め、行動し始めます。そうでなかった場合は半永久的に教
えを乞うだけの選手で終わってしまうでしょう。選手とコーチ
の習熟度は、教えてもらう関係ではなく、確認をしあうだけの
関係へと変わる事が望ましいと思います。デフだけでなく、様々
な環境で競技する選手のコーチをしていますが、これからも「自
分で考えられる力」を意識して指導に当たる所存です。

今回の不振に対する要因を考えると、竹花選手は職場の異動
を機に練習を見る機会が激減していました。佐藤選手も同じ練
習環境で活動をしていても、練習の機会が多かったとは言えま
せんでした。各々、そうなった事情はある中で、コーチと選手
が練習を共に行う時間が競技結果に直結してしまったと言えま
す。今季の練習経過を振り返ると、この練習機会の減少、試合
回数不足を感じていました。竹花選手の参加する試合の指導は
今季ではトルコ本戦が初めてでしたし、佐藤選手に至っては対
抗試合で思うような結果が出せないままトルコへ向かった状況
でした。もともと難しい状況の中での参戦となっていました。
デフリンピックを最も大きな舞台と選手が認識しているのな
ら、なぜ計画的な準備ができていなかったのでしょうか。逆に
一年という区切りを置いた中で、選手自身が、何が足りないの
か、何が必要なのか、どんな変化をつけていくか。選手自身が
そのデザインを思い描けていたのかが課題であったように思わ
れます。

②レガシーの共有
私はデフの選手と競技活動を続けてはや９年になります。当

時の若手選手は、いまやベテラン選手へと成長し、これからの
世界大会は入れ替わりが始まるのではないかと思います。競技
をやりきった人間が得た経験はとても大きいものです。今後の
合宿や強化練習会で工夫しても良いと思うのですが、あえて練
習時間を削る合宿を提案します。実のところ、練習はどこでも
やれます。しかし、全体で経験を共有する機会はあまり多くは
ありません。合宿での行動を振り返ると、宿舎では課題が多く
夜遅くまで提出物に追われる状況を見てきました。ここ近年の
デフ選手の成長は目覚ましいものです。この成功体験は、レガ
シーとして全体へ提供してほしいと思います。なぜ勝てたのか、

なぜ今まで勝てなかったのか。その変化や差分を知っているの
は、経験を積んだ選手にほかなりません。この経験を共有して
ほしいと思います。

③デフ指導者育成
競技生活の一線を退いた選手がいれば、今後は指導スタッフ

としての活動に切り替えられる体制を構築すべきだと思いま
す。名選手が必ずしも名コーチになるわけではありませんが、
経験を活かして現役の選手と理解を深めていく必要がありま
す。指導者として失敗もしなければいけませんし、その中で答
えを見つけなくてはいけません。選手だけでなく指導者を育て
る事業もまた必要不可欠です。デフの環境で特に感じるのは指
導者不足です。どうしても、聞こえる人との環境に差がありま
す。聞こえる人の社会では、学校活動の中で良い指導者が多く
存在しています。しかし、デフの社会ではそもそも人口が少な
いなど条件が異なります。デフで熱意のある人間がコーチとし
て活動できる環境やサポートが必要だと思います。コーチが存
分に活動できる体制を整え、育成から競技支援まで一貫したサ
ポートが確立できると良いと思います。

④メディア対応と選手の在り方
今後、デフの認知度が上がってきた際のメディア対応も必要

だと考えます。現状では、自己負担をしながら活動していく中
で、今後は経済的な援助の機会に恵まれるのではないかと考え
ています。選手、メディア、スポンサーは切っても切れない関
係があります。選手はメディアにあげられることでスポンサー
の支援の手が届きます。認知度＝宣伝力です。ただ、選手の知
名度が上がる事で、選手としての在り方を間違えてしまう事も
あります。選手は芸能人ではありません。選手は競技で活躍す
る事が本分であり、名声にぶれることのない選手の在り方を
知っておかなければいけません。必要以上の経済的なサポート
が付けばなおの事、チーム運営に問題が生じる事が容易に想像
できます。これは運営スタッフが前もって準備しておかなけれ
ばならない事のひとつと言えます。

コーチ　　岡田　知彦

１．自己の役割とその評価
自己の役割

陸上競技 跳躍コーチ担当（走高跳、走幅跳、三段跳、十種
競技）、跳躍選手とのコミュケーション、選手付添、スタッフミー
ティング

その評価
今回初めてデフリンピックの跳躍コーチとして派遣いただき

ました。これまでの国際大会では 2015 年アジア太平洋ろう者
競技大会（桃園）、2016 年第３回世界ろう陸上競技選手権大
会（ブルガリア）のコーチを務めました。今大会は日本聴覚障
害者陸上競技協会より跳躍コーチの依頼を受けました。

５月のＧＷ日本代表強化合宿、６月中旬の第１回フィールド
強化合宿、７月上旬の第２回フィールド強化合宿（最終調整）
に参加し、跳躍選手（３人）の指導、サポートをしてきました。
跳躍選手は怪我もなくデフリンピックのために調整練習出来た
と思います。選手とコーチの橋渡しと跳躍ブロックのモチベー
ションをあげるために切磋琢磨しながら練習に取り組めたと思
います。
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サムスンは日差しが強かったですが湿度は日本より低く、環
境や競技場のコンディションは良かったと思います。しかし競
技場のグランドは日本のとは違い、走ってみると柔らかい感じ
がして気にする選手もいましたが、本番までに調整する時間が
たっぷりあったので問題なかったと思います。それを考えると
最初に予定されていた出発日より早めに現地入りにしてよかっ
たと思います。

跳躍選手へは個人練習メニューは各自に任せ、調整練習で
サポート、選手村でも各選手のコンディションに問題ないか
チェックを行いました。

本番の試合では３選手は最後までよいパフォーマンスを発揮
できたかと思いますが、跳躍コーチとして未熟な部分とコミュ
ニケーション不足もあったかもしれないと思います。選手たち
への貢献が及ばず私の力量不足に反省しています。

２．今後の課題
大変だったのは跳躍コーチが私一人のみだったことです。練

習や試合の時、幅跳び・三段跳・走高跳が重なって同時に指
導・サポートができない部分もあり選手たちに迷惑をかけてし
まいました。跳躍は種類が多いので、できれば専門のコーチを
増やして選手に負担をかけないよう配慮ができたらいいと思い
ます。

今後の選手の強化、デフ陸上発展のためにも日本選手権入賞
者や国際大会での経験者がある元選手や関係者を講師としてお
招きし、指導していただけるとありがたいです。

今回のデフリンピックは多くのことを学ばせていただきまし
た。協会関係者、監督、コーチ、スタッフ、選手のみなさん本
当にありがとうございました。

コーチ　　水野　史生

日本代表選手、スタッフ、みなさん本当にお疲れ様でした。
４年前は選手として出場をしましたが、昨年に引退をして今

大会は短距離のコーチとして派遣依頼を頂きました。競技生活
で感じたことや学んだことを活かしていこうと気を引き締めま
した。

トルコは 2020 年オリンピックの招致をしていた国であった
だけに設備は大体揃っておりましたが、競技場のトラックはコ
ストを抑えるためか、今時珍しいチップ（ボコボコして肉体的
な負担は軽減される分、記録を出しにくい）でした。ただ、開
催決定時は無いと言われていたサブトラック（200m ほど）が
あっただけでもプラスに考えました。競技場自体が最低限の作
りということもあり、屋根がメインストレートのスタンドと招
集所のみでアップの時に日差しが当たらない場所を確保するの
が困難でした。

選手村は大学の寮でしたが、寮舎が山の傾斜に沿って建てら
れており、日本選手団の寮舎は下の方で毎朝登るのが大変でし
た。食事面ではバイキング形式でほとんど同じような内容、味
つけも単調で苦しかったです。競技場では強い風も常に吹いて
おり、気温も非常に高く、食事を含めて選手たちはコンディショ
ンを整えるのは難しかったと思われます。

監督からは普段のスタイルは任せるが、情報の共有（連携）
をしっかり取るようにと指示を受けていました。主に短距離選
手と中距離選手の帯同（競技開始前の午前と午後の練習、大会
の帯同）をメインにし、他のスタッフからの指示（買い出しな
ど）に従う形でした。

選手たちには日本国内でのコーチの有無によって対応を変え
ており、基本的には見守る形でした。状況に応じて選手の邪魔
にならない範囲に必要な器具の準備を手伝い、声がけをすると
きは選手の集中を乱さないように慎重に言葉を選んで対応しま
した。

結果としては、思うような結果を出せなかった選手もいれ
ば、満足のいく結果を出せた選手もいると思います。どちらに
せよ、大事なことは『その結果をどのように受け止め、次へ繋
げるためにはどうするべきか』です。スタッフやトレーナーた
ちは選手たちの最大限の能力を活かせられるように寝る間を惜
しんでサポートをしてきました。不手際もあればミスもあった
と思いますが、それに対して選手もこういうときにどうするべ
きかと自主的に考えて欲しかったなと思います。スタッフやト
レーナーにいくら不手際があっても、個人競技は自己責任、団
体競技（リレー）は選手全員の責任となります。また、選手だ
けではなくスタッフでも小さなミスが選手の明暗を分かつとい
うことがあります。今回で終わりということではなく、次に繋
げるために何が足りなかったのかを考え、その積み重ねがより
よい関係を築いていけるのではないかと思います。

今大会では世界記録も複数種目で出しており、年々レベルも
上がってきているなと感じました。日本も４年前と比較して総
合的にレベルアップはしていますが、それ以上に世界も上がっ
てきています。協会としても選手たちが長く続けられるように
サポートができる環境作りをしなければと思います。

今回はコーチとしての参加となり、選手時代には見えなかっ
た部分を学ぶことができ、貴重な経験となりました。次がある
かわかりませんが、この経験を人生に活かせたらと思います。

最後になりましたが、コーチとして行くことができたのは派
遣をして頂いた JDAA の関係者、コーチ就任の後押しをして
頂いた選手たち、送り出してくれた会社、いろいろな方々の応
援と支えがあってこそです。私としては満足のいく結果とはな
りませんでしたが、支えがなければここまで至ることはできま
せんでした。関係者皆様、本当に有難う御座いました。

トレーナー　　大塚　健吾

１．団体内の担当とその内容
2014 年にチームに合流してから【A】安全で安心にスポー

ツが行える環境づくりと【B】セルフケアからセルフトレーニ
ングへという目標をつくりました。【A】は具体的には、選手
やスタッフへの啓蒙活動（熱中症、雷、水分補給、緊急時の行
動計画）や現場の活動（水分補給計画、WBGT 測定、体重管理、
コンディショニングチェック、CPR ＋ AED ライセンスの取得）
があります。この中でも安全管理は最優先事項に挙げられます
が、頭では大切だとわかっていながらも、具体的に何をして良
いのかと、どこか難しい印象がスタッフにあったようです。安
全管理をチーム内に浸透させるためには、トレーナーとしてス
タッフに CPR ＋ AED ライセンスの取得を促しました。
【B】として、カラダの使い方のセミナーを合宿で行いました。

ストレングス＆コンディショニングスタッフとして、ひとり一
人のカラダが違うことを感じつつ、評価を行い、目の前の選手
の現在の状態にあったトレーニングを提供できれば、たった１
回のトレーニングでもカラダに変化を起こすことができ、その
変化を選手が感じられます。変化を感じ取ることで、選手自身
が自分の可能性を感じることにつながります。そうした評価、
トレーニングの提供が主な役割です。
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２．反省・まとめ
デフリンピック期間中の陸上競技は、午前中は試合に向けた

練習時間、午後に試合というスケジュールでした。選手１人１
人によって練習、試合、オフ、コンディショニングと様々でし
たが、毎朝のコンディショニングチェックからはじまり、３人の
トレーナーは競技場と選手村にわかれ、それぞれ対応しました。

強化合宿のときからデフリンピックのシミュレーションをし
てきた、試合・練習後の疲労回復としてアイスバスが活躍しま
した。他国の選手やコーチから「どこで購入するのか？」「少
しでも良いから浸からせてほしい」という要望や関心をいただ
きました。トレーナー活動を現地で行う上で、現地スタッフと
あいさつをかわし、コミュニケーションをとり続けることで、
氷や水の確保、競技場の救急体制の確認もスムーズに行うこと
ができました。

選手村以外の食事では、協会が持参した炊飯器で米を炊き食
事の確保を試みましたが、栄養バランスのかたよりもみられま
した。競技中盤からモールで野菜炒めや煮込み系のテイクアウ
トを試したところ、味や栄養バランスも良くなり、体調面やパ
フォーマンスにも良い影響があったのかもしれません。

国際大会では調整（コンディショニング）がメインとなりま
すが、国内でいかに「強化すること」の必要性を選手に伝える
ことができるか、実践できるかが鍵になると考えています。ベー
スを上げずに調整＝セルフケア、セルフコンディショニングだ
けで世界で結果を出すことは難しいでしょう。強化＝セルフ“ト
レーニング”が必要になってくると思いますが、トレーニング
には金銭面や周りに指導者がいるかどうかなどの課題もでてき
ます。しかしながら自らの目標設定が非常に大切であり、偽り
の目標にだまされないこと、自分が本当に達成したい目標が何
なのか、そのために何をするのかを明確にすることが最も重要
であり、目標がクリアになれば自然と行動できるのではないか
と思います。トレーナーはカラダに関することだけではなく、
目標設定にも関わっていくことで貢献できればと思いました。

トレーナー　　山岸　亮良

１．自己の役割とその評価
今回のデフリンピックにトレーナーとして初めて帯同させて

いただきました。私自身の役割としては、トレーナー業務全般
を受けて、選手のコンディショニングや健康管理を重点にし、
ケガの予防とケガ後の施術を行えるよう、事前合宿の段階から
準備を進めていきました。監督、コーチ、スタッフまた他２人
のトレーナーとの連携の確認も行いました。７月 17 日に現地
入りしてからは７月 23 日の競技開始まで練習期間がしばらく
あり、練習を通して選手の状態をチェックし、コンディショニ
ングを整えてベストな状態で競技に臨めるよう調整を行ってい
きました。選手村では選手のコンディショニング、マッサージ
や物理療法、また疲労回復の為に酸素カプセルを使用し、調整
しました。競技場では選手の健康管理、動きの確認、アイスバ
ス、ストレッチングやマッサージを行い、必要に応じてテーピ
ング処方を行いました。他２人のトレーナーと連携し、国際大
会に於いて代表選手を担当するにあたり、事故やミスが起こら
ないよう細心の注意を払っておりました。結果、大きなミスや
事故もなく、陸上としては金２個、銀２個、銅２個のメダルを
獲得できたことは非常に良い結果だと思っています。

自身の評価として、トレーナーとしての業務に関しては出来
ることは確実にこなすことが出来ました。日本を出発してから

帰国までの 16 日間と長期にわたり事故もなく業務をこなせた
のは、他のスタッフと選手の協力のおかげだと思っています。

２．今後の課題
全体の評価から今後の課題も出てきました。事前の準備期間

が短く、私に限っては陸上のトレーナーとして決まってから事
前合宿などで代表選手全員に会うことが出来ず、現地で初めて
会った選手もいました。期間が短かったとは言え、強化選手と
コミュニケーションを取れる環境を事前に持つことが今後の課
題です。また、いい結果が得られた裏でメダルを獲得できる実
力があるにもかかわらず、不本意な結果になった選手もいまし
た。今後の課題を検証し、次の国際大会などで結果が出るよう
にアドバイスを行いたいと思います。具体的には連日の試合で
疲労回復までに時間がかかり、思うような結果が得られません
でした。また、現地に入ってから調子を崩した選手もいたので、
特に食事に関しては事前の準備とアドバイスをもっとしておけ
ばよかったと思います。その他、選手の中には試合まで期間が
長く、調整がうまくいかなかった選手もいたので、この点もア
ドバイスをしていかなくてはいけないと思います。全体的には、
今後も強化活動を通じて国際大会で活躍できる選手を発掘し育
て、デフリンピックやデフスポーツを社会的に認知してもらえ
るような活動を行いたいと思います。

コーチ　　鷲見　英治

この度、台北大会以来８年ぶりに陸上競技の投てきコーチと
して参加させていただきました。まずは選考していただいた三
枝監督、連盟の方々に感謝申し上げます。

さて、８年ぶりのコーチでしたが、ギリギリまで投てきコー
チがいなかった点に疑問を感じました。三枝監督とは年賀状や
メールなどで連絡はとりあっていたものの、大会が迫った中で
私に依頼があったことを考えると、コーチがなぜ決まらなかっ
たのかと感じました。投てきがある程度でき、手話もできる人
物が本当にいないのだろうか。そういう人物は存在するとは思
うが何故決まらなかったのか、それは『お金』の問題であるか
と思います。大会前に返ってくるともわからない 30 万円近く
の大金をなぜコーチが支払う必要があるのでしょうか。この状
態は普通ではありません。このことがコーチ就任を足踏みさせ
る原因なのだと思います。大会前の合同合宿の往復の旅費にお
いても、連盟などが事前に資金を準備したり、合宿中に返金す
るなどの措置が必要です。選手にしても同じ事が言えると思
います。日本代表レベルの選手達がなぜ 50 万円近くのお金を
払って出場しなければならないのか甚だ疑問です。資金面を連
盟や国がしっかりと管理し、免除する方向に持って行かない限
り、今後は選手ほかコーチを快く引き受ける者はいなくなると
思われます。スポンサーを上手に使いながら資金工面や工夫を
ぜひお願いしたいと思います。

投てきコーチとしての役割の一つは、前もって選手達の投げ
のくせや練習環境・性格等を把握し確認しながら、試合当日ど
うベストなパフォーマンスを発揮させられるかを考えることが
鍵となってきます。だから事前の合同合宿や合同練習会などの
回数を増やし、コミュニケーションをしっかりと取りながら戦
うプランを各々と練っていかなければなりません。実際、今大
会では大切なコミュニケーションを取れる時間が少なく、台北
に参加していたベテランの選手達を通じてうまくコミュニケー
ションを取りながら過ごすことができたことは幸いでした。別
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仕事の関係で 27 日に日本に帰ることとなりましたが、残りの
投てき陣の試合が気になって仕方がありませんでした。イン
ターネットで簡単に結果は確認できましたが、最後まで帯同で
きなかったことを後悔しており、最後まで責任を持って帯同で
きるコーチを選考するべきです。だからといって私自身適当に
仕事したつもりはなく、監督の片腕となって責任を持ってコー
チングしたつもりです。

試合の感想について、台北の時もありましたが「誤審」が
あることを頭に入れておかなければなりません。いわゆるア
ウェーでの戦いは特に厳しく、誤審もあり得ます。今回も男子
円盤で明らかな誤審がありましたが、湯上選手が日本選手権に
も出場している強者だったから良いものの、ハートの弱い選手
であったら予選は通過できなかったかもしれません。そういっ
た意味でもコーチの存在が大きく、常に冷静で臨機応変に対応
し、コーチングしなければならないことを痛感しました。

男子のやり投に出場した佐藤選手らの対応は対照的でした。
ベテランの佐藤選手とは教え子ということもあって全てが言い
合える関係であり、試合中でも一投一投確認ができました。一
方若い佐藤選手は、投げ終えた後コーチを見ることを習慣化し
ておらず、悪い部分を上手く指摘できませんでした。普段から
のコミュニケーションの浅さを感じただけでなく、試合前の選
手との確認も必要であったと後悔しました。

女子ハンマーの村尾選手、女子やり投の髙橋選手は完全に力
負けしていたので、選手選考の際にはコーチも参加して考える
必要がありそうです。その反対に男子ハンマーの石田選手は普
段からストイックに取り組み、この大会に掛けてきた気持ちが
銅メダル獲得という形に繋がりました。本当に選手の鏡と言え
ます。台北では、森本選手の世界記録を目の当たりにしながら
入賞、ソフィアでは４位でメダルを逃し、苦渋を味わってきま
した。一つ一つ階段を乗り上げての今回の銅メダル獲得はどれ
だけ嬉しかっただろうと思い、想像もできない並々ならぬ努力
があったに違いありません。このように努力をし続け、プライ
ドのある言動ができる者が本当の日本代表だと思います。

また、トレーナー達の仕事ぶりは素晴らしく、本当に手厚い
処置を選手たちに施していました。他の国にはこのように全て
においてサポートしてくれるトレーナーの存在はありませんで
した。ゆえに日本の選手達はその存在に甘え、一流選手と勘違
いしている者も多かったと感じています。雇われている以上、
彼らは他国にはない愛を持った仕事をきちんとこなしていまし
たが、普段高校生を指導している私だからそう思うのか、誰で
もありそうな軽い疲労でもトレーナーに頼っていたのは腑に落
ちませんでした。日本代表とは、石田選手のように普段からス
トイックに、普段からデフリンピックや結果にこだわり、プラ
イドを持った者だけが許される勲章であると私は思います。つ
まり今回のような手厚いトレーナーさんたちにばかり頼ってい
る弱い日本代表では世界では戦えないと思います。また、心労
の絶えない監督さんや正垣さんのような素晴らしいスタッフ、
影で支えてくださった連盟のみなさまに感謝の気持ちを持てる
者でなければならないと思います。

普段の練習でも聞こえる高校生や大学生が合同練習をしてい
れば、その門を自ら叩いて参加したり、他競技の人と環境が不
利なところで練習する等、常にハングリーな状況で練習を重ね
ていくことも日本代表選手たちに求めます。日本代表になって
当たり前に思っている者、変なプライドを持った者はこの大会
にはふさわしくないと肌で感じました。

陸上は結果が全て。強い者が勝つ世界。だからこそ日本代表
である以上、常に誇りを持って厳しい状況でも戦える『タフな

心』を持った選手であって欲しいと熱望します。
今回スタッフとして８年ぶりに参加させていただき、心から

感謝しています。普通に生活していては決して経験できないこ
とをさせていただきました。また、投てき選手全員が入賞でき
てホッとしていると同時に、頑張った選手たちにも感謝してい
ます。途中で帰国することを許してくださった三枝監督、連盟
の皆様本当にありがとうございました。次の世界選手権の東京
大会にもできれば何かの形で参加させていただければ幸いで
す。

国際手話通訳　　宮本　一郎

１．自己の役割とその評価
陸上競技の期間中、国際手話通訳として、陸上競技チームの

監督・コーチ・スタッフ・選手が、他国とのコミュニケーショ
ンを取るあらゆる場面で、そのコミュニケーションがスムーズ
に捗れるようにすること、文化風土や生活感覚などが異なる異
国で２週間余りを過ごすため選手・関係者の気持ちを落ち着か
せ、士気を維持させることを心がけてきました。選手間のコミュ
ニケーションでは、私は中立の立場に徹し、他国選手の関心が
国際手話通訳の私へ向けてしまわないように、コミュニケー
ションの発展を心がけました。

通訳対応は、陸上競技場と選手村、シャトルバスの中、技術
委員会議が主であり、スタートランプ組関係のアクレディテー
ションカード発行、スタートランプに関する話し合い、国際ろ
う陸上競技連盟の会議も対応しました。本部に国際手話通訳を
川俣さんが担ってくれたため、開会式・閉会式は日本選手団全
体関係を任せ、私は陸上競技へ注力するように対応しました。

日本聴覚障害者陸上競技協会関係者の取り計らいで、前年の
全国聴覚障害者陸上競技大会（沖縄県）、本年の強化合宿（熊
谷市）で、国際手話通訳として参加させていただき、選手やコー
チ関係者とコミュニケーションを図り、国際手話講習会を開き
ました。そのお陰で、デフリンピック期間中は、陸上競技チー
ムメンバーの一人として溶け込むことができて、日本聴覚障害
者陸上競技協会関係者に対して、大変感謝しています。

２．今後の課題
国際手話通訳者・手話通訳者は、陸上競技の専門用語と規定・

ルールを予め理解して習得できていることが重要ですが、国際
手話通訳者自身も監督・コーチ・関係者・選手とのギャップ感
を生み出さないように、前年の大会へ参加するなど、早くから
コミュニケーションを図ることが、重要だと感じられました。

また、フィールドなどの競技会場に、監督コーチ・選手以外
の人が入れない場合、国際手話通訳者も入れなくなることを考
慮して、監督コーチ・選手が自ら国際手話で話して他国選手の
国際手話を理解できるようにするため、国際手話講習会開催や
国際手話テキスト配付等、スタッフへ国際手話通訳者自身から
相談して働きかけていくことの意識行動を持つことが必要だ
と、今回のデフリンピックで改めて思いました。

競技場で、出場選手の名前を読み上げている時に、日本選手
に関するコメントが話されたことがありました。このアナウン
スがあったら、競技から戻ってきた該当選手へ伝えるように努
めました。しかし、一部の選手から宮本自身の感想だと早合点
してしまわれたことがありました。おそらく、国内競技大会で
コメントなどのアナウンスがあると選手へ知らされていなかっ
たため、デフリンピックでのアナウンス内容に驚き、戸惑った
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のではないかと思います。今後、国内の大会で選手に関するア
ナウンスがあれば、その情報を提供できる環境を作っていくこ
とも、陸上競技だけでなくあらゆる競技全体の今後課題の一つ
だと感じました。

トレーナー　　内海　優

１．自己の役割とその評価　
役割… 選手及び、スタッフの安全管理。選手村内外環境、移動

中、競技場、サブトラック（アップ、待機時）選手及び、
スタッフの健康管理。飲料水、食品、温度、湿度、熱中
症、リカバリー、ケア、 コンディショニング。本部ドク
ター、トレーナーとの連携

評価
・ トレーナー３人体制は初めての試みでしたが、非常に良かっ

たです。トレーナー同士で役割分担、連携がしっかりできて
いたことで、誰がどこで何をするのか明確であり、それぞれ
の特性が活かされ、安全管理もしっかりと行えました。

・LINE を活用できたことで、全体の把握がしやすかったです。
・ ケアの中に足ツボを取り入れたことで、足部・脚部の疲労回

復はもちろん、内臓の不調（便秘・腹痛・胃もたれ、背部痛
など）の緩和、自律神経のバランス回復につながりました。

２．今後の課題
・スタッフ間の連携、目的・意志統一は大切。

帯同しているスタッフとして、何のために、今、どう行動す
るのか。各自が意識していなければ困難が発生し、選手からの
信頼も失います。各役職の役割、全体の把握（誰が何をするた
めに来ているのか）などは、事前にもっと話し合いを持つなど、
お互いに把握、自覚しておく必要がありました。そうすれば、
現地でイレギュラーな事態が起こっても、頭を切り替えて対応
できます。
・選手村、宿泊ホテルでの食事について

海外の大会において、毎回悩みがつきません。文化の違いは
あるにせよ、衛生管理、加熱調理時間の管理、保存状態の管理
など、食品の安全に関わるところは最低限しっかり計画、実施
できるよう大会本部からの働きかけを、徹底してほしいと思い
ます。

また、選手・スタッフ自身も、食に関する知識を得て深めた
り、普段から実践していく必要があると感じます。そうすれば
自ずと、何をどう食べるのか、なんのために食べるのか、海外
遠征に何を準備するのかが、わかるようになると思います。

スタッフ　　正垣　亜矢子

１．自己の役割とその評価
選手が国際大会で最高のパフォーマンスを発揮しやすくする

には環境や食事面が一番大事です。また、食事面以外にスタッ
フ同士で協力や選手からの意見や相談、また緊張感からリラッ
クスさせることなどもスタッフの役割だと思っています。今回
の開催地はテロということもあり、不安の声が大きかったのが
現実です。スタッフとして不安を少しでも取り除けるよう、他
団体からの情報や現地での状況の情報を収集しました。また、
現地では競技内のコール場所等の情報を全員に共有したり、試
合前後の補食準備・アイシングのための氷準備やリザルト確認

など最低限の情報共有や報連相を心掛けました。
国際大会では日本と違って油物が多い、お米もパサパサして

いることもあるため、日本食を海外でも食べられるよう炊飯器
やみそ汁、OS1 を持参するなど、アスリートにとって何が不
可欠か、現地での役割などを監督・トレーナー・スタッフで事
前確認・準備をしてきました。生の食べ物はお腹を壊しやすい
と注意もあったため、現地では野菜不足にならないように野菜
ジュースを協賛いただけるか企業にも交渉して日本から多数の
スムージーや野菜ジュースを持参し、現地で配布しました。

スタッフとして力不足な面もありましたが、陸上は史上初の
金メダル（男子 400m リレー）を獲得するなどの感動があり
ました。メダル獲得まであともう少しの選手が数名いましたが、
陸上は金２、銀２、銅２、入賞 19 個獲得と選手は頑張ってお
り、応援してくださった国民に感動等を与えてくれました。メ
ダル獲得することができたのはスタッフのサポートだけではな
く、選手がデフリンピックに向けて練習し、試合が終わった選
手が選手のサポートをするなどの切磋琢磨があったからこそだ
と思っています。

２．今後の課題
デフリンピックは今回で２回目の帯同となりますが、４年前

と違うことはホテルではなく、選手村であることでした。
１点目は食堂のご飯の火が通っていないなど、日本選手団だ

けではなく各国でも腹痛や下痢の症状が出ただけでなく、食堂
は毎日同じメニューで栄養が偏っていた状況でした。スタッフ・
選手が日本から持ってきたインスタントカレーやみそ汁、缶
詰、お米だけでは体力が回復しにくく、競技への集中力などに
も影響がでていたため、トレーナーと食事面についてどうすべ
きか話し合いしました。他のホテルに宿泊していたスタッフに
テイクアウトを依頼した結果、選手の回復力が早く、集中力な
どの向上に繋がりました。１日でも早くテイクアウトをすれば
良かったとスタッフとしての力不足で悔しさもあり、反省しま
した。今回の反省点を次回に活かして食事面をもっとしっかり
と対策・準備していきたいです。

２点目は監督・トレーナー・スタッフ全員での MTG が思う
ように出来ず、一部のみで確認をしあうという結果から慌ただ
しい日もありました。トレーナーと出発前に準備すべきものを
念入りに確認していたものの準備期間が短く、事前準備ができ
ていなかったのが大きく、次回はもっと余裕をもって事前確認・
情報発信・準備をしていきたいです。

スタッフ　　三坂　香

【大会中の主な業務内容】
・記録確認、大会結果速報

試合結果を陸上協会ホームページと Facebook、Twitter にて、
試合結果を報告する。
・選手の食事準備

陸上競技チームは炊飯器を持参し、毎食、白米の準備をして
いました。飲み物、補食の補充。
・選手移動時の付き添い
・簡単な通訳

【反省】
今回、初めてデフリンピック大会に帯同しました。初めての

ことで分からないことが多くありましたが、先輩スタッフに教

10_P023-120 団員報告.indd   44 2018/01/30   10:26:45



― 45 ―

わりながら 10 日間を終えました。初日から２日目までは流れ
をつかむ事に必死で、先輩スタッフの動きを見ながら、できる
ことを交代してやらせていただきました。３日目からは自主的
に動けるようになり、その時に必要なことを探しながらサポー
トにあたりました。

陸上チームは、炊飯器と保温ジャーを持参していた為、朝昼
夕と白米を焚き、選手とスタッフが食べ慣れている日本食を食
べることができました。また、各自が日本からレトルト食品を
多く持って行き、足りない場合は後発組に依頼をして持って来
る等の対応をしていました。身体のケアについては、トレーナー
３名が酸素カプセル、メドマー、カッピング、EMS、マッサー
ジ等で、試合前後の選手の身体のケアを行っていました。競技
場には試合を終えた選手の身体の炎症や筋肉疲労をいち早く取
り除ける様、アイスバス、マッサージベッドを用意しました。
また、日頃から言われている気温や湿度が上昇による熱中症の
対策として水分補給、食事についての注意喚起が行われていま
した。結果、大きな怪我や体調を崩す選手、スタッフはおりま
せんでした。

男子 400m の山田真樹選手が銀メダルを獲得した際、記者
の方のインタビューが行われ、通訳を担当しました。山田選手
と記者の方はトラックに、私はベンチから通訳をしていたため、
距離が遠く、周りの音が大きく、記者の方の声が聞き取れない
場面が何度かありました。スタッフが少ない中で選手のサポー
トをしなければならず、難しさもありますが、競技を終えた選
手の側にすぐに向かえるスタッフ（通訳）や記者の方に対して
もスムーズにインタビューができるよう、通訳がつくとより良
くなるのではと思いました。また、男子 200m で山田真樹選
手が、金メダルを獲得した際、トルコのテレビ局の方が山田真
樹選手のお父様にインタビューをしたいという申し出がありま
した。その際、トルコ語（トルコテレビの方）→国際手話（ト
ルコ人スタッフ）→日本手話（陸上の国際手話通訳の宮本氏）
→音声通訳（三坂）→山田父。日本語（山田父）→日本手話（三
坂）→国際手話（陸上の国際手話通訳の宮本氏）→トルコ語（ト
ルコ人スタッフ）→トルコテレビ、という流れで、通訳をさせ
ていただきました。この経験は大変貴重なものでした。それと
同時に簡単な挨拶だけではなく、今後は国際手話も覚えていき
たいと思うようになりました。

大きなトラブルはなかったものの、選手にとって大会に集中
でき、不快感のない良い環境作りができたのか、もっとできた
事はあったのではないかと反省が残ります。

選手　　湯上　剛輝

１．当初の目標（自己目標）
世界記録をマークし優勝

２．結果に対する評価
55m58 で２位と目標とは程遠い結果となりました。６月末

に日本選手権、７月上旬にアジア選手権派遣と、大きな大会が
続き（移動などの拘束時間が長く）あまり練習が詰めていなかっ
たのも原因だと思います。それに加え、競技場のサークルの状
態が非常に悪く、練習でも満足いく動きができずフォームが崩
れ気味だったのも一つの原因です。本番でも悪くなっていたと
ころが全部出てしまいました。

３．今後の課題
デフリンピックで出た課題ではありませんが、ターンの精度、

リリースの速度を高めていくことが今後の課題だと思います。
現在新しいトレーニングにも取り組んでおり、それを継続して
いけば、より地面からの力を円盤に伝えられるような投げにな
るはずです。もちろん４年後のデフリンピックへのリベンジも
大事ですが、まずは日本記録の更新、世界大会への出場を最優
先にして練習していきます。　

選手　　佐藤　賢太

１．当初の目標（自己目標）
メダル獲得、記録更新を目標に、４年前の屈辱をリベンジす

るため練習を積み重ね、その成果を試合で発揮させて結果を出
すことを目標にしてきました。

やり投げはただ投げるだけでは飛びません。周りからは、簡
単でしょ？と言われますが、違います。全身運動で最後のクロ
スステップから左足で踏み込むブロックをする際にその微妙な
タイミングで投げるために、やり投げという競技は説明だけで
は難しいものです。技術面が非常に求められます。ですから、
パワー面だけではなく技術面を活かして練習に励んでいまし
た。技術を特に優先してマスターしていきたい目標でした。

２．結果に対する評価
試合は何が起こるかわかりません。いつも通り、練習のよう

に投げればよかったのですが、その時の自分はいつもの自分で
はありませんでした。自分自身との戦いに負けてしまい、それ
が今回の結果につながり、情けない試合となってしましました。

「プレッシャー」に負けたのか、自分自身の気持ちの問題でも
ありました。試合に強い自分を磨き上げていきたいです。

３．今後の課題
・もっと精神的に強くなること。
・やり投げの技術面をもっと向上させていくこと。
・体調管理には特に気を使って、怪我などしないこと。
・ 外食やコンビニ弁当を控えて、自炊を続けてバランスのい

い栄養をとること。
やり投げ選手として現役でいる限り、出来るところまでやっ

ていきたいという気持ちもありますが、競技を続けるには限界
もあります。これからの人生の事もありますので、何処まで続
けられるかは自分にしか分かりません。今は練習を頑張り、自
分の目標としている記録までやっていきたいです。

選手　　森光　佑矢

１．当初の目標（自己目標）
2016 年６月末にブルガリアで開催された世界ろう者陸上選

手権で 1500m で金メダルを獲得できました。
デフリンピックはハイレベルなレースになると聞いていたの

で、1500m、800m にてメダル獲得を目標に掲げていました。

２．結果に対する評価
1500m は、予選を通過することを考えてレースを進めまし

た。決勝には進めたものの、予選でのレース展開を考慮すると
自分が持っているレースプランでは戦えないということもあ
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り、決勝では７位入賞を果たすことが精一杯でした。
800m は、予選、準決勝と順序よく通過することができたも

のの決勝ではセパレートゾーンでレーンをはみ出してしまい、
失格に終わりました。また、レース展開も良いものではありま
せんでした。その理由として、ベストを更新したいという思い
から体に力みが生じたこと、スピードの緩急に耐えられなかっ
たことが挙げられます。

今回の経験をこれからの競技に活かしていきたいです。

３．今後の課題
今後の課題として、挙げられることが２つあります。
１つ目に基礎となる体力を底上げすること。今回のレースで

たとえ自分の得意とするレースプランに持ち込んだとしても選
手一人一人のペースが異なるため、自身が得意とすることを出
し切れないままに終わってしまうということがありました。そ
のため、冬季練習では今回のことを踏まえ練習に励みたいと思
います。

２つ目にレースプランを増やすこと。１つ目の基礎体力を挙
げたことと密接に関係しますが、レースは前半を抑えて、後半
でスパートをかけるという極端なものが多いです。今後のこと
を考えると、レースプランをいくつか増すと同時に、その一つ
一つのレースを作り上げるための練習も必要になります。まず
は、土台となる基礎体力をつけ、いろいろなレースパターンを
練習していきたいです。

４年後のデフリンピックでは自分自身のレースができるよう
にしたいです。

最後にこのデフリンピック期間中、スタッフを含め選手の皆
様にはたくさんの応援、サポートをいただき安心して競技に挑
むことができました。本当にありがとうございました。

選手　　吉田　利幸

１．成績に対する自己評価
成績：男子マラソン　９位（2：50：02）
昨年の世界ろう者陸上競技選手権（ブルガリア）では同種目

に出場し優勝を飾ったため、今大会もメダルを獲得することを
目標にしました。また、夏のレースであるためタイムに拘らず
順位を優先することを意識しました。

当日、時間が経つにつれて日差しが強く、体感的にはとても
暑く感じるコンディションであったため、腹痛と左脚の痙攣に
見舞われ、思うような走りができなかったことで目標を果たせ
ませんでした。

２．まとめ、反省など
国際大会の経験がまだ浅いため、海外レース前の過ごし方に

対する注意不足が原因だと思います。特に食事面においてレー
ス前日の昼食で消化しにくいものを胃の中に入れてしまい、
レース中に腹痛が起きたと考えられます。次回よりこのような
ことが起きないように注意していきます。

今大会に初めて出場してみて、世界中の聴覚障害者にとって
最高峰の大会であり、世界の壁の高さを改めて実感できました。
ケニア勢に圧倒的なスピードを見せつけられ、次回上位を狙う
ためにはやはりスピードが不可欠だということをほんの僅かな
時間で体感できました。今後スピード強化を目的としたトレー
ニングを積極的に取り入れていきます。

今大会のレースはコースやスペシャルドリンクなどの要領が

はっきりしないまま現地入りしました。三枝監督と山田コーチ
が TD 会議で情報を網羅し、レース前日に要領を確認できたこ
とで安堵できましたが、スペシャルドリンクの準備時間が足り
ませんでした。次回に向けて極力１～２週間前に要領を公開で
きることを検討していただけますと幸いです。

最後に、日本選手団、陸上スタッフ、会社などの方々、応援
とサポートをしていただき、誠にありがとうございました。心
より感謝いたします。

選手　　山田　真樹

１．当初の目標（自己目標）
私は今回のデフリンピックが初出場でした。デフリンピック

は去年の世界ろう者陸上選手権に続いて２度目の国際大会にな
ります。2016 年の世界ろう者陸上選手権では、400m で優勝
することが出来ませんでした。デフリンピックでは、世界大会
の優勝者である選手に打ち勝ち、400m 優勝をすることを目標
にしていました。また、世界ろう者陸上選手権では４つのメダ
ルを獲得したので、今回も４つのメダルを獲得することを目標
としました。

２．結果に対する評価
自己ベストを出すことはできましたが、世界大会優勝者であ

る選手に圧倒的な差をつけられ、負けてしまいました。努力は
したつもりですが、練習内容を工夫していれば、もっと優勝選
手と近いところで競り合えたのではないかと悔やまれます。

また、目標としていた４つのメダルを獲得することはできま
せんでしたが、金メダルという最も輝くメダルを２つも獲得す
ることができたので、大変満足しています。

３．今後の課題
200m では優勝することができ、巻き返しを期することがで

きましたが、400m で優勝出来なかった悔しさをバネにし、４
年後のデフリンピックに向けて課題を一つひとつクリアしなが
ら、世界一を目指して頑張ります。

また、私は４× 100m リレー（略：４継）と４×400m リレー
（略：マイル）の両方に出場しました。４継チームは 2017 年
４月に入ってから２週間に一回のペースでバトン合わせ練習を
こなせてきました。それに対して、マイルチームはほとんどバ
トン合わせ練習をしていませんでした。そこで勝敗が分かれた
と考えられるので、今後国際試合があるときは、積極的に４継
チームだけではなくマイルチームも練習に励みたいと考えま
す。

選手　　佐藤  麻梨乃

１．当初の目標（自己目標）
世界記録（3m30）を更新し、金メダル獲得すること。

２．結果に対する評価
ソフィアデフリンピックでは２位で銀メダルを獲得しました

が、今回は記録も順位もなしという結果に終わってしまいまし
た。国内最終調整でも調子がよく、練習通りの動きができれば
自己ベストが出てもおかしくないコンディションでした。事前
ランキングは３位相当で、跳べばメダル確実という位置にいな
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がらにして実力が発揮できなかったのは自分の弱さであり、今
後の課題です。

３．今後の課題
デフリンピックは２回目の出場で、国際大会には何度か出場

し、リラックスして臨むことができました。前述のとおり、結
果を残すことができなかったのは自分の弱さであり、今後の課
題です。４年後、８年後と今後もメダル獲得を目指す身として、
必ず克服しなければなりません。

全体としては、陸上の副キャプテンとして動きました。初出
場の選手の不安を少しでも減らそうとしたり、全体の士気を高
められるようにキャプテンと協力して盛り上げることができた
と思います。ブロック間で選手同士サポートしていたこともあ
り、雰囲気はとてもよかったです。

今回は選手村に全競技が宿泊したことで、他競技の情報が入
りやすかったです。これは日本選手団として出場しているとい
う自覚が高まり、応援しやすくなり、競技を超えて刺激をもら
えるという利点があります。実際に私はバレーや卓球の応援に
行ったことで刺激をもらい、自身の試合への気持ちがより高ま
りました。また、陸上の試合にも他競技の選手やスタッフの方
が応援に来てくださったことで、応援がより選手に伝わったの
ではないかと思います。今後はもっと他競技に関心を持ち、互
いに応援しあって、日本代表として活躍できる雰囲気も大切に
していきたいです。

出場するにあたり、多くの方から応援・サポートをいただき
ました。現地で動いてくださったスタッフをはじめとする多く
の方々にお礼申し上げます。

選手　　竹花　康太郎

１．当初の目標（自己目標）
４m80cm の自己ベストタイで金メダルを獲得

２．結果に対する評価
これまで世界大会でメダルを獲得し、前回のデフリンピック

大会でもメダル獲得していたので、今回も自己ベストタイもし
くは自己ベストを出せばメダル獲得は射程内だと思いながら臨
んでいました。しかし、結果は自己ベストタイにも届かず４位
で終わってしまいました。大会のレベルが一段階上がっていま
した。

今回いいパフォーマンスを発揮できなかったのには２つの原
因があると思います。１つ目に私はいつも大きな大会の時、緊
張病なのか、足が攣りそうになり、ふくらはぎが震えてしまう
ことです。プレッシャーを抱えすぎてしまうことが原因だとは
思いますが、大きな大会ではいつも起こることと承知した上で
対策を講じる必要があるなと改めて思いました。攣ってしまう
のは体質であり、メンタル部分を強化しても治る目処はありま
せん。競技中は緊張している中でも冷静さを保ちながら跳ぶぞ
と自分に言い聞かせていましたが、今回も終盤の方は攣りそう
になってしまい、力を出しきれませんでした。

２つ目は今年、職場の異動があり、その影響で仕事と練習と
のバランスがうまく保てなかったことにあると思います。練習
を思う存分積むことができれば、結果も変わってきたのかもし
れません。仕事で疲れきった体を競技が始まる前に完全回復さ
せれば、いつも以上に走れるようになって助走の精度もあがる
ことに期待していましたが、結局は調子が良い状態と現在、もっ

ている技術との噛み合わせがうまくできず、なかなか記録が出
ませんでした。走れないと技術の部分が、巧みになり高く跳べ
ます。調子が良ければ良いほどうまく技術とマッチングさせる
ことができず、動きがバラバラになってバーを超えることすら
できませんでした。

３．今後の課題
今後は、身体ともっとコミュニケーションをとりながら調整

していく必要があると思いました。コンディショニングの知識
や経験を積んでいけば、競技力を維持させることができると
思っております。競技は引退しますが、趣味としてまだ高く舞
い上がる体を保持させるように頑張ります。

皆様からたくさんの応援とご支援をいただいたからこそ、こ
こまでのぼってくることができました。心より感謝申し上げま
す。本当にありがとうございました。

選手　　田井　小百合

女子 100m ハードル　16 秒 92（-1.2）第７位

銅メダルであった４年前のリベンジを果たすべく、今回のデ
フリンピックに臨みました。今シーズンは調子がなかなか上
がってこなかったため、不安を感じていた時期もありましたが、
７月に入ってようやく調子が上向きになり、自信を持って調整
を進めていくことができました。現地でも好調を維持し、今ま
でにないほど集中して晴れ晴れとして気持ちでスタートライン
に立つことができましたが、調子が上がりすぎたのか、レース
中盤でハードルに足をぶつけてしまい、流れが止まってしまい
ました。ゴールまで何とか走ったものの、４年に一度の大舞台
で自分の力を出し切れずに終わってしまい、本当に悔しさとや
りきれなさしかありません。多くの方々の応援、サポートに結
果で応えることができなかったのは本当に申し訳ない気持ちで
いっぱいです。

自分の競技は非常に残念な結果となりましたが、男子４×
100m リレーではチーム力と抜群のバトンパスで史上初の金メ
ダルを獲得しました。また、今大会は若い選手の活躍がめざま
しく、多くの選手がメダル獲得、入賞を果たし、次回のデフリ
ンピックにつながる結果を残してくれたことは、とても嬉しく、
頼もしく思います。国内においても、デフリンピック開催前後
に今までにないほど新聞やテレビなどのメディアを通じて数多
く取り上げていただき、国内のデフリンピックに対する興味・
関心が高まってきていると感じています。今大会の盛り上がり
を一過性のものにせず、今後よりデフリンピック、デフスポー
ツの認知度が上がるよう、競技以外の場面で微力ながら協力、
貢献できればと思っています。

最後になりましたが、三枝監督をはじめ、コーチ、スタッフ、
トレーナー、応援して下さった多くの方々に感謝申し上げます。
本当にありがとうございました。

選手　　村尾　茉優

１．当初の目標（自己目標）
今までやってきた事を活かし、またコーチがいない中で普段

通りに試合へ取り組んでベスト８に入る事が目標でした。　
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２．結果に対する評価
目標だったベスト８に入る事は達成しましたが、その目標を

細かく分析すると、50m 以上は投げるべきだったのではない
かと思いました。また、海外のハンマーサークルに対して慣れ
ていなく、対応不足だったので少し悔しい気持ちです。48m
台には他２人も居て、いつ抜かれるのか分からない状態で自分
が普段通りに６投目までに記録をアップしたら、もっと自分に
対してモチベーションが上がり記録も伸ばしていただろうと思
います。

３．今後の課題
今大会へ出場させて頂き、同じ障害を持っている選手が日本

ハンマー選手よりも強い事が分かりました。１投目から決める
事が出来なかったので、今後の課題として１投目から決め、動
きを安定させ、集中して投げる事が課題です。

また、他選手の動きや集中の仕方までも１から見て、自分な
らどうするかをイメージすると勉強になりました。今回の経験を
活かして、今後の大会に繋げれるように初心に戻ってトレーニ
ングをし、４年後デフリンピックへ出場する事が出来たら日本
聴覚障害者陸上競技協会、連盟へ良い結果を出して、恩返しが
出来るように自分を厳しくして取り組んで行きたいと思います。

選手　　石田　考正

１．当初の目標（自己目標）
前大会では４位だったので、今大会こそメダルを獲得して、

息子たちの首にかけてやる！という思いを持って厳しい環境の
中で練習に励んできたので、最低でも銅メダルを取ることを目
標にしていました。

２．結果に対する評価
正直言って、60％しか満足していません。練習では遠くへ

（60m 近く）投げたにも関わらず試合中にファール（ネットに
触れる）が多かったこと、持っている技術を出し切れなかった
ことが原因です。いつも通りにできていれば銀メダル、うまく
いけば金メダルを獲得してもおかしくありませんでした。いく
ら遠くへ投げることができても、他の選手と一緒に投げないと
力の差はわからない部分があるため、こういった大会では一緒
に投げてこそ本当に強いのは誰か決められるのだと思いまし
た。それだけに悔しいのひと言です。

３．今後の課題
海外試合は何が起きるかわかりません。３大会連続出場して

来ましたが、各国で異なります。環境の違いや日本では考えら
れない問題が発生し、メンタル面で追い込まれました。出る度
に学ばされます。そういった雰囲気にのみ込まれないようにう
まくやって行く為には、強いメンタルを身につける必要がある
ことを改めて強く感じました。いついかなる場合でもパフォー
マンスを発揮できる選手になりたいです。メンタル面だけでは
なく、ハンマー投げの技術ももっと磨きたいです。お恥ずかし
い話ですが、この歳になっても私が持つハンマー投げの技術は
他の選手と比べて乏しいと感じます。次の世界選手権大会迄に
は理想的な技術を身につけたいです。順位も記録もこだわって
優勝したいです。もちろん、世界記録を狙います。

選手　　山中　孝一郎

①成績に対する自己評価
７月 23 日（日）19:20　10000m

33 分 28 秒 75　5 位 /11 名（エントリー人数：19 名）
７月 29 日（土） 7:30　42.195km

2 時間 38 分 43 秒　4 位 /21 名（エントリー人数：28 名）
７月 29 日（土）18:10  5000m

18 分 36 秒　11 位 /11 名（エントリー人数：19 名）
今回は３種目に出場し、マラソンを中心にそれぞれの自己評

価を述べます。

10000m
32 分台で上位入賞することが目標でしたが、33 分もかかり

５位に終わりました。内容も消化不良という印象が残ってしま
いました。順位は及第点とはいえ、入賞するのが精一杯でした。

マラソン
前回に引き続き、格上のケニア勢の１名に勝ち、メダルを目

標に臨みました。ケニア勢以外の走力では私の方があると分析
し、レースの作戦を練りました。夏のレースを考慮して、2 時
間 35 分を目標とし、終盤にケニア勢の１名を抜くと想定しま
した。

本番では、先行したケニア勢以外の選手が後方にいて、私が
一人で走る展開になったのは想定外でした。後半は陽射しが強
くてきつい中、自分のペースで進めました。結果、ケニア勢の
３人とも 2 時間 30 分切りとハイレベルで、私は約８分も差を
つけられて競り合えず終わってしまいました。タイムは目標を
下回りましたが、最初から一人旅でしたし、後続に約５分の差
をつけて４位入賞したので、結果は出せたと思います。

5000m
マラソンの後のため、コンディション的に厳しく途中棄権も

考えました。しかし、これ以上の舞台で走る機会はないので、
最下位でしたが走りきれて楽しめました。

②反省・まとめなど
マラソン当日に、5000m も走るのは現実的にありえません。

現地で公表されたエントリー一覧に私の名が記されていて驚き
ました。マラソンスタッフとエントリーはしないと確認したに
もかかわらず、どういう経緯でエントリーされたかは未だに謎
です。結果的に故障もなく無事に完走しましたが、理由がなく
棄権をすると罰金を取られるので、再発防止のために他競技も
含めエントリーの際には注意していただきたいと思います。

今回もマラソンが無事に実施されたことに感謝します。この
４年間に出走したレースを通じて私自身の経験値を高められた
のが、今回の結果に繋がったと思います。

職場、選手団、応援・サポートしてくださった方々に改めて
感謝します。

選手　　佐々木　琢磨

１．当初の目標（自己目標）
100m　10″ 20　世界新記録　金メダル
4 × 100mR　40 秒 90　世界新記録　金メダル
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２．結果に対する評価
100m 決勝　　　　　11″ 30　７位
４× 100mR 決勝　　41″ 66　１位

100m 予選はスタートでつまずき、準決勝は 30m で右ハム
がつりかけ、決勝もまたスタートでつまずき、20m で右ハム、
60m も左ハムがつりかけてしまい、３本とも気持ちよく全力
で走れなかったため、今までで一番最悪な内容となりました。
世界一にはなれませんでしたが、体調不調でも決勝に残れる力
があるというのはプラスとしては考え、入賞できてよかったと
思います。４× 100mR はアンカーとして、みんなのためにと
いう気持ちで必死に走り、夢の金メダルを獲得でき、嬉しかっ
たです。

３．今後の課題
４× 100mR は嬉しかったですが、個人的にはやはり 100m

が悔しいです。悔しさが大きく、もう走りたくないという気持
ちが強くなってしまいましたが、応援くださっている皆さんの
期待に満足いく形で応えたいから絶対に金メダルを獲ってや
る！という気持ちに切り替え、最後の最後まで走れたことに自
分でも驚き、不思議に感じました。本当に周囲の方々のおかげ
です。感謝してもしきれません。最高のライバルである山田選
手が 200m で世界一になった時には本当に泣きたいぐらい嬉
しかった反面、日本で再び勝負できるのが楽しみだと思い、感
動しました。勝っても負けても何度も真剣に勝負をし、陸上を
楽しむ。その環境が日本デフ陸上界を少しずつ成長させている
ような気がします。次のデフリンピックのリレーは誰が走るか
わからないからこそ、陸上に対してモチベーションを維持でき
ます。その気持ちを忘れずに今後もしっかりトレーニングや試
合をすれば、どんな不幸も困難も必ず乗り越えられるはずです。

次のデフリンピックでは４冠王、大会新記録、最後に９秒台
を出すという目標を掲げ、励みたいと思うので今後も応援の程、
宜しくお願いします。

最後に金メダルを獲れたのは皆さんのおかげです。本当にあ
りがとうございました。今後も日本デフ陸上界の応援を宜しく
お願いします。

選手　　前島　博之

１．成績
走高跳　　５位　１m90cm
十種競技　４位　5027 点

２．所感
今回のデフリンピックが３回目の出場となりました。これま

では走高跳をメインに世界に挑んできましたが、今大会はさら
なる可能性を追求し、十種競技にも挑戦することを決意しまし
た。今大会が開催されたトルコは第１回世界ろう者陸上選手権
が 2008 年に開催されたこともあり、久しぶりでした。結果
は十種競技がメダルにあと一歩の４位でとても悔しかったです
が、それと同時に、様々な厳しい条件を乗り越えて十種目を完
走できた達成感でいっぱいでした。もし、もう一度十種競技を
やれと言われても難しいと思います。それくらいやり切った感
覚が私の胸の中にあります。

デフリンピックの陸上は、天候に左右され、好条件の時はよ
い記録が出ますが、逆に悪条件だとなかなか自分の思うような

パフォーマンスができず、苦しみました。それでも日本チーム
のみんなで励ましあったり、トレーナー達が懸命なケア・マッ
サージをしてくださったり、監督・コーチが冷静に状況を分析
し、的確なアドバイスをくださったりしたおかげで、私はこの
ような結果を残すことが出来たと思います。支えてくださった
皆さんの力がなければ、ここまでこられなかったと思います。
この場を借りて皆さんにお礼を申し上げたいと思います。本当
にありがとうございました。

また、今回のデフリンピックは、選手として戦うことのほか
に、デフリンピックの様子をしっかりと目に焼き付け、若者た
ちにデフリンピックのすばらしさを伝えていくために行ったわ
けなので、今後は今回のデフリンピックで学んだこと、感じた
ことを次の選手達に伝え、日本からメダリストを輩出できるよ
うな環境を作っていきたいと思います。まだまだ私たちの戦い
は終わりません。ここからがスタートだ！

選手　　滝澤　佳奈子

１．当初の目標（自己目標）
・試合前の自己ベストである２m40 を超えること
・一本一本確実に跳び、自分の流れを作ること

２．結果に対する評価
練習跳躍では自分の納得できるところまで跳んだので、自信

をもって挑めたことが今回の記録につながったのだと思います
が、２m55 になった途端に慌ててしまい、落ち着いた跳躍が
できなかったのは悪かったと思います。ただ、自分にあえてプ
レッシャーをかけて３本目の跳躍で跳べることができてよかっ
たと思います。

３．今後の課題
今は大学受験で練習ができていない状態ですが、次に始め

るときは３m を超えられるジャンパーになりたいと思います。
今までは、先輩やコーチ、トレーナーさんにすべてお任せして
いて積極性に欠けていたので、次世代にバトンタッチした今、
私が先輩になり、練習や周囲にも気を配れるようにしていきた
いと思います。

選手　　佐藤　將光

１．当初の目標
８位入賞

２．結果に対する評価
予選　７位（58m14）
決勝　８位（59m51）
最低でも入賞が目標だったので、達成できてよかったです。

また、今回で３度目のデフリンピックとなりましたが、デフリ
ンピックでの自己最高記録を出すことができました。たくさん
の温かい応援があってこその結果だと思います。

３．今後の課題
課題はデフリンピックの認知度の向上・デフリンピアンの育

成です。そのためには我々の行動が不可欠です。自分たちのこ
とを社会に積極的にアピールすることが今後の課題です。
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選手　　嶋田　裕子

デフリンピックは２大会ぶり３回目の出場となりました。デ
フリンピックにもう一度出場したいと思い、去年の春から本格
的に練習を再開し、まず参加標準記録突破を目標にして挑みま
した。そして、デフリンピック代表も内定し、大きな故障のな
いように心がけて練習を積み重ねました。

メダル獲得を心の中で考えていましたが、２大会前と違い、
ハイレベルになってきており、メダルはほど遠い結果になりま
したが、入賞は果たせて良かったと思います。あと２年くらい
練習すればメダル獲得もできるはずだという自信になりまし
た。今回はいい刺激を受けて、今後に活かし、初心に戻って再
度４年後の出場を目指して、メダル獲得したいです！

貴重な経験をさせていただいた今回の派遣に感謝しています。

選手　　小松　彩香

１．当初の目標
100m と 400H に出場しました。環境が変わり、心と体が

一致せず、今年で引退だと思っていました。これまでも短い時
間の中で集中して練習に取り組んできたので、「いつも通りに。
練習の成果を発揮するだけ」と自分に言い聞かせ、平常心を保
つようにしていました。

２．結果に対する評価
今回は運が悪く 100m と 400H の競技が同じ日になってし

まいました。100m決勝の前に専門である400Hの決勝があり、
あっという間に終わってしまいました。400H のラスト 100m
の強風の向かい風がなければ、自己ベストだったな、と思うと
悔いはありません。次の 100m 決勝のラスト１本で自分の陸
上人生が終わりだと考えていました。今大会の競技場のタータ
ンが柔らかいということもあり、予選、準決勝で速い選手の何
人かが肉離れを起こしていました。準決勝では２着の状態でい
ざ 100m 決勝を迎えました。１本目、誰かが動いてやり直し。
２本目もフライングがありやり直しになりましたが、それに気
付かず 70m まで走ってしまいました。体力が持つかと焦りな
がら呼吸を整え、スタートラインに戻って３本目、スタートは
いつも通りうまくいきましたが、後半に足がもつれてしまいま
した。速報を見ると４位。しかも 0.02 秒差。コーチ、元教え
子に対し「メダルを取れなくてごめん、約束果たせなかった」
と思い、なんとも言えない気持ちでした。ただ、冷静になって
振り返ってみると、今年は日本で聞こえる人の大会で結果を残
していないために、デフリンピックでもこのような結果になっ
たと考えられます。タイムも悪いのにチャンスだと思ってし
まった自分の甘さ、弱さを実感しました。

３．今後の目標
このまま引退したら後悔する、とたくさんの人達に背中を押

され、やはり、日本での聞こえる人の大会でもっと結果を残せ
る選手になろう、と決心しました。

その後、元教え子から手作りのメダルをかけてもらい、目頭
が熱くなりました。「３年後の世界大会の開催地が日本だから
その時にメダルをかけてあげるね」と約束をしました。次は３
年後なので、１年１年目標を立てて、少しずつ練習を積み重ね
ていきたいと思います。

選手　　高田　裕士

１．当初の目標（自己目標）
2016 年世界ろう者陸上競技選手権大会では男子 400m ハー

ドルにおいて決勝５位入賞であったため、今大会ではメダル獲
得及び自身の日本記録更新を目標に設定していました。

２．結果に対する評価
・男子 400m ハードル予選１組４着 決勝進出
・男子 400m ハードル決勝８位 入賞
当初の目標としていたメダル獲得には届かず、最低限度の決

勝８位入賞という結果に終わりました。また、自身の日本記録
も更新できませんでした。今年は腰のヘルニアの影響で、４年
に一度の大事なシーズンで思うような走りができず、非常に残
念ですが、そのような中でも現状できる限りのことをして臨ん
だ結果が決勝進出及び８位入賞につながったと思います。応援
有難うございました。

３．今後の課題
今後は腰のヘルニアをしっかり治し、ショートスプリント

（100m）のスピードを高めることにフォーカスしてトレーニ
ングを行い、400m ハードルでの持ち味である前半のスピード
を磨いていくことに専念していきたいと思います。スピードを
高めることと並行して、福岡県在住の吉形政衡コーチ（男子
400m ハードル日本歴代９位記録保持者）の指導を仰ぐ機会を
これまで以上に増やし、ハードルの技術も並行して高めていき
たいと思います。

選手　　中村　晃大

三段跳びに出場させて頂きました。３月末の世界ろう者アル
ペンスキー選手権を終え、すぐに陸上モードに切り替えて本番
まで時間が許される限りトレーニングを行ってきました。

現地に到着すると、食事の面で思わぬ苦戦を強いられるとい
う誤算はあったものの、本番までの計画を予定通りにこなすこ
とができ、当日は自己ベストを大幅に更新できるのではないか
という位に、アップの時点から調子が良かったです。１本目は
慎重に跳躍したもののファール。続いての２本目もファール。
あとがなくなった３本目では決勝進出を狙って安全に跳躍し、
無事決勝進出できました。今回の目標はメダル獲得でしたので、
そのためには攻めに攻めないと上位進出できないということが
頭の中にあり、決勝の残り３本も攻めに攻めました。しかし、
３本ともわずかなファールを連発してしまい、３本目の記録が
最終結果 13m62 で７位入賞となりました。今までの中で最も
攻めることができた試合でしたが、攻める気持ちが強すぎたせ
いか、試合の流れを作れなかったという面では反省点であり、
今後に向けた大きな課題となりました。

今回は治安の面で非常に心配でしたが、現地の方々、なによ
りも日本選手団の皆様の支えがあってより競技に集中すること
ができました。そして現地の方々のボランティア精神、手話の
普及度には驚かされました。ゆくゆくは日本でデフリンピック
の開催だけではなく、日常の中で手話があふれるような環境に
なってほしいと社会的な面でもとても勉強になった大会でし
た。今回も日本代表として派遣して頂き、ありがとうございま
した。次は２年後の冬季デフリンピックでメダル獲得できるよ
う頑張りますので、これからもよろしくお願いします。
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選手　　谷岡　真帆

１．当初の目標（自己目標）
自己ベスト　更新　５m10cm　８位内　入賞

２．結果に対する評価
自己ベスト更新ならず、10 位（４m88cm）という結果でした。

踏み切りと助走スピードが安定しないのも要因であると考えら
れますが、一番の問題として、助走してから踏切り板をふみき
る時の歩幅とリズムが高さのある跳躍を生み出せていない要因
であることに気が付くことが出来た試合でもありました。無論、
納得がいく結果ではありませんが、あらゆるコンテションの中
で対応できる技術が欠けていたという事だと思います。しかし、
16 歳で国際大会を経験できたことは今後の課題を見つけるこ
とに繋がったと思います。諸先輩たちの努力と向上心を間近に
見ることが出来、他国の選手たちとの交流が私に新しい風を運
んでくれたことに感謝しなくてはなりません。

３．今後の課題
日々の生活を一から見直し、食生活の面においても筋力アッ

プに繋がるよう努めたいと思います。そして、練習日誌を活用
し、毎日のトレーニングの中で今の自分の課題を考えることが
大切だと感じました。現状として、高さのある跳躍に繋がるよ
うに最後の３歩のリズムと歩幅の改善に取り組みたいです。改
善のためには練習あるのみだと思います。自分自身のことは自
分で管理していく力が求められる中で、練習プランなどもデー
タ化することで練習内容が充実したものになるよう、考えたい
です。

４年後の大会を見据え、自分自身と向き合う中で多くの課題
に対して、その時々で対応できる技術を持つためには陸上競技
におけるあいとあらゆる分野に対する知識を高めていかなくて
はなりません。

選手　　高橋　渚

１．当初の目標（自己目標）
前回大会はメダルを逃し４位でしたので、「ママになっても

４年ぶりの自己ベスト更新してメダルを獲得し、息子にプレゼ
ントをする」ことが当初の目標でした。

２．結果に対する評価
７月 27 日に女子やり投げに出場し、37m67cm で６位入賞

しました。自分らしい投擲ができなかったこと、メダルを獲得
できなかったことがとても悔しかったです。ハイレベルな中で
最後まで負けずに、諦めずに戦うことができたこと、３回目の
デフリンピックに出場できたことをとてもうれしく思います。
出産・育児により陸上に復帰できるのか、デフリンピックまで
に限られた時間の中でフォームを改善できるのか不安もありま
したが、主人や家族や友達、陸上の仲間たちからたくさんの支
えがあったからここまでに頑張ることができました。

３．今後の課題
女子やり投げで 40m 越えるのが当たり前である程ハイレベ

ルな戦いだった現状を受け、投擲コーチのそれぞれの専門コー
チ（円盤、ハンマー、やり投げ、砲丸投げ）が必要ではないか
と思いました。コーチとの信頼関係をもっと深めていく必要が

あり、４年後までにどのようにレベルアップしていくのか、メ
ダル獲得するためには何が必要なのか、ライバルの海外の選手
の記録の情報をたくさん収集しなければならないのが大きな課
題だと思います。

４年後に出場できたら、「リベンジでメダル獲得！！」を目
標として戦いたいです。

選手　　岡田　海緒

１．当初の目標（自己目標）
デフリンピック初出場ですが、メダル獲得を目標に頑張って

いくこと、自分の活躍を通してデフリンピックの認知度・理解
度を上げていくことです。

２．結果に対する評価
800m ６位、1500m ７位でメダルには届きませんでしたが、

得るものが大きかった大会でした。いずれも世界との差を痛感
し、自分に足りない部分や弱さを改めて感じました。ただ、２
種目ともに自己最高記録に近いタイムで終わり、ベストタイム
を出せばメダルの可能性があっただけに悔しい思いをしまし
た。今大会でレース展開や雰囲気が日本と違っていて、ここで
怖気づいたら自分の持っている力を十分に発揮できないことが
分かりました。また、万全な状態で現地に飛び立ったとしても、
食事や生活リズムが狂うと身体の状態が大きく変わります。選
手村での食事が私の口に合わず、部屋で日本から持参したレト
ルト食品や協会が用意した炊き込みご飯をふりかけやお茶づけ
にして味噌汁と２品のみの食事をとる日がしばらく続きまし
た。現地入りして３日後には体重が３キロほど落ちてしまいま
した。このままではいけないと思い、試合の３日前にモールで
しっかり食事を摂ったため、幸い競技に大きな影響はありませ
んでした。食事はアスリートにとってトレーニング以上と言っ
ていいほど重要な要因であることを再認識させられました。こ
れらの過ごし方も含め、今大会は自分のキャリアにとっても大
きな糧になりました。

３．今後の課題
世界を相手に戦っていけるような選手であるためにはこのよ

うな経験を積み重ね、より一層高みを目指していく必要があり
ます。また、自分の中で崩せない強いこだわりをひとつでも持っ
て生活していくことで海外生活でも対応できると思います。海
外遠征の合宿や試合を増やしていく必要もあると思います。合
宿は日本選手のみならず、外国選手との合同練習がお互いに
とって良い影響があると思います。

選手　　長内　智

１．当初の目標（自己目標）
400m ファイナリスト メダル獲得
４× 400mR　金メダル獲得
自己ベスト更新

最低でもメダルを獲得することを目標にしていました。

２．結果に対する評価
400m で準決勝進出、４× 400mR で決勝進出という結果に

なりました。私自身としては、コンディションもよく、モチ
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ベーションも最高の状態でした。そんな万全の状態で挑みまし
たが、予選でアキレス腱を痛めてしまい、400m 準決勝・４×
400mR にも大きく影響が出てしまったと思います。怪我をし
て不安の中で、雰囲気にのみこまれてしまったのか、自分の走
りが全くできず、思うように動きませんでした。本当に悔しい
です。スタッフ等皆さんが応援・サポートしてくださったおか
げで、ここまでくることが思います。そうでなければ出場する
こともできませんでした。

今回、出場するにあたって、メダルを獲得して今までお世話
になった方々に恩返ししたいという気持ちで挑みました。結果、
メダルを獲得することは出来ませんでしたが、この舞台に立て
たこと、日本選手団の皆さんと戦えたことに誇りに思っていま
す。そして沢山の方々に感謝の気持ちを伝えていきたいです。
本当にありがとうございました。

３．今後の課題
今回のデフリンピックに参加して、心技体ともに世界との差

を改めて感じました。これが足りない。あれも足りない。と、
きりがないので、全て一度リセットし、１から作り上げていき
たいと思っています。

選手　　池田ブライアン雅貴

１．当初の目標（自己目標）
2016 年ブルガリアで開催された世界選手権ではマイルリ

レーで準優勝したため、今回のデフリンピックでは日本ろう新
記録を更新するとともに優勝を狙っていました。また、マイル
リレーのラップタイムでは 48 秒台を狙っており、次の走者に
よい流れでバトンをつなげる事を意識して前半から飛ばして 1
着でバトンを渡す事が１走者としての目標でした。

２．結果に対する評価
今回のデフリンピックは去年の世界選手権のマイル記録と比

べ、タイムが下がっていました。各国の代表はタイムが世界選
手権の時よりも全体的に上がっており、ハイレベルな試合でし
た。世界選手権は準優勝だったので、デフリンピックで５位入
賞は全く納得のいく結果ではありませんでしたが、このような
結果に至ってしまったのは単純に実力不足であったと考えられ
ます。慣れない雰囲気に押されてしまう事があり、メンタルの
部分で負けてしまったこともありました。

３．今後の課題
今大会を踏まえ、世界で戦えるような選手になるためにもメ

ンタルを鍛えなければならないと思います。練習も怪我が多く、
周りの選手より練習量が不足しているので、まずは怪我をしな
い体を作り、そこから練習の質を高めていくべきであると気付
く事が出来ました。

選手　　岡部　祐介

１．当初の目標（自己目標）
４× 400m リレーで 2016 年世界選手権のときよりも、良

いタイムを出し、メダル獲得を目指しました。　

２．結果に対する評価
７月 28 日男子 4 × 400m リレー準決勝１組３着　決勝進出
 （池田・岡部・森光・長内）
７月 29 日男子 4 × 400m リレー 決勝５位
 （池田・岡部・森光・山田）

残念ながらメダル獲得には至りませんでしたが、一人一人が
チームのメンバーとして全力で走ることができました。私自身
の反省点として、決勝のように多くの選手に囲まれている状態
の中で走り抜く対応力が、まだまだ不足していると感じました。

３．今後の課題
もっと 400m の競技力を高める必要があるので、ショート

スプリントなどを磨いてバトン練習や大会に出る機会を増やし
ていこうと考えています。さらに今回は身体の故障が多かった
ので、怪我対応もしっかり取り組む必要があると感じました。

選手　　三枝　浩基

１．当初の目標（自己目標）
今大会のデフリンピックの４× 100mR では 41 秒台を出す

だけではメダルには届かないという想定の中、日本チームがメ
ダル獲得するためには 41 秒 60,70 というタイムがボーダーに
なると思っていたので、この目標に向かって力を合わせて挑み
ました。

２．結果に対する評価
41 秒 66（日本新記録）で金メダル獲得という結果で、目標

にしていた金メダルに届きました。準決勝直前にアクシデント
を起こしてしまい、心が折れそうになりましたが、第２走者の
中村選手に無事バトンを繋げる事ができ、なんとか立ち直るこ
とができました。準決勝の翌日だったので、怪我で苦しい状態
の私が一緒に走るメンバーの足を引っ張るのではないかと不安
になりましたが、決勝の競技開始前にウォーミングアップでコ
ンディションを確認し、痛みが無ければ起用してもらう方針で
したので、他のメンバーや水野短距離コーチに最後まで信じて
いただき、素直に嬉しかったです。

いよいよ本番、ピストルが鳴った瞬間に良いスタートが切れ、
一時加速を終えてから「スピードを作れている。隣のレーンの
ウクライナ相手は遅れている。思ったより近い。」と感じました。
アドレナリンが出て、準決勝よりも身体の軽さも違いましたし、
スタートも決まっていたので、第２走者の山田選手に好位置で
バトンを託しました。２走～４走まで華麗なバトンパスで、ア
ンカーの佐々木選手が最後の直線で２位・ウクライナの選手を
引き離してゴールした直後、渾身のフィニッシュを決めた佐々
木選手に僕が体ごとぶつかるように荒々しく抱きつきました。

国民の皆さんの温かい励ましや大きな声援があったお陰で、
恩返しできてよかったです。また、一緒に頑張ってくださった
山田選手、設楽選手、佐々木選手と一緒に不屈の精神で悲願の
金メダル獲得できたので、若手たちに世界一の座を与えること
ができたと思います。

最後になりましたが、三枝監督をはじめ、コーチ、トレーナー、
スタッフ、選手たちには感謝の気持ちでいっぱいです。ありが
とうございました。

３．今後の課題
４年後のデフリンピックでは各個人の走力のレベルアップが
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期待できる可能性が高く、世界記録（41.10）すら夢ではない
と思いました。また、日本チームは世界にバトンパスの重要性
を認識させられたと思います。次回のデフリンピックは各国が
きちんと練習を強化してくると思うので、今回より厳しい戦い
になることも予想されます。我々も連覇で世界記録樹立を目指
します。

選手　　設楽　明寿

１．当初の目標（自己目標）
世界ろう新記録を更新し、金メダルを獲得すること。

２．結果に対する評価
世界ろう新記録の更新にはならず、日本ろう記録の更新での

金メダル獲得だったので、心残りです。また、準決勝で肉離れ
を起こし、決勝ではベストな状態で走れず、最低限の走りしか
できなかったことが一番の後悔です。

３．今後の課題
準決勝、決勝と肉離れなどの怪我や違和感が出ないように身

体を再び作り直し、次の次元へ進化させます。また、個人種目
の出場が出来なかったので、個人種目でも勝負できる力をつけ
ます。

選手　　中村　開知

１．当初の目標（自己目標）
○４× 100m リレーで金メダルを獲得
○４× 100m リレーで日本ろう新記録を出す
○ みんなのサポートをして、最高の状態を作り、様々な良い結

果を出せる様にする

２．結果に対する評価
初の世界大会出場でした。２年前に出場したアジア太平洋ろ

う者競技大会とは違い、様々な国の選手が集まり、レベルが高
く、さらに激しい戦いでした。

４× 100m リレーに出場したことはいい経験になりました。
準決勝で第２走者として走りましたが、意外と緊張もせず楽し
く走れたのが１番印象に残りました。今までは緊張して、力を
発揮することができず、不完全燃焼な結果に終わる事がよくあ
りました。以前の自分よりも強くなったと感じました。

３．今後の課題
今後は短距離だけではなく、他の種目も挑戦するつもりです。

その為には自分の体を理解し、練習方法を研究しながら、強く
なれるよう練習を積み重ねていきます。

バドミントン競技チーム

監督　　中西　潤

１．選手の選考について
１- １．日本代表ナショナルチームの立ち上げ

2014 年 11 月に開催された、日本代表ナショナルチームの
選考会を通して男女各６名の選手選出を行い、同年 12 月より
始動しました。それまでは国際大会が開催される半年～１年前
に同大会に出場する日本代表選手を選考会などで選出してチー
ムを構成し、大会終了後は同チームを解散させていました。同
システムは大会本番に照準を当て、その時のベストな選手を選
出し、本番に向けた強化練習などを行う点では良い反面、大会
後にはチームを解散するため、大会で得られた経験や反省点な
どを生かした練習ができず、長期的に選手強化をすることがで
きない点もありました。同課題を解消する方法として対策を
採ったのが、冒頭に挙げた日本代表ナショナルチームの設立で
す。同チーム設立後の活動として、年間を通した強化合宿、対
外試合への積極的な参加、国際大会への選手派遣を行ってきま
した。

１- ２．日本代表ナショナルチームの活動内容
2014 年 12 月に開催した強化合宿を皮切りに、今大会まで

の間、以下内容で活動を推進していきました。

2014 年度（12 月～）

・強化合宿２回開催

2015 年度

・強化合宿８回開催

・台湾との交流試合

・第４回世界ろう者バドミントン選手権大会派遣

・第８回アジア太平洋ろう者競技大会派遣

2016 年度

・強化合宿９回開催（内１回中止）

・関東障害者バドミントン大会派遣

2017 年度（～７月）

・強化合宿４回開催

年間を通した強化合宿を行い、固定したメンバーで練習を行
うことで、長期的な選手強化が可能になり、また選手間のコミュ
ニケーションを図ることもできるようになりました。

特に、2015 年度は国際大会が２回、台湾との交流試合があ
り、それぞれで国際的な経験を日本代表ナショナルチームの中
で積むことができたことは大きな成果であり、その結果今回の
デフリンピックで各選手がこれらの経験を大いに活かすことが
できたように思います。

また、2015 年度からはトレーナー体制を構築し、合宿期間
中の選手へのトレーニングと体のケアができるようにしまし
た。また、2017 年度からは外部コーチを招へいし、選手たち
の技術面のレベルアップを担当していただきました。これらの
ように選手強化環境を着実に改善していき、選手たちが練習に
専念できる環境を提供することができたと思います。

１- ３．デフリンピックへの派遣選手選考について
デフリンピックでのメダル獲得のため、派遣選手選考のポイ

ントとしたことは、男女ダブルスでどれだけ確実に勝ちを取れ
るかでした。これまでの国際大会から見ても、特に女子ダブル
スは 2015 年の世界選手権大会でも銀メダルを獲得しているこ
と、日本のダブルスは世界から見ても上位レベルにあることか
ら、男女ダブルスに重点的をおいた選考を行いました。

また、男子シングルスは近年、世界に水をあけられていまし
たが、2015 年の世界選手権大会で５位入賞を果たした選手が
現れたこともあり、団体戦での戦い方をコーチ間で構想を固め、
それに沿った選考も行いました。その結果、男女各３人の派遣
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選手を選出しました。然しながら、デフリンピック開催地であ
るトルコで起きたテロ騒動の影響などから、一度選出した選手
が辞退することもありました。致し方ないことではありますが、
周囲環境や情勢に選考が左右されることもあるという難しさを
感じさせられました。

２．成績一覧
バドミントン競技は、６つの種目があり、①団体戦、②男子

シングルス、③男子ダブルス、④女子シングルス、⑤女子ダブ
ルス、⑥混合ダブルスです。日本からはすべての種目に出場し、
下記の成績を収めました。

２- １．団体戦
・予選リーグ　グループ D

第１試合　日本　○ 5 － 0 ×　香港
第２試合　日本　× 1 － 4 ○　台湾
⇒１勝１敗　リーグ２位　決勝トーナメント進出

・決勝トーナメント
１回戦　日本　× 0 － 3 ○　韓国
⇒最終成績　５位（入賞）

２- ２．男子シングルス
・柿内康平選手

予選リーグ　２勝０敗　リーグ１位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　３回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 16

・沼倉昌明選手
予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　１回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 64

・太田歩選手
予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　１回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 64

２- ３．男子ダブルス
・柿内康平＆沼倉昌明ペア

予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　２回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 16

２- ４．女子シングルス
・吉田美香選手

予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　２回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 16

・品田千紘選手
予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　１回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 32

・長原茉奈美選手
予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　準決勝敗退（３位決定戦進出）
３位決定戦　長原　○ 2 － 1 × 中国選手
⇒最終成績　３位（銅メダル）

２- ５．女子ダブルス

・吉田美香＆品田千紘選手
予選リーグ　２勝０敗　リーグ１位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　準決勝敗退（３位決定戦進出）
３位決定戦　吉田・品田　× 0 － 2 ○　韓国選手ペア
⇒最終成績　４位（入賞）

２- ６．混合ダブルス
・柿内康平＆吉田美香ペア

予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　１回戦敗退
⇒最終成績　ベスト 32

・沼倉昌明＆品田千紘ペア
予選リーグ　１勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　準々決勝敗退
⇒最終成績　５位（入賞）

・太田歩＆長原茉奈美ペア
予選リーグ　２勝１敗　リーグ２位（決勝 T 進出）
決勝トーナメント　準々決勝敗退
⇒最終成績　５位（入賞）

３．成績と評価
まず団体戦では、今大会の組み合わせはすべてがアジア国で

初顔ではなかったため、比較的平常心で試合に挑めるのでは、
と期待しましたが、選手たちは目に見えない重圧感に悪戦苦闘
している様子でした。試合の入りもあまり良くなく、終始相
手にペースを握られたまま終わってしまった感が否めません。
2015 年の世界選手権で銅メダル、同年のアジア太平洋ろう者
競技大会で銀メダルを獲得した実績もあり、今大会で 2001 年
以来のメダル獲得をめざしてきましたが、５位入賞しか果たせ
ませんでした。デフリンピックという大舞台でのメダル獲得を
果たすために今のチームに不足しているものを整理し、課題を
一つ一つ確実にクリアできるようにしていきたいです。

個人戦で特に感じたことは、日本チームの技術的な面は以前
より確実に上がってきており、世界に通用できるところも所々
感じられたことは大きな収穫でした。然しながら、メンタル、
特にハングリー精神においては海外選手の方が上であり、実際
の試合でもメンタル面をやられて敗退してしまったケースもい
くつか認められました。ハングリー精神を向上させることは一
朝一夕でできることではありませんが、メンタル面の強化を更
に推し量っていくことが必要と感じました。また、団体戦に続
いての個人戦で、１日の間にシングルスとダブルスと異なる種
目をこなしていかなければならず、選手たちにとっては心身と
もに疲弊し、トレーナーのケアを施しながらの試合となってい
きました。先ほど挙げたように、技術面では以前より向上して
も体力が無くてはせっかく習得した技術も活かせなくなってし
まうため、長期間安定したパフォーマンスを発揮できる体力を
今より更に身につけていく必要があることを今大会で痛感させ
られました。

メンタル面や体力面も共通して言えることであるが、一朝一
夕で習得できることではないため、強化合宿だけではなく、日
常生活の中で選手各々が如何に強化に励めるようなプログラム
を用意していくかなど、選手自身もアスリートとして生活して
いく意識を高めていかなければならないでしょう。また、これ
まで実施してきた強化合宿は主に１泊２日であるため、どうし
ても短時間での練習となってしまいます。もう少し長い期間の
合宿を設け、長期間の練習を通した体力づくりをしていく方法
も視野に入れて、選手強化環境の再見直しをしていく必要があ
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ると感じています。その中で、女子シングルスの銅メダルを獲
得することができました。彼女は日本ではあまり見られなかっ
た気合を全面的に出し、サウスポーを上手く活用したショット
を多用しながら自分のペースでの試合運びができたことが今回
の結果に結びついた大きな要因でしょう。まだ 20 代前半と若
いため、今後も鍛錬を続けて頂き、更なる飛躍に期待したいで
す。

４．チーム（コーチ）体制と各コーチの役割
バドミントン競技のチーム体制を下表のように構成し、選手

たちへのサポートにあたりました。

氏名 肩書 役割

中西　潤 監督 チームの最終意思決定者
（采配、選手起用）
チームスタッフのまとめ役
選手団との連携

井上　美緒 コーチ 選手のまとめ役
選手への技術的指導

岡野　篤郎
（聞こえる）

トレーナー 選手の体のケア
トレーニング担当
選手団医療チームとの連携

今大会初めてバドミントン競技としてトレーナーを派遣した
が、大会本番時にトレーナーが選手たちのそばにいることの意
義を大いに感じました。前大会までは選手たち自身で体のケア
をしていましたが、十分なケアが行えず、試合でベストパフォー
マンスを発揮できないまま終えてしまった反省点を今大会で活
かせることができました。その反面、トレーナーへの負荷も大
きくなっている感も否めません。その点については次大会への
課題とし、更なる検討を重ねていきたいです。

また、コーチ体制についても、更なるメダル獲得を果たすため
にはより専門的なコーチの採用が必要不可欠であると思われま
す。然しながら、派遣費用などの関係で派遣を断念してしまって
いるのが実情です。現在、外部コーチを採用して強化合宿範囲
での技術指導をして頂いているが、大会本番にも同行できるよ
うにしていき、より専門的な技術指導を施しながら試合に挑める
環境構築の実現を今後めざしながらやって参りたいと存じます。

５．競技スケジュール（渡航スケジュール）
バドミントン競技としての競技スケジュールについては以下の

通りです。今大会は団体戦が２大会振りに導入されたこともあ
り、非常にハードなスケジュールとなったが、トレーナーを同行
させ、選手へのケアなどを十分に行えたことで、最終日まで大き
な怪我もすることなく戦い抜けたことは大いに評価したいです。

日程 内容 出場種目（※）

７/15（土） 日本出国

７/16（日） トルコ入国

７/17（月） 公式練習

７/18（火） 公式練習、結団式、開会式

７/19（水） 団体戦 - 予選 L 団体戦

７/20（木） 団体戦 - 予選 L・決勝 T 団体戦

７/21（金） 団体戦 - 決勝 T、練習

７/22（土） 公式練習

７/23（日） 個人戦 - 予選 L MS,WS,MD,WD,XD

７/24（月） 個人戦 - 予選 L MS,WS,MD,WD,XD

７/25（火） 個人戦 - 予選 L MS,WS,MD,WD,XD

７/26（水） 個人戦 - 決勝 T MS,WS,MD,WD,XD

７/27（木） 個人戦 - 決勝 T MS,WS,MD,WD,XD

７/28（金） 個人戦 - 準決勝・決勝 WS,MD,WD,XD

７/29（土） 休養日

７/30（日） 解散式、閉会式

７/31（月） トルコ出国

８/ １（火） 日本帰国

※  MS…男子シングルス、WS…女子シングルス、MD…男子ダ
ブルス、WD…女子ダブルス、XD…混合ダブルス

６．大会の競技運営などの報告
今大会のバドミントンにおいて、競技規則の適用などについ

て大きな問題点は認められなかったが、審判が聞こえる人のた
め、聴覚障害者の選手や監督・コーチとのコミュニケーション
がスムーズに行われないまま進行していたことは改善が必要で
あると考えます。デフリンピックは聴覚障害者を主体とした大
会であることを十分に意識した配慮が必要であることを忘れて
はなりません。それについては、国内でも同様のケースが認め
られるため、その点については我々としても何らかの対策が必
要でしょう。

今大会は選手村と会場はシャトルバスで１時間も要し、選手
たちに大きな負担を強いられてしまいました。バドミントンの
競技ルールに沿った会場が近くになかったことが要因でした
が、移動にかかってしまった体への大きな負担を如何に取り除
き、ベストな体調で試合に挑めるための体制の強化をもう少し
強く意識していく必要があると感じました。具体的な対策とし
ては、引率トレーナーの増員などが挙げられるでしょう。また、
昼食として大会実行委員会から弁当が配布されるシステムを利
用しましたが、弁当の内容が試合に挑む選手の体を考慮された
ものではありませんでした。大会会場付近は飲食店やスーパー
が全くなく、体育館に軽食店があるのみでした。また、選手村
での食事も時間帯によっては提供されているメニュー数が少な
く、十分な食事ができないこともありました。食事面について、
事前に情報があり、選手たち自身が日本からドライフードを持
参するなどで対応できましたが、特にビタミンが多く含まれる
フルーツなど、どうしても現地調達が必要な飲食物もあるため、
現地で買出しができるかどうかを事前に情報収集し、臨機応変
に対応できる体制を構築する必要があると感じました。

７．反省・まとめなど
バドミントン競技は 2009 年を最後にメダルから遠ざかっ

ていた現状を打破すべく、国内での競技力を底上げすることが
最優先課題であったことから、選手強化事業に本腰を入れて取
り組んでいきました。団体戦や女子ダブルスは特にメダル獲得
を期待していたので、それが果たせなかったことは悔いが残り
ます。そんな中、女子シングルスで銅メダル獲得を果たすこと
ができたことは大きな喜びであり、今後の日本デフ・バドミン
トンにとっての明るい材料となりました。今回のデフリンピッ
クに向け、2014 年から準備を進めてきて日本代表ナショナル
チームの設立など、これまでなかった新しい取り組みを試行錯
誤しながらやっていき、少しずつですが、確かな手応えを感じ
てきています。以前と比較してより専門的な指導、トレーナー
体制構築による選手への協力的なサポートなどを果たすことが
できました。その反面、新しい選手の発掘が遅れている課題も
残されています。今回の成果を今後さらに大きくしていくため
にも、新しい選手の発掘に今後は多くの時間を費やしていく必
要があると今大会を通して強く感じました。

最後になりますが、今大会出場にあたり、連盟をはじめ、国
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会関係者、日本から暖かい応援を頂いた日本国民の皆様には厚
くお礼を申し上げます。デフリンピックは多くの方々の支えな
しにできるものではないことを再認識し、更なる多くの国民の
皆様に応援頂けるよう、選手強化は勿論、デフリンピックに対
する啓蒙活動も更に推し量っていきたいと存じます。

コーチ　　井上　美緒

１．自己の役割とその評価
デフリンピック期間中チーム内において私の主たる役割は、

監督の補佐、選手が試合及び練習に専念できる環境作り、コー
チングでした。国際大会が初めての選手はいませんでしたが、
長いフライト、時差ボケなど日本の環境とは異なる中で試合開
始までの 2 日間である程度順応させていかなければなりませ
んでした。

選手村の食事に関して生野菜は食べないよう気を使っていた
ため、国際大会ならではの偏った食事となり、あらかじめ日本
で水やお湯でご飯が食べられるアルファ米やカロリーメイト、
プロテインバーなどを購入し、選手には昼食や軽食、エネルギー
補給として毎日会場に持参してもらいました。実際に、会場に
サンドイッチやピザの軽食はありましたが宅配だったので待ち
時間もあり選手には不向きであり、日本食を持参して良かった
と実感しました。またトレーナーからの提案で、会場でスープ
や味噌汁が飲めるように現地でケトルを購入し、日本から持参
したステンレスタイプの魔法瓶ポットに沸かしたお湯を手配し
たことは選手がリラックスした状態で食事や待ち時間を過ごす
ことができたので非常に良かったと感じています。

今大会はバドミントン会場が選手村からバスで片道 40 分前
後かかる郊外にあり、体育館の周りには何もない状況の中でも
選手個人が自分なりのリズムで試合に臨んでおり、大きなケガ
もなく、このチーム体制で４年間のまとまりと成長を感じる
ことができた大会でもありました。そして、12 年ぶりに女子
シングルスで 3 位の銅メダルを獲得することができましたが、
団体戦やその他の種目でメダル獲得ができなかったこともあ
り、コーチングとしては力不足であったことを痛感しています。
必要な時に適切なアドバイスや指示を行うことができるほどの
力量を持ち合わせていなく、選手の持ち味を上手に引き出せな
かったように思います。

２．今後の課題
浮かび上がってきた選手の課題は、①「レシーブ力」、②勝

ちにもっとこだわらなければいけない「ハングリーさ」、③負
けられない試合という時の「メンタルの強さ」だと感じます。
特に、メンタルの弱さは以前からの課題であります。

戦える力や技術は世界に劣っていないにもかかわらず、競い
合っている場面やここぞという場面で確実に決めなければなら
ないスマッシュをサイドアウトにしてしまったり、ネットに
ひっかけるなど流れが相手のペースに持っていかれる場面が多
く、あと一歩が足りませんでした。バドミントンは個人競技な
ので、自分自身との戦いでもあり、大会の空気感に飲まれてし
まわない様な強い精神力が重要です。いつもとは異なる環境で
も自分の持っている力を発揮できる選手が本当の強い選手であ
ると言えると考えます。その鍛える環境づくりというところで
は、合宿を国内だけでなく、海外でも実施し、いつもと違う環
境、食生活で取り組む事を視野にいれていかなければならない
のかなとも感じました。

最後になりますが、このデフリンピックにおいて多くの方々
にご協力いただきありがとうございました。皆様のご厚情に深
く感謝の気持ちを申し上げます。

アスレティックトレーナー　　岡野　篤郎

１．自己の役割とその評価
私は、今大会のバドミントンにおいてアスレティックトレー

ナーとして帯同させていただきました。デフリンピック期間で
の主な活動内容は①選手のコンディション管理②競技会場、ホ
テル内でのコンディショニング指導③ドーピングに関しての対
応④緊急時対応の準備、などになります。

選手のコンディション管理では、毎朝選手に体温などを測定・
報告してもらい、管理しました。また、選手やスタッフの体調
に関しては本部メディカルスタッフにも報告しました。大会期
間中は選手が下痢や風邪などの内科的な症状になることなく、
コンディションを大きく崩すことはなかったですが、スタッフ
１名が中耳炎の症状がでました。しかしそこは本部メディカル
チームと連携して対応できました。

競技会場、ホテルでのコンディショニング指導では、今回の
大会では試合期間が 10 日間（団体戦 2 日間、個人戦 6 日間、
調整日 2 日間）と長く、試合数も多いことから大会期間を通
して疲労を残すことなくベストパフォーマンスに近いコンディ
ションをいかに維持できるかがポイントになりました。また、
試合の間隔が選手によって変わる為、個々のスケジュールに合
わせた指導も必要になりました。そこで、今回は国内の合宿の
時から継続して選手にトレーニングやセルフケアなどを指導
し、自分自身でコンディション調整ができるように準備してき
ました。その上で大会期間中の選手の体調や状況を確認しなが
ら競技会場でのウォーミングアップ、トレーニング指導、ホテ
ルでのトレーニングやセルフケアなどのコンディショニング指
導を行いました。また、国際大会では食事があわず体重が減少
してしまう選手がいた為、今回はアルファ米や栄養補助食品、
果物、100% ジュースなどを用意してもらい補食などの栄養指
導もしました。その結果、大きく体重が減少してしまう選手は
いなかったです。

ドーピングに関しての対応では、国内合宿時には JADA に
よるドーピングの講習会だけではなく、代表チームで講習会を
開き、ドーピングの知識や対応について指導しました。現地に
おいても競技会場のドーピングコントロールルームを確認した
り、選手にドーピングの対応に関しての打ち合わせをしました。
大会期間中は 1 名ドーピング検査を受けましたが、問題なく
対応ができました。

緊急時対応の準備に関しては、本部メディカルチームと選手
団本部、またはチームのスタッフと連携をとって傷害などが発
生した場合に即座に対応できるように準備しました。結果的に
今回は大きな傷害などが発生することはなく、無事に競技日程
を終えることができました。

２．今後の課題
今回は、女子シングルスにおいて銅メダルを獲得できました

が、チーム全体として考えるともう少し結果を残せたのではな
いかと感じています。国際大会で経験した反省をふまえ、国内
合宿から準備してきたこともあり、大会期間中は大きくコン
ディションを崩すことなく競技日程を終えることができまし
た。しかし、もう少しうまくコンディショニングの環境を作る
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ことができましたし、今回はスケジュールの関係で使用できな
かったですが、本部メディカルルームの活用などをすればもっ
と良いサポートができたのではないかと感じました。また、こ
れ以上結果を出すためには、大会期間中のサポートを充実させ
るだけではなく、国内合宿時、または選手各自が普段からコン
ディショニングをしっかりできるような体制作り、土台となる
フィジカル面の強化からしっかりと行わないとこれ以上の成績
は難しいなと思います。なので、国内での環境面、サポート体
制を充実できるようにスタッフと協力していきたいと思いま
す。

選手　　柿内　康平

１．当初の目標（自己目標）
２年前に初めて出場した世界選手権大会の成績（団体戦３位、

男子ダブルス・混合ダブルス　ベスト 16、シングルス　ベス
ト８（５位入賞））より勝ち進み、１位・２位・３位・４位と
順位を決める最高の舞台で戦うこと。試合が終わるまで「感謝
の気持ち」を忘れず自分が持っている力を全て出し切ることが
目標でした。

２．結果に対する評価
結果は、団体戦ベスト８、ダブルス・シングルス・混合ダブ

ルスの個人戦全てベスト 16 に終わり、十分に力を出し切れず
悔いの残る結果となりました。

団体戦は、初戦（香港戦）シングルスからのスタートでし
た。会場の雰囲気に呑まれ、空調に苦戦しました。なかなか自
分のペースで試合運びができませんでしたが、相手のコートに
入れることだけに集中して２対１で逆転勝ちしました。初戦の
プレーを反省し、次からのゲームは集中して挑むことができま
した。２試合目は、いつも３対１で負けている台湾に今回も３
対１で負けてしまいました。チームとしての力が付いていない
ため、３度も同じ後悔を味わうことになりました。予選は２位
上がりで、準々決勝へ進出しました。韓国との対戦で混合ダブ
ルスに出ましたが、リードしておきながら大事な場面でのミス
が響き、逆転負けしてしまいました。チームに貢献することが
できず、団体戦は一人が勝ってもチームとしても勝てないこと
を実感しました。勝つためにはどんな相手であろうが、技術が
劣っていようが関係なく食らい付くしかないと感じました。選
手全員が力を十分に出し切れなかった結果がベスト８であると
思います。

混合ダブルス・男子ダブルス個人戦では、パートナーと試行
錯誤しながら練習を積んできたが、団体戦に引き続き後もう一
歩ギアを上げることができず、中途半端に終わってしまいまし
た。もう一段階集中してプレーすることができれば、準々決勝・
準決勝へと勝ち進むチャンスがありました。前衛・後衛の動き、
返すコースなど精度を上げる必要があると感じました。

シングル個人戦は、２年前の大会で負けた選手（第１シード）
と準々決勝でリベンジできるチャンスがあり、楽しみにしてい
ました。まず、予選から決勝トーメント２回戦までは自分のペー
スで試合運びができ、２－０で勝ち進むことができましたが、
３回戦（ベスト 16）で今回優勝した選手に２－０で負けてし
まいました。初の中国選手との対決でしたが、ショットの正確
さや動きに無駄のない足運び、崩れない体幹の強さなど、抜群
の安定感がありました。初めて試合の中で今のプレーでは勝て
ないと思いましたが、打っても打っても返ってくる試合展開が

凄く楽しかったです。こんなラリーは今までありませんでした。
一人でフルコートを動くのはきついですが、改めて「バドミン
トンって奥が深いな、楽しい、もっと強くなりたい、あのショッ
トはどう打ってるんだ、僕もあのショットを打ちたい」等、何
かを感じさせられた試合でした。できれば準決勝や決勝で対戦
したかったのですが、組み合わせも決まりがあるので仕方あり
ません。最終的には強い選手が勝つのだ、と実感させられた今
までにない体験となりました。もう一度対戦したいです。

最後に、バドミントンのキャプテンとして不甲斐のない結果
となり正直、申し訳ない気持ちでいっぱいです。四年後、出場
するチャンスがあれば挽回して連盟のために日本のために少し
でも恩返しできたらいいなと思いました。

３．今後の課題
最終目標は、４年後のデフリンピック大会で「メダル獲得」

です。出場するためには、来年・再来年に「アジア大会」「世
界選手権大会」が行われるため、まずは選手として選出され、
上位を目指していきたいです。

また、今回ベストコンディションで挑めなかった怪我（右膝）
をしっかり治すことを優先したいと思います。その間は、今大
会の決勝戦の様子を見て、足運びや打ち方などを研究してイ
メージトレーニングを積んでいきたいと思います。怪我が治り
次第、体幹トレーニングや基礎打ちなどを徹底的に練習してい
き、来年（１月）から大会や合宿に参加していきたいと考えて
います。それまでは、怪我の状況をトレーナーに報告をしてい
きたいと思います。

デフリンピック開催まで仕事、練習、合宿に費用等の面での
大変さはありましたが、今大会を通して、知名度が高まり、オ
リンピック・パラリンピックと同じくらいメディアに取り上げ
てもらえるようになってほしいです。

デフリンピック、お世話になりました。また、ありがとうご
ざいました。

選手　　沼倉　昌明

１．当初の目標（自己目標）
①自分の力を 100% 発揮する。
②悔いのない試合をする。
③メダルを取る。

デフリンピックのような世界中の選手が参加するような大き
な大会に出場することは初めてであり、全体のレベルが掴めな
かったので、上記目標をたてました。

２．結果に対する評価
競技の結果については、団体戦、シングルス、ダブルス、混

合ダブルスはすべて決勝トーナメントへ進出を果たし、最終的
には団体戦と混合ダブルスは５位入賞となりました。中でも特
に自分の中で一番評価したいのは、混合ダブルスで強豪の中
国、シード権を持つロシアに大接戦の末、勝ったことです。し
かし、この後の銀メダリストのマレーシアとの試合は直前の試
合（男子ダブルス）の疲れで思うように体が動けなかったこと
で負けてしまいました。もう少し体力があればメダルが取れた
かもしれないと未だに悔やまれますが、ノーシードからベスト
８入りを果たすことができたのは自分の中で大きな自信となり
ました。
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３．今後の課題
１つ目は、ダブルスと混合ダブルスにおいては、コンビネー

ションの完成度をより高め、ラリーの主導権を簡単に相手に渡
さないようにしていくことが大事だと思いました。

２つ目は、技術は互角であっても、疲れにより試合の勝敗が
決まるということが自分も含め、大会全体にもそのような傾向
が見られました。世界で勝つためには、疲れにくい体力作り、
回復力をあげるトレーニングをしていく必要があると思いま
す。

また日本でのデフリンピックに対する認知度が他の国に比
べ、まだまだ低いように感じましたので、認知度を上げていく
活動を行っていくことは競技のレベルアップにも繋がる、大切
なことだと思います。

選手　　太田　歩

１．当初の目標（自己目標）
今回で６度目の国際大会ですが、デフリンピックは初出場で

す。ここまで応援・支援してくださった方々の感謝を胸にメダ
ルを獲得し、良い報告ができるよう大会に臨みました。

２．結果に対する評価
団体戦：ベスト８（入賞）、個人戦では、男子シングルス：

ベスト 32、混合ダブルス：ベスト８（入賞）となりメダルを
獲得することができませんでした。

３．今後の課題
内容としては、反省点いっぱいの大会となりました。試合中

に一番悩んだことは、冷房により風の影響が強く、シャトルを
コントロールすることが難しかったです。風を意識しすぎて、
自分のペースを持続させにくく崩れてしまう場面が多々ありま
した。風の影響を強く受けることは日本では経験したことがな
いので戸惑ってしまいました。シャトルの影響を受けるのは相
手も同じなので、いかに早く慣れるか、気持ちを切り替えられ
るかが鍵となります。今回の試合を通して感じたことは、試合
を有利に進めていく為には足と体幹が重要であることを強く感
じました。また、瞬発力こそあるものの、フェイントを受ける
と体幹がぶれてしまいシャトルに追いつくのが遅れてしまうパ
ターンが多々ありました。技術は海外の選手と比べてそれほど
差異はありません。どんなシャトルも取りに行ける足が大事に
なります。フットワーク力と体力をあげることが世界で上位を
狙う為の条件です。今後についてまだ決めていませんが、デフ
リンピックでの悔しさはデフリンピックでしか晴らせません。
４年後に向けて、人生設計を建てて計画的に行っていくことが
大事になってきます。

最後に、デフリンピックに向けて運営してくださった協会ス
タッフの方々、指導、応援して下さった皆さまのおかげで最高
の舞台に立つことができ、感謝の気持ちでいっぱいです。あり
がとうございました。

選手　　吉田　美香

１．当初の目標（自己目標）
団体戦、混合ダブルス入賞、女子ダブルス優勝

２．結果に対する評価
前大会を上回る４位（女子ダブルス）、ベスト８（団体戦）、

メダルを目標にしていましたが、結果を残すことが出来ません
でした。

振り返ってみると今大会で３度目の出場なのですが、１回目、
２回目の時はベテランの先輩方がいて自分はついていくだけで
した。今回は自分が引っ張らなければいけない立場であったに
も関わらず、うまく引っ張れませんでした。女子ダブルスの３、
４位決定戦では相手選手のデフリンピックに懸ける想いに押し
つぶされ、自分たちのペースにできず、終始攻められてしまい
ました。

団体戦でもなかなかうまく次の選手へバトンを渡せず、チー
ム一丸となることの難しさをいつも以上に感じさせられ、反省
する事だらけです。

３．今後の課題
男女ともにレベルが毎年あがってきているのはアジア大会、

世界選手権で身を持って感じていましたが、それらの大会で勝
ててもデフリンピックでは簡単には勝たせてくれないのは自分
が一番よく知っているつもりでした。これまで以上に練習をし
てスピードもスタミナも体力もつけ、合宿で大学生とスパーリ
ングをするたびにパートナーとのコンビネーションを磨き、力
をつけていきました。トレーナーもむかえ、色々トレーニング
をしてきたのにいくら練習しても色々指導をうけても試合のな
かでうまく活かせられませんでした。なぜメダルが獲得出来な
かったのか、なぜ目標を達成する事が出来なかったのかと考え
ると、一番の要因は４年前からしっかりとデフリンピックを見
据えて準備してきていなかったこと、チームワークの良し悪し
を左右するチームメイトとのコミュニケーションが不足してい
たことだと思います。

今後選手として続けるか今は考えていませんが、今後の取り
組み方を考える上で、今回の経験を色々な形で活かしていかな
ければいけないと思っています。

最後に、みなさまにメダルを見せる事が出来ず申し訳ない気
持ちでいっぱいですが、応援していただき本当にありがとうご
ざいました！！

選手　　品田　千紘

１．当初の目標（自己目標）
・団体戦でメダルを取る
・女子ダブルスで金メダルを取る
・女子シングルスでベスト８に入る
・混合ダブルスでベスト８に入る

２．結果に対する評価
まず、自分の中で一番の目標に掲げていた「女子ダブルスで

金メダルを取る」という目標を達成することができませんでし
た。準決勝と３位決定戦について、メダルが欲しいという気持
ちが前面に出てしまったことが敗因だと思います。４年前も同
じところで敗退し、今回も同じところで敗退したということが
今回のデフリンピックの中で一番悔しいところであり、反省す
べき点です。メダルが見えてきたときに、点数を意識したり、
メダルを意識したりする気持ちを上手くコントロールできるよ
うになることが必要だと考えています。

次に混合ダブルスでは、国内の合宿の時に上手くいかず、悔
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しい思いをたくさんしたことと、パートナーといつも一緒に練
習ができる環境であったことが今回の結果につながりました。
また、デフリンピック中に試合を重ねていく中で大きく成長す
ることができました。例えば、試合の中でよいラリーができた
ときに自分がどのようにラリーをつくれば良いのか、自分のポ
ジショニングをどこに置けば良いのかをつかむことができ、瞬
時に適応することができました。混合ダブルスでは予選を突破
したことがなかったのでとても大きな自信となりました。

３．今後の課題
１つ目は試合の経験をデフリンピックのパートナーと４年間

重ねていくことです。今回混合ダブルスで結果を出すことがで
きた点と、自分自身の課題がラリーの組み立て方やポジショニ
ングの取り方にあると考えていることから、パートナーを固定
して数多く様々な相手と試合を重ね、修正を積み重ねていける
ようにします。４年という長期スパンで積み上げていくことが
金メダルを取るために必要なことだと考えています。

２つ目は、練習の質をあげていくことです。他の国の上位選
手と比較したときに、仕事をしながら選手を行っている点から
練習量に大きな差があると考えています。練習時間の差は埋め
ることが難しい面もあるが、練習の質をもっと高めていくこと
は可能であると考えます。練習の質をより高めていくことがで
きるように常に考えながら練習に取り組んでいきます。

選手　　長原　茉奈美

１．当初の目標（自己目標）
団体戦では韓国に勝ち、３位。シングルスは表彰台に上がる

こと、ミックスではベスト８に入ることと目標としていました。

２．結果に対する評価
結果として団体戦ではベスト８となりました。韓国戦では自

分の試合で勝てば次につなげられるという場面の中で負けてし
まいました。試合の内容としては悪くはありませんでした。試
合に負けて悔しかったというよりは、次につなげることができ
なかったことと先輩が今回の大会で引退することから、もう少
し長く試合を続けさせたかったのに負けてしまい、申し訳ない
気持ちでいっぱいです。

シングルスでは自分の中ではマレーシア戦が 1 番ピークだっ
たと思います。また、他の選手より試合数が少なかったことか
ら余力があり、勝つことができたと思います。準決勝から３位
決定戦ではメダルは獲得できましたが、メンタルの弱さからあ
まりいい試合内容ではなかったなと反省しています。

ミックスでは目標は達成することはできましたが、内容とし
てはあまりよくありませんでした。パートナーのカバー力、レ
シーブ力、戦略の立て方にまだまだ詰めが甘いところがありま
した。あとはパートナーの調子をどうコントロールしていった
らいいか考えることも必要だなと改めて思いました。

３．今後の課題
今後の課題としては全種目を通して、メンタルの弱さを鍛え

る必要があります。体力の面では体幹を安定させ、前へ入ると
きのスピードを上げること、技術の面ではネット前のショット
の安定さ、クロスネットに課題があり、練習を重ねていきたい
と思います。これらを４年後のデフリンピックに向けて準備を
していきます。

ありがとうございました。

ビーチバレーボール競技チーム

ゼネラルマネージャー　　平井　望

１．選手・役員の選考基準・方法
前回デフリンピックのソフィア大会が終了し、その年の 12

月から選考合宿、強化合宿を重ねてきました。監督や手話通訳
者、スタッフがソフィア大会後も同じメンバーで継続していた
ため、新体制でのスタートはスムーズでした。その中でトレー
ナーの新規追加をし、さらに聞こえる人でビーチバレー女子日
本代表の元監督や国内トップレベルのプロ選手にコーチとして
技術指導を受ける等、選手をサポートする環境を万全に整えて
きました。

選手については、デフビーチバレーの人口がかなり少ないた
め（把握している範囲では全国で約 20 人ほどである）、選考
合宿に集まった候補選手は男女合わせても 15 人にも満たない
ほどでした。全体的に人数は少ないですが、インドア（６人制）
デフリンピック元日本代表のメンバーの数人がビーチバレーに
転向しており、他にもインドアの全国大会や国体でも活躍した
上位選手も多く、技術的には世界と同格と見ています。

選考基準については、まず、A、B、C のランクで分け、定
期的に体力測定を実施し、ジャパンデフビーチバレーボール
カップや日本ビーチバレーボール連盟（JBV）公認の大会での
結果など総合的に評価しました。最終的にデフリンピックに
男子選手４名を派遣することを決定したのは、2017 年１月に
2016 年世界選手権の３位と４位の成績を持つポーランドチー
ムを日本に招致し、沖縄での合同練習や試合を実施した際の結
果や過去の成績を考慮し、連盟に届け出た経緯があります。

競技スケジュール
７月 20 日～ 24 日　予選、敗者復活戦

25 日～ 29 日　決勝トーナメント

成績と評価
■今井勇太・瀬井達也ペア
【予選／グループ D】

〇　2 （ 21 － 0, 21 － 0 ） 0　ガーナ 2（※ 不戦勝）
●　1 （ 18 － 21, 21 － 17, 10 － 15 ） 2　チェコ
〇　2 （ 21 － 17, 21 － 13 ） 0　メキシコ
〇　2 （ 21 － 14, 21 － 15 ） 0　ギリシャ

【決勝トーナメント】
１回戦

●　1 （ 24 － 22, 18 － 21, 7 － 15 ） 2　ドイツ１
予選では 3 勝 1 敗、リーグ２位で決勝トーナメントに進出

しました。トーナメント１回戦で強豪ドイツとあたり、大接戦
の末 1 － 2 で負けてベスト 16 の結果になりました。負けた相
手のドイツ１は、２年前のデフ欧州選手権でロシアを倒し準優
勝の成績を持つペアであり、今井・瀬井ペアはそのドイツと互
角に戦っていたので、日本は間違いなくメダルを狙えるレベル
であることが分かりました。そのことが今井・瀬井ペアにとっ
て次回のデフリンピックに向けて大きな自信になったようで、
大きな収穫になったと感じています。
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■竹村徳比古・天羽弘志ペア
【予選／グループ B】

●　0 （ 16 － 21, 19 － 21 ） 2　ポーランド２
〇　2 （ 21 － 15, 21 － 8 ） 0　トルコ２
●　0 （ 15 － 21, 8 － 21 ） 2　ロシア２
●　0 （ 10 － 21, 13 － 21 ） 2　ベラルーシ

【敗者復活戦】
●　0 （ 17 － 21, 18 － 21 ） 2　トルコ１

予選では１勝３敗、リーグ４位になったため、敗者復活戦に
出場しましたが、その対戦相手のトルコ１に負け、最終的に予
選敗退という結果となりました。

２．総評
今井勇太・瀬井達也ペアについて

今井選手と瀬井選手は、２人とも元インドア日本代表のエー
スで、過去にデフリンピックや世界選手権の出場経験がありま
すが、ビーチバレーでは今大会が初めての参加でした。もとも
と基礎能力が高く、技術も戦術も高いレベルにあり、初めて合
宿に参加した時から監督もトレーナーもスムーズに指導ができ
ました。２人はペアを組んでわずか半年でありながら、聞こえ
る多くの選手を倒してきており、実力がどんどんついてきてい
るのが分かります。今回のデフリンピックは残念な結果になり
ましたが、次こそ 4 年後のデフリンピックでメダル獲得を目
指し、次世代の見本としても練習に励んでほしいと思っていま
す。

今井選手は、身長が 182cm で体格も大きく、強烈なスパイ
クが武器です。ボールのコントロールもチームの中でもっと
も安定しており、ビーチバレーでは特に難しいといわれるオー
バーハンドパスでのセット（インドアでいうトスのこと、ビー
チバレーでは審判に厳しく見られるためドリブルの反則をとら
れやすく、経験が長く上手い人でも頻繁に使わないほど難度の
高い技術）が得意で、強豪国のチームでもあまり使わないプレー
を見せ、多くの関係者を驚かせました。24歳と年齢的にも若く、
目標意識が高いので、４年後にどこまで上達できるか期待した
いです。

瀬井選手も、185cm と日本人では大型選手の類に入りま
す。インドアのエースとして 2008 年世界選手権の銅メダル、
2012 年世界選手権４位入賞に貢献したことがあり、日本人離
れした長い手足を活かしたスパイクとブロックは世界に通用で
きるレベルで、大会期間中は試合のたびに周りから常に注目さ
れていました。決勝トーナメントでのドイツ戦の終了後に、疲
労と日射病で倒れ込んでいたため、暑さに負けない体力作りが
課題であると思われます。

竹村徳比古・天羽弘志ペアについて
竹村選手と天羽選手は、身長が 170cm と世界からみれば低

く、海外の長身選手と比較すると不利な面がありますが、敏速
な動きは負けていません。基本的に穏やかな性格でありますが、
お互いの競技に対する考え方や価値観の違いがあり、合宿中に
何度もぶつかり合うことがありましたが、デフリンピックの最
後まで本音を言い合えるような関係を築いていくことはできな
かったとみられます。しかし、二人とも予選では得意のレシー
ブで粘り、対戦相手の強豪ロシアを惑わせた場面が多く見られ
ました。

天羽選手は、過去にデフリンピック１回、世界選手権１回、
海外大会１回の出場経験があり、日本代表歴が８年とチームの
中でもっとも長く 2012 年世界選手権では５位タイ、2015 年

ラトビアオープン大会の決勝戦でロシアを倒した経験がありま
す。47 歳という大ベテランであり、デフリンピック初出場の
竹村選手をフォローしてくれるだろうと期待していた中の一人
です。

竹村選手は、実は競技歴イコール日本代表歴です。今の体型
からは全く想像できませんが、３年ほど前に初めて選考合宿に
参加した際は、現在より 15kg ほど体重があり、やや肥満体型
でした。当時はボールを扱う技術も日本代表レベルでは話にな
らないほどでした。インドアの経験もほとんどありませんでし
たが、本人の人一倍の努力が実り、わずか２年半で、天羽選手
に劣らないほどにまで上達していった点をあまり前例がないた
め評価したいです。

チーム体制と各コーチの役割
日本選手団メンバーは、選手の今井勇太、瀬井達也、天羽弘志、

竹村徳比古、GM の平井望（ろう者）、トレーナーの岩田秀治（聞
こえる人）の６人です。日本選手団メンバーではない、村外ス
タッフ（日本スポーツ振興センター助成金対象）は、牛尾洋人

（聞こえる人・監督／総合指導）、牛尾正和（聞こえる人・コー
チ／技術指導）、根本由家（聞こえる人・手話通訳）、岩澤良介（聞
こえる人・トレーナー）がおり、実際、デフビーチバレー日本
代表チームは、全部で 10 人のチーム構成になっています。こ
のチームにトレーナーが２人いるのは、岩澤がフィジカル担当、
岩田がコンディショニング担当で、身体作りとケアの役割で分
けているからです。

日本選手団の公費対象になるのが選手４人に対しスタッフは
2 名までと、連盟から通達がありました。公費対象外のスタッ
フが日本選手団に入るには、全額自己負担が必要です。４人分
の費用となると高額となるため、その費用を捻出することがで
きず、６人のスタッフの中から２名をどう選ぶか大変悩みまし
た。なぜなら、大会会場のコートに入るための ID カードがな
いと、スタッフは試合前の練習でボール出しや直接的な指導
ができないからです。選手村でのスタッフの役割を考えると、
TD 会議に出席するために国際手話を理解するには平井でない
と厳しいのと、選手の身体をケアできることを考慮すると岩田
になるため、日本選手団に入るスタッフは平井と岩田に決定し
たという経緯があります。

大会の競技運営などの報告
まず、セキュリティ面については、選手村と同じように、複

数人の警官が手荷物をＸ線検査で通し、セキュリティゲートを
くぐる形で競技会場に入りましたが、特に大きなトラブルはあ
りませんでした。

コートの砂質は、きめ細かいほうでどこかの砂浜から持ち込
まれたものなのか人工的なものではなく、踏み込んでみるとや
や深い印象がありました。良質ではあるが、深ければ深いほど
体力の消耗が早くなるため、砂質は試合の中でも重要なポイン
トです。

競技会場のコートは全部で 44 面あり、試合用が２面、練習
用が２面でした。試合用の２面は、観客席スタンドに囲まれた
メインコートと練習用と変わらないサブコートで、メインコー
トは１日おきに男子用と女子用が入れ替わりますが、決勝トー
ナメント１回戦当日の朝、支柱の不調（ネットの高さを調整す
る部分が故障したと聞いている）のため、試合直前になるまで
男子のコートがどっちになるか分からないというアクシデント
がありました。

飲料水の提供については、試合の間のみと言われ、試合前の
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練習で飲む飲料水は、会場から徒歩 10 分ほどのところにある
売店で購入するしか方法がなく、ほぼ毎日スタッフが売店まで
足を運びましたが、売店においてあるミネラルウォーターは冷
えていないものばかりでした。また、大会運営側から氷の提供
はなく、選手村や村外スタッフの宿泊先から運んでくるなど、
苦労した面も少なくありませんでした。

競技規則の適用（問題点など）
TD 会議で試合の組み合わせ抽選を行っていました。ガーナ

チームがビザの関係でトルコに入国できていないと聞いていま
した。すでにガーナが不参加と分かっているのに TD 会議では、
どういうわけかガーナは抽選の対象としており、予選リーグに
入れられていました。男子のエントリーは、ガーナの２チーム
を含めて全部で 22 チームでしたが、ガーナなしで抽選を行う
とすると 20 チームになるため、4 チームずつの予選グループ
5 つが成り立ちます。決勝トーナメントに進出できる条件が明
確であり、どの国のチームが勝っても負けても公平であると考
えられます。TD に問い合わせると、ICSD のルール上、不参
加と明らかになっていても削除することはできないと言われ、
結局予選リーグの３グループが４チームでの構成、残り２グ
ループが５チームでの構成となりました。つまり、ガーナと対
戦するチームはすべて不戦勝となるわけです。また、予選終了
後、グループ内の２位と３位のチームは一斉抽選になり、リー
グ２位が別の２位チームとあたり、リーグ３位が別の３位チー
ムとあたるという不公平感のある組み合わせになってしまいま
した。今井・瀬井ペアは予選で２位になったのに、別リーグ２
位のドイツとあたることになったのです。最終エントリーをし
ていたとしても事情で大会に参加しないと分かった時点で、棄
権として扱うほうが大会運営もスムーズではないでしょうか。
公平性を考えると、このルールは改正すべきであると考えます。

選手村での問題点
男子選手４名、男性トレーナー１名、女性マネージャー１名

の構成を考えると、部屋は４つ必要になります。選手とスタッ
フは一緒になることは常識的に考えられませんが、トルコ大会
組織委員会から日本に渡された部屋の数が予定よりも少なかっ
たため、ビーチバレーチームに与えられた部屋は 3 つだけで
した。やむを得ず、選手２名、選手２名プラストレーナー、女
性マネージャーの３部屋に分けることになりました。２週間続
けて同じ部屋になると選手同士でもストレスがたまるのに、選
手とスタッフが一緒で、立場の違いもありお互い大変気を遣っ
たとの声がありました。特に、選手は翌日の試合のために早く
就寝しなければならないのに対し、同じ部屋にいるスタッフが
業務のため遅くまで起きていることによって生活スタイルが異
なります。こういった部屋割りが試合に影響を与えたことを否
定することはできません。

村外スタッフ分の ID 取得について
デフリンピックの数ヶ月前から、費用がかかってもいいから

村外スタッフにもデフリンピックの ID を与えてほしいと交渉
を続けていましたが、ID を取得できないままトルコ入りしま
した。現地入りしてから予選が始まるまでの間の練習のみとい
う限定で、ICSD より村外スタッフのビーチコートの入場が認
められましたが、予選が始まると村外スタッフがコートに入れ
ないために、お互い試合を控えている選手同士で、本来やるは
ずのないボール出しをしたことで、竹村・天羽ペアの後に、試
合を控えた今井・瀬井ペアが、大事な初戦であるチェコ戦で大

接戦の末負けてしまいました。コートにスタッフが入れないた
めにサポートしてもらえないという不安があったとみられま
す。勝てる相手だっただけに、村外スタッフがコートに入って
いればと、大変悔しい思いをしました。しかし、その日の夜、
ICSD の本部に直接行けば交渉次第だが ID がもらえるかもし
れないという情報をドイツチームの役員から教えてもらいまし
た。翌日に交渉しに行ったところ、無事に取得することができ
ました。これで村外スタッフもコートに入れるようになり、翌
日から試合に専念することができ、選手は精神的にも体力的に
もかなり楽になったと話していました。ID 取得ができる、で
きないかで、ここまで選手に影響を与えてしまうものなのだと
思い知らされました。日本選手団に入りたくても資金がないか
らやむを得ず村外スタッフになっているわけで、日本チームが
勝つために、メダルを獲るために、次回からは村外スタッフに
対しても ID 取得を認める必要があるのではないかと思います。

今後の課題
２チームとも多くの国際大会の経験を積む必要があると感じ

ました。大会期間も長く、気候や普段の食事、生活環境も違う
ため、コンディショニングやリカバリーなど体調管理の面につ
いて十分な状態で臨めなかったと感じました。国際大会だけで
なく、海外での合宿も視野に入れ、次の強化計画を組み立てて
いきたいと思います。また、デフビーチバレーの普及が急務と
思われます。インドア人口と比べて、まだまだビーチバレー人
口が少ないので、ボトムアップが重要です。人口が増えること
で、代表候補メンバーの層が厚くなり、競争力も生まれ、日本
のデフビーチバレー界全体のレベルアップが期待できます。今
後は、全国各地でビーチバレーのスクール事業や、大会開催な
どを通じて、ビーチバレー人口を増やすことに注力したいと思
います。また同時に代表候補メンバーの強化も４年後のデフリ
ンピックに向けて動き始め、個々のレベルアップはもちろんの
こと、国際大会などの経験を積ませられるよう、サポートして
いき、メダル獲得を目指したいです。最後に、デフリンピック
派遣に尽力いただいた連盟、応援してくださった皆様に感謝申
し上げます。

メディカルトレーナー　　岩田　秀治

１．自己の役割とその評価
はじめに、ソフィア大会男子バレーボール日本代表チームト

レーナーに引き続き、今大会においてもビーチバレーボール日
本代表チームメディカルトレーナーとして帯同させていただい
た日本デフバレーボール協会に感謝申し上げます。

今回コンディショニングトレーナーとメディカルトレーナー
の２人体制で選手のサポートにあたってきました。メディカル
トレーナーの仕事は、スポーツ傷害の対応、治療、動作分析、コー
ディネーショントレーニング、栄養指導、ドーピングコントロー
ル、テーピングなどが主な業務でした。
①スポーツ傷害の対応、治療

ビーチバレーボールは砂の上で行うため、スポーツ外傷は
非常に少ない反面、スポーツ障害が発生することが多いです。
疼痛に対しては徒手療法と物理療法を用いて除痛を図り、パ
フォーマンス向上には PNF（固有受容性神経筋促通法）を用い、
機能障害を軽減することができました。
②動作分析

映像による動作分析では、動作フォームの改善はもとより、
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動作から機能障害を抽出し評価結果から傷害予防やパフォーマ
ンス向上につなげることができました。
③コーディネーショントレーニング

神経系のトレーニングを導入することで協調性を高め、パ
ワーだけではなく外界からの刺激に反応できる身体機能獲得を
目指しました。
④栄養指導

国内強化合宿において、筋量増加または減量が必要な選手に
対し代謝のメカニズムを詳細に説明しながら栄養指導を行いま
した。これによって選手がトレーナーに依存するのではなく、
最終的にセルフマネージメントできることを目的としました。
大会期間中、今なにを選択しどのくらいの量を摂ればよいかと
いうことをこちらから指示しなくても選手自ら選択できるよう
になりました。
⑤ドーピングコントロール

選手には現在服用している薬や体調不良等で服用することに
なった薬についての報告をお願いし、常にスポーツファーマシ
ストと連携し、禁止薬物の服用がないように心掛けました。
⑥テーピング

インドアスポーツと違い、汗だけではなく砂の付着による
テーピングの粘着性低下は必至であり、材質の選択と施行方法
を模索しました。

２．今後の課題
選手村では組織委員会から割り振られた部屋数が要望してい

たものよりかなり少なくなったため、選手とスタッフが同室の
部屋割りとなり、選手は心身ともにリラックスできなかったの
ではないかと思われます。そのため、選手とスタッフは別室で
あることが望ましいと考えます。

今大会、JPN1（今井・瀬井ペア）がヨーロッパ選手権準優
勝のドイツを相手にフルセットまで持ち込んだこと、JPN2（天
羽・竹村ペア）が銅メダル獲得のロシア 2 に大きく点差をつ
けてリードするなど、日本と強豪国の距離感を把握することが
できました。その上で、日本選手が諸外国勢と互角に戦うため
には敏捷性と持久性の獲得は不可欠であると考えます。

その他、ビーチバレーボールはそのルール上、スタッフと選
手が試合中にコミュニケーションを図ることができないこと
や、１チーム２人で構成されるという点から個人競技に分類さ
れ、選手同士の信頼関係の構築が重要となります。そのため、
テクニカルやフィジカルの強化のみならず、選手自身の人とし
ての質的な成熟が求められることも今後の課題と位置づけられ
ます。

デフリンピック期間中は大きなスポーツ傷害や、著明な下痢
や熱発などの体調不良は発生せず、軽度の熱中症を呈した選手
もいましたが、本部ドクターの迅速な対応によって軽快しまし
た。

日本選手団本部メディカルスタッフとチームトレーナーとの
連携は、選手のパフォーマンス向上に大きく反映され、大会期
間中大変心強い存在でした。

最後になりましたが、大会派遣にあたり連盟をはじめご協力
いただいた方々、応援していただいた皆様に深く感謝申し上げ
ます。

選手　　今井　勇太

１．当初の目標（自己目標）
今回のデフリンピックで３回目の出場となり、前回と前々回

のデフリンピックはインドアバレーで、今回のデフリンピック
はビーチバレーでの出場でした。ビーチバレーは元々、昨年の
世界選手権に出場してないため、連盟が設定するデフリンピッ
クの派遣基準を満たしてない状況でした。2017 年の１月に世
界選手権で３位と４位のポーランドチームを沖縄に招聘し、親
善試合を行い、結果を出したことによって、デフリンピックの
派遣を認めていただくことができたという経緯がありました。

実際にビーチバレーで世界大会を経験したことないままでの
出場でしたので、自分のレベルが世界レベルのどの位置にある
のか分からなかったです。過去の日本チームの最高記録（ベス
ト 16）を塗り替えることを第一にデフビーチバレー史上初の
メダル獲得を目指してきました。

２．結果に対する評価
結果は予選グループを３勝１敗で２位通過、決勝トーナメン

ト１回戦で敗退し、ベスト 16 で終えました。過去の日本チー
ムの最高記録を塗り替えることはできませんでした。

世界レベルを初めて自分の肌で経験したのですが、ベスト８
以上のチームはどのチームも優勝する実力が備わっており、今
大会で負けた相手は全てベスト８以上のチーム｛ドイツ（５位）、
チェコ（７位）｝であり、両方ともフルセットで負けています。

結果だけ考えると残念ですが、強豪チームと互角に戦えたの
は、これまでの日本チームではできなかったことであり、今後
の可能性を示すことができた結果ではあると思います。

３．今後の課題
私が考える今後の課題は２つあります。１つ目は、ビーチバ

レーのできる環境について、ビーチバレーは他競技に比べて
フィジカルや頭脳力を必要とする競技ですので、練習を重ねな
ければ向上しにくいです。月１回の合宿だけでは、週３～４で
練習している海外チームに勝つのは厳しいと思います。ビーチ
バレーができる環境が身近にあれば個人で定期的に練習を重ね
ることができて、レベルアップに繋がります。

２つ目は、海外チームとの対戦する機会について、デフリン
ピックまでの合宿で国内のプロチームとたくさんゲームを重ね
てレベルアップを計ってきましたが、日本人と戦うことは慣れ
ても外国人と戦うことは慣れてなく、デフリンピックで外国人
と戦って戸惑う部分があったのは否めません。強化費の関係で
難しいとは思いますが、そういった機会があればまた違った結
果となったのではないかと感じました。

選手　　瀬井　達也

１．当初の目標（自己目標）
メダルを獲得すること

２．結果に対する評価
初出場となったデフリンピックにおける結果はベスト 16 と

目標の最低ラインに到達することは出来ませんでしたが、結果
に対する収穫としては初めて自力で決勝トーナメントに進出で
きたことが大きかったです。

予選リーグの結果は３勝１敗で１敗はフルセットでの敗北と
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ほぼ想定通りに結果を出すことが出来ましたが、決勝トーナメ
ントの一回戦は前回の欧州選手権で２位、今回の大会で５位を
取ったドイツとあたりました。そのドイツ戦ではフルセットの
末に敗退という形になりましたが、今回の試合では日本が世界
を相手に戦っていけるということを証明し、今後に繋げられる
内容だったと確信しています。

３．今後の課題
前大会までは決勝トーナメントへ自力進出もできませんでし

たが、今大会では自力で進出し、上位入賞した相手と戦えたと
いうことは非常に大きな意味があったと思います。しかし、当
初の目標であるメダルを獲得するためには普段からの練習で国
内トップレベルの選手達やプロ選手らにも指導しているコーチ
を招へいして技術や戦術の底上げが必要と実感しています。実
際にデフリンピックの年である 2017 年４月からトップレベル
のプロ選手らやプロ選手に指導しているコーチからの指導を受
けることによってわずか３ヶ月半でドイツと互角に戦うことが
出来たし、この環境が無かったら決勝トーナメント進出ですら
危うかったと感じています。

今後の課題としてはデフスポーツを取り巻く環境を聞こえる
人と変わらない仕組みにすることだと思います。繰り返しにな
りますが、国内トップレベルの選手らと合同練習したり、プロ
選手へ指導しているコーチを招へいし、指導を受けられる環境
を作っていかなければメダル獲得は出来ないと思います。今回
の大会で培った経験を次世代に伝えられるようにし、デフビー
チバレーボール界を盛り上げられるようにしていきたいです。

選手　　竹村 徳比古

１．当初の目標
まずは予選を突破することが目標でしたが、私にとっては初

めてのデフリンピックでしたので、環境（コート、ボール）に
すぐ慣れるよう努力しました。

また、緊張感、責任感が多く不安でしたが、スタッフ、選手
共に行動し、常に連絡しあったことで不安もなくスムーズに行
動ができ、試合に集中することができました。おかげでホーム
コートであるトルコ戦で勝利する事ができました。

２．結果に対する評価
試合前になるとどの選手からも緊張感が伝わってきて、こち

らも負けられないと戦術を練っていましたが、お互いの主張が
あり言い合いになることもありました。ただ、お互いの主張に
よって、より良い人間関係が生まれ、攻め方や守り方を強化す
る事が出来ました。

身体能力は世界と比べて低いほうですが、スピードやトスな
どの技術は負けていませんでした。作戦の数が少なかった事が
敗因でしたが、開催国トルコで観客のほとんどがトルコチーム
を応援していた中、勝てた事は私にとっては大きな一歩となり
ました。

３．今後の課題
技術面やフィジカル面はもちろん、試合のための作戦をいく

つか持っておくことが一番重要だったので、国内の大会でいく
つか作戦をたて、次のデフリンピックに繋げていく所存です。

選手　　天羽　弘志

１．当初の目標（自己目標）
大会に向けて３月までは毎月２回の合宿を行ってきました。

４月以降は毎週土日に厳しい練習をしてきました。基礎練習、
試合を繰り返し、最後の合宿で追い込みはコーチやビーチバ
レーの選手達とやりました。目標はメダルを獲りたいと思い、
本当に地獄のようなトレーニングに耐えてきました。

２．結果に対する評価
ブルガリア大会に引き続き、今回のトルコ大会で、２大会連

続で出場させていただきました。予選リーグではポーランド、
トルコ、ロシア、エストリアと戦い、１勝３敗で４位となりま
した。復活戦でトルコとの対戦に挑みましたが、２対０で敗退
し、悔しい結果となりました。万全を期して臨んだトルコ大会
でしたが、試合内容は厳しいものでした。トルコのコートは細
かく柔らかい砂で深さもあり、跳びにくい状態でした。また、
黒海から吹き上げてくる風がネットの上を流れるため、ボール
が流れタイミングをとるのが難しかったです。

３．今後の課題
今年は仕事が忙しく疲れが残り、結果として、攻撃やサーブ、

アタック力、ジャンプ力等でトレーニングをしてきたことを十
分に発揮することができなかったことが悔やまれます。私は特
に腰痛がひどかったのですが、今大会では２人のトレーナーの
方に毎試合ごとに調整していただくことができました。そのお
かげで試合本番では痛みを気にすることなくワクワク楽しい気
持ちでプレーすることができました。本当に感謝の気持ちで
いっぱいです。

39 歳から始まった選手生活でしたが、この間、たくさんの
出会いがありました。最高の監督、コーチ、手話通訳、マネー
ジャー、トレーナー、ドクター、そしてビーチバレーの選手達、
仲間と助け合い支え合って頑張ってきました。この９年間の選
手生活に悔いはありません。これもたくさんの方々に支えてい
ただいたおかげだと感謝しております。本当にありがとうござ
いました。

自転車競技チーム

監督　　小笠原　崇裕

１．選手・役員の選考基準・方法
選手／ 2016 年 12 月までの成績、入賞率などから４人の推薦

者を同年 12 月に選考し、補欠者として４人を推薦順に選考
しました。ろう自転車競技協会の役員会で承認され、連盟に
提出しました。2017 年３月に、連盟よりエース選手の手助
けをするロードレースの競技特性によるアシスト選手が認め
られ、５人の枠をいただけたので補欠者の推薦順に基づいて
１人を繰り上げし、５人を代表選手としてろう自転車競技協
会の役員会で再度承認し決定しました。

トレーナー／ 2014 年から大会、合宿への帯同を行っており、
トレーナーとしてのケア以外にも選手への食事指導なども行
い、選手からの信頼が厚いです。英語も堪能であり、海外の
大会では抗議等を行う場合の文章作成が行えることもあるた
め、スタッフとして多岐に渡るサポートを行えます。
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手話通訳／監督が手話ができないこともあり 2014 年から大
会、合宿への帯同を行っていました。手話通訳者自身も自転
車やランニングを嗜むこともあり、自転車競技の専門用語に
も深く精通しており難しいニュアンスの指示も的確に伝える
ことができます。帯同経験が豊富であり選手のメンタルも含
めてサポートを行えます。

監督／ 2014 年より監督に就任し、大会や合宿への帯同してお
り、アジア太平洋ろう者競技大会などの国際大会への帯同も
していました。

２．総評
・チーム体制

今大会へは、男子選手３人、女子選手２人、トレーナー、手
話通訳、監督の５人の体制で挑みました。トレーナーはデフ
ジャパンチームの大会参戦、合宿に帯同しケアを行ってきたア
ロマコンディショニングのトレーナーで、選手のケアだけでは
なく体調管理や食事管理にまで精通しており選手からの支持も
厚いベテランです。手話通訳者は普段も手話通訳士として重要
な仕事を任せられるベテランで、自身も自転車に乗っており、
大会参戦、合宿への帯同も豊富で自転車特有の専門用語にも精
通しており、選手と監督の意思疎通に欠かせません。監督はプ
ロ自転車競技者として 15 年のベテランで、後進を育てるべく
日本自転車競技連盟ナショナルチームのコーチとしても活動。
2014 年より、ろう自転車競技の監督に就任しています。

・競技スケジュール
自転車競技は５種目あります。（ロードが４種目、マウンテ

ンバイク（MTB）が１種目）ロード種目は１日おきに競技が
開催され、７月 19 日の１日目は「1,000m スプリント」。予
選で 200m の距離でタイム計測を行い、男子は 16 人が勝ち抜
き戦の本戦へ進めます。女子は参加人数が 16 人に満たなかっ
たため、組み合わせを決める予選となりました。本戦では２人
ずつで走り、1,000m 先のゴールに先着した選手が勝ち上がり、
決勝まで行います。

７月 21 日の２日目は「タイムトライアル」。（男子は 50km、
女子は 30km）時間を置いて１人ずつスタートし、他のライダー
を風避けなどに使わずにスタートからゴールまで個人の力のみ
でゴールタイムを競います。

７月 23 日の３日目は「ロードレース」。（男子は 100km、
女子は 70km）一斉にスタートしゴールの着順を競います。個
人競技に近い形態ですが、エースを勝たせるためにアシストが
風避けになったり、補給のボトルを受け取りに行ったりとチー
ムプレーが必要となる種目です。

７月 24 日の４日目はマウンテンバイクの「クロスカント
リーオリンピック」。（男子は26km、女子は18km）一斉にスター
トし、ゴールの着順を競います。起伏のある周回コースで行わ
れ、シングルトラックと呼ばれる自転車１台分しか通れない細
い道幅が多くあり、天候によって大きく路面状況が変わるので
体力とテクニックが重要です。

７月 25 日の５日目は「ポイントレース」。（男子は 50km、
女子は 40km）一斉にスタートし、周回コースで競います。２
km 毎にポイント周回となり、１着から４着までポイントが与
えられ、ポイントの合計得点を競います。自転車競技のチェス
と呼ばれ、高度な戦術、戦略が必要となります。

・競技運営
日本国内の大会は非常にシステマチックに運営されており、

スタッフや選手など大会に関わる全ての人達が自発的に考えて
行動しているが、海外の大会に行くと何をするにも「待つ」こ
とが必須となり、運営スタッフに質問をしても「わからない」
の一言でその場で終わることが多々ありました。こういった経
験を選手とスタッフが積んできていることもあり、今回のデフ
リンピックの「競技運営」自体はいわゆる海外大会と同等以上
の運営がされていたと感じました。ただ、ID カードの発行手順、
開会式の待ち時間、選手村、食事、送迎バスといった競技運営
以外の部分では改善の余地が多分にありました。世界一の規模
の大会を開催する場合、お国柄という言葉では済まされないこ
ともあるように思います。

・競技規則
非常に多くの問題が日々繰り返されました。一番大きな問題

として、チーフコミッセール（審判のトップ）と、その下に付
くコミッセール達との間の連携が上手く取れていなかったこと
があります。チーフコミッセールは手話のみで全ての関係者に
規則やスケジュールなどを伝えていくが、コミッセールは全て
を把握していなかったり、解釈の違いが出ていたのか、同じ質
問を両者にしても相違があることが多くありました。チーフコ
ミッセールの決定が一番の効力を発揮するが、チーフコミッ
セールが早急に捕まらない場合が多々あり、そういった場合に
コミッセールに指示を仰ぎ言われたように準備を進めるが、後
にチーフコミッセールに再度同じ質問をするとコミッセールと
は真逆の答えが返って来ることもありました。チーフコミッ
セールが伝えたことは全て文章化し、インフォメーションボー
ドに張り出せば手話を読み逃した部分や、解釈の違う部分を再
度確認に行く手間が省けます。これは多くの国が同じように読
み逃した部分を確認しにいっており、チーフコミッセールに聞
けば 10 秒で済む確認をするのに５分ほど待たされたりしまし
た。

また、競技開始時間が遅れることがほぼ全種目で起こってお
り、スタート地点で選手、スタッフに向けて競技規則、ルール
の説明を長々と行っていることが原因でした。本番のスタート
地点でルール説明をするのは初めての出来事です。競技関係者
は「知っていて当然」のルール等の事柄を説明する必要はなく、
知らない選手はルール違反を犯して失格になっていくのが公式
戦です。どういった理由で説明の時間を設けていたのかは不明
ですが、ルールを知っている選手達にとっては集中力が削がれ
ていくことになりかねません。参加規約に規則、ルールの周知
徹底という文言を入れてもらいたいです。

・競技中
翻弄されたこととして、競技中にルールが次々に変更になっ

ていった点があります。
① TD 会議で 35km と決定された距離がゴール後に計測器を
見たら 30km でした。（当初は 30km の予定で、TD 会議で
35km に変更され決定）。
②競技中における水分等の補充と機材交換は無し、という TD
会議での決定でしたが、競技が始まってしばらく経つと水分補
給の為のボトルをスタッフが渡す国が出始め、次には機材交換
の為の予備ホイールを道端に準備する国が出てきて、結局はす
ぐに対応が出来た国はなし崩し的に補給と機材の準備を行いま
した。問題は、こういった重要な決定事項が全ての国の監督が
集められて行われるのではなく、どこかの国が OK をもらって
動き始め、それを見た他の国が動き、徐々に広がっていったこ
とにあります。電気の無い時代のようなことが行われていまし
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たが、スマートフォンを誰でも持っている時代なので SNS に
登録しておき、一斉に送信すれば各国に平等に情報が届けられ
ます。
③補給ボトル等の補充、機材交換が行える場所がレース開始後
に危険、受け取りにくいという理由で変更になり、30m ほど
場所が移動しました。これは事前に念入りにシミュレーション
を行っていなかった運営側のミスであり、変更をするために遊
歩道の木枠を叩き壊す必要があり、何と壊している最中に選手
達が来てしまってあわやスタッフと激突寸前でした。スタート
後に変更がされるのは通常ではありえません。

・大会までの準備
デフリンピックへの帯同は初めてのことであり、準備段階か

ら大会についての様々な情報が非常に少なく、選手村のシステ
ムや競技会場までのアクセスなど、事前に把握しておきたい情
報がありませんでした。過去の大会に参加していた選手達は「前
もこんな感じ」と、不安もなく準備を進めており、初参加の身
としては選手に救われることもありました。５人の選手達は海
外経験も多くあり、競技に必要な物、自分に必要な物をしっか
りと把握しており、監督からは自転車に関する特殊なメカニカ
ルな部分の指示をしたのみでした。ただ、自転車競技はとにか
く荷物が多く、日用雑貨のような現地調達ができる物はできる
だけ持たないようにし、競技種目によって自転車の種類が違う
ので、１人で２台を持ち込みました。また、全員の選手が予備
のホイールを準備しました。スタッフ側は、トレーナーが持ち
込む物資が多くなります。落車をすることを想定するとテーピ
ング類の消費は激しくなり、炊飯器や米など日本食を持ち込む
案がありましたが、選手村で３食が提供され、安全性にもしっ
かりと留意しているとのことだったので、ふりかけや醤油など
の最低限だけ持ち込みました。選手達の強化準備として大会の
コースが発表になってから、似たようなコースレイアウトの場
所で練習、合宿を行いました。自転車競技はコースレイアウト
が大会毎に大きく異なり、上りの少ない平坦基調のレイアウト
と、上りが多い山岳地帯のレイアウトでは求められる要素がガ
ラっと変わってくるので、大会のコースレイアウトに準じた強
化を行う必要がありました。

また、自転車本体やホイールといった機材もコースレイアウ
トによって優劣が出てくる部分であるため、長さや斜度、風の
強弱、路面の状況などを考慮した機材を用意しました。

・成績
早瀨憲太郎
スプリント　　　　６位入賞
タイムトライアル　10 位
ロードレース　　　20 位
ポイントレース　　11 位

川野健太
スプリント　　　　18 位
タイムトライアル　37 位
ロードレース　　　39 位
ポイントレース　　18 位

箭内秀平
マウンテンバイク　６位入賞

早瀨久美
スプリント　　　　10 位
タイムトライアル　11 位
ロードレース　　　５位入賞
ポイントレース　　８位入賞
マウンテンバイク　３位　銅メダル

簑原由加利
スプリント　　　　12 位
タイムトライアル　３位　銅メダル
ロードレース　　　７位入賞
ポイントレース　　７位入賞

・評価、まとめ
男子は各国のレベルアップが顕著に現れており、メダルを獲

得する選手達は日本国内の聞こえる人の中に混ざって競技を
行っても優勝争いができるほどの実力を持っていました。私自
身が監督として今回のデフリンピックに参加するまで、世界各
国からトップレベルの選手が集まる大会を経験していなかった
ことが悔やまれます。トップ選手も参戦するデフ・ツールド・
台湾の国際大会は経験しているものの、参加人数やレース形式
の違いなどがあり、正確なレベルの把握が行えませんでした。
いち早く世界レベルを認識していれば、もう少し対策を取れた
かもしれません。

女子は入賞をする選手は大柄でパワフルであり、スプリント
やポイントレースでのダッシュ力に優れた走りが多く見られま
した。その反面、持久力や忍耐力が必要とされるシーンでは日
本チームに分がある場面もあり、諦めない走りがロードレー
ス、ポイントレースでの入賞に繋がりました。瞬間的なパワー
不足を補う練習を積んでいけば、ゴール手前の最終局面に自信
を持って挑んでいけます。

また、スプリントは一瞬の判断ミス、躊躇したことによるコ
ンマの差で勝ち負けが決まってしまう種目です。相手の脚質や
得意な展開などを把握する情報収集をもう少し行いたかったで
す。予選のタイムトライアルでは早瀨憲太郎選手が３位のタイ
ムだったので力では負けておらず、今後を見据えて仕掛けるタ
イミングや戦術の練習をしっかりと行っていきたいです。

タイムトライアルは個人の力量がはっきり出て、実力が如実
に出る種目です。ペースを維持して最大限の力で最後まで走り
続けた簑原選手がこの種目初の銅メダルを獲得しました。聞こ
える人の競技の世界ではロードレースは展開によって上位に食
い込む事がありますが、個人の力のみのタイムトライアルでは
歯が立ちません。その中での銅メダルは世界レベルの実力が備
わっている事を証明してみせました。ポジションの改善により
更に上を目指せるように感じられました。

ロードレースでは男子２人の落車によってチャンスを逃して
しまいましたが、１～３位までが入った逃げ集団に早瀨憲太郎
選手がしっかりと入った事は評価したいと思います。女子２人
は揺さぶりで集団から何度も遅れてしまいましたが、持ち前の
忍耐力で集団復帰し、ゴール手前まで第一集団で進んでゴール
勝負に持ち込んだのは、諦めない走りをした賜物です。男女と
もに世界と比べて大きな差は感じられませんでしたが、ろう者
のみのレースにてもう少し経験を積ませたいです。

ポイントレースの男子は非常にスピーディな展開が繰り返さ
れ、ロシアのチームワークが突出しており、他国にポイントを
取らせないように組織立って動いていました。川野選手は先頭
に周回遅れにされた後に先頭パックに付いて走り、一歩も引か
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ずに戦い続ける姿勢を見せてくれました。こういった走りが次
の大会に繋がっていきます。女子は２人ともに入賞を果たしま
したが、展開を読む力を身に付けたら更に上の順位を狙えると
感じられました。攻めるときと休むときを明確にし、自ら展開
の流れを作れるとメダル獲得が見えてきます。

マウンテンバイクでは男子の箭内選手がゴール手前まで４位
争いをして６位入賞。テクニックよりもフィジカルが求められ
るコースレイアウトであったが、体脂肪を極限まで落とし、上
りで軽さを生かした走りで善戦しました。女子では久美選手が
前大会に続き銅メダルを獲得しました。唯一全種目にエント
リーし、連日疲労との戦いでもあったかもしれませんが、練習
で総合的な力を身に付けてきた成果が現れました。男女ともに
１分～３分間の最大出力を高めれば更に上位に食い込むことが
感じられました。

全体としては、刻々と変わるスケジュールや運営に振り回さ
れながらも各自の冷静な判断力でもって競技に挑めたように感
じられました。大きなトラブルもなく、５選手が全種目のスター
トラインに立ち、ゴールまで走りきったことは日本選手団が一
丸となって戦った証です。連日、日本より駆けつけた応援団の
姿があり、そして日本からも大きな声援を送って頂いて、選手、
スタッフともに心の支えとなって頑張ることができました。

ありがとうございました。

マッサー　　西川　昌子

１．自己の役割とその評価
自己の役割

マッサーとして、選手全員の心身の状態を常に把握し、万全
な状態で試合に臨むことが出来る状態にする事。
評価

2015 年以来自転車チームの要請の元、スポーツアロマ・コ
ンディショニングトレーナーとして『Deaf JAPAN　自転車
チーム』と共に、国内の大会は元より、海外に於いて「アジア
太平洋ろう者競技大会」「デフ・ツール・ド台湾」を『レース
を共に戦って来た！』と言う自負の元、共に切磋琢磨して挑ん
だ『デフリンピック』でした。

選手の皆さんの心身の状態に関しては、彼らの中に身を置く
ことで、手話のできない私でも、表情ややり取り、動きを見る
事で様々な事を把握し、対応していく様に努めました。選手は
何を欲しているのか？痛みのあるところはないか？気になる事
は一つずつ、何気なく雰囲気を読みながら解消していくように
しました。身体の動きや自転車に乗っている時のポジショニン
グから見えてくる動きの「くせ」や歩行時の身体の「ゆれ」等
もケアの際の注意事項の１つです。そして、実際選手の皆さん
の身体を触らせていただく事で、選手本人も意識していない不
調や以外な不具合がみえてきます。何よりアロマの優れたとこ
ろは、選手一人一人の心はどうなのか？落ち込んでいるのか？
ピリピリ神経質になっているのか？緊張しすぎていないか？き
ちんと眠れているのか？等、色々な状況に応じたアロマオイル

（精油）を駆使してこの様な多くの事柄に対応する事が可能に
なる、と言うことです。

大会中は環境の変化から予期せぬことが起こります。体調維
持や管理も大切です。こんな時もアロマオイル（精油）の助け
を借ります。緊張にはラベンダー、寝つきの悪さにはラベンダー
やオレンジ、イライラした心の安定にはグレープフルーツ、緊
張にはイランイラン、頭痛、歯痛にはペパーミント、とその時々

に応じたアロマオイルを使用します。今回はそれに加えてカッ
ピングを持参し、限られた時間で選手の皆さんの身体を整える
為にアロマオイルとともに使用することで最高のパフォーマン
スを引き出すことができる様努めました。しかしながら今回は
腹痛に悩まされ、中々ベストな状態でレースに挑む事が出来な
かった選手に対しての対応に苦戦しました。こんな時はさすが
に新薬に頼らざるを得ませんでしたが、それもままならず。本
人はたいへん悔しい思いでレースを乗り切るしかありませんで
した。

２．今後の課題
選手の皆さんとのコミュニケーションが大切です。選手が何

を望んでいるのか？レース前に解消しておかなければならない
事は何なのか？何気ない会話の中から選手の様々な情報を拾い
集め、レースに挑む際には万全な状態である様に努め、全ての
トラブルはレース前までに解消します。レース会場では選手が
レースのみに集中できる環境作りに努めます。

手話通訳　　田村　梢

１．自己の役割とその評価
自転車チームの手話通訳として、初めてデフリンピックに帯

同させていただきました。日本ろう自転車競技協会発足当時か
ら、研修などの通訳を担当し、小笠原監督就任の 2014 年から
ナショナルチームの通訳として強化合宿や国内大会に帯同して
きましたが、今回が初めての海外の大会への帯同でした。

大会中は日本手話通訳として、監督と選手、スタッフ間のコ
ミュニケーション、朝・晩のミーティングなどの通訳を担当し
ました。その他にもスタッフとして、レースのための物品の用
意・運搬、選手の昼食の準備やレース情報収集、レース時の選
手のケアサポート、写真や動画などの記録も行いました。

マウンテンバイクでは、男子と女子のレースが時間差で行わ
れ、先にレースを終えた男子選手がドーピング検査に選ばれた
ため、監督が女子のレースに付き添えず、代わりにドリンクや
補給食、替えのホイールの用意やフィード（補給）を急きょ担
当することになりました。フィード担当の可能性は事前に想定
して、国内大会で練習の機会があったので、落ち着いて対応す
ることができました。また、レース中に選手がケガをし、救急
車で運ばれるということがありました。たまたま応援に来てく
ださっていた本部の医師や通訳者の方に、処置と病院への付き
添いをお願いできたおかげで、スタッフも選手も次のレースに
集中することができ、本当にありがたいことでした。
「選手が快適に、余計なストレスなく競技に集中し、最高の

パフォーマンスが発揮できる環境作り」をモットーに努めたつ
もりですが、空港での検査など初めての経験に戸惑うことも多
く、反応が遅れ、必要な時に、必要な場所で、必要なサポート
ができなかった時もあり、大きな反省として残っています。　

今大会では食事や移動、荷物の運搬、情報収集などの面で苦
しい状況があったにもかかわらず、自転車チームは銅メダル２
つ獲得、入賞率 80％という素晴らしい結果を残しました。選
手の皆さんとデフリンピックという素晴らしい時間を共有でき
たことは、とても幸せな得難い経験となりました。このような
機会を与えていただいたことに、日本ろう自転車競技協会の皆
さんをはじめ、応援してくださったすべての方に、深く感謝申
し上げます。
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２．今後の課題
やはり専門性を持った通訳者の育成が課題だと思います。
デフスポーツにおける通訳者には、手話通訳の技術の他にも、

競技に関する知識、長期の帯同に耐えうる体力、選手のメンタ
ルに寄り添える人間力など幅広い力が求められます。今回は
チームに国際手話ができる選手がいたので助けられましたが、
競技に集中してもらうためには、やはり英語や国際手話が堪能
なスタッフも必要です。選手のケガやドーピング検査など、緊
急時のことも事前に想定してどのように対応するか備えておく
ことも大切だと思いました。帯同できるスタッフは限られてい
るので、通訳に加え、幅広い役割を担える対応力と柔軟さ、専
門性を備えたスタッフの育成が欠かせません。

デフスポーツ分野の通訳者の数は限られており、個人が試行
錯誤している状況だと思いますが、個人の経験で終わらせるこ
となく、知識や経験を共有し、引き継いでいけるような集団で
の学びの場を設けることができれば良いと思います。

私自身、英語力や国際手話力はもちろん、フィードや機材の
知識や技術など、どんな状況でも落ち着いて対応できるスタッ
フとしての力をもっと身につけていくことが必要だと痛感しま
した。また、今回得た経験を一人でも多くの人に伝えることで、
デフリンピックの認知度と選手の競技環境の向上に少しでも役
に立つことができればと思っています。

選手　　早瀨　憲太郎

１．当初の目標（自己目標）
具体的な目標として「全４種目のうちロードレース競技にお

いて３位以上でメダル獲得」としました。４種目のうち自分の
専門種目がロードレースであり、４年間この種目をメインに国
内大会出場や練習を重ねてきました。2016 年のデフ・ツール・
ド台湾の実績から世界トップ６位以内の力があり、特にロード
レースでは展開やアシストのサポート次第でメダル獲得の可能
性が高いと自己評価しています。

２．結果に対する評価
【スプリント６位入賞、タイムトライアル 10 位、ロードレー
ス 20 位、ポイント 11 位】
・ ロードレースにおいて 57 人中 20 位という成績は自分の実

力的にも惨敗といってよい結果となりました。ただ 60 人近
くの選手の中でメダル獲得圏内の５人の逃げ集団に入ること
が出来た点、落車に巻き込まれた後も復帰して完走した点は
評価できます。この２点から４年間かけた強化の方向は間
違っておらず、確実に世界でメダルを争えるところまで力を
つけることができており、今後も十分にメダルを狙えるとい
うことを証明しました。

・ スプリントの６位入賞について、決勝で敗退しましたが予選
で世界４位のタイムを出していました。スプリントそのもの
の練習は少なかったですが、ロードレースの中のゴールでの
スプリントの練習の一環として取り組んでいたことが結果に
結びつきました。また通常直線が多いのですが、直角コーナー
が２か所も入ったコースレイアウトだったこともコーナーの
あるロードレースでの練習が生きた形となりました。

・ 大会直前の鎖骨骨折にも関わらず出場でき、入賞することが
できたのは帯同ドクターの立石先生の力によるところが大き
いです。ロードレースでの落車後も適切な処置により復帰で
きました。

３．今後の課題
・ ロードレースでの落車は避けようがない状況でしたが、当時

５人の中の４番目に位置しており１、２番手に位置すること
ができていれば落車は避けられたと考えることもできます。
そのためにはデフリンピックの年の時点で世界トップ３位以
内の力を確実に身につけて挑む必要があると思われます。た
だ選手としては年々確実に成長しており、１年ごとの国際大
会に標準をおいてしっかり強化と結果を残していくことが出
来るという自信を今回のデフリンピックで得ました。

・ オリンピックと同様各国とも４種目それぞれ専門の選手、
ロードレースでは４人以上がチームとして出場していまし
た。特にロシアは９人の選手を揃えており、エースを確実に
勝たせるためのチーム戦略をみせていました。日本において
も専門の強化及びロードレースにおいて、最低１人以上の
エースと並ぶくらいの力のあるアシストは今後も必須です。

選手　　川野　健太

１．当初の目標（自己目標）
・男子ロード日本チームとして入賞以上
・エースのアシストをしつつ自身も入賞、完走

２．結果に対する評価
出場種目は 1,000m スプリント、50km 個人タイムトライア

ル、50km ポイントレース、100km ロードレースの計４種目。
個人の結果としては

① 1,000m スプリント　19 位
② 50km 個人タイムトライアル　37 位
③ 50km ポイントレース　39 位
④ 100km ロードレース　18 位
男子ロード日本チームとしては入賞以上の結果はエースであ

る早瀨憲太郎選手の 1,000m スプリントの６位のみという結
果に終わりました。

自身は全種目完走したものの、落車などのトラブルに見舞わ
れ入賞に絡むことは出来ませんでした。機材競技である以上、
落車やメカトラブル等のトラブルはつきものですが、日本チー
ムとして狙っていた 100km ロードレース、50km ポイントレー
スでもトラブルに巻き込まれてしまい、不甲斐ない結果で終
わってしまったのは非常に残念です。しかし、トラブルに見舞
われるまでの動きは今までのレースや合宿、国際大会での経験
をしっかりと活かす事が出来、３年前に感じた世界との圧倒的
なレベルの差を感じることもなく、世界で戦える大きな自信を
つけることができました。

３．今後の課題
ろうの国際大会及び、国内の実業団レースにおいては、オフ

シーズンのベースの強化により、先頭集団で走れるようには
なっています。特に平坦のレースではしっかり前方で走ること
が出来ます。ただし、最後のゴールスプリントや登り区間、タ
イムトライアルのように空気抵抗を受け続けるシーンなどのパ
ワーを必要とする場面ではまだ力が足りません。今後はベース
の強化と共に筋力トレーニング、高負荷トレーニングをパーソ
ナルトレーナーの指導のもと行っていきます。
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選手　　簑原　由加利

１．当初の目標（自己目標）
前大会の成績を上回ることですが、４年に一度の失敗できな

い大会に、自分の走りが完璧にできるにはこの目標を細かく分
解しなければなりません。良い結果を出すために有力な選手を
マークしてついていくこと、落車に細心の注意を払ってバイク
を見守ることを考えていました。

２．結果に対する評価
参加人数が前大会より２倍に増加し、世界レベルが高くなっ

てきていると実感しました。
７月 19 日 1000m スプリントは、まずタイムトライアルを

行われ、予選では 12 位という成績を残しました。トーナメン
ト戦を行い、初戦は５位のロシアの選手と当たり、ギリギリま
で競い合い、ゴール直後は勝敗がすぐにわからず、２回戦前に
コンマ差で勝つことができたと知り、嬉しかったです。２回戦
では７位の中国の選手を抑えてスパートをかけましたが、ゴー
ル前に抜かれて敗れてしまいました。５～８位決定戦が行われ
なかったため総合結果 12 位となりました。

７月 21 日タイムトライアル 30km はアップダウンが激しい
コースですが、少しでもタイムを削るためのタイムトライアル
バイクで臨みました。コース状況に対応し、ペース配分を考え
て走り出して良いパフォーマンスができました。集中してス
ムーズにパワーもスピードも乗ることができましたが、喉が乾
く前に水分補給をしようとしたら、いつの間にかボトルを落と
していました。パニックになりましたが、どんな状況があって
も結果のために！という気持ちでいつも通りに進みました。気
持ちを切り替えてからペースが上がり、身体がなんとか動いて
脚が回ってくれました。自分を信じて、水分が摂れなくても最
後まで走りきったレースでした。トップからは約１分差の３位
でした。

７月 23 日の銅メダル獲得した翌々日のロードレース 70km
では他選手からマークされることもあり、攻めにくくなりまし
た。序盤、上り坂でアタックがかかって何回もちぎれて戻りを
繰り返してしまいましたが、自分の持っているスピードを精一
杯上げてギリギリ追いついていけました。ラスト３km くらい
は日本を含めロシア、ベネズエラ、中国の有力な選手らの 10
人で絞り、その後ドイツやロシア選手の２人が落車したのを避
けてクリアすると、各国の選手数人がすぐアタックして逃げ切
り、勝負する展開となったため自分も精一杯追走しました。だ
が、この展開に対応できないままフィニッシュし、７位入賞と
なりました。終始トップ集団についていく体力不足やスピード
が無くちぎれる部分がありました。

７月 25 日ポイントレース 40km は、黒海沿い平坦コース２
km を 20 周回しますが、序盤から各国の数人選手がアタック
を頻発していたので、前方に位置しながらそのまま周回を重ね
ました。ポイントを多めに加点できなかったものの、７位入賞
となりました。まだ世界の壁が厚いと肌で感じられました。私
の感謝は全４種目の結果で表したかったです。

３．今後の課題
世界レベルがどんどん上がってきています。世界と差をつけ

られ、金・銀メダルを取れませんでした。敗因は体力、パワー
不足です。今後は入賞を逃した 1000m スプリントに対するダ
ンシングでのペダリングパワーアップ等、足らなかった部分の
テクニックも勉強を重ねていきたいです。

選手　　早瀨　久美

１．当初の目標（自己目標）
・ マウンテン XCO においては「２大会連続メダル獲得」、ロー

ド競技においては「エースの簑原選手にメダルを獲得させる」
ことを目標としました。

２．結果に対する評価
【マウンテン XCO】
・ メダル獲得という目標を掲げて４年間取り組んできており

レース直前もメダルを獲るという強い意志をもってスタート
ラインに並びました。

・ 大会期間中何度も試走を重ねて、他の国の選手の走りを観察
してシミュレーションを繰り返しました。そのため本番では
冷静に走ることが出来ました。レース序盤では前大会銀メダ
リストのドイツ選手との上りの争いでは、相手の心を折るべ
く一度も前を譲らずに差をつけるようにしました。またトッ
プ２人との差がついたときは無理に追わず、４位との差を確
実に広げるレース運びをするなど、４年間の強化の集大成が
結果となって表れたレースとなりました。

・ 確実にメダルを獲得できた一方でトップ２との差や様々な要
素を分析しても金メダル獲得の可能性はあったと考えていま
す。３大会メダル獲得および金メダルを獲得するために何が
必要なのかが今回のレースで明確になりました。

【ロード競技】
・ 小笠原監督によりロード競技も日本代表に選出していただい

た以上、自分の役割としてはアシストとして簑原選手にメダ
ルを獲得させること。アシストとして出来るだけのサポート
を行ってきました。また簑原選手の調子が悪いときはいつで
も自分がバトンタッチして結果を残せるよう強化を重ねてき
ました。

・ ロード４種目においてロードレースで５位入賞、ポイント
レースで８位入賞できたことは、自分自身マウンテン銅メダ
ル獲得と同じくらいの評価をしています。

・ ロード競技とマウンテン XCO の両方の競技に取り組んだこ
とでそれぞれに良い影響があり相乗効果によりしっかりと結
果を残すことが出来たと考えています。

３．今後の課題
・ 日本の女子の自転車競技人数を増やすことが当面の最も重要

な課題です。今回の女子の活躍を様々な方法でアピールして
選手発掘と育成をしていき、メダル獲得の経験を伝えること
が自分の役割と考えています。

・ 選手としては小笠原監督により加齢による体力の低下が年
２％としてもそれを補ってもあまりある年３～４％の成長が
出来るポテンシャルがあると言われています。１万時間の練
習（約 10 年）で１人前と言われるなかで自分はまだ競技歴
６年です。今回のデフリンピックにおいて痛感したのは世界
との筋力やパワーの差でありこの差を埋めることで３大会連
続メダル獲得はもとより銀メダル、金メダルを狙えると考え
ています。パーソナルトレーナーをつけての長期的な身体作
りが今後の課題です。
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選手　　箭内　秀平

１．当初の目標（自己目標）
『メダルを狙い、最低でも入賞以上を目指す』

２．結果に対する評価
私は、マウンテンバイククロスカントリーオリンピック競技

の男子日本代表選手として、６位／ 31 人中（トップ差＋ 4′
37）で、アジア勢初の入賞を果たすことができました。目標
であったメダル獲得には及びませんでしたが、自転車競技の本
場であるヨーロッパ・アメリカをはじめ、世界を驚かせること
ができたと思っています。

男子は、コース１周 8.8km を３周します。コース前半は、
ゆるやかな登りが続き、山頂に近づくにつれて斜度がきつく
なってきます。山頂には壮大な牧場があり，細かなアップダウ
ンを走り、ハイスピードで一気に下ります。日本で稀に見ない
コースレイアウトでした。

号砲が鳴り、スロバキアとロシアの選手が前に飛び出し、先
頭パックを形成してきました。登り区間では、パワーのある他
国選手が物凄いスピードで登っていきます。スピードの変化に
対応しながら走りのリズムを掴み、ダウンヒル区間でテクニッ
クを活かし，順位を一桁台まであげていくことができました。

最終周回に入ると、前回大会３位の KLISH John（USA）と、
FOLDI Bence（HUN）と、抜きつ抜かれつの三つ巴戦が始まり、
惜しくも僅差で敗れましたが、持てる力は全て出し切ることが
できたと思っています。

３．今後の課題
メダルを獲得するためには、日本自転車競技連盟 MTB 公認

レースのトップカテゴリーであるエリートクラスで、上位選手
と戦えるレベルまで持っていく必要があります。そのために、
トレーニングの一環として、ロード競技・シクロクロス競技、
もしくはトラック競技で、世界に対抗できる絶対的なスピード
をあげていく所存です。

サッカー競技チーム

監督　　中山　剛

１．選手・役員の選考基準・方法
①選手の選考方法

2013 年９月の富山県で開催されました連盟主催「全国ろう
あ者体育大会」から日本ろう者サッカー協会（以後、JDFA）
主催の「全日本ろう者サッカー選手権大会」の全国大会を年
２回視察し、選手選考を行いました。これらの選手選考を元
にデフリンピックまでに代表合宿（候補合宿含）を 21 回開
催しました。また、2014 年にはイランで開催されました 3rd 
Asia Pacific Deaf Football Championships、2015 年には台
湾で開催されました 8th Asia Pacific Deaf Games、2016 年
にはイタリアで開催されました 3rd World　Deaf Football 
Championships に参加し、３回の海外大会と 2017 年６月に
JDFA 主催で韓国を招待し毎年海外のチームとの試合経験を重
ねてきました。これらの遠征・合宿を通して選手選考を重ね世
界と戦えるベストメンバー 20 人を選考し大会に臨みました。

なお、協会役員の選考方法は日本ろう者サッカー協会の会長、

理事に相談一任しました。

２．成績一覧
優勝　トルコ、準優勝　ウクライナ、３位　エジプト
４位　イタリア、５位　ドイツ、６位　イギリス
７位　ロシア、８位　イラン、９位　日本、アルゼンチン、
サウジアラビア、韓国、ベネゼエラ、フランス、
ナイジェリア、ブラジル
決勝　Turkey 0（4PK3）0 Ukraine
３位決定戦　Italy 1 － 2 Egypt
準決勝　Turkey 4 － 0 Italy
　　　　Egypt 0 － 1 Ukraine
５位決定戦　Great Britain 1 － 4 Germany
７位決定戦　Iran 2 － 4 Russia
５～８位決定戦　Iran 1 － 2 Great Britain
　　　　　　　　Germany 4 － 3 Russia
準々決勝　Turkey 4 － 0 Iran
　　　　　Germany 1 － 2 Egypt
　　　　　Italy 0（5PK4）0 Great Britain
　　　　　Russia 0（4PK5）0 Ukraine

３．成績と評価
First　Round
７月 19 日、10:00 Carsamba Stadium
対ウクライナ 2 － 1（前半 1 － 0、後半 1 － 1）

【先発メンバー】
GK 千葉、DF 河野、竹内、仲井、岡田侑、
MF 岡田拓、中島、東海林、古島、FW 林、塩田

【得点者】
古島（直接 FK）、吉野（西）

【選手交代】
塩田→吉野、岡田拓→西

７月 21 日、14:00 19 Mayis Stadium
対アルゼンチン 2 － 2（前半 0 － 2、後半 2 － 0）

【先発メンバー】
GK 千葉、DF 河野、竹内、仲井、岡田侑、
MF 吉野、中島、東海林、古島、FW 林、塩田

【得点者】
吉野（古島）、西（PK）

【選手交代】
塩田→大西、吉野→西

７月 23 日、18:00 Carsamba Stadium
対イタリア 2 － 3（前半 2 － 1、後半 0 － 2）

【先発メンバー】
GK 千葉、DF 河野、竹内、仲井、岡田侑、
MF 吉野、中島、東海林、古島、FW 林、塩田

【得点者】
林（吉野）、古島（PK）

【選手交代】
岡田侑→桐生、古島→西

大会は各大陸予選を勝ち抜いてきた 16 ヶ国が４チームを４
ブロックに分けて予選を５日間、３試合行います。各ブロック
上位２チームが決勝ラウンド（８チーム）に進むことができま
す。

《First　Round　結果》
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１位　イタリア 　　　勝点５  １勝２分
２位　ウクライナ　　 勝点４  １勝１敗１分 ＊得失点差
３位　日本 　　　　　勝点４  １勝１敗１分 ＊得失点差
４位　アルゼンチン　 勝点２  １敗２分

これまで 2005 年、2009 年、2013 年と３大会出場してい
るのですが日本は予選リーグで１回も勝ったことがありません
ので、１勝する、予選リーグを突破するというのは、世界デフ
サッカー関係者内では想像出来ない事でした。各国監督会では、
ウクライナ（過去２大会優勝、準優勝、今大会準優勝）が間違
いなく１位通過、２位をアルゼンチン（昨年デフワールドカッ
プベスト４）とイタリア（今大会ベスト４）が争って日本は勝
ち点０で敗退と、全員が予想し、大変なリーグに入ったので勝
ち点１でも取れれば頑張ったと思うよと、声を掛けられ続けま
した。

大会前出来る準備は全てやり切りましたので、不思議と気
持ちも落ち着いて初戦を迎えました。ウクライナには、気持
ち、コンディションを 120％最高の状態で挑み、チームで戦い、
組織で戦い、全て出し切り全員で勝利をつかみ取りました。

２戦目のアルゼンチン戦は 0 － 2 から執念で 2 － 2 に追い
つき、４チーム全てが決勝ラウンド進出の可能性を残したまま
での最終戦は、１年前に 2 － 5 と完膚なきまでに叩かれたイ
タリアでした。しかし立ち上がりから相手を圧倒しました。こ
れまでの３試合で１番チャンスを作り攻撃しましたが、最後の
最後で勝利の神様は微笑んでくれませんでした。

全てが終わり宿舎に戻って試合のビデオを見返すと、終了間
際のショートコーナーからの失点は 1993 年のドーハの悲劇
を思い出し、ロスタイムの失点は 2006 年ドイツワールドカッ
プ対オーストラリア戦が思い出されました。 不謹慎かもしれ
ませんが、悲しいとか、悔しいよりも監督に就任した４年前と
比べて、よくここまで選手とチームが成長し世界と戦える様に
なったという嬉しさが込み上げ涙が止まりませんでした。

４．チーム（コーチ）体制と各コーチの役割
①チーム体制 / 役割
監督・コーチ・トレーナー　各１名、協会スタッフ６名
中山剛（監督）：チームに関する全ての責任者
植松隼人（コーチ）：監督補佐
佐保泰明（トレーナー）：/ 選手コンディションチェック試合
準備、傷害発生時の対応、本部メディカルとの連携
髙橋孝司：国際手話通訳、買い出し、選手サポート
鈴木猛仁：団長、ベンチ、TD 会議出席
小林隼：副会長、買い出し、選手サポート
野呂啓：技術委員長、ベンチ、TD 会議出席
浜津哲也：広報委員長、買い出し、HP 更新
田口昌弘：理事、ベンチ、選手サポート

５．競技スケジュール（旅行スケジュール）
男子サッカーは、選手団本部と同日に入りし、トレーニング

を開始して大会に備えました。
７月 14 日（金）　21:30 成田空港 
７月 15 日（土）　5:00 イスタンブール空港→サムスン空港
　　　　　　　　 14:00 アクレカード発行
　　　　　　　　 15:00 非公式トレーニング
７月 16 日（日）　11:00 非公式トレーニング
７月 17 日（月）　11:00 公式トレーニング / 結団式
７月 18 日（火）　9:00 公式トレーニング / 開会式
７月 19 日（水）　10:00 試合 vs ウクライナ

７月 20 日（木）　17:30 公式トレーニング
７月 21 日（金）　14:00 試合 vs アルゼンチン
７月 22 日（土）　18:00 公式トレーニング
７月 23 日（日）　18:00 試合 vs イタリア
７月 24 日（月）　10:00 ミーティング
７月 25 日（火）　8:00 非公式トレーニング / 試合観戦
７月 26 日（水）　7:30 非公式トレーニング / 日本選手団応援
７月 27 日（木）　7:30 非公式トレーニング / 試合観戦
７月 28 日（金）　7:30 非公式トレーニング / 日本選手団応援
７月 29 日（土）　OFF/ 観光
７月 30 日（日）　10:00 解団式 / 決勝戦観戦 / 閉会式
７月 31 日（月）　6:30 サムスン空港
８月１日（火）　  19:30 成田空港
※ 非公式トレーニング（大会本部の会場準備がなく自らグラ

ンドを確保して行ったトレーニング）

６．大会の競技運営などの報告
体調のコンディショニングのため４日前に現地入りしました

が、公式トレーニング以外の日にグランドが確保されておらず、
こちらで確保が必要でした。現地スタッフとボランティアは生
活面でのサポートはありましたが、サッカーに対する理解度は
低く、競技運営の経験のある現地のボランティアスタッフの方
がいれば何が必要かも理解してくださり、もっとスムーズにで
きたのではないかと思います。日本代表とは言え、サッカー競
技選手の自己負担金は派遣経費の一部負担に対する支援がな
く、選手村は大学の寮を利用し３人１部屋（普段は２人部屋に
ベッド１個追加）で食事は約 200 段の階段を食堂まで往復し、
そして部屋と食堂にエアコンがない環境でした。宿舎と食堂や
出入口までの移動、食事内容、参加費補助などもっと参加競技
選手のことを考えて頂ければとありがたいと思いました。た
だ、会場や大会運営については、試合当日の宿舎からのバスの
送迎、試合会場・練習会場での誘導などとてもスムーズな運営
でした。また、試合会場でミネラルウォーターも準備してもら
えました。競技場では余計なストレスを感じることなく、いま
までの海外での大会の中で１番試合に集中できる環境が用意さ
れていました。また、街のいたるところに天然芝、人工芝のグ
ランドやフットサルコートがありサッカーを楽しんでおり文化
としてサッカーが根付いており、試合で使用しましたスタジア
ムの雰囲気や芝の状態も素晴らしかったです。

７．競技規則の適用〈問題点など〉
サッカーに関しては、FIFA のルールに準じていた為問題な

く競技規則が適用されていました。また、審判員については、
素晴らしく普段はトルコのトップリーグを担当している方々で
判定に対するストレスは全くなく選手のいい所を見極め伸ばし
ながら判定してくださったので試合に集中することが出来まし
た。

８．大会参加までの準備状況
毎年海外大会（イラン、台湾、イタリア）参加の経験のおか

げで荷物準備、渡航準備等、特に混乱をきたしたことはなかっ
たです。チームの荷物に関して現地に到着後は古島主将と副将
を中心に話し合い役割分担をはっきりし選手が管理しました。
日本国内の合宿でも行ってきたことで特に問題はなかったで
す。

トレーニング等に関する準備に関しては、他国のように長期
合宿はできなかったのですが、年間での合宿開催も JDFA が
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配慮してくださりいままでに以上に回数をこなしフットサル代
表とも連携し強化を図ってきました。

９．総評〈反省・まとめ〉
デフサッカー界では 2006 － 2009 尾上直也監督が土壌を耕

し 2010 － 2013 柴田英輝監督が種をまき、川元剛フットサル
監督が栄養を与え、2014 － 2017 中山剛が引き継ぎ、前田崇
資コーチが水を与え、世界と本気で戦えるチーム作りを継続的
に行ってきました。

その結果、アジアで１番のチームに成長しました。昨年の７
月イタリアワールドカップではサウジアラビアに 5 － 0、今年
６月の日韓戦では 4 － 0 と圧勝し、アジアの雄イランは監督
が変わりチーム力が落ちている現在試合をすれば余裕を持って
勝つことができるでしょう。アジアチームの最高位がイランの
８位だったので、アジアレベルで満足することなく世界を意識
し次回大会は予選突破を最低ラインと考えてメダル獲得するこ
とを考え選手、協会スタッフは普段からどこかのチームに所属
し試合 / 大会を経験し食生活から世界大会を意識し 4 年間過
ごしていく必要があります。

大会期間中、日本国国旗に「和」と選手の決意を記入し戦っ
てきました。結果だけ見れば最終戦ロスタイムで・・・と惜し
かったね、残念でしたねと落ち込んで下を向いていると思われ
る方がほとんどだと思いますが、ここまで戦えた選手達、共に
４年前から戦ってきた仲間達を本当に誇りに思いますので、全
員を讃えてくださればと思います。

次のデフリンピックに向けて７月 25 日（火） 8：00 から練
習を開始しました。次大会に向けての取り組みとしては、おそ
らく世界で一番早かったのではないでしょうか。準々決勝以降
５試合を観戦し勉強にいった時は、他国の監督やスタッフから
声をかけてくださり、試合をみながらホワイトボードを使用し
片言の英語で情報交換を行いました。お互いのストロングポイ
ントとウィークポイントや練習、強化方法や戦術について情報
交換ができ、何が通用し何が必要なのかも明確になったことが
大きな収穫です。日本代表チームの成長と代表選手の平均年齢
が 25 歳という若いことに驚かれ、次の大会はこの大会を経験
しているのでもっとよくなると確信しました。現時点の世界ラ
ンク１位は間違いなく優勝したトルコで、このレベルの選手が
次世代も続くのであればどこの国も勝つことは難しいと思うく
らい選手個人のレベルが跳びぬけています。２位グループはウ
クライナ、ドイツ、ロシアで、その次のグループにエジプト、
イタリア、イギリス、日本が入り現在の世界ベスト８という意
見が多く聞かれ、やっと世界でスタートラインに立つことがで
きました。

今大会は今までで最高のレベルで真っ向から戦い、ウクライ
ナを破った試合はまさに『サムスンの奇跡』です。しかしこれ
に満足せず、今後はこのレベルを最低ラインに考えて次につな
げてほしいとの思いから、今大会は『サムスンの悲劇』だとミー
ティングで選手に伝えました。

次にバトンを渡す時がやってきました。今大会協会スタッフ
と日本選手団本部皆様のサポートがあり、特に選手のコンディ
ションをいい状態に保ち続けて一人で何役もこなしサポートし
てくださった佐保泰明トレーナーがいたから、チーム力を落と
さずに５日間で３試合の日程でも世界の強豪と戦い抜くことが
できました。今まで応援してくださった皆様と支えてくれた家
族に改めて感謝させて頂き、今後の日本デフサッカーの発展を
心より祈念し４年間の旅を終わらせていただきます。本当にあ
りがとうございました。

コーチ　　植松　隼人

１．団体内の担当とその内容
主に監督業務のサポートを行い、トレーニング時はメニュー

に応じての準備や選手へのフォローといった業務を行いまし
た。試合時は戦い方によるチェックや得失点の状況、イエロー・
レッドカードの状況をメモ書きし、選手交代時のサポート、給
水のサポートを実施しました。オンとオフ時の選手への配慮や
コンディションはどのような状況か、ちょっとした変化が起き
ていないか監視しておく事の他に、チーム内でのコミュニケー
ションをマメに取るように実施しました。

２．反省・まとめなど
これまでデフリンピックでは１勝もした事のないチームでし

たが、C グループは強豪揃いのチームが集まり、初戦は前大会
の準優勝国であるウクライナが相手でした。この試合を通じて、
コーナーキック時のマークの確認を徹底し、ベンチ選手から日
本 DF 選手らに確認として伝え合っていました。先制点となっ
たフリーキックからのゴールはとても大きい起点となり、ボー
ル支配率はウクライナの方が圧倒的に上でしたが、それでも粘
り強い１対１と全体的に隙間を与えないようコンパクトに守る
ことができていたため一体感が増しました。残り３分もないと
ころで日本が PK を獲得し、しっかり決めることができ、歴史
的初勝利を飾りました。強豪相手でもしっかり戦えることを証
明できましたが、これは幸運なことであり、今でもまだ 10 回
戦って１回勝てるぐらいの確率であると認識しています。この
確率を上げていき強豪国と肩を並べられるようにしていくこと
が課題であると再認識しました。

第２戦は 2016 年 W 杯４位という戦績を残しているアルゼ
ンチンが相手でした。前半序盤から相手に不用意な PK を与
えてしまい 0 － 1 というスコアから押し込まれる格好となり、
また相手のコーナーキックから２点目となるゴールを決められ
てしまうという悪循環が続きました。ハーフタイムの時、アル
ゼンチンは「勝つためのサッカー」をしているが、日本は「い
いサッカー」をしていることを話しました。きれいにやろうと
することよりも、ゴールを奪うことを目的とすること。もっと
チームのために走り、相手が止まっている時に走るというよう
な勢いと意識を変えていこうと指導しました。後半からは攻め
の選手から積極的なプレスが相手を混乱させるという、チーム
らしさがやっと出てきました。シュート数も前半に比べ増えて
いき、流れの良いパスワークからシュートまで持っていくシー
ンが増え、最後には 2 － 2 と引き分けまで持っていけました。
これはチーム内の結束が高まり、１つの束になって挑めた成果
でした。

第３戦は 2016 年 W 杯で 2 － 5 と敗戦してしまったイタリ
アにリベンジとなる試合でした。第２戦の反省点として試合の
入り方が良くなかった事から、選手内ミーティングでよく話し
合い挑みました。前半 20 分には相手も反応できないほど素早
いタイミングでパスを受けたフォワードの選手がきっちりと枠
内にシュートしてくれました。立て続けに２点目となる PK か
ら得点を奪いました。前半の終わり頃からイタリアからの攻め
が続き、フォワードやサイドハーフの選手との意思統一がされ
ていなく、プレスのかけ具合やボールを奪うための連動性が噛
み合いませんでした。後半入ってもイタリアから攻める時間が
増え、ロスタイムにはイタリアから３点目となるダメ押しを食
らいました。日本の選手がボール持っている時に押し込まれて
いる場合はゴールキーパーからボールをもらうアクションを
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取るように 11 人がフォローし合い、密度の高いコミュニケー
ションをとる必要がありました。ドーハの悲劇を思い起こさせ
るような試合でまさに「サムスンの悲劇」だと非常に悔恨の残
る試合となりました。

イタリア戦の勝敗で予選敗退の分かれ道となりましたが、こ
れまでにない日本サッカーの成長を感じ、これからの可能性を
感じた大会でした。強豪国との戦い方は間違いなかったと確信
し、今後のワールドカップやデフリンピックでは必ず予選突破
が当然のラインであり、ベスト 8 以上に残る強豪国と肩並べ
られるようになっていくためにさらなる強化事業を検討してま
いります。

トレーナー　　佐保　泰明

１．自己の役割とその評価
①大会前の役割

私が本チームに帯同することになったのは 2016 年３月から
であり、本チームを率いた中山剛監督の指示により合宿のみな
らず 2016 年６月に開催されたデフサッカーワールドカップ
2016 においても全てはデフリンピックに向けた準備とシミュ
レーションとして取り組んでほしいと伝えられ準備を進めてき
ました。

今大会に向けた準備として、合宿においてはウォーミング
アップおよびクールダウン方法、体幹トレーニングの落とし込
みの指導を行いました。また、アイシングやリカバリーを徹底
するよう指導しました。その結果、大会ではウォーミングアッ
プ等の準備を選手が進んで行うようになり、アイスバス等も自
主的に行うようになったので成果を成し得たと思います。

デフサッカー代表選手の普段の活動現場では、アスレティッ
クトレーナーが所属している環境は殆どありません。そのた
め、新規に発生した傷害の状況やリハビリの進捗状況、コン
ディションを把握するのに苦慮しました。新規の傷害発生時に
は LINE での連絡を徹底し、関東地区の選手の場合は今大会の
本部ドクターである立石医師を紹介するなどして詳細な情報が
得られるように努めました。しかしながら、他の地域に関して
は選手自身に任せる形となり、各地域で拠点となる医療機関の
設定が必要であると感じました。

大会に向けた準備としてサプリメントや薬物の摂取状況、ア
レルギー、既往歴等の一般情報の収集を行いまし。また大会に
向けたトレーナー用品、コンディショニング用品、補食やサプ
リメント、市販薬の手配、物理療法機器の手配などを行いまし
た。
②大会期間中の役割

大会期間中の役割は選手のコンディションチェック、ウォー
ミングアップ、クールダウン、テーピング、アイシングの準備、
アイスバスの準備、傷害発生時の対応および本部メディカルと
の連携、試合・練習前後の補食の手配などを行いました。

前年に国際大会に参加していたため、その経験を活かし、大
会に向けた準備はスムーズに行うことができました。中１日の
試合が続く中で、リカバリーを徹底した結果、疲労度合いは低
かったようです。しかし、出国直後に発熱した選手がほとんど
試合に出場できず、内科的症状を訴える選手が複数いたことは
反省すべき点でした。

２．今後の課題
チームに帯同したトレーナーは１人であったため、試合中に

傷害が発生した場合の対応に時間が取られると、連続して発生
した傷害の状況把握、控え選手のウォーミングアップへの対応
が困難となりました。今大会は本部ドクターとトレーナーが観
客席で待機してくださり、プレー継続が困難と判断し交代した
選手については本部ドクターにその後の対応をお願いすること
ができました。様々な制限がありますが、今後はトレーナー２
人体制を検討することが望ましいと考えます。

今後の大会へは様々な状況を想定することが求められます。
入国後のアクレカードの発行の際には長時間待たされることと
なりましたが、食事の対応など考慮されず、急遽近隣に買い出
しに行こうとしたが許可されませんでした。次回大会ではこの
経験を生かし、本部への準備の依頼や協会としても軽食など用
意しておく必要があります。開会式への参加は、サッカーチー
ムからは翌日午前中からの試合であったため希望者だけの参加
となりました。開会式を終え、選手村に戻った時刻は 23 時を
過ぎていたため、コンディションのことを考えると、翌日に競
技を控えている種目のチームは原則として開会式は欠席する方
がよいと感じました。

本大会では入村後にメディカルスタッフのグループ専用の
LINE グループを作成しましたが、次回以降は派遣される選手
団が決定した時点で専用 LINE グループ等を作成し、事前準備
の段階から情報を競技間で共有できるようにすることが望まし
いと思います。

私自身は初めてのデフリンピックでしたが、前回大会の情報
がほとんどない状況でした。今後は後任に引き継ぎや情報が伝
達されることで、競技サポートに集中しやすい環境となること
を望みます。

スタッフ　　鈴木　猛仁

１．自己の役割とその評価
【役割】
・全体統括
・スケジュール管理、スタッフ及び選手の状況確認
・TD 会議出席
・物品の買い出し
・本部への連絡

【反省】
［事前準備］

アジア大会やワールドカップを含めたこれまでの大会では、
現地に到着してから非公式での練習環境の手配をしていたた
め、今回も同様に行おうと思っていましたが、想定していた状
況とは違っていたため、練習場所、バスの手配ができずに非公
式練習の会場を確保できませんでした。選手たちの協力もあり、
練習できる場所を探して見つけた選手村内のバスケットボール
コート、大学内の野原、トラック & フィールドを使って体を
動かすことができましたが、しっかり整備されたグラウンドで
練習させたかったので、反省しております。

下記項目を事前に把握することで、現地に到着する前に非公
式練習の手配を進めて、練習環境を整えられるよう、以下の事
項をまとめてマニュアル化すべきでした。
・到着日の確認
・公式練習日時、場所の確認
・非公式練習日時、場所の確認
・移動手段の確認
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［出国］
荷物重量オーバーのため、搭乗手続きに時間がかかってしま

い、サッカー選手らが出発前の全体撮影に加わることができま
せんでした。選手らに重量制限を厳守するよう、徹底して指導
すべきでした。　

２．今後の課題
【スタッフ数】

日本代表団を結成するにあたっての指針にある、スタッフ枠
が選手４人に１人とする計算では足りませんでした。サッカー
チームは選手 20 名エントリーのため、スタッフ枠は６名とな
り、競技スタッフ（監督、コーチ、トレーナー）と支援スタッ
フ（理事３名）となりました。日本ろう者サッカー協会の判断
で村外スタッフ３名を補充することで、チーム全体のフォロー
がかろうじてできましたが、予選突破そして上位に食い込むた
めには更なる競技スタッフの追加が必須であることを痛感しま
した。

【費用】
サッカーチームは全競技チームの中でも大所帯であり、選手

らの自己負担金を軽減させるためには豊富な資金力が必要とな
り、財政面で非常に難しい問題があります。４年後こそは、財
政面でも対策を講じて、準備をしていく必要があると思います。

【旗手】
サッカーチームから旗手が選出されることは名誉であり、大

変喜ばしい限りですが、サッカーチーム選手から旗手が選ばれ
るにあたって旗手、そして選手としてのスケジュール管理調整
が困難でした。開会式の翌日に試合があるため、選手としては
開会式に参列せず休養させたかったのですが、旗手として開会
式に参列させることにし、旗手としての務めを果たした上で早
退させてもらいました。結団式も公式練習と重なってしまい、
団体競技としては一人でも抜けた状態での練習は意味をなさな
いため、やむを得ず結団式のほうを欠席させてもらいました。

以上から、旗手は団体競技から選出するよりは個人競技から
選出、もしくは、開会式と試合のスケジュールを事前に把握し
た上で、試合に影響がない競技から選出することを提案します。

【輸送】
帰国当日にサッカーから５名がオーバーブッキングのため搭

乗手続きができず、５名がサムスン空港に残されました。ケナ
ンさんの懸命なる交渉、長山さんの専心な通訳により、特に動
揺するようなこともなくケナンさんの指示に従って動くことが
できました。また、１泊延長という最悪な状況を回避すること
ができ、お二方には非常に感謝するばかりです。結果的には、
サムスン空港ではなく、別空港からのフライトを手配してもら
い、イスタンブール空港で合流して全員一緒に帰国できました。
オーバーブッキングを回避するために空港内での長時間待機で
も構わないから、早めにチェックインして、無事搭乗手続きを
終えられるよう、空港の規模やスケジュール時間など輸送につ
いての見直しが必要だと思います。

【総括】
今回はウクライナチーム相手に歴史的な１勝を挙げることが

できましたが、予選突破できなかったことは大いに悔やまれま
す。しかし、確実に世界との差は縮まっていると感じた大会で
した。

全体を統括して動いていただいた日本代表団本部、献身的に
チームを支えていただいたスタッフ、強敵にも怯まず全力を出
し切ってくれた選手、応援していただいた皆様に重ねて感謝の
念を申し上げます。

スタッフ　　田口　昌弘

１．団体内の担当とその内容
サッカー競技チームにおけるスタッフ業務を担当。チームス

ケジュールの把握、広報用写真撮影、試合のビデオ撮影、練習・
試合でのロッカールーム管理、水・氷・補助食品の準備などを
担当しました。

２．反省・まとめなど
14 日に出発、15 日に到着してから 17 日のオフィシャルト

レーニングまでの２日間の練習場所の確保が事前にできていな
かったため、選手村内のバスケットコートや、選手村から徒歩
10 分ほどの大学内の整備されていないグラウンドで練習を行
わざるを得ませんでした。他国チームはどこか場所を確保して
練習を行ったようであったため、事前に TD と交渉して練習場
所を確保し、試合に臨むべきだったと反省しています。

また 18 日の開幕まで試合会場の視察などを行いたかったの
ですが巡回バスが整っておらず、本部と相談してトルコ人通訳
の方やボランティアスタッフの方に無理をお願いしてしまいま
した。

本部のインフォメーションは様々な情報が壁に張り出されて
おり、非常に役に立ちました。

選手の１名が成田離陸後の機内で発熱し、結果的に４日ほど
部屋を隔離する必要がありました。本部医師の的確な措置によ
り初戦には間に合いませんでしたが、第２戦から戦列に復帰で
きました。本部のメディカル体制からのサポートに感謝したい
と思います。

18 日にオフィシャルトレーニングがありましたが、同時間
に行われる日本選手団の結団式に参加できず残念でした。この
あたりも TD と交渉して変更するなど事前に対応できていれば
よかったと思います。

19 日に行われた第１試合は選手村から１時間ほどかかる
チャルシャンバスタジアムでのウクライナ戦でした。試合の２
時間半前に選手村を出発したことで、余裕をもって試合に臨む
ことができました。山根団長ほか本部の方々、スポーツ庁鈴木
大地長官、薬師寺みちよ参議院議員も観戦にいらっしゃり、ハー
フタイムには薬師寺先生がバックスタンド側まで来て選手たち
を激励いただくだけでなく、現地観戦者に日本国旗を配布する
など日本の応援を盛り上げてくれました。試合は前回ソフィ
ア大会で準優勝しているウクライナに対し、風をうまく利用
し FK で先制、後半に同点にされるも試合終了間際にウクライ
ナを突き放すゴールを決め、過去３大会で実現できなかったグ
ループリーグ初勝利を挙げることができました。

試合後のロッカールームで、早くも２戦目に向けて気持ちを
切り替えたことで、２戦目のアルゼンチン戦に集中することが
できました。

21 日に行われたアルゼンチン戦は、選手村から 30 分ほどの
決勝戦が行われるスタジアムでの試合でした。試合はアルゼン
チンに２点先取されるも、中山監督のハーフタイムでの檄と、後
半の交代策が功を奏し、引き分けに持ち込むことができました。

ただ、この試合終了後にアルゼンチンの選手が判定に抗議し、
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審判や TD に詰め寄るなど興奮していたため、日本の選手とも
み合うシーンがありました。日本チームは冷静に対処しました
が、後味の悪い試合となってしまいました。アルゼンチンは選
手村の食堂で一緒になることもあり、少し睨み合いが続くなど
穏やかではなかったのが残念です。

３戦目は引き分け以上で決勝トーナメント進出が決まるイタ
リア戦でした。2 － 1 とリードして後半を迎えましたが、試
合終了間際とロスタイムでの失点により、まさかの予選敗退と
なってしまいました。

以前までのデフリンピックやワールドカップでは予選敗退と
なっても下位トーナメントがありましたが、今回のデフリン
ピックではそれもなく、イタリア戦の翌日から最終日までの約
１週間はオフとなってしまいました。選手らは仕事を休んで大
会に臨んでいることもあり、早く帰国できないのかと気にした
選手もいましたが、中山監督は残り期間は試合がなくても練習
を行い、次の大会に向けて何ができるのかを考えるよう選手に
説明し、有効に時間を使っていました。

スタッフ陣としては、サッカーの決勝トーナメントや女子
サッカーの視察（ビデオ撮影）を行い、今後の強化に必要な情
報収集を行えたことは良かったと思います。

スタッフ　　野呂　啓

１．自己の役割とその評価
【自己の役割】

・日本代表団本部や現地からの情報収穫
・チーム全体のスケジュール調整
・試合におけるベンチサポート
・選手のサポート

【評価】
私はこれまでは選手の立場でしたが、スタッフとして初めて

のデフリンピック参加でした。村内スタッフは３名で編成され、
それぞれの担当役割を確認しながらの行動をしました。また村
外スタッフとも調整をし、会長の指示のもと日程を消化して行
きました。

サッカーのスケジュール、連盟のスケジュール、その他のス
ケジュールなどの管理を行い、調整しながら日程を進めて行き
ました。試合の時は、ベンチに入って水を選手に渡したり、記
録用の写真を撮ったりしました。ベンチでは選手から選手へ水
を渡す事が禁止されているので、スタッフがやらないといけな
い事になっていました。これは合宿から調整していましたが、
試合となると熱中になるあまり水を取りにくる選手に気づかな
い事がしばしあり、これは反省しなければならない点に挙げら
れます。

２．今後の課題
デフリンピックを終えて思う事は、まず金銭面でスタッフが

各競技全員公平に派遣出来る環境作りが大事かと思います。ス
タッフ体制を村内と村外に分けるのはやめたほうがよいと思わ
れます。なぜならお互いの調整、時間などに苦心します。同時
に情報を共有して共に行動に移せてこそスタッフです。また、
試合に勝つ為にはスタッフの増加も必要であり、トレーナーも
最低でも２人は必要かと思われます。サッカーチームは選手
20 人と人数が多いのでトレーナー１人では対応しきれません。
スタッフの増員については金銭面などの問題がありますが、何
かの対策を練る必要があります。

各競技チームにおいてスポンサーや支援金がそれぞれ異なり
ます。金銭面の支援がなかなか受けられない競技チームにとっ
て、試合も満足の出来ない内容となってしまいます。例えば、
事前視察など試合に向けて万全の準備態勢を整えることができ
ません。日本代表団本部で事前調査を行い、試合会場や現地の
情報を集めて頂いたのはありがたいですが、やはり、それぞれ
の競技で専門的に見るポイントが異なります。知りたい情報を
掴む事が出来ないと、大会期間は苦心してしまう事になります。
現地に着いてからでも周辺調査や交通手段調査など情報を収集
するのに時間を取られ、スムーズに進められません。過去大会
を振り返ると、サッカー競技は会場が街の中心より遠く離れて
しまう傾向があり、簡単に移動する事が出来ません。他競技よ
り事前に情報をもらえたとしても、大会当日に大会方針や運営
に関する情報が二転三転したりすることもあります。巡回バス
が簡単に捕まえられなく、タクシー移動も検討したこともあり
ますが、調べてみるとかなりの高額になってしまい、予定時間
までに到着することを諦めた事もありました。

また、情報の明確さもポイントとなりました。日本代表団本
部からの情報、視察組からの情報、現地の情報など食い違う部
分があり、現地で電子レンジを購入しました。

身体を現地の時間に慣れる為のトレーニングに関してや、公
開練習がいつからなのか、公開練習以前は各自で手配するよう
になどの指示も必要だったかと思います。過去大会では現地到
着後すぐ TD 会議が行われ調整しやすかったですが、今大会は
大会期間が開始されてしばらくしてからやっと調整に入りまし
た。これも反省点とし、次は TD からの情報をしっかりと把握
した上でスケジュールの調整に取り組まなければならないと痛
感しました。また大会期間中でも TD とすぐ連絡が取れるよう
に調整をしておくべきです。これを反省とし次大会へ繋げられ
るようにしたいと思います。

選手　　中島　正行

１．当初の目標（自己目標）
グループリーグ（予選）を突破して、メダルを獲得すること

が目標でした。

２．結果に対する評価
１勝１敗１分で予選敗退という結果になりました。第１戦は

ウクライナに 2 － 1 勝利、第２戦はアルゼンチンに 2 － 2 引
き分け、第３戦のイタリア戦は 2 － 3 負けて、グループリー
グを突破することができませんでした。

サッカーの怖さ、勝つことの難しさを改めて実感し、本当に
不思議な大会だと身をもって感じました。今回の悔しい思いが、
今後の人生において自分の糧になると信じています。

デフリンピックを通して、思うこと気づかされたことがたくさ
んありました。その中でも一つだけ言えることは、自分の持って
いるものを全て出し切れたということです。世界の舞台で後悔
なく全力で出し切った経験は私にとって大きな財産となりまし
た。今大会で得た貴重な経験を自身の中に留めず、日本でデフ
サッカーのさらなる発展に貢献してまいりたいと思っています。

３．今後の課題
１対１でも強い選手になれるように努力します。チームが勝

つためには、まず１対１で勝たなくてはいけません。「抜かれ
た、ボールを奪われた、けど勝てた！」なんて絶対にありえま
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せん。死にもの狂いで点を取りに行き、死にもの狂いでゴール
を守る。試合に勝つためにはいくつかの勝負どころで、「絶対
に負けない。逃げない。」という強い気持ちが必要です。ただ
サッカーが上手いだけでは勝てません。どんなに苦しい状況に
なっても 90 分間粘り強く戦える選手にならなければいけない
と、今回のデフリンピックで思い知らされました。　

選手　　吉野　勇樹

１．当初の目標（自己目標）
個人的な目標としては、出場する全ての試合で結果（ゴール、

アシスト）を出すことでした。デフリンピックにおいてサッ
カーの試合では結果が全てとなるので、その結果に直接結びつ
くようなプレーで得点に絡み、チャンスをモノにすることにこ
だわっていました。

そして、チームの勝利に貢献することです。いくら個人で良
い結果を出してもチームが勝てなければ意味がないので、チー
ムが勝つために相手を上回る結果を出すことを心がけていまし
た。

 
２．結果に対する評価

デフリンピックで出場した試合は予選リーグの全３試合に出
場しました。初戦のウクライナ戦では負傷交代による途中出場
で決勝ゴールを決めました。

次戦のアルゼンチン戦ではスタメン出場で途中交代となりま
したが、前半の２失点から追いつくために後半で反撃の狼煙を
あげる貴重な１点目を決めました。結果的に 2 － 2 でドロー
となり、予選突破への貴重な勝ち点１をもぎ取りました。

３試合目のイタリア戦では、試合の序盤で先制点をスルーパ
スでアシストしました。結果的にロスタイムで逆転負けを喫す
ることになり、惜しくも予選突破となりませんでした。

今大会の結果を通して、個人的な目標としては全試合結果を
残せましたが、チームの勝利に貢献出来ていなかったことが自
分の実力不足でした。自分にチームをまとめるためのコミュニ
ケーション能力、戦況を読んで勝つための試合運びやゲームコ
ントロールができる力があれば、チームの勝利にも貢献できた
のではと思いました。

３．今後の課題
今後は攻撃に特化しつつ、試合で確実に勝ち切るためのゲー

ムコントロール能力やチームの統率力の向上を図りたいと考え
ています。そのためには自分自身のフィジカル改革を行い、実
戦経験を積み、自分のプレーに自信を持つことでチームに良い
影響を与えることが課題です。

選手　　岡田　侑也

１．当初の目標（自己目標）
初のデフリンピックとしてこの大会に懸ける特別な思いは特

にありませんでした。今後の自分の糧になる、良い収穫が出来
れば良いと思いました。サッカーは聞いたところ、今までのデ
フリンピックで予選突破をした事がないとの事だったのでメダ
ルを取るより、予選突破を絶対の目標にこの大会へ臨みました。

２．結果に対する評価
結果は予選敗退でした。今大会のサッカー競技で準優勝した

ウクライナに勝てたとはいえ、予選突破しければ勝った意味も
ありません。一人一人が今大会の為に体を作ってきた、トレー
ニングしてきたと言いますが、正直みんなまだまだやれるだろ
うと思ったのが本音です。しかし、これが今のデフアスリート
の置かれた環境を物語っているのだと強く痛感しました。自分
も今は大学生のためスポーツに集中できる立場でいますが、４
年後も今のレベルをキープし、更に向上出来ているかと考える
と、すぐに頷く事はできません。予選敗退を経験し、デフアス
リートが置かれている現状を本気で変えなければ世界には絶対
に勝てないと思いました。

食事の面でも毎日お腹を壊していたとはいえ、インスタント
食品等、賄える所は賄えたはずですし、事前に大会から逆算し
て日本から栄養補助食品をもっとたくさん持参していく必要性
も強く感じました。

３．今後の課題
一人一人がトレーニングに毎日充てられる時間を作る事だと

思います。サッカーはチームスポーツであり、チームの中の一
人が伸びていても周りが伸びてなかったらそれは意味を成しま
せん。今大会ではそれが自分の目で見てもはっきりと感じられ
ました。残業で疲れている等、それぞれ置かれている状況のせ
いにするのではなく、それを割り切った上でストイックにトレー
ニングし、みんなが平等に励む事が今後の課題だと思います。

選手　　桐生　聖明

１．当初の目標（自己目標）
今大会は３度目のデフリンピック出場でした。合宿や自主ト

レ等のトレーニングで悔いのないようにやれることはやってき
ました。まず１戦勝利し、予選突破そしてメダル獲得を目指し
て目標としていました。

２．結果に対する評価
今大会は出場機会がほとんどありませんでしたが、選手、ス

タッフ、応援の方と全員が１つになって戦いました。初戦はウ
クライナ戦で苦しい試合の中、歴史的な勝利をあげたことは日
本チームにとって大きな一歩だと感じました。

２戦目はアルゼンチンに引き分けてしまいましたが、勝ち点
１を積み重ねました。３戦目のイタリアには引き分け以上で予
選突破が確定する試合でした。最初は２得点を奪い、リードし
ていたのですがアディショナルタイムで逆転負けとなり、予選
敗退が決まってしまいました。

日本チームは以前と比べて確実に強くなっていますが、勝つ
ためには個のレベル、連携をもっと向上させなければならない
と感じました。

３．今後の課題
・ キッズサッカー教室、普及活動等でサッカーがしやすい環境

を作る。
・個のレベルをあげ、チームの連携をもっと良くしていくこと。
「サムスンの悲劇」があったからこそ「○○○の歓喜」とな
るように歴史を塗り替えていけるように頑張っていきます。
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選手　　竹内　裕樹

１．当初の目標（自己目標）
去年イタリアで開催された世界ろう者サッカー選手権大会で

は初戦のアメリカ戦で「左膝内側側副靭帯損傷」という大怪我
をし、治療やリハビリを半年かけて乗り越えてのデフリンピッ
ク出場２回目となりました。また、デフリンピック出場前の日
韓親善交流試合で前歯が２本折れてしまうアクシデントがあ
り、色々な壁を乗り越えてのデフリンピック出場だったので、
予選リーグでは最低でも一勝したいという気持ちがとても強
かったです。

２．結果に対する評価
自分は予選リーグ３試合すべてセンターバックとしてスタメ

ン出場でした。なかでも、ウクライナ戦では相手が４年前のブ
ルガリアデフリンピックの準優勝国であり、優勝候補国でもあ
りましたが、日本代表がこころをひとつにして 2 － 1 で勝利
することができました。その時は「大怪我を乗り越えてきたか
ら絶対に負けたくない！」という気持ちで相手に堂々とぶつ
かっていき、ディフェンスをひとつひとつできたこと、みんな
の気持ちが１つになって日本初勝利のデフサッカー歴史を塗り
替えることができ、とても嬉しかったです。

しかし、２回戦のアルゼンチン戦では引き分けとなり、３回
戦のイタリア戦では引き分けになれば初決勝戦進出という希望
のなかで臨みましたが、残念なことにロスタイムでイタリアに
１点取られ、2 － 3 で惜しくも予選敗退というサムスンの悲
劇が起きてしまいました。最後の最後までディフェンスをやり
きって決勝進出への切符を手にいれることができなかった悔し
さを噛み締めての帰国となりました。

しかし、日本国内における知名度が４年前に比べて上がり、
国会議員の方が現地のトルコまで応援しに来てくださり、日本
の試合の時には観戦席が日本国旗の旗が多く振られ、グラウン
ドに入って周りを見た時には今までにない風景でした。応援し
てくれていることが何より嬉しかったのを覚えています。

３．今後の課題
今回も予選敗退という結果になりましたが、ウクライナ戦で

初勝利を残せたことはとても大きいことなので、次の４年後の
デフリンピックに向けてトレーニングや技術などを積み重ねて
いきます。サポートしてくださったスタッフや応援してくだ
さった皆さま、ありがとうございました。

選手　　千葉　駿介

１．当初の目標（自己目標）
予選リーグ突破し、メダル獲得すること。
チームのために貢献する。

２．結果に対する評価
１勝１敗１分けにより予選リーグ３位で予選リーグ敗退しま

した。
目標としていた予選リーグ突破し、メダルを獲得することが

できませんでした。予選リーグ３試合目のイタリア戦では、残
り３分で決勝ゴールを入れられ、決勝トーナメントの夢が途切
れてしまいました。なぜ最後の最後までゴールを死守できな
かったのかと思い出す度に自分を責め、チームのために貢献で

きなかったのではと感じています。

３．今後の課題
今大会を振り返ってみて、技術面やメンタル面など、メダル

を獲得しているチームと比べて差があったと感じました。日本
は前大会と比べて世界との差はかなり縮まってきたと思います
が、まだまだ足りない面がたくさんあります。４年後のデフリ
ンピックに向けて一から自身を見つめ直し、サッカーだけでは
なく、私生活を見直していく必要があると感じました。デフサッ
カーだけではなく、一般（聞こえる人）チームでも活躍できる
ように日々懸命にサッカーに取り組んでいきます。４年後のデ
フリンピックは必ずメダルを取れるよう、一日一日を大切に過
ごしていきたいと思います。

選手　　松元　卓巳

１．当初の目標（自己目標）
チーム全体の目標としては、まずは１勝し、予選リーグ突破

し決勝トーナメント進出すること。
自己目標は、３大会目の出場になるので経験を若い選手に伝

えながら、また活かしながら試合に挑むこととしました。今大
会はセカンド GK という位置だったため、チームの為に出来る
ことを全力でし、いつ出番が来てもいいように最高の準備をし
ておくことでした。

２．結果に対する評価
チームの結果としては、１勝１分１敗で最後の最後で決勝

トーナメント進出を逃すという悔いの残る結果になりました。
結果だけで見ればメダルには遠いかもしれませんが、デフリン
ピック初勝利、それも銀メダルを獲得した相手からの勝利を獲
得しました。引き分けだった試合も、前半の負けからの後半に
追いつくという価値ある引き分けでした。敗戦も、前半はリー
ドしていた試合であり世界の強豪と徐々に対等に試合が出来る
ようになってきている手ごたえは感じました。しかし、最後に
勝ちきれなかったのは毎回言っているようにメンタルが原因か
と思います。「何がなんでも勝つ！」という気持ちが世界に比
べると、まだ甘い部分なのかなと痛感しました。

個人としてもデフリンピック初の試合出場ゼロという結果に
終わりました。常に最高の準備をしておくということは自分の
中では出来ていたと思いますが、出たいという気持ちが先行し、
もっとチームの為に出来たことがあったのではないかと思いま
す。

３．今後の課題
個人としては、試合に出られるように周りからの信頼を勝ち

取ること。そして日々のトレーニングの質と量を共に上げるこ
とです。

チームとしては試合出場できる人数は決まっているので、試
合出場できない選手は、代わりに試合出場している選手がいか
に集中して試合に挑めるようサポートできるかが問われます。
これが勝利への大きな力になることを痛感したので、大会まで
に選手同士・選手とスタッフとの距離感を大事にしなければな
りません。適切な距離感を作れるようにすることが次のステッ
プに繋がることを痛感したので、次大会ではこの反省を踏まえ
て臨みたいと思います。
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選手　　河野　翔

１．成績に対する自己評価
サムスンデフリンピックの結果は予選リーグ１勝１敗１分、

得失点差で C グループ３位となり、予選敗退でした。４大会
連続予選リーグ敗退となり、チーム目標として挙げていた「予
選リーグ初突破・ベスト８」の壁を乗り越えることができませ
んでした。それでも前大会準優勝のウクライナを倒し、そのウ
クライナは決勝まで勝ち進み、優勝したトルコと対等に戦い、
準優勝したことを考慮すると、日本も世界と戦える実力がある、
今の実力レベルを確認できたことで次に繋がる内容だったと感
じました。

個人としては、右サイドバックとして予選リーグ全３試合先
発フル出場を果たしましたが、勝てば初の予選突破、決勝トー
ナメント進出が決まるアルゼンチン戦で後半の終盤に訪れた決
定的チャンスを外してしまったことに未だに悔いが残ります。
逆転のチャンスを逃してしまったことで改めて試合中のワンプ
レー、ワンプレーが結果を大きく左右することを痛感しました。

２．反省・課題
・コミュニケーション

毎回のことながら、必ず挙げられる課題がコミュニケーショ
ンであり、今大会でも主な敗因の１つがコミュニケーション不
足でした。今大会の派遣メンバーは 2017 年３月の最終選考会
を経て４月に派遣メンバーが発表されました。それ以降、５～
７月の間３回にわたって大会に向けた国内合宿が行われました
が、日数に換算してわずか４日間しかありませんでした。その
４日間でフォーメーションや戦術確認をするには限界がありま
す。十分なコミュニケーションが取れなかったことで予選リー
グ最終戦のイタリア戦では、わずかなズレから失点を喫してし
まいました。この場面に関してもっとコミュニケーションを
取っていれば、と悔やんだ選手は多かったはずです。

強化費が少なく合宿回数が限られている現状で出来ること
は、最終メンバー発表の時期を早め、早い段階から最終メンバー
でコミュニケーションを取る事です。今大会の経験を踏まえた
上で次回は最終メンバー発表の時期を考慮して頂きたいと思い
ます。
・体調管理

大会期間中、私を含め、下痢症状を起こしたメンバーが何人
かいました。私の場合、かなり酷い症状で完治するのに 1 週
間を要しました。脱水症からくる発熱で、チーム練習に参加で
きない日もありました。おそらく選手村の食堂で提供されたサ
ラダに原因があったと思われます。生水で水洗いされており、
長時間放置されていた為、菌が繁殖したと思われます。選手村
入りした初日、チームスタッフが食堂で提供される生ものを試
食し、食あたりの可能性が無いことを確認しましたが、今回は
生水に対する抵抗力の個人差があったと思います。大会期間中
は極力サラダ等、生ものを摂ることを控え、栄養や植物繊維は
青汁やサプリメントから摂取して補う等、食事においても工夫
する必要があることを学びました。

2009 年台北大会ではサッカー男子チームから７名がインフ
ルエンザに集団感染した経験を活かし、それ以降の大会では食
事前に手のアルコール消毒、移動中のマスク装着など、徹底し
た予防・衛生管理が施されるようになりました。今回の下痢症
状の経験も食事管理における課題も次回に活かしてもらいたい
と思います。

選手　　岡田　拓也

１．結果に対する評価
今回のデフリンピックは自身初の出場となりました。昨年の

ワールドカップで初めて世界の壁を目の当たりにし、それから
必死にトレーニングしてこのデフリンピックに挑んだつもりで
したが、結果は予選敗退に終わりました。敗因は試合の入り方
が悪かったこと、最後まで集中し続けることができなかった事
だと思います。初戦のウクライナ戦はこの２つが出来ていたか
ら勝つ事が出来たのだと思います。また、強化合宿も３回程度
しか実施出来なかったこともあり、準備不足であったこともあ
ります。

２．今後の課題
今回の自分自身の課題としては怪我したこと、これに尽きま

す。初戦のウクライナ戦で相手選手との接触で膝の靭帯をのば
し、交代を余儀なくされました。自分ではトレーニングしてき
たつもりが、少しの妥協や日々の甘さがこの結果を招いたもの
だと思っています。今大会を通して自分に足りないもの、課題
がはっきり見えたので、また４年後に向けて頑張っていきたい
と思います。

最後にデフリンピック派遣に関わってくださった関係者の皆
様、現地で選手たちをサポートしてくださった皆様、応援して
くださった皆様、心からお礼申し上げます。ありがとうござい
ました。

選手　　塩田　知弘

１．当初の目標（自己目標）
一戦必勝 & 予選突破

２．結果に対する評価
予選敗退と言う結果となりました。（1 勝 1 敗 1 分により、

得失点差でグループ３位）結果が全ての世界では成績は悪い方
になりますが、ここで得た物は歴代の中でも一番大きな収穫で
す。

勝負の世界では最後まで何か起こるかわからない事、世界で
も戦える力がついてきている事が明確になった大会です。死の
グループと言われる激戦グループで、過去の成績もそうですが、
今大会準優勝のウクライナ、ベスト４まで進んだイタリア、去
年の世界大会ベスト４のアルゼンチン、いずれも世界のトップ
にいるチームばかりです。その相手に、今まで世界相手に勝て
なかった日本が、初戦でウクライナに 2 － 1 勝利と歴史的勝
利を収めました。続きアルゼンチンは 2 － 2 と引き分け、こ
こまで暫定予選１位でした。引き分け以上で歴史初の決勝トー
ナメントが懸かったイタリア戦では 2 － 0 と有利に試合を運
びましたが、前半ロスタイムの FK で決められ、そこからイタ
リアの流れに変わってしまい、後半同点にされ残り１分で逆転
されました。ウクライナがアルゼンチンに 3 － 0 で勝ち、得
失点差により予選３位で決勝トーナメント進出はなくなりまし
た。

３．今後の課題
勝つチームにするために
①金銭負担を無くす事
②合宿を増やす事
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今、必要な事
①認知度向上（スポンサーなど）

選手　　松本　弘

１．当初の目標（自己目標）
台北、ソフィアに次ぐ３度目のデフリンピックでした。目標

は 2009 年から掲げている“最高で世界王者、最低でもメダル
獲得”であり、今大会も自信を持ってトルコ・サムスンに乗り
込みました。

２．結果に対する評価
予選初勝利するも、１勝１分１敗で日本は４大会連続の予選

敗退となりました。
何もわからずがむしゃらに走った 2009 台北デフリンピッ

ク。中堅としてベテランと若手のつなぎ役の意識をもって挑ん
だ 2013 ソフィアデフリンピック。2013 年からの４年間は日
本代表に選ばれ、世界と戦うためにレギュラー争いに必死にく
らいつきました。

頭脳と身体をサッカー人生で一番のピークに持って行けたの
ですが、出発初日から体調を崩してしまい、大会期間中はチー
ム関係者（監督、協会、トレーナー）にご迷惑をおかけしてし
まいました。

前大会と比べて、大会への準備期間また合宿の回数、環境は
大きく変わってきました。

３．今後の課題
前大会の報告書では、２点ほど課題があると記述したのを覚

えています。
一つ目、国内合宿、国外遠征の回数の少なさが結果的に経験

値を積み重ねることができませんでした。今大会までの４年間、
回数は増えましたが、それでも完成度、メダルを獲得するまで
にはもう少し合宿等をやる必要があるのではないかということ
でした。

二つ目はフィジカルの向上が挙げられます。スピード、スタ
ミナ、中１日を戦い抜く力の向上です。この点に関しては“結
果に対する評価”で述べたとおり日本のデフサッカーの個々の
レベルはあがっており、競争も激しくなっている点から向上し
ています。ただ、今回予選敗退を通してあらわになったのはメ
ンタル的な弱さだと感じています。

今大会、初出場の選手も何人かおり、ピッチ上の選手もよく
戦っていました。では、何が足りないのでしょうか。勝つ気持
ちが足りないわけではなくこの試合のゲームをどう終えるの
か、どう戦うのかという気持ちが全員一致していなかったと感
じます。４年後を目指す選手たちにはこのことをしっかり忘れ
ずに新しい選手と共に戦っていってほしいです。　

最後に協会関係者、デフリンピックに携わる連盟のみなさん
お疲れ様でした。ありがとうございました。

選手　　古島　啓太

１．当初の目標（自己目標）
今回のデフリンピックは、２度目の出場であり、日本選手団

の旗手、またキャプテンとしてチームを引っ張っていく立場で
ありました。初めて出場した前大会のソフィアデフリンピック

では、メダルを獲得することが夢でありましたが、試合では何
もできずに悔しい思いをしているので、今回は最低でも「予選
突破」という目標を立て、一試合一試合に集中することを意識
して、大会に挑みました。

２．結果に対する評価
試合結果は公式記録として既に発表されていますので、ここ

では自分の気持ちの面や課題を書かせていただきます。
まず、初戦ウクライナ戦を迎える前日に開会式があり、日本

選手団の旗手を務めさせていただきました。開会式は２万人以
上の埋め尽くされたスタジアムで、ジャポーネ！と鳴り響く声
が聞こえてきました。そのまま歩くだけではもったいないと思
い、右手で日の丸の旗を持ち、左手で観客席に向けて、盛り上
げてもらうように手を振りました。

初戦ウクライナでは、デフリンピックでの史上初勝利が出来、
協会としても、選手としても大きな自信につながりました。は
じめの一歩として大きな一歩を踏み出すことが出来たと感じま
した。また、チーム全員がベストの状態で戦えたこの試合を忘
れてはならないと思いました。

第２戦目のアルゼンチンはデフリンピックで最も試合の入り
方が悪かった試合でした。それでも 0 － 2 から引き分けに持
ち込めたのは、試合中でのメンバー全員が２回集まり、メン
バーの顔をお互いに見て確認したことで、平常心で落ち着いて
プレーすることが出来たことによるものです。今後の試合でも
苦しい状況に陥った時にこそ、メンバー同士で顔を合わせて、
自分の立場や相手のことを再認識することが必要だと感じまし
た。

最終戦のイタリア戦は前半から日本のペースで戦うことが出
来ました。しかし、その 2 － 0 からなぜ逆転されたのか、直
接的な原因は今でもわかりません。相手も途中から 10 人とい
う状況でした。日本チームにずる賢さがなかったとも言えるの
でしょうか。一つ言えることは、チーム内でのコミュニケー
ションが足りなかったことです。失点してから監督やベンチを
見る回数がなかったように感じました。試合中に充分なコミュ
ニケーションが取れていれば、日本は間違いなく予選突破する
ことが出来ただろうと思います。

３．今後の課題
前大会の課題もコミュニケーション不足と挙げ、また今大会

もコミュニケーションが足りなかったというのが、課題でした。
この逆転負けされた『サムスンの悲劇』を絶対に忘れてはなり
ません。これを繋げて次は必ず予選突破をすることに誓い、チー
ムを引っ張っていきたいと思います。

選手　　仲井　健人

１．個人成果
CB として３試合にフル出場しました。フィジカルのある相

手に対して簡単に抜かれないこと、空中戦で戦えたことは収穫
でした。しかし、DF 陣をまとめる統率力、苦しい場面で守り
きる力が不足していたことが課題となりました。

２．全体を通して
予選敗退しましたが、その中で個人的に感じたことを 2 点

述べます。
①日本が優れている点
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・運動量
日本は 2 － 1 で数的有利を作る場面が多くありましたが、

それは相手より走る量が増えていることを示します。しかし、
相手よりも動き続けていたことは、日本の運動量は世界のトッ
プに近いことを示していると思いました。
・ベンチを含めたチームワーク

ベンチの選手も試合中に助言をくれ、更にハーフタイム中は
給水やマッサージ等を手伝ってくれました。
・ケアへの意識

練習や試合後にアイスバスに入り、疲労回復に努めていまし
た。
②日本の弱さ
・勝つサッカーができない

チーム全員が、いつ、どのようなプレーをするのかがイメー
ジ共有されていないことが一番の弱さではないかと思いまし
た。優勝国トルコは落ち着く時、攻める時、守る時が全員共有
されており、この点に関しては、日本と圧倒的な差があるよう
に感じました。恐らく一人一人が試合の流れを読み取って考え
る力が不足しているのかと感じました。
・リーダーの不在

上記にも共通しますが、試合中、多くが耳を傾けるように声
（どのように戦うのか等）を出す選手がいませんでした。この
ため、全員のイメージ共有が難しかったのではないかと思いま
す。
・１対１の弱さ

１対１の勝負に勝つシーンをもっと増やす必要があると思い
ます。２対１でも対応ができますが、１対１で対応することで、
他の選手の運動量を他のプレーに回すことができます。

３．総括
日本は世界で勝つ力を持っていると実感しました。しかし、

その力を高めるためには合宿を組み、各選手が自分の力を更に
磨けるようなレベルの高い環境で練習する必要があると感じま
した。

選手　　江島　由高

１．当初の目標
表彰台に立つ事。

２．結果に対する評価 
表彰台に立つ事を目標に掲げ、サムスン大会に臨みました。

結果は周知の通り、初戦でウクライナ相手に勝ち、続くアルゼ
ンチン戦で２点ビハインドからドローに持ち込み、予選リーグ
最終戦でイタリアに敗れ、１勝１敗１分で予選リーグ敗退とな
りました。個人面では、予選リーグ初戦のウクライナ戦で３分
間のみの出場でした。チーム面においても個人面においても、
悔しい結果となってしまいましたが、トルコから帰国して１ヶ
月経った今、予選リーグを突破するだけの力が現在の日本には
まだ備わっていなかったと客観的に今回の結果を受け止めるよ
うになりました。前回のブルガリア大会では、怪我で全試合ベ
ンチ外でしたが、その反省を活かし、怪我することなく大会本
番にピークを合わせる事が出来た点は、個人的に改善出来た点
として評価したいと思います。また、公式練習が試合の為の練
習となるよう全力で取り組んだ事や、試合中のベンチの雰囲気
作りに気を配った点もチーム内での役割を果たした点として評

価したいと思います。 

３. 今後の課題 
日本人でサッカーをやっている人間が今回の予選リーグ最終

戦を目の当たりにすれば誰もが既視感を覚えるであろうドーハ
の悲劇ならぬサムスンの悲劇を経験しました。日本チームが４
年後の大会で同じことを繰り返さない為に必要な事は「一人一
人が何事も想いを込めて取り組む事」に尽きると思います。モ
ノを大切にすることだったり、時間を大切にすることだったり。
ピッチに入るときに一礼するのも、単に礼儀がどうのこうので
はなく、浮ついた気持ちで試合や練習に入らない為に必要な事
だと思います。スポーツはメンタリティーに大きく左右され、
姿勢や想いの差が結果に出てくるものだと身に染みて実感して
います。想いを込めて取り組んだ事の数が大きければ大きいほ
ど、今回のような失敗を繰り返すリスクも下がり、かねてから
の念願である表彰台に立つ事も叶う可能性が大きくなるはずで
す。

選手　　大西　諒

１．当初の目標（自己目標）
当初の目標はメダルを獲得することでしたが、過去の大会を

遡ってみると予選突破はおろか、１勝もしていないことが分か
りました。まずは１勝を目指し、それを積み重ねていけば予選
突破、メダル獲得に繋がると最初はそう思いました。しかし、
１勝という目標では世間からの注目や期待も今までと変わらな
いと考え、最低限の目標は予選突破に設定しました。個人はも
ちろん、チーム全体が 120％の力を出していけば予選突破は
できるものと信じておりました。

２．結果に対する評価
１勝１敗１分けの予選敗退。今大会準優勝したウクライナに

１勝したことは歴史的快挙でした。しかし、そのあとのアルゼ
ンチン、イタリアに１分け１敗となり、特にイタリア戦は日本
にとって忘れられない一戦になりました。自分自身もアルゼン
チン戦の後半５分からの出場のみにとどまり、個人としては全
体的に不本意な大会となりました。しかし、ウクライナに勝っ
たことは間違いなく日本ろう者サッカー界にとって大きな一歩
になったと思います。

３．今後の課題
自分の課題は２つあります。１つが体調管理の面です。出発

前に体調を崩し、中々治らず、最終的に治ったのが初戦の前日
でした。全体練習でも多少息苦しい感じはあったので、少なく
ともベストコンディションでデフリンピックに行けなかったの
はチームに迷惑をかけたと思います。今後は普段の生活をしっ
かりし、体調を崩さない体づくりをしていきたいと考えます。

もう 1 つは国際大会の経験不足です。国内で試合はそれな
りにやってきたとは思いますが、日の丸を背負って世界の舞台
に立つとなると、国を背負っているというプレッシャーに押し
つぶされそうな感じがありました。自分自身としては３年振り
２度目の国際大会であり、出場したアルゼンチン戦では緊張で
ぎこちないプレーがいくつかありました。こればかりは今後代
表に関わらないと克服できないものであり、今後も関わってい
けるよう継続していきたいと考えます。
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選手　　山森　裕介

１．当初の目標（自己目標）
今大会、デフリンピック初出場を果たしました。試合出場と

点に絡むことを目標に掲げ、「１対１に負けない」ことをテー
マに鍛錬に励みました。しかし、選手発表後すぐ肉離れを起こ
してしまい、１か月弱のリハビリを余儀なくされました。大会
まで残された時間で身体づくりに励み、大会に臨みましたが、
やはり選手発表後の怪我が悔やまれます。この反省から、自分
に合った負荷トレーニング、細心のコンディション調整、また、
トレーナーとの積極的な相談が大切だと気付かされました。身
体づくりは短期間ではなく、長期的かつ計画的にトレーニング
することで高いパフォーマンスを発揮できる身体へと変えるこ
とができます。世界と戦うためには選考に限らず、日頃から身
体づくりへの高い意識が必要です。日本代表を目指す選手全員
が高い意識をもつことによって日本全体のフィジカルベースを
底上げでき、より競争率の高い日本代表ができるのではと思い
ます。

２．結果に対する評価
大事な初戦で強豪のウクライナを相手に勝利を挙げたことは

チームにとって大きな自信を得ました。個の力においても体格
は劣っていましたが、１対１では１人１人が責任を持って対応
できていました。予選突破の可能性が高かったにも関わらず、
その後の試合を勝ちきれずに予選敗退を喫したことで大変苦い
思いをしたデフリンピックとなりました。また、いくら良い内
容であっても勝たなければ意味がありません。「良いサッカー」
と「勝つサッカー」の違い、連戦で勝ち続けることの難しさを
思い知らされた大会でもありました。今大会の結果を受けて、
日本は表彰台を狙える位置に立ったと見えましたが、トルコと
イランの試合を実際に見ると世界とアジアの差を実感しまし
た。チームと個の力の向上を図ることは勿論、短期決戦での戦
い方を身につけなければ表彰台は厳しいと思います。

３．今後の課題
個人的には１試合も出場できず悔しい思いをしましたが、別

の形で貴重な経験ができたのも自身にとって価値のあるものに
なりました。また、ベンチメンバーとしてチームのために何を
するべきか常に考えて行動できたことは団体競技において良い
経験となりました。今後は、連戦を想定した世界と戦える身体
づくり、個の力に重きを置いて向上心をもち鍛錬を継続してい
きたいと思います。また、チームの成熟度を上げていくために
も合宿の数を増やし、サッカーを取り巻く環境を変えていくこ
とはメダルを獲るにあたって不可欠です。

最後に、応援していただいた家族、職場、協会関係者やスポ
ンサーなど皆様に心から感謝申し上げます。本当にありがとう
ございました。

選手　　東海林　直広

１．成績に対する自己評価
個人として今年の３月に選出され、４か月間と短期間で、３

試合フル出場。１勝１分１敗に貢献することが出来たことは大
きく評価できると感じています。４か月でメンバーと馴染むこ
とが出来、チームの為に多くのことで貢献できました。　

チームとして予選１勝、予選突破が目標でした。残念なが

ら、後者の目標はあと一歩のところで逃してしまいましたが、
準優勝のウクライナに勝ち、前回負けたアルゼンチンに引き分
け、ベスト４のイタリアに残り 10 分まで勝っていたことを踏
まえ、過去３大会と比較すると世界としっかり戦うことが出来
た、世界に近づくことが出来た大会と感じております。

しかしながら、世界の選手のフィジカルは日本にはないもの
を持っていると感じたので、今後はよりウエイトトレーニング
に時間をかけていきたいと考えております。

２．反省・まとめ
合宿・試合を重ねるごとに選手間のコミュニケーションが活

性化され、試合内でのズレを減らすことは出来ましたが、４か
月間という短い期間では限界もありました。私自身、参加が遅
かったということもありますが、やはりもっと早い段階でのメ
ンバー確定ということが必要なのではないかと感じます。

会社の理解により、出発５日前からお休みを承諾いただき、
大会に向けた最終調整をすることが出来ました。これにより３
試合、大きな怪我をすることもなく、フル出場に繋がったと思
います。その点から、派遣期間だけでなく、派遣期間前の数日
を含めた派遣依頼書を用意していただけると今後の選手の為に
もなると思いました。

選手　　林　滉大

１．成績に対する自己評価
今回のデフリンピックは自身にとって初の国際大会でもあ

り、本番に向けて大学のサッカー部でも筋肉トレーニングで身
体を大きくしたり、暑い時間帯で走り込んだりと、過酷なトレー
ニングで自身の能力アップに徹しました。代表チームでは５月
から月１回の強化合宿で結果を出すなど、ベストコンディショ
ンで挑むことができました。強化合宿では仲間同士で衝突の繰
り返しでしたが、最後の強化合宿で一致団結したときは「勝て
る」という実感が湧きました。

日本は前回準優勝のウクライナ、昨年の W 杯４位のアルゼ
ンチン、サッカー大国のイタリア、他のグループと比べてもど
の国が突破するか分からない強豪がひしめく死の予選組に入り
ましたが、不思議と負ける気はしませんでした。その中で、ウ
クライナに勝利してデフリンピック初勝利を収めたときは、こ
れまでにない喜びをチームで共有しました。決勝トーナメント
進出が決まる試合でイタリアに逆転負けをしてしまい予選敗退
が決まった瞬間、チームが悔し涙を流した光景は一生忘れませ
ん。この悔しさを忘れなければ、次回のデフリンピックは予選
突破、メダル獲得が見えるはずです。 

予選敗退という結果に終わりましたが、内容を振り返ると、
チーム全員が学業や仕事に専念しているなか、他国よりも数少
ない合宿を経て、これまでにあった世界との大差が今回では対
等、それ以上になくなり、世界トップレベルと戦えるようになっ
たのは、今後の日本デフサッカー界にとって、大きな一歩となっ
たのではないかと思います。

また４年後と考えると本当に遠く長く感じますが、厳しいア
ジア予選も待っているので、日本デフサッカー界のレベルアッ
プ期間と捉えて、個人の成長のほか、デフサッカーの環境改善
や人材発掘に貢献していきたいです。

僕がこのような貴重な体験をすることができたのは、今まで
支え続けてくれた方々のおかげだと感謝しています。また、日
本からの盛大な応援は、本当にパワーの源で心の励みにもなり
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ました。応援ありがとうございました。

選手　　伊丹　秀行

１．当初の目標（自己目標）
私の目標はまずは１勝を挙げ、予選突破してメダルを取る事

でした。当時、デフリンピックでは未だに１勝すらしたことが
ありませんでした。まずは最低限の１勝を挙げて予選突破した
いと思っていました。また、自分を優先することなくチームに
ために全力を尽くそうと心がけていました。

２．結果に対する評価
結果はウクライナ戦 2 － 1 で勝利、アルゼンチン戦 2 － 2

で引き分け、イタリア戦 2 － 3 で負けてしまいました。よっ
て１勝１敗１分でグループ３位となり、予選敗退の結果と相成
りました。予選敗退という形になり全ての目標達成できなかっ
たことは残念です。しかし、１つの目標である１勝を挙げる事、
これを達成できた事はデフサッカーでもかなり大きな成果であ
り、大変良かったと思います。特にウクライナは今大会では準
優勝を成し遂げた強豪チームでしたが、これに打ち勝つことが
できました。レベルの高いヨーロッパでも日本のサッカーは通
じると感じたことはとても良かったと思います。

３．今後の課題
今回自分は初めてのデフリンピックで初めての国際大会でも

あるので、知らないことだらけでした。しかし、今回参加した
ことで国際大会に出場する際の心構えが重要であること、海外
でよく起こるトラブルにも動じずに対応できるようなメンタリ
ティーが大事だと思い知りました。海外の選手は体が大きく、
体格だけで言えば日本は負けているかもしれません。スタミナ
やスピード、ボールコントロールなど体格の差をほかの面で補っ
ていけるようにするしかありません。自分は今でも続けていま
すが当たり負けしないよう筋トレをし、ボールのキャッチング
やキック精度を磨いてさらにレベルアップしていきたいです。

また、自分は判断スピードが遅いため、もっと常に周りを見
て状況判断のスピードを上げ、チームの攻撃チャンスを潰さな
いようにしたいです。

最後に、自分は今回のデフリンピックで国際手話の存在を初
めて知ったので、大会に参加して周りが何を話しているか全然
分かりませんでした。少しでも世界の友人を広げ、競技力を向
上させるために国際手話を覚えていきたいと思います。

選手　　西　大輔

１．当初の目標（自己目標）
試合に出たら 1 点でも多く得点に絡み、チームの勝利に貢

献し、まずは予選突破を決める。その後は優勝を狙いに行くと
言う目標をつけて、自身初の国際大会であるデフリンピックに
挑みました。

２．結果に対する評価
結果は 1 勝 1 分 1 敗となり、得失点差で予選敗退という形

になりました。初戦は準優勝国のウクライナに2ー1で勝利し、
アルゼンチンでは 2 ー 2 で引き分け、最終戦のイタリアに引
き分け以上で予選突破でしたが、最後の最後で逆転され 2 ー 3

で負けました。そして、得失点差で予選敗退となりました。し
かし、今大会準優勝のウクライナに勝利出来た事やアルゼンチ
ンに２点リードされても後半の追い上げでドローに持ち込んだ
事、最後の最後で逆転負けを味わったイタリア戦。どれも色々
な意味で大きな収穫になりました。

３．今後の課題
正直に言うと、スピード、チームワークはどこのチームにも

負けていませんでした。ただ、試合に勝つ為にはもっと１つ１
つのプレーにこだわりを持ち、そのプレーの精度を上げていく
べきだと思います。サッカーではたった 1 本のシュート、たっ
た１つのミスで勝負が決まると言うことを改めて思い知らされ
ました。この経験を踏まえ、４年後の大会は予選を突破し優勝
するためには、もっと自分達の良さを伸ばし、弱点を少しでも
無くしていく事が課題になると思います。

空手競技チーム

監督兼選手　　坂口　健二

１．選手・役員の選考基準・方法
連盟指針では、デフリンピック出場権を得るためには世界

大会ベスト４以上であることを条件としています。しかし、
2016 年７月にトルコ・サムスン市にて開催された世界ろう者
武道選手権大会に出場を予定していましたが、出発当日にトル
コで軍部によるクーデターが起きてしまいました。トルコ航空
が欠航となり、不参加とせざるを得えず、代表選考を決めるこ
とができませんでした。その代わり、毎年開催されている全日
本障がい者空手道競技大会の成績を基に選手選出についてよく
協議した結果、選手８名を選考して連盟に提出しました。審議
の結果、選手５名が派遣されることとなりました。

２．空手競技チーム名簿
選手兼スタッフ（監督）　坂口 健二（沖縄）
選手兼スタッフ（コーチ）　宮下 昭宣（埼玉）
選手　稲葉 考一（東京）
選手　新垣 愛花（沖縄）  
選手　北村 亀太（福岡）
手話通訳　田口 雅子（東京）

３．役割
監督…チームに関する全ての責任者
　TD 会議への出席、本部への報告等
コーチ…選手のお世話、組手の相手等 
スタッフ（選手を含めて）… 競技会場内での写真・ビデオ撮影、

会場への送迎バス時刻の確認等
手話通訳者…英語もできるため、必要な時の通訳

４．競技スケジュール
７月 15 日（土）　先発組（坂口、田口、新垣、北村）
　　　　　　　　 成田空港集合、出発、サムスン市到着
７月 16 日（日）　オフ
７月 17 日（月）　選手村にあるフィットネスセンターにて練習
７月 18 日（火）　結団式、開会式
７月 19 日（水）　選手村にあるフィットネスセンターにて練習
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７月 20 日（木）　 選手村にあるフィットネスセンターにて練習
後発組（宮下、稲葉）

７月 21 日（金）　選手村にあるフィットネスセンターにて練習
７月 22 日（土）　14:30 ～ 16:00 公式練習 
７月 23 日（日）　14:30 ～ 16:00 公式練習
　　　　　　　　 18:00 ～ 21:00 TD 会議
７月 24 日（月）　 男子個人形（宮下、北村）、男子個人組手

-60kg（稲葉）、-67kg　女子個人形（新垣）、
女子個人組手 -50kg、-55kg

７月 25 日（火）　男子個人組手 -75kg、-84kg、+84kg（坂口）
　　　　　　　　 女子個人組手 -61kg、-68kg、+68kg
７月 26 日（水）　男子個人組手無差別級（坂口）
　　　　　　　　 男子団体形（宮下、稲葉、北村）
　　　　　　　　 男子団体組手（坂口、宮下、稲葉、北村）
　　　　　　　　 女子個人組手無差別級、女子団体形・組手
７月 27 日（木）　オフ
７月 28 日（金）　現地出発
７月 29 日（土）　帰国

５．成績
試合結果

空手競技は７月 24 ～ 26 日までの３日間にアタトゥルクス
ポーツホールにて 18 種目が行われました。今回は世界 19 ヶ
国から男女合わせて 120 名のエントリーがありました。日本
選手の成績は下記の通りです。

女子形競技
新垣選手　１回戦　1 － 4　ベネズエラ
　　　　　敗者復活戦　5 － 0　トルコ
　　　　　３位決定戦　1 － 4　ウクライナ→５位入賞
男子形競技
宮下選手　１回戦　1 － 4　ウクライナ
北村選手　１回戦　不戦勝
　　　　　２回戦　5 － 0　ギリシャ
　　　　　準々決勝 1 － 4　タイ
　　　　　敗者復活戦 1 － 4　イタリア→７位入賞

男子組手 -60kg 級
稲葉選手　１回戦　不戦勝
　　　　　２回戦　0 － 10　ロシア
　　　　　敗者復活戦　0 － 3　台湾

男子組手 +84kg 級
坂口選手　１回戦　不戦勝
　　　　　２回戦　0 － 8　ロシア
　　　　　敗者復活戦　0 － 1　トルコ→７位入賞

男子組手  無差別級
坂口選手　１回戦　0 － 8　アルゼンチン

団体戦男子形
１回戦　日本 0 － 5 台湾

団体戦男子組手
１回戦　日本 0 － 2 トルコ

６．空手道競技運営などの報告 
空手チームは選手村にて毎日ミーティングをして、意見をま

とめて決めました。皆さんの協力によりスムーズに実行するこ
とができました。
・ 公式練習日程情報は公式サイトに載っていて、計画を立てや

すかったです。 
・ 宿泊所から競技会場までの移動方法はバスでしたが、非常に

時間がかかりました。
・ 公式練習日以外は、選手村にあるフィットネスセンターにて

練習することができました。
・ 公式練習の練習場のスペースは ２面ありました。 
・ 試合会場には大画面スクリーンがあり、試合と大画面スク

リーンを交互に見ながら試合状況がわかりやすかったです。 
控室で試合のモニターを見ながら自分の試合前のアップする
ことができました。

７．競技規則の適用 
空手道競技ルールは世界空手道連盟（WKF）に準じて行い、 

トーナメント方式で行われました。 

８．大会参加までの準備状況 
デフリンピック本番まで、毎月１回以上の強化合宿を行いま

した。強化合宿では、本番に向けての練習やコンプライアンス
研修やアンチドーピング講習会などを行いました。ドーピング
の関係で居所調査、実施検査等について、講師より詳しく説明
してもらいました。 

９．大会の感想と今後の課題
空手強豪国は優秀なコーチが５人程おり、万全な体制を整え

ていました。また、デフリンピック初出場のタイ選手は男子個
人形で金メダルを獲得しており、彼はまだ 18 歳でしたが、ス
ピードとキレ等がありました。それだけではなく、同行したコー
チは選手として聞こえる人の世界大会に出場経験のある方でし
た。それと比べて日本は国際大会出場経験を持つ指導に定評の
あるコーチが同行できなかったのが敗因と思われます。

今回大会の成果と課題を踏まえ、選手たちが優秀な指導者の
下で鍛えられるようサポートできるか検討していきたいと考え
ています。また、空手道の発祥地であるにもかかわらず、日本
における聴覚障害者の空手道人口が極めて少ない状況です。次
回の大会に向けて、団体組手も含めて日本人全階級出場できる
ように選手数を増やすことが課題です。全日本空手道連盟など
の各関係機関に協力を得て、デフリピックでメダルを狙える選
手の発掘をテーマに色々な方法を考えていきたいです。 

選手兼スタッフ　　宮下　昭宣

１．結果
・男子個人形１回戦敗退
・男子団体形１回戦敗退
・男子団体組手１回戦敗退

２．敗因
・男子個人形１回戦敗退

得意のスーパーリンペイ（剛柔）で臨みましたが、相手（ウ
クライナ）は五十四歩大でした。私の形は自分でも納得のいく
形でしたが、技のスピードやキレなどは若い相手選手の方が一
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枚上手でした。

・男子団体形１回戦敗退
男子団体形は、日本チームにとって初出場でした。第一指定

形のセーパイで臨みました。団体形メンバーは流派が違うため、
メンバーで呼吸を合わせるまで時間がかかりましたが、本番で
は呼吸がぴったり合ったので、勝てると思いました。

・男子団体組手１回戦敗退
相手トルコの戦法に対応できていなかったことが敗因だった

と思います。

３．デフリンピックの感想
メダル大国のロシア、ウクライナ、イラン、トルコ、ベネズ

エラなどの空手強豪国は、前回の大会に続き今回の大会も強さ
を見せました。スポーツ立国を戦略的に進めている海外の選手
に勝てないのは承知の上でしたが、更に指導に定評のあるコー
チたちの下で厳しいトレーニングをしてきたようです。日本に
もそういった環境を求めます。

４．今後の課題
デフリンピックで勝つためには、スポーツ立国のように国際

大会での経験豊富な総合的なコーチの力が必要です。パラリン
ピック組織委員会に対し、総合的なコーチ派遣要請することが
できるような環境が望ましいと思います。

手話通訳　　田口　雅子

１．自己の役割とその評価
手話通訳として参加させて頂きました。しかし実際には手話

通訳よりもスタッフとしての仕事の方が多かったと思います。
武道は選手が少ない為、スタッフは私のみで、選手もスタッフ
を兼任していました。具体的な仕事内容は通訳以外に、報告日
誌の文章作成のフォロー、練習の様子の写真・動画撮影、体調
の悪い選手のケア、試合中の荷物・貴重品の管理などでした。

手話通訳の件では監督から２点、指摘がありました。１点目
は、イスタンブールに着いた際に近畿日本ツーリストの添乗員
から注意点の説明通訳を頼まれ、最初は自転車の団体の専属通
訳者が通訳し、その後、武道専属の私が通訳をしました。その
際に、監督から今の通訳はやってはいけないと注意をされまし
た。私は事情が分からず、どういうことか分かりませんでした。
近畿日本ツーリスト専用の通訳者を手配するのは本部であり、
武道専属の通訳者の私が通訳すべきではなく監督からの指示以
外の通訳はしてはいけないという指摘でした。これについて戸
惑いもありましたが、従いました。

２点目は、帰国時にサムスン空港からの出発が５～６時間大
幅に遅れた際、再度近畿日本ツーリストから通訳を頼まれまし
た。今回は大切な伝えるべき情報なので通訳をしてしまいまし
たが、この件でも通訳をしてはいけないという指摘があり、私
は通訳をやめました。その後の情報は全て添乗員が筆談で伝え
るというかたちになりました。事前に武道連盟以外の通訳をし
てはいけない事をきちんと確認するべきでした。デフリンピッ
クに参加する事が決まってから場所がトルコという事で選手達
の安全を確保するためにも、素早く適確な情報を伝えなければ
と気を引き締めて参加しましたが、このようなことになり非常
に残念です。通訳者として不本意ですがこのような指摘を受け、

満足してもらえなかったので達成感というものはありませんで
した。

２．今後の課題
今後、武道の通訳者としては、耳に入った情報は監督の許可

なしで勝手に通訳してはいけない、ということを常に念頭にお
いて行動したいと思います。　

選手　　稲葉　考一

１．当初の目標（自己目標）
個人組手、団体形、それぞれ１勝すること。
体重 62kg を 60kg 以下に減量。（個人組手）
団体形、セーパイとアーナンを覚える。
セーパイの技、正確なスピードとキレを出すようにする。

２．結果に対する評価
体重はクリア。
個人組手、団体形ともに完敗。
団体形、セーパイとアーナンは覚えました。

３．今後の課題
団体形については３人とも同じ流派のメンバー同士が望まし

いと思います。今回は３人とも流派がバラバラだったこと、メ
ンバーの所在地も年齢層もかけ離れていて練習量に無理があり
ました。

減量は成功し、２か月たった現在でもリバウンドすることな
く体重を維持しています。引き続き、今後も運動量、食事量を
しっかり注意したいです。

選手　　新垣　愛花

１．当初の目標（自己目標）
今回、私にとって初めてのデフリンピック出場でした。今ま

での稽古で身につけてきた技術やキレ、バランスやタイミング
などを磨いていき、さらに自分に自信を持って全力で優勝をす
ることを目標に取り組んでまいりました。

２．結果に対する評価
ベネズエラとの初戦では 1 － 4 で敗退してしまいましたが、

敗者復活戦に挑み、トルコに 5 － 0 で勝利を得ることができ
ました。次に敗者復活決勝戦に進出し、ウクライナに絶対に「勝
ちとる！」と気合を入れて挑みましたが、残念ながら 0 － 5
で敗退という結果になりました。 最終的に５位となり、初め
て出場した私にとって非常に悔しい結果となりました。

３．今後の課題
自分にとって初めて世界を相手に日本の国旗を背負って試合

に出ましたが、自分の体力や体幹、そして筋肉をしっかりと強
化していくトレーニングが十分に足りていないことを改めて実
感しました。やはり自分にとってデフリンピックに向けて１年
間という期間で稽古を積み重ねていくだけでは足りないほど、
世界と戦うことの厳しさを今回のデフリンピックで味わいまし
た。今回の反省を生かしてこれから４年後のデフリンピック出
場に向け、①積極的に聞こえる人の大会に参加することで自分
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のレベルはどのぐらいなのかを確かめながらレベルアップをし
ていくこと、②試合相手のレベルはどの程度かを研究し、どの
形や作戦が一番良いのかを考えながら自分の得意形や苦手形を
見つけていくことを課題としたいと考えています。

 今回は残念な結果となりましたが、敗者復活戦を 5 － 0 で
勝利したことは自分にとって初めて最高成績だったので、ひと
つの結果を残せたことはとても大きなものとなりました。日本
の皆さんからの応援は自分にとって大きなものだったので、と
ても感謝しております。応援していただいた皆さん、ありがと
うございました。

選手　　北村　亀太

１．当初の目標（自己目標）
今まで練習してきたことや工夫してきたことを無駄にせず

に、精一杯全力を出し切って自分が満足いくような良い結果を
残せるように頑張ること。

２．結果に対する評価
結果は個人形の部で７位でした。自分の力を全部出し切るこ

とが出来ました。しかし、７位という結果はメダルが取れず後
少しだったのでとても悔しい気持ちです。

３．今後の課題
もっと沢山練習をして技術を磨いて、体力や精神などを鍛え

て、集中力を保てるようにして、色々な大会に出場して、いい
記録が残せるように頑張ります。４年後のデフリンピックも出
場して、次こそは、メダルを取れるように頑張りたいと思いま
す。

水泳競技チーム

監督　　豊田　律

１．選手・役員の選考基準・方法
【選考基準について】

当協会の指定選手を対象に、連盟が定めた世界選手権大会の
４位相当の記録を基準記録とし、第 11 回日本ろう者水泳選手
権大会の場合は短水路基準記録としました。

【選考方法について】
2016 年４月～ 2017 年２月まで、日本水泳連盟公認大会（長

水路）、JP 大会、日本障がい者水泳選手権大会、マスターズ大
会（長水路）など、当協会が認めた大会をはじめ、当協会主催
の第 11 回日本ろう者水泳選手権大会を対象としました。対象
大会にて基準記録を突破した選手を候補選手として 2017 年３
月に候補選手を対象に選考委員会にて選考の結果、連盟への推
薦選手は男子５人、女子４人の計９人としました。

（男子）
・金持　義和（エイベックス・大阪体育大学大学院）
・茨　隆太郎（東海大学大学院）
・藤原　慧（日本大学）
・津田　悠太（飛龍高校）
・星　泰雅（仙台大学）※１

（女子）
・藤川　彩夏（東京女子体育大学）
・齋藤　京香（酒田光陵高校）
・久保　南（東海学園大学）
・中東　郁葉（松商学園高校）
※１＝リレー要員

スタッフにおいて当協会の選考委員会にて選考の結果、連盟
への推薦スタッフは監督、コーチ、トレーナーの３名体制とし
ました。スタッフ氏名は以下のとおりです。
・監督　豊田　律（京都府）
・コーチ　鈴木　しのぶ（静岡県）
・トレーナー　佐藤　学（東京都）

【スタッフの役割について】

役職 氏名 役割

監督 豊田　律 統括責任者、TD 担当

コーチ 鈴木 しのぶ 選手の管理、練習担当

トレーナー 佐藤　学 選手の管理、身体ケア担当

【目標設定】
金メダル２個、銀メダル４個、銅メダル４個の計 10 個のメ

ダル獲得、入賞においても全員参加種目決勝進出及び入賞とい
う目標を設定しました。

【結果と評価】
金メダル３個、銀メダル７個、銅メダル５個の計 15 個、入

賞においても 16 個と過去最多の獲得になりました。目標達成
でき、強化合宿の成果を出すことができました。

２．総評
今大会は 38 ヵ国、194 名参加、世界新記録 24 個、大会新

記録 40 個という大変レベルの高い大会となりました。
その中で日本選手の成績は次の通りです。

※表の見方
氏名 種目 結果 順位

（WR）世界新、（DR）大会新、（AR）アジア新、（NR）日本新、
（BR）自己ベスト

藤原　慧
（日本大学）

50m 自由形 25-74 15 位

100m 自由形 53-08（AR） ４位

200m 自由形 1-52-82（WR） ２位

400m 自由形 3-57-90（DR）（AR） 優勝

1500m 自由形 15-37-64（WR） 優勝

200m バタフライ 2-05-59（AR） ２位

200m 個人メドレー 2-08-08（BR） ３位

400m 個人メドレー 4-28-78（DR）（AR） 優勝

400m リレー 3-35-44（AR） ３位

800m リレー 7-51-82（AR） ２位

400m メドレーリレー 3-55-87（AR） ２位

藤原選手は聞こえる人の大会でも上位に入っており、ランキ
ングにおいても３種目で１位の実力を持っているため、メダル
獲得への期待がかかっていました。デフリンピックは初参加で
すが、メイン種目以外はレースを楽しむ目的で 11 種目もエン
トリーしました。

メイン種目である 400m 自由形と 1500m 自由形は積極的
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に飛ばし、持ち前のスタミナ力を活かしてペースが落ちない
まま最後まで泳ぎ切り、400m 自由形は大会新とアジア新、
1500m 自由形は２位を大きく引き離して自己ベストとなる世
界新を果たして優勝しました。400m 個人メドレーにおいても
専門外でありながら驚異的なラストスパートで３位から逆転で
大会新の優勝を果たし、大会全体が興奮のるつぼと化しました。
他に 200m 自由形で惜しくもタッチの差で２位になったもの
の、世界記録を上回るなどハイレベルなレースをし、金メダル
３個、銀メダル４個、銅メダル２個の計９個という、日本選手
で最多のメダル獲得となりました。

普段よく泳ぎこんでいるのでフォームも安定していたこと、
自己管理もきちんとしていたことがいい結果につながったとい
えます。また、リレーとメドレーリレーにおいても自己ベスト
を出してメダル獲得に大きく貢献することができました。他選
手にも見習ってほしいところがたくさんあり、藤原選手の行動
と態度には敬服します。

今後は社会人スイマーになりますが、環境が変わってもさら
なる活躍を期待しています。

茨　隆太郎
（ 東海大学

大学院）

50m バタフライ 25-93 ５位

200m 背泳 2-09-76 ４位

200m 個人メドレー 2-05-71（DR）（AR） ２位

400m 個人メドレー 4-31-67（AR） ３位

400m リレー 3-35-44（AR） ３位

800m リレー 7-51-82（AR） ２位

400m メドレーリレー 3-55-87（AR） ２位

混合 400m
メドレーリレー

4-13-37（AR） ３位

茨選手は３回目の出場であり、今年ベストタイムを出してお
り、安定しているのでメダル獲得への期待がかかっていました。
また、王者の OBOTIN 選手（ロシア）に勝つことが金メダル
獲得につながるというイメージを立てていました。メインとな
る 200m 個人メドレーと 400m 個人メドレーは期待通り自己
ベストを出したものの、両方とも OBOTIN 選手に敗れ、銀メ
ダル、銅メダルに終わりましたが、OBOTIN選手との激戦なレー
スは素晴らしかったです。また混合メドレーリレーにおいてア
ンカーとして５位から３位にあげ、メダル獲得に貢献しました。
個人メドレーの勝負の難しさを身につけたと思うので色々な課
題を解決し、次回の挽回できるよう今後のさらなる活躍を期待
しています。

金持　義和
（ エ イ ベ ッ
クス・大阪
体育大学大
学院）

50m 背泳 27-29 ３位

100m 背泳 57-87（AR） ２位

200m 背泳 2-07-77（AR） ２位

400m リレー 3-35-44（AR） ３位

800m リレー 7-51-82（AR） ２位

400m メドレーリレー 3-55-87（AR） ２位

混合 400m
メドレーリレー

4-13-37（AR） ３位

金持選手は２回目の出場であり、２年前の世界大会で背泳３
冠を獲得しており、メダル獲得への期待がかかっていましたが、
その後、交通事故の後遺症のせいか、記録が伸びず、スランプ
に悩まされていました。しかし、金持選手の精神力と高いモチ
ベーションでメインとなる背泳では 50m は力み過ぎで銅メダ
ルにとどまったものの、200m は計画通りのレースが出来て５

年ぶりに出した自己ベストに近い今季ベストをマークして銀メ
ダル、そして 100m も計画通りのレースで２年ぶりの自己ベ
ストで銀メダルを獲得しました。目標とした金メダルは獲得で
きなかったものの、大会前のスランプからようやく脱出できた
ことが高く評価できます。そういった経験を活かしてコンディ
ションとモチベーションの強化、そしてフォームの改善により、
今後のさらなる活躍を期待しています。

津田　悠太
（飛龍高校）

1500m 自由形 17-02-56
予選
16-49-26（BR）

７位

200m バタフライ 2-11-48（BR） ７位

400m リレー 3-35-44（AR） ３位

800m リレー 7-51-82（AR） ２位

400m メドレーリレー 3-55-87（AR） ２位

混合 400m リレー 4-06-20 ９位

津田選手は２年前のアジア大会でデビューし、1500m 自由
形で２位に入ったことから、初めてのデフリンピックでどんな
活躍ができるか期待がかかっていました。まだ 16 歳ですが、
様々なプレッシャーの中、1500m 自由形予選で自己ベストを
出し、決勝で７位入賞、200m バタフライも予選、決勝とも自
己ベストで７位入賞を果たしました。400m リレー、800m リ
レー、400m メドレーリレーでもよく健闘し、メダル獲得に貢
献しました。

津田選手にとってメダル獲得という貴重な経験になったと思
います。その経験を活かして泳力および体力アップとフォーム
改善により、今後のさらなる活躍を期待しています。

星　泰雅
（仙台大学）

50m 自由形 26-84 36 位

100m 自由形 57-99（BR） 28 位

400m リレー 予選 3-45-05 ３位

800m リレー 予選 8-11-48 ３位

400m メドレーリレー 予選 4-06-45 ３位

混合 400m リレー 4-06-20 ９位

星選手はリレー要員としてデフリンピックに初めて参加しま
した。50m 自由形と 100m 自由形は自己ベストを出しました
が、決勝進出には遠かったです。しかし、リレーとメドレーリ
レーにおいてはさらなる自己ベストを出して他のメンバーを
引っ張って決勝進出、そしてメダル獲得につなげてくれました。

デフリンピックという舞台にたち、貴重な経験を活かして次
回には個人として参加できるようにさらなる活躍を期待してい
ます。

藤川　彩夏
（ 東京女子

体育大学）

50m バタフライ 29-79
予選
29-66（AR）

５位

100m バタフライ 1-06-26 ５位

200m 個人メドレー 2-41-18 14 位

400m リレー 4-18-18 ５位

400m メドレーリレー 4-38-32（NR） ５位

混合 400m
メドレーリレー

4-13-37（AR） ３位

混合 400m リレー 4-06-20 ９位

藤川選手は３回目の出場であり、２年前の世界大会の 100m
バタフライで銀メダルを獲得しており、期待がかかっていまし
た。しかし、今年に入って鼻の手術や足の怪我などで記録が伸
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びず、不安はあったものの、大会当日までコンディションのピー
クを間に合わせ、メインのバタフライ 50m では自己ベストの
日本新で５位、100m も今季ベストで５位入賞を果しました。
最後の混合メドレーリレーでさらにタイムを伸ばし、念願のメ
ダルを獲得できました。３回目の参加で初めてメダル獲得でき
たことで大きな自信を持てたと思います。今後は藤原選手と同
じく社会人スイマーになりますが、環境が変わっても活躍され
るのを期待しています。

久保　南
（ 東海学園

大学）

50m 平泳 34-25（NR） ４位

100m 平泳 1-16-10（NR） ６位

200m 平泳 2-44-54（NR） ７位

400m リレー 4-18-18 ５位

400m メドレーリレー 4-38-32（NR） ５位

混合 400m
メドレーリレー

4-13-37（AR） ３位

久保選手は２回目の出場となりますが、２年前のアジア大会
にて平泳で３冠を獲得してからタイムを伸ばしており、大会前
の試合で自己ベストの日本新をマークし、期待がかかっていま
した。メインの平泳ぎで全て自己ベストの日本新を出しながら
50m は４位、100m は６位、200m は７位入賞にとどまりま
した。特に 50m はメダルまであと 0.16 秒、100m もあと 0.26
秒とタッチの差で、惜しまれます。その悔しさを最後の混合メ
ドレーリレーにぶつけて力泳し、メダル獲得につなげることが
できました。僅差でメダルを逃したことで勝負の難しさを身に
付け、課題に向けてさらなる活躍を期待しています。

齋藤　京香
（ 酒田光陵

高校）

400m 自由形 4-43-58 ４位

800m 自由形 9-47-50 ５位

200m 個人メドレー 2-36-60 11 位

400m 個人メドレー 5-19-58（NR） ５位

400m リレー 4-18-18 ５位

400m メドレーリレー 4-38-32（NR） ５位

齋藤選手は２年前の世界大会でデビューし、400m 自由形と
200M バタフライで 4 位入賞を果したこと、今年に入って個
人メドレーで自己ベストを出したことから初めてデフリンピッ
クにおいて期待がかかっていました。しかし、肩の痛みからの
練習不足がたたり、コンディション的には不安があったもの
の、齋藤選手の精神力で 400m と 800m 自由形は今季ベスト
タイムで 400m は４位入賞、800m は５位入賞を果し、400m
個人メドレーも自己ベストの日本新で５位入賞を果しました。
今回メダル獲得はなりませんでしたが、肩の痛みによる練習不
足という悪コンディションから立ち直って入賞を果したことは
高く評価できます。まだ 16 歳と若く、泳力および体力アップ、
フォーム改善により、今後のさらなる活躍を期待したいです。

中東　郁葉
（ 松商学園

高校）

800m 自由形 10-12-63 12 位

100m 背泳 1-11-20 10 位

200m 背泳 2-30-34（NR） ６位

400m 個人メドレー 5-28-70 10 位

400m リレー 4-18-18 ５位

400m メドレーリレー 4-38-32（NR） ５位

混合 400m リレー 4-06-20 ９位

中東選手は３年前にデビューし、200m 背泳で基準記録を突

破し初めてデフリンピック大会に参加となりました。スタミナ
力が素晴らしく、期待がかかっていました。初めての国際大会、
15 歳の若さと様々なプレッシャーであまりよくない結果が続
きましたが、終盤に慣れてきたためか、リラックスできるよう
になり、最後の 200m 背泳は自己ベストの日本新を出して６
位入賞を果しました。様々なプレッシャーの中で入賞を果しこ
とは高く評価できます。その経験を活かして、体力と泳力の向
上、そして実績を積んで今後のさらなる活躍を期待したいです。

【まとめ】
今大会は 38 ヵ国、194 名参加、世界新記録 24 個、大会新

記録 40 個という大変レベルの高い大会となりました。
その中で日本チームは金メダル３個、銀メダル７個、銅メダ

ル５個の計 15 個、入賞においても 16 個と過去最多の獲得に
なりました。目標のメダル獲得 10 個を上回り、目標達成を果
すことができましたが、その中で大会を通して課題が４つ挙が
りました。
①「回復力」

６日間と長いスケジュールにも関わらず安定した記録を出し
た選手は素晴らしい「回復力」を持っていました。厳しい練習
に耐えに耐えてそこから回復力が上がります。疲労の原因とな
る乳酸を休憩のときにいかに減少できるかが大きなポイントで
す。人によってまちまちなので、練習を通して自分で乳酸のコ
ントロール調節を身につけなければなりません。それが回復力
アップにつながります。
②「100％の力の発揮」

試合になるともちろん 100％の力を発揮しなければなりま
せん。しかし、なかなか発揮できない選手が数名いました。原
因は練習で 120％の力を発揮できるレーススピードを出せな
かったことです。練習で 100％発揮できなくても試合になれ
ば、100％発揮できると思いこんでいたそうです。試合の結果
は全て練習の成果によるものです。
③「自己管理」

長いスケジュールのため、疲労や筋肉痛を訴える選手が出て
きます。トレーナー（２人）がマッサージして疲労や筋肉痛が
軽減しても構いませんが、トレーナーに頼らず自分でストレッ
チしたりアイシングを使って筋肉痛を抑えなければなりませ
ん。なぜなら自分の体は誰よりも自分がよく知っているからで
す。自分で体のケアができるようになったら 24 時間いつでも
体のケアができるので先述した「回復力」に繋がります。
④「コンディション」

大会に合わせてコンディションをうまく調整できた選手とで
きなかった選手で記録が大きく分かれました。できなかった選
手は普段の練習においてコンディションをしっかり管理してい
なかったと反省していました。常にいいコンディションを維持
するためには目標とする大会に合わせて計画的に練習プランを
立てなければなりません。さらにコンディションの管理によっ
て怪我や疲労の防止につながります。

以上、４つの課題について選手たちにしっかり認識させた。
また、トレーナーにおいては身体のケアだけでなく、メンタル
面もサポートし、モチベーションを上げてきたことが高く評価
できます。総合的には目標を突破したことから良好に計画的に
進んだと思います。

【今後に向けた取組み】
大会を通して全体のレベルが上がってきました。特にロシア

は圧倒的な選手層でレベルも高く、金メダル 26 個、銀メダル
10 個、銅メダル８個を獲得していました。主力選手がまだ健
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在な上、若い選手も出てきたので今後も当分は強さが続きそう
です。他にポーランド、ウクライナ、そして中国も前回よりレ
ベルが上がっており、有望な若手選手も増えてきたことから、
日本は今回で満足するのではなく、さらにレベルアップしなけ
ればならないことが分かります。今後の取り組みとして①海外
遠征を積極的に実施して海外でのコンディション力を身につけ
る。②レースで力を 100％発揮できるようにするためにレー
ススピードを中心とした練習を取り入れて、常に力を 100％
発揮できるように身につける。③技術だけでなく筋力アップも
フォーム改善につながるので、ウェイトトレーニングを取り入
れる。④回復力強化および自己管理徹底化、この 4 点を取り
組んで次回の国際大会につなげたいです。

世界の伸びは想像以上のものがありました。このレベルに対
応するには聞こえる人の中でも、トップレベルで戦える選手で
ないと世界では全く歯が立たないのが現実だと思います。ロシ
アをはじめとする世界の強豪国は、年間を通してナショナル
チームの活動をするほか、勝者には報奨金を与えるとシステム
があります。是非、日本にも取り入れていただきたいです。ま
た今後の選手発掘の方法や強化策を早急に考えなければ、次回
のメダル獲得は厳しいと思います。

コーチ　　鈴木　しのぶ

１．自己の役割とその評価
今回初めてデフリンピック（水泳）に参加させていただきま

した。水泳チームの全体的な結果については、メダルの数を数
えただけでも、とてもよい結果を出すことができ、誇りに思っ
ております。

今回の私の担当業務は、コーチ（主に女子選手担当）でした。
日本にいる間の合宿等でも女子選手の練習を担当させていただ
きましたが、チームに入ってからの時間は長くありませんでし
た。まずは選手・スタッフとのコミュニケーションをとるこ
と、選手の性格（人間性及び水泳の練習やレースについて）を
知ることを第一に考え、デフリンピックまでを過ごしてきまし
た。同時に、選手が日常練習している環境を知ったり、各選手
のコーチの方々との連携をとることも大切だと考えておりまし
たので、できる限りの努力をしました。十分な準備とはいえな
かったものの、事前の合宿や大会、現地入り後にも、各コーチ
から得た情報をもとに選手に対応することができたと思ってい
ます。女子の結果については、混合リレーでメダルを獲得した
こと、全員が決勝に残り入賞を果たしたこと、ほとんどの選手
が自己ベストを更新できたことなど、特に若手の選手にとって
は次につながるよい経験となったと確信しております。

その他、男女を問わず選手との多くの会話の中で、チームや
協会に対する思いや要望などがあることを知り、今後の課題に
なり得ることや工夫していくべき点などに気づくことができま
した。これも大きな収穫のひとつでありますし、そのようなこ
とを考える選手たちをとても頼もしく感じました。

また、今回チームの中に手話通訳者がおりませんでしたので、
手話通訳とは言えないほどの微力ではありましたがろう者と聞
こえる人のパイプ役をさせていただきました。もちろん十分な
ことはできませんでしたが、私自身にとってはとてもよい経験
ができたと自負しております。

２．今後の課題
このデフリンピックでの成績は、とても満足するものではあ

りましたが、今後のことを考えると不安要素は多くあります。
そのひとつとして、ベテラン選手が引退した後の若手の選手育
成が急務だと考えます。今回の若手選手は個人種目でのメダル
はなく、これからの４年間でどのように育てていくのか、また
どのようにして新しい選手を発掘していくのか、いずれにして
も大きな課題であると考えます。

また、チームスタッフ及び支援スタッフにおける業務分担や
業務内容の整理も課題のひとつだと考えます。特に遠征におい
て大切な役割である「総務」業務が確立されておらず、考え直
す必要性を感じました。

さらに、今回選手から得た情報（選手の思いや要望）をどの
ようにチーム内及び協会内に生かしていくのか、引退する選手
が今後どのようにチームや協会に関わっていくのかなど、一度
しっかり考えていくことも必要かと思いました。

最後に、今回私にとって貴重な経験をさせていただきました
こと、この場をお借りして関係するみなさまにお礼申し上げま
す。ありがとうございました。

トレーナー　　佐藤　学

１．自己の役割とその評価
トレーナーとしての主な役割としては選手のレース前のコン

ディショニングとケアですが、スタッフの人数不足もあり、ト
レーナーとしての仕事だけではなく、スタッフの役割の一部も
担いました。支援スタッフとしてチームドクター、トレーナー
をもう一人配置して頂くことが出来たので、幅の広い活動をす
ることが出来ました。他の支援スタッフに試合に必要な記録を
取っていただくことができ、少人数ながらも比較的スムーズに
進んだように思います。

メディカル面ではチームドクターに相談し、診断、処置まで
していただくことができ、本来の役割であるコンディショニン
グとケアの割合を増やすことが出来ました。もう一人トレーナ
を配置することで、選手一人ひとりに向き合う時間を長く取り
ました。私が現地に入る前は本部のトレーナーさんに対応して
頂き、試合が始まってからも本部のトレーナーさんと連絡を取
り合い、情報の共有などさせていただきました。選手村に宿泊
できるスタッフが少ないので、村内でもスタッフとしての役割
を担いました。

また、聞こえるので本部の携帯電話を持ち、本部との急なや
り取りもしました。これは聞こえるコーチは試合中は電話に出
れない事が多いので、比較的電話に出れるであろう私が持つこ
ととなりました。

今大会は競泳として、目標を超える結果を残すことが出来ま
した。トルコという競泳としては初の土地で、デフリンピック
に初めて出場する選手、そもそも国際大会が初めてという選手
がいてこの結果は選手の頑張りと選手内のチームワークがあっ
てこそだと思います。そして、それを支える監督をはじめスタッ
フ陣の働き無くしてこの結果はありえないでしょう。

２．今後の課題
課題として、今大会は水泳であるにも関わらす外傷の目立つ

大会でした。出発する前にすでに捻挫であった、（数名）空港
で移動を急いだことにより捻挫した、広い範囲で擦りむいた。
外傷ではないものとしては麦粒腫になった、下痢になった（数
名）等、外傷への対策も今以上に準備していく必要があると思
います。同時に他の症状にも対応できるようにする必要性を感
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じました。
また、今回の選手村には湯舟がありませんでした。支援スタッ

フに小さなビニールプールを用意して頂き、お湯もしくは冷水
に浸かれるよう準備をして頂きました。製氷機が小さなものし
かなく、大会側に用意して頂いた飲み水を選手の部屋の冷凍庫
で凍らせ、連日試合会場に持っていくことができました。これ
は本部からアイディアを頂きました。こういった現地の状況を
出来るだけ事前に情報を入手し、後手に回らないようにしてい
きたいと思います。

まとめとして、国際大会、特にデフリンピックのような大き
な大会であればなおのこと、不測の事態が起きるのだと思いま
した。それらに対応できるようにしていきたいと思います。そ
して、水泳への見識はもちろん、トレーナーとしての知識、経
験を今まで以上に深める必要があると思います。今回このよう
な機会を与えていただきまして、関係者の皆様に感謝いたします。

選手　　藤原　慧

１．当初の目標（自己目標）
200、400、1500m 自由形の３冠

２．結果に対する評価
目標達成はできませんでしたが、違う形で３冠できて良かっ

たです。（400、1500m 自由形、400 個人メドレー）　
50、100m 自由形以外の種目でもメダルが取れて良かった

です。

３．今後の課題
競技面、生活面の２つの視点から考えます。

・競技面
各選手、体が動ききっていない状態でアップを終えている

選手が多かったように思います。中には 30 分ダラダラ泳いで
レースに向かう選手も見受けられました。レース時に脈がどれ
くらい上がりその心拍数で何分間泳ぎ続けるのか、ということ
を考えればそれなりにアップをするべきだと思います。この事
は全選手に言えることで、特に決勝でもう一本泳ぐ人ほどその
重要性は増します。予選で体を動かせばいいと思っている人も
いましたが、体が動ききっていないところに無理やり動かそう
とすれば余計な力が加わり、自分が思った以上に疲れます。決
勝で競り勝てない、思ったよりタイムが伸びなかったというの
は客観的に見ていて当然のことのように見えました。

また、ケアを受ける時間帯やセルフケアについても気になる
ことがありました。今回のデフリンピックは予選競技が終わ
り、宿舎でケアを受けることがパターン化されていました。し
かし、朝一で予選レースが終わったにも関わらず、昼の時間帯
にケアを受けている人がいました。レース直後が一番疲れてい
るにも関わらず他の応援をしている選手がいました。そういっ
た選手がいたため、昼のケアを受けられない選手や時間短縮で
疲労回復を測れない選手がいました。周りを見て先の事を考え
て行動する力を身に着けてほしいです。また、セルフケアをし
ている選手が全くいませんでした。トレーナーがいることは良
いことですが、ケアの順番を待っている時間に自分で疲労回復
に費やせる時間は沢山あったともいえます。また、トレーナー
に見てもらうより自分の体は自分が一番よく分かっていると思
います。そうすると、セルフケアの大切さが分かってくると思
います。

・生活面
今回の試合を通して現地に着いた時より太った選手が数名い

ました。男子に関しては、明らかにお腹が出ている選手がいま
した。今回の宿舎の食事はある程度パターン化されていました。
フライドポテト、鶏の胸肉料理数種類、野菜、デザート、果物。
この中で一番食べてはいけない物、フライドポテトをよく食べ
ている選手は試合期間中に太っていました。肉を沢山食べると
太ってしまうイメージですが、今回は胸肉ということもありか
なりヘルシーでした。ポテトフライより脂身の少ない鶏肉を食
べることが正解だったように思えます。今回の食事の栄養バラ
ンスを考え食べている選手は少なかったように感じます。

また、レース時に力を発揮するのに一番大切なアミノ酸。今
回の食事では柑橘類の食べ物がほとんどありませんでしたの
で、サプリメントから摂取する必要がありました。身近なもの
でアミノバイタルがありましたが、摂取している選手は少な
かったです。

僕自身の主観的な意見に過ぎないためまだまだ改善する点は
沢山あると思います。　

選手　　茨　隆太郎

１．当初の目標（自己目標）
・複数の金メダル獲得（200m・400m 個人メドレー）
・800m フリーリレーでの金メダル獲得
・ 200m 背 泳、50m バ タ フ ラ イ、400m フ リ ー リ レ ー、

400m メドレーリレー、400m 混合メドレーリレーの５種
目での表彰台圏内

２．結果に対する評価
台北、ソフィアに引き続き、３度目の出場となりましたが、

前回の大会を上回る６個のメダルを獲得することができたこと
は素直に喜ばしい限りです。しかし、４年に１度の瞬間に全て
を賭けるためにここまでやってきたという自負があっただけ
に、大事なレースで本来の持っている力を出し切れず、悔いの
残る結果となってしまいました。その敗因としては、開幕直前
に、ストレスやプレッシャーによる身体の変化により、心身と
もにいいコンディションで臨めなかったことです。少しでも大
きな不安をできるだけ取り除くようにと努力したつもりです
が、それでも不安が消えることはありませんでした。今回の大
会では、万全の準備をしてきたにも関わらず中途半端なレース
で終わってしまい、４年に１度の最高峰の舞台で全ての力を出
し切ることの難しさを改めて痛感しました。

３．今後の課題
４年後のデフリンピックを見据えて、大舞台で圧倒的な力を

発揮できる強靭な心身を養っていく４年間にしていきます。ま
ず、日々の練習から全ての力を出し切ったと思えるような練習
を着実に積み重ねていく必要があると思っております。

また、競技で結果を残すだけではなく、デフリンピアン当事
者としてデフリンピック普及活動に努めて参ります。現在、大
学院で「デフリンピアンのデフリンピックに対する価値意識」
について研究しており、当事者の１人１人がデフリンピックの
存在意義やスポーツの価値を正しく理解した上で、社会に啓発
することが重要であると感じています。自分の研究に自分で責
任を持って、デフリンピアン同士での結びつきを強めていく手
助けをしていきます。

10_P023-120 団員報告.indd   88 2018/01/30   10:26:47



― 89 ―

選手　　金持　義和

１．当初の目標（自己目標）
前回のデフリンピックでは金メダル１個、銀メダル２個を獲

得しましたが、自分としては 100m、200m 背泳ぎで負けて悔
しい思いがありました。今回のデフリンピックでは、個人種目
の 50m 背泳ぎで世界新記録を出して金メダル、さらに 100m、
200m 背泳ぎで金メダルを獲得することです。

また、今回では男子がリレーを組むことができたので、
800m フリーリレーで金メダルを獲得することを目標としてい
ました。

２．結果に対する評価
今回のデフリンピックでメインであった 50m 背泳ぎが銅メ

ダルで終わりました。今回の敗因は、プールの水温の低さ、試
合の流れ、そして会場の雰囲気。初日であったため場慣れして
ないのがあって、いつも通りのレースができませんでした。ま
た、１月に交通事故に遭いむち打ちになり、３週間の休養があ
りました。デフリンピックまであと少しのところで不運の事故
に遭ってしまい、デフリンピックまでの大会のタイムは納得と
いくところまで来ていませんでした。大きな不安が残ったまま
レースに出た結果が今回の結果です。しかし、初日のレースで
不安が消え、会場の雰囲気に少しずつ慣れていきました。また、
リレーに出場することで楽しい水泳を取り戻りつつ、いつも通
りのレースができ、後の 100、200m 背泳ぎではベストに近い
タイムに近づけることができました。特に 200m 背泳ぎでは、
これまでのレース展開では前半の 100m は１分１秒で、後半は
１分６～７秒で後半のタイムが落ちていくのがいつものレース
展開でしたが、今回は前半の 100m が１分３秒、そして後半は
１分４秒でした。これまでにないレース展開で、驚きました。

３．今後の課題
４年後のデフリンピックで金メダルを持って帰ることを目標

にしているので、それを成し遂げるためには聞こえる人の日本
選手権やジャパンオープンに出場することが絶対条件です。今
回のレースを振り返って練習に取り組みたいです。

選手　　津田　悠太

１．当初の目標（自己目標）
「個人種目でメダルを取る」
「800m リレーで金メダルを取る」

２．結果に対する評価
今回のデフリンピックは初出場となりましたが、３種目のリ

レーでメダル獲得という結果を残すことができ、非常に嬉しく
思います。しかし、当初の目標であった「個人種目でメダルを
取る」「800m リレーで金メダルを取る」この２つの大きな目
標は達成することができませんでした。理由として、慣れない
国際大会で緊張してしまったこと、そして外国人選手の身体の
大きさに圧倒されてしまい、心で負けてしまったこと、この２
つが挙げられます。

３．今後の課題
改善策として、世界水泳等の国際大会で孫陽選手やラース

ロー・シェー選手などといった外国人選手の泳ぎをしっかり観

察して、外国人の泳ぎをよく知るということをしたいと思って
います。自分の泳ぎだけを見るのではなく、他の人の、特に外
国人の泳ぎを見ることで、何 m 地点で失速しやすいのか、何
m 地点で加速してくるのか、ということが分かってくるはず
です。そうして、相手の弱点をついたレースができるようにな
りたいと思っています。

次回のデフリンピックの目標は、あえて今回と同じ目標、「個
人種目でメダルを獲得する」｢800m 自由形リレーで金メダル
を獲得する」　この２つにしたいと思います。さらにそれに加
え、｢ サムスンデフリンピックの時の自分を精神面で超える」
という目標も掲げます。

デフリンピックで結果を残すことも大切にしたいと思ってい
ますが、デフリンピックを人間として成長していける場にもし
たい。それが、自分の 1 番の目標です。

選手　　星　泰雅

１．当初の目標（自己目標）
・50m 自由形でセミファイナルに残ること。
・100m 自由形で 56 秒台を目標。
・リレーで決勝メンバーになり、メダルをとること。
・日本チームに少しでも貢献できるようにすること。
・最低でもベスト更新すること。

２．結果に対する評価
今回のデフリンピックでは、個人としては何とも言えない結

果でした。日本ろう者水泳協会に入って、初めてのデフリンピッ
クであり、初めての国際試合でもあったので、今まで出場した
大会の中で一番緊張しました。レース直前体が固まってしまい、
良いタイムを出せない時もありました。個人では、ベストタイ
ムを出しましたが、目標タイムには届いていなかったため、複
雑な気持ちもあり、水泳を辞めたくなった時もありました。し
かし、監督や家族や先輩、色んな人達から励ましの言葉を頂き、
今回のデフリンピックはこの結果であることを受け止め、次に
向かって頑張りたいです。リレーでも、納得のいかない部分も
ありました。飛び込みが一番だめでした。引き継ぎの練習の時
は問題なくできましたが、いざ本番になると緊張しすぎて綺麗
に飛び込めることができませんでした。それでも予選では、しっ
かり決勝上位に貢献できたのでよかったです。その結果３種目
とも３位以内に入賞することができ、予選で頑張ってくれた選
手にもメダルが貰えると初めて知り、メダルを貰えて嬉しかっ
たです。次は、決勝でメダルを獲れるように頑張りたいです。

３．今後の課題
課題としては、たくさんあります。まず、体を大きくするこ

とです。自分の周りの選手達を見た時、体が大きく、泳ぐ時も
しっかり前に進んでいることがわかり、隣のコースで泳いだ時
に波がすごく、自分が進まないことがわかりました。そのため、
練習後のプロテインは毎日欠かさずに飲むこと、トレーニング
センターで筋力トレーニングを意識しています。

次に泳ぐ時のフォームです。泳ぐ時、真下を見て泳ぐと水の
抵抗が受けにくいのですが、自分は前を見て泳ぐため水の抵抗
が受けてしまい前に進まないこと、呼吸する時体がぶれてまっ
すぐに泳げてないことがあります。改善法として、まずシュノー
ケルを使って、真下を見て泳ぎ、呼吸の時に体がぶれてしまう
ので、体幹を鍛えるようにします。
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２年後には、アジア大会、世界選手権があるので、そこで良
いタイムを出せるようにしたいです。

選手　　藤川　彩夏

１．当初の目標（自己目標）
今回がデフリンピック出場３回目で、４年前のソフィアデフ

リンピックでは満足しないまま終わってしまいました。今回の
サムスンデフリンピックでは専門種目 100m バタフライで２
年前の世界大会で出した自己ベストより世界新記録を出し、メ
ダル獲得して満足できる結果にすることが目標でした。

また、日本代表女子キャプテンに就任して２年目、チームの
目標を作りたく、400m メドレーリレーで８年前の台北デフリ
ンピックの日本新記録を超えることを目標としました。

２．結果に対する評価
個人で出場した３種目の 50m バタフライだけ日本新記録を

出すことができました。しかし、予選では銅メダル獲得の可能
性もありましたが、決勝でスタートを失敗して５位になってし
まいました。個人目標だった 100m バタフライでは自己ベス
ト＋ 1 秒だったので、もし自己ベストが出せればメダル獲得
できたはずと思い、悔しかったです。200m 個人メドレーは、
元々専門種目でしたが想像よりレベルが高くなり、予選落ちし
てしまいました。

リレーでは女子 400m メドレーリレーで８年ぶりの日本新
記録を出し、400m フリーリレーも今までの順位より上がって
きたので少しメダル獲得へ近づいたと思いました。また混合
400m メドレーリレーは２年前の世界大会から始まり、同じメ
ンバーがデフリンピックで日本新記録を出して銅メダルを獲得
することができて良かったです。しかし、団体４種目とも自己
ベストより悪かったり、個人種目も同じように前半の泳ぎより
後半の泳ぎが遅かったところが課題だった思います。

３．今後の課題
３回目のデフリンピック、今までの練習の成果を出して目標

を達成できたもの、できなかったもの、バラバラでした。大学
に入って新しい環境に入ったおかげで今までのデフリンピック
の課題を磨いてきましたが、今回は前半の泳ぎより後半の泳ぎ
が遅かったことでタイムが悪かったこと、コンディションを整
えなかったことを課題として今後磨いて良い結果になるように
したいと思います。支えてくれた家族や大学の水泳部・監督・
コーチ・支援スタッフに感謝です。ありがとうございました。

選手　　久保　南

１．当初の目標（自己目標）
・50m 平泳ぎでメダルを獲得すること。
・ 100m、200m 平泳ぎでは前回のデフリンピックの順位より

上がること。
・ 全種目もベスト出すこと→ 50m 平泳ぎは 34 秒台を出すこ

と、100m 平泳ぎは１分 15 秒台出すこと、200m 平泳ぎは
２分 45 秒を切ること。

・女子メドレーリレーでは日本新記録を破ること。
・ミックスメドレーリレーではメダルを獲得すること

２．結果に対する評価
結果、個人種目ではメダル獲得できませんでした。しかし、

全種目で自己ベストを出し、アジア新を出し、順位も前回のデ
フリンピックより上がっていました。全体的には目標を達成で
きていたので良かったと思います。一番良かったのはミックス
メドレーリレーで銅メダルを獲得できたことです。リレーです
が、個人で泳いだタイムが１分 15 秒を出せていたのでいい泳
ぎができていたと思います。私はしばらくの間タイムがなかな
か伸びませんでしたが、練習方法を変えたらタイムが伸びてき
ました。自分に合った練習方法を見つけていくことが大切だと
感じました。そのおかげで、デフリンピックでいいレースがで
きていたと思います。

３．今後の課題
やはり短距離なのでパワー不足だと感じました。みんなと比

べてとてもパワーが足りないように感じたので、もっと筋力肥
大するべきだと思いました。ウエイトの回数を増やしていきた
いです。フォームは前より改善したのでいいと思いますが、完
全にいいフォームとは言えないのでもっとフォームについて研
究し改善していきたいです。

選手　　齋藤　京香

１．当初の目標（自己目標）
日本代表に選出された当初の私の目標は「最高のレースをし

て、メダルを獲得すること」でした。しかし、デフリンピック
までの数か月間、いくら練習を頑張っても一般の大会では自己
ベストには程遠いタイムしか出せず、周りが『デフリンピック
出場！』と盛り上がっていく中で、私は段々とプレッシャーを
感じるようになっていきました。最終的にメダル獲得を目標に
掲げることはできませんでしたが、「全種目でベストを更新、
決勝に残ること」を目指して頑張りました。

２．結果に対する評価
水泳競技は前半３日、後半３日、間に１日オフの全７日間で

行われました。最初のレースは 800m 自由形。決勝に残るこ
とはできましたが、予選、決勝共にベストからは程遠いタイム
に終わりました。一本目から目標を達成する事ができず、落ち
込んだまま臨んだ 200m 個人メドレーも予選落ちという結果
に終わってしまいました。「ここまで来て、自分はなんて情け
ないのか」と落ち込みました。その一方で先輩達は次々と大会
記録を更新し、メダルを獲得していきました。その表彰台に上
る先輩達の姿を目にし、「このままでは絶対に終われない」と
気持ちを切り替えることができました。後半戦、400m 個人メ
ドレー決勝でほんのわずかベストを出し、その後 400m 自由
形では予選、決勝共にベストを更新し、今大会最高の４位に入
賞する事ができました。個人種目最後のレースを良い形で終わ
ることができて嬉しかったです。

３．今後の課題
先輩たちの活躍を見て、やはり自分も「絶対にメダル！」と

いう気持ちが強くなりました。４年後の大会でメダルを獲得す
るには、苦手種目の克服と怪我をしないための体づくりが必要
不可欠と考えています。また、高校卒業に伴い練習環境も今ま
でとは変わっていきます。練習への意識をしっかり持ち、どん
どん高くなっていく世界のレベルにおいて行かれないよう、自
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分に厳しくあり続けたいと思います。

選手　　中東　郁葉

１．当初の目標（自己目標）
・ 100m 背泳ぎは、01”10’00 を切り自己ベストを出し、日

本新記録を出すこと。
・ 200m 背泳ぎは、自己ベストを更新して日本新記録、そして

３位以内に入賞すること。
・400m 個人メドレーは、ベストタイムを出すこと。
・800m 自由形は、10”00’00 を切り８位以内に入賞すること。
・ 女子 100m ×４メドレーリレー・女子 100m× ４フリーリ

レーでは、８年前の日本新記録を４人で破ること。
・ 男女混合 100m ×４メドレーリレーではチームに貢献でき

るように頑張ること。
・ 世界のろう者の方々と世界共通の手話でたくさんコミュニ

ケーションを取りたい。

２．結果に対する評価
200m 背泳ぎ以外は予選を突破することができませんでし

た。ベストタイムもしくはそれに近いタイムではありますが、
世界のレベルを目の当たりにしました。200m 背泳ぎでは自己
ベストを出し、６位入賞することができました。世界のレベル
が向上していることからメダルを取るためには、国際レベルの
タイムまで引き上げる努力が必要だと思います。初めて世界大
会に出場することで、世界レベルを体感することができました。
今後自分の目標設定を見直す必要があります。

３．今後の課題
今後は以下２つの自己目標を設定し、2019 年ユース・デフ

リンピック、世界大会、アジア大会に向けて、練習にしっかり
取り組み、自己管理していきます。
１．目標とするタイムを定めること。
２．体幹をしっかり鍛えて、フォームを見直すこと。

海外での環境、食事、体調管理について、自己管理できるよ
うに経験を積んでいきたいです。

卓球競技チーム

団長　　大平　静也

１．選手の選考基準・方法
連盟の派遣基準を基に、監督より男女３名ずつエントリーす

る提案を頂きましたが、日本ろうあ者卓球協会理事会にて協議
した結果、女子３人のみを派遣させることに決定しました。混
合ダブルスも入れてほしいとの要求もありましたが、前回のデ
フリンピック結果を含め、現在の男子の実力は前回以上のレベ
ルに達しておらず、まだ厳しい状況であると予測できました。
３月のハンガリーオープン大会に参加した際には、男子は最盛
期を過ぎたベテラン選手（欧州）に全く歯が立たず惨敗でした。

（全日本ろうあ連盟派遣基準） 
１） 2016 年開催予定の世界選手権大会でシングルス・ダブ

ルスベスト４以上の選手
２） 2015 年第８回アジア太平洋ろう者競技大会でシングル

ス・ダブルス２位以上の選手
３） 以上の選手を日本ろうあ者卓球協会の管理する 2016 年

度ランキングで上回る選手
（日本ろうあ者卓球協会の推薦基準）

１）世界ランキング５位以上
２）国際大会での実績がある者
３）第 39 回全国ろうあ者卓球選手権大会優勝者
※ 但し１）､ ２）を満たすものが優勝した場合は、強化部推

薦とする。

２．チーム体制と各コーチの役割
監督、総合コーチは強化部からそのまま派遣し、手話通訳は

大倉総合コーチ専用としました。団長は、以下の理由により、
日本ろうあ者卓球協会の代表、団長としてスタッフを派遣する
ことに決定しました。

前回のブルガリア大会では、スタッフ全員が聞こえる人で、
他競技より情報発信はあまり無いため、連盟の広報担当に頼る
しかありませんでした。TD 会議では聞こえる人の発言は認め
られず、ろう者のみ発言質問できるルールだったため、選手を
出席させるなどの負担がありました。（しかし国際手話もでき
ない）その他、色々な問題があり、これらの反省からスタッフ
にろう者も参加させるべきと判断しました。

３．成績
女子団体　　　銅メダル
女子ダブルス　銅メダル
女子シングルス　亀澤・川㟢　ベスト 16
　　　　　　　　（予選リーグ１位通過）
　　　　　　　　髙岡　ベスト 32
　　　　　　　　（予選リーグ２位通過）
混合ダブルスの出場は無し

４．成績と評価
目標：メダルを１個以上獲ること。
今大会は予想より全体レベルが上がっていたため、厳しい状

況でしたが、競技規則の変更があり、銅メダル２個を獲得でき
ました。

５．スケジュール
出国　　　　　　７月 16 日
公式練習　　　　７月 17 日～ 19 日
開会式　　　　　７月 18 日
TD 会議　　　　 ７月 19 日
女子団体　　　　７月 20 日～ 21 日
TD 会議　　　    ７月 22 日
女子ダブルス　　７月 24 日
女子シングルス　７月 25 日～ 27 日
閉会式　　　　　７月 30 日
帰国　　　　　　７月 31 日～８月１日

６．大会の競技運営などの報告
・卓球会場

ITTF ルール通り準備できていると通知はありましたが、コー
トは日本ではあまり見られない明るい水色の樹脂で塗られてい
ました。公式練習時、窓から日差しがあり、プレーに支障が出
るほど不評でした。その後、大きなポスターが貼られており、
単なる工事の遅れのようでした。体育館は製氷器の取り付け工
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事中でしたが、途中で中止されたため、選手村の部屋にある冷
蔵庫で毎日氷を作る羽目になりました。ピジョンボックスがな
く、テクニカルディレクター、トルコ審判長に確認するなど、
混乱しました。４日目のダブルス戦になってようやくピジョン
ボックスが設置されました。シングルス予選リーグ終了後、テ
クニカルディレクター、トルコ審判長の決勝トーナメントの組
み合わせ確認に大変時間がかかり、試合時間になっても組合せ
がなかなか決まらず、１時間遅れるハプニングがありました。
組合せ発表後にすぐに試合開始となりました。

また、最後になって男子シングルス表彰式にてチャイニーズ
タイペイオリンピック委員会旗があがるべきところ、違う旗が
あげられたというハプニングがありました。そのため、大会公
式 YouTube からシングルス戦決勝戦がカットされ、その後復
活しています。
・TD 会議

トルコ卓球連盟は世界大会などの国際大会開催の経験不足か
ら十分な準備ができておらず、プロジェクターが故障したまま
第１回 TD 会議が進行されました。

団体戦のみの会議であるため予定時間より早く終わりました
が、翌朝会場へ行くと、急遽 TD 会議があると呼び出され、女
子団体にインドがエントリーしていたにもかかわらず、予選
リーグ戦に入れるのを忘れたというお粗末さでした。女子団体
に出場する他国の承認を求められましたが、最終的に日本チー
ムが入っているリーグで組み合わされました。TD 会議でリー
グ戦に入っていないことをインドがすぐ気付いて抗議すべきで
す。翌日になって追加させることはオリンピック、他世界大会
では認められないはずです。

また、公式試合ボールについて、競技規則ではニッタク社ボー
ルのみ使用と書いてあったので日本しか作ってないはずと思い
込んでいましたし、日本では日本製しか売られていないのに、
TD 会議ではニッタク社（中国製）と示されました。しかし試
合当日になってみると、ニッタク社（日本製）になっていまし
た。ヨーロッパ勢から苦情が出て、ロシアから図々しくも数個
ボールを提供するよう求められましたが、拒否しました。ロシ
アから強く非難されましたが、このような行為は困ります。

２日目朝、TD 会議があると呼び出されて行くと、公式試合
ボールについて結局日本製だったのでお詫びがあり、TD 会議
が始まりました。ただ、テクニカルディレクター、トルコ審判
長が ITTF ルールを熟知されているとは思えない進め方で、組
み合わせ紙をその場で切ってトルコ審判長が抽選しましたが、
各国も訳がわからないままの進行となりました。途中、監督が
抽選の途中結果を見て ITTF ルール通りに行われてないことが
分かりました。しかし、監督は発言の権利が無く、ろう者であ
る私を通せば抗議できました。結果、組み合わせをやり直すこ
とになり、スムーズに進む様子もなく、８時間もかかる TD 会
議となりました。

TD 会議の進行が非常に遅れているという情報が入った
ICSD 副会長が進行状況を見に来ました。すでに５時間経過し
ているため、急遽、昼飯、飲料水の手配を地元スタッフに命じ
られたほど、異常な TD 会議でした。もし私ではなく、選手だっ
たら大変な負担になったはずです。テクニカルディレクターと
してはもう失格です。

７．競技規則の適用
・ラケットコントロール

ITTF ルールでは、ラバー厚などチェックすべきでしたが、
実際はラケット袋に入れただけでアバウトな対応でした。

・ドーピング検査
シングルスでのベスト４以上に実施されました。
日本選手は実施無し。

・公式ボール
競技規則が不明確で TD 会議の公示にも相違があり、混乱し

ました。
・補聴器装着違反

会場内にて補聴器装着は違反となりますが、観客席、ロビー
フロアにて平気で装着している選手が見られました。トルコ審
判の認識不足と思われ、厳しくチェックされていませんでした。
しかし、選手村入りする前に髙岡選手、川﨑選手は聴力検査を
受けるように命じられました。その後、25 日になって亀澤選
手も聴力検査を受けるように命じられ、結局は選手全員が受け
るはめになりました。何のために ICSD 登録したのか分かりま
せん。亀澤選手は３回連続出場していますが、今回で初めてで
した。

８．大会参加までの準備
対選手
・ ４月～７月まで 11 回強化合宿を実施しました。大学生、強

豪高校の生徒の練習パートナーとして組んで強化を図りまし
た。また、監督の要求により５月からはほぼ毎週土曜日に強
化合宿を行いました。

対資金
・日本卓球協会からの補助金 100 万円
・毎日アスリート・パートナーズにて募金
・デフリンピック支援グッス販売
・カンパなど

日本卓球協会（ミズノ）から 50 万円分のジャージ、ユニ
フォームを提供されました。

対選手村
下見に行った他団体の情報から対策準備をしました。国内の

ホテルにあるような備品が無いので各自準備しなければなりま
せん。また、大会対策として以下の通り準備しました。
・海外用電気ケトル購入
・ヨガマット
・スポーツ飲料、ミネラルウォーター等持参
・体重計
・ラケット検査器
・Wi-Fi ルーター
・試合ボール多数

飲料の準備、写真撮影、ビデオ撮影、ツイッター等の発信を
行いましたが、やはり準備は予想より大変でした。次回のデフ
リンピックは台北大会と同等とは言いませんが、１～２人ス
タッフを追加させるべきだったと思います。今回もトレーナー
を帯同させることはできませんでした。当会に女子トレーナー
が２人いますが、治安、政情不安のあるトルコへ行きたくない
ため、派遣させることはできませんでした。次回は是非、男子
トレーナーを用意し、派遣できるように体制を準備したいと思
います。

９．総評
私は初めてデフリンピックに参加しましたが、色々な出来事

があり、いい経験になったと思います。サムスンデフリンピッ
ク全体を見れば素晴らしかったと思いますが、ろう者が主催の
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はずなのにトルコの政治家が目立ったことがあり、疑問が残り
ました。デフリンピックというイベントが巨大化すればろう者
だけでは限界がありますし、政治家の力を使わなければ開催は
不可能でしょう。日本でも同様と言えるかもしれません。日本
が参加してない競技もあり、課題になるでしょう。射撃競技会
場へ視察してみたら、出場していた韓国選手から何故、日本は
参加しないのか？と質問されました。「日本は練習できる環境
がなく、難しい。日本の法律ではろう者は射撃できるか分から
ない」と答えましたが、少し複雑な気持ちになりました。ちな
みにその韓国選手は金メダルを３個獲得していました。

次回のデフリンピックは男子選手も派遣させたいので、海外
遠征を増やして経験を積ませてあげたいと思います。まず国内
でもある程度のレベルまで鍛えてあげる必要があります。

今回デフリンピックまで各選手を鍛えあげ、メダル獲得まで
至った須藤監督、大倉コーチらに感謝したいと思います。あり
がとうございました。

監督　　須藤　聡美

①選手の選考について
連盟の派遣基準を基に、日本ろうあ者卓球協会と協議し女子

３人のみをエントリー
（全日本ろうあ連盟派遣基準） 

１） 2016 年開催予定の世界選手権大会でシングルス・ダブ
ルスベスト４の選手

２） 2015 年第８回アジア太平洋ろう者競技大会でシングル
ス・ダブルスベスト２の選手

３） 以上の選手を日本ろうあ者卓球協会の管理する 2016 年
度ランキングで上回る選手

（日本ろうあ者卓球協会の推薦基準）
１）世界ランキング５位以内
２）国際大会での実績がある者
３）第 39 回全国ろうあ者卓球選手権大会優勝者
※ ただし、１）、２）を満たすものが優勝した場合は、強化

部推薦とする。

②成績一覧
女子　団体　第３位（銅メダル）
　　ダブルス　第３位（銅メダル）
　　シングルス　亀澤・川﨑　ベスト１６
　　　　　　　　（予選リーグ１位通過）
　　　　　　　　髙岡　ベスト３２
　　　　　　　　（予選リーグ２位通過）
※男子種目、混合ダブルスの出場は無し

③成績と評価
前大会で金メダルを獲得した上田選手が引退し、３選手で臨

んだ大会でした。今大会のレベルの高さ、現状の選手の環境を
考えると２つの銅メダルを獲得できたことはとても良かったと
感じています。次の世代に繋ぐことができ、大変安堵していま
す。

④チーム体制と各コーチの役割
団 長→事務局長がなぜデフリンピックでは団長になったのか、

なぜ卓球だけが団長を設けたのか不明です。今後はチームの

指示系統を明確にするためにも、卓球競技も連盟の選手団編
成に基づいた組織を形成された方が良いと思います。
 飲料の準備、写真撮影、ビデオ撮影、ツイッター等の発信を
担当いただきました。日本で応援くださっている方々にリア
ルタイムで情報を届けることができました。

コ ーチ→ 1983 年世界卓球選手権東京大会でダブルス３位の功
績をもつ大倉コーチに強化合宿等で指導をお願いしていまし
た。今回ダブルスで銅メダルを獲得できたのは選手の頑張り
はもちろんですが、ベンチを大倉コーチに担当いただいたこ
とが大きかったと思います。東北福祉大学へ度々練習に行か
せていただき、中国遠征や練習試合の相手などの調整等もし
ていただきました。

手 話通訳→手話通訳、本部やトレーナーとのやり取り、体調管
理を担当してもらいました。通訳の井出様は強化合宿から帯
同されていたので選手からの信頼も厚く、意思が伝わり易
かったです。１分間しか認められていないベンチコーチの手
話通訳、ミーティングでの技術論が選手にスムーズに伝わっ
ていました。強化合宿中から通訳より雑務等の仕事の方が多
かったと思いますが、いつも選手を想い、快く自発的に動い
てくださっていました。選手・スタッフの精神的支えでした。

⑤競技スケジュール（旅行スケジュール）
出国　７月 16 日
女子団体　７月 20 日、21 日
女子ダブルス　７月 24 日
女子シングルス　７月 25 日、26 日、27 日
帰国　８月１日
選手村から競技会場まではバスで 30 分程度でした。バスの

時刻表などはなく、大会ボランティアとの交渉で行き先が決ま
るため、早め早めの行動を心がけました。

⑥大会の競技運営などの報告
１）TD 会議

ITTF ルールを熟知されているとは思えない進め方でした。
個人戦の抽選は時間を超過して行われ、プロジェクターが故
障した状態で組合せが進められており、不安に感じてリーグ
表を覗きに行ったところ不備を発見し、他国と連携して抗議
した結果組合せがやり直しとなりました。

女子シングルスの決勝トーナメントは試合時間になっても
組合せが決まらず、開始時間が遅れたため組合せ発表後にす
ぐに試合開始となりました。また、予定された日程以外に会
議が急きょ開催されることもありました。

２）ドーピング検査
シングルスでのベスト４以上に実施された模様です。日本

選手には実施されませんでした。
３）待ち時間

１日１、２試合しかない日もあり、待ち時間も長くゆった
りとしたタイムスケジュールでした。

⑦競技規則の適用
審判によって対応に差がありました。ラケットコントロール

が厳正に行われていたか疑問です。試合前の集合時間も常に変
動がありました。（１時間前集合、30 分前、15 分前など）

また、使用球が日本製なのか中国製なのか情報が錯そうし、
結果日本製が使用されるという紆余曲折がありました。選球、
ユニフォームカラーのチェックは行われていました。
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⑧大会参加までの準備期間
2017 年１月～４月はオープン大会に積極的に参加しまし

た。練習試合とは違い、大会に参加することで試合感覚を磨き
ました。その中で東京選手権大会（全国大会）はデフリンピッ
クを想定した準備のため、タイムテーブルに合わせたアップな
どを行い、大きな会場でのボールの弾み方や身体の感覚を理解
していきました。

５月からはほぼ毎週土曜日に強化合宿を行いました。これは
以下の理由からです。
・継続的に選手の様子がわかり、強化ができる。
・ 社会人の選手が日曜日に休めるので疲労が溜まらず、平日と

土曜日の練習が万全の状態でできる。
・ 東京近郊で行った場合、日帰りで通える選手・スタッフが多

く、宿泊費が抑制できる。
聞こえる選手との積極的な練習を行い、様々な戦型に対する

対応力を磨き、試合後にはアドバイスをいただき、戦術の学習
も行いました。合宿には牧山コーチも帯同され、練習パートナー
や指導を務めていただきました。
３）ルールの熟知

ITTF ルールを理解するため、日本卓球協会が発行している
ルールブック、ITTF の HP、世界大会での抽選の動画などを
繰り返しチェックしました。デフリンピック大会ルール、卓球
競技ルールは暗記できるように何度も読み返しました。
４）母体への挨拶

合宿参加、大会派遣のご理解とご協力を賜るため、所属企業
や監督へ挨拶を行いました。

⑨反省・まとめなど
初戦のトルコ戦で良い戦いが出来ました。各選手が緊張して

いながらも、我慢強い試合で快勝してくれました。デフリンピッ
ク初出場の髙岡キャプテンはチームをまとめながら、特に中国
戦で素晴らしい戦いをしてくれました。次の日の団体戦に繋が
るベストの試合でした。

亀澤選手は抱えていた大きなプレッシャーを感じさせないほ
ど明るく振る舞い、周りへの気配りも忘れず、試合では全力を
出し切ってくれました。

川㟢選手は丁寧な試合運びで粘り強い卓球をしてくれまし
た。女子ダブルスでぎりぎりの勝負を勝ち切ったのはコミュニ
ケーションを深める努力をし、強化合宿以外でもお互いに時間
を調整しながら練習を重ねてきた成果だと思います。大会が近
づくにつれ、コミュニケーションを図る様子が増え、動きがス
ムーズになっていきました。髙岡選手、亀澤選手の２人が社会
人選手であり、退勤後や休日を活用して努力を重ねていまし
た。大学生である川㟢選手も練習時間の他にランニングなど自
主的に活動していました。私が何より嬉しかったのは、最高の
パフォーマンスがこの大舞台で発揮されたことです。持ってい
る力、練習してきたものが全て出し切られた試合を見て、選手
の心の強さを感じ胸にこみあげるものがありました。

（医科学委員会）
大会には帯同できませんでしたが、医科学の皆様のサポート

はとても大きく、強化合宿には毎回帯同いただきました。ウォー
ミングアップ、クールダウン、トレーニング等、練習中は常に
選手の動きを注視されており、安心して強化を進めることがで
きました。強化合宿以外でも普段のトレーニング指導、トレー
ニング状況の把握、ケガや薬、身体の事など献身的にサポート
いただきました。

また、毎年体力測定を実施し、選手が自分の身体を数値で把
握して課題を見つけ、日頃のトレーニングに繋げる機会となり
ました。デフリンピックでは硬い床でしたが、誰一人怪我無く
終えることができました。

メンタル講習も行い、試合に臨む心得やスタッフの悩みまで
アドバイスをいただきました。

栄養講習では普段の食生活のアドバイスや海外遠征時の食事
の注意点などを指導いただきました。多くの方の支えがあった
からこそ獲得できた２つの銅メダルです。

（世界の技術レベル）
ミスの少ない堅実な卓球や、変化からの速攻など持ち味があ

る選手が強かったです。上位の選手は体勢が崩れにくく、戻り
が早い。相当な練習量を感じました。

（派遣スタッフ）
予想通り、個人戦では同時進行があり、監督、コーチ、手話

通訳を派遣できたことで必ずベンチコーチがいる状況を作るこ
とができました。TD 会議は国際手話で進むため、もっと国際
手話に通じる人材が必要と感じました。今回のように主催者側
がルールを熟知されてない場合、頻繁に各国から国際手話での
発言がありましたが、基本的に聞こえる人の発言は認められな
いため、会議中に抗議や質問ができて内容を把握できる国際手
話通訳者もいればもっと良かったであろうと考えます。

また、各国との輪を繋ぐことで情報が得ることができるので、
交流の意味でも必要と感じました。

（男子の派遣）
2016 年に開催された世界ろう者卓球選手権大会に日本はテ

ロの影響により大会直前に派遣中止となりました。アジア大会
の結果では派遣基準を満たしておらず、また、デフリンピック
にはメダルの可能性がある競技者のみを日本代表をして派遣す
るとなっているため、度々男子出場の要望を出しても今回の派
遣は認められませんでした。昨年の状況では派遣中止の決断は
理解できます。しかし、強化合宿等で一生懸命練習してきたの
にもかかわらず、社会情勢のため世界ろう者卓球選手権に出場
できなかった選手の心情を思うと大変胸が痛く、今後の活躍に
期待したいと思います。

（今後の強化）
３選手の頑張りにより、３種目中２種目で銅メダルを獲得す

ることができました。今後、より良い色のメダル、シングルスで
のメダル獲得を狙うには選手の環境整備が必要です。前大会で
金メダルに輝いた上田選手は強豪の日立化成で腕を磨いていま
した。実業団や強豪校など、普段の練習レベルが高い中での訓
練がメダル獲得には不可欠になってきます。大倉コーチとも話
しましたが、技術面だけでなく、戦術・戦略面の研究も必要です。
日本選手は全員同じ戦型だったので、左利きやカット主戦型等
がいるとオーダーも読まれにくくなり、他国も対策が取りにくく
なると思います。技術面では相手よりも一本多く返せる基礎力
の徹底やサービスの正確性が求められ、特に短く出したいサー
ビスが台から出た場合は確実に先手を取られてしまうので、３
球目に繋がるサービス強化を日々継続して行うべきです。

また、若手の発掘、強化も大切であると考えます。

（まとめ）
女子選手３名のみという、１人でも欠けたら団体戦が戦えな
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い状況での参加でした。前大会よりもレベルは明らかに上がっ
ており、強豪国はメダル獲得に命をかけておりました。その気
迫に動じることなく自分の練習の成果を出し切ることに集中し
た選手たちを誇りに思います。強化合宿では多くの企業、学校
に練習試合をお願いしており、聞こえる方々にデフリンピック
を知っていただく機会になりました。今後、ますますデフ卓球、
デフリンピックの知名度が上がり、選手の練習環境が良くなる
ことを心から願っています。耳が聞こえても聞こえなくても、
卓球が強くなりたいアスリートとしての立場は同じです。今後
も聞こえる人、ろう者の括りではなく、お互いに協力しあいな
がら共に頑張り、メダル獲得を目指せる関係を築けたら良いと
思います。

前任の佐藤監督から引き継いだバトンを次の世代にどうすれ
ば繋ぐことができるのか、どう強化すればメダル獲得という結
果を残せるのかを常に考え、もがき挑戦し続けた４年間でした。
日の丸を背負い、選手の人生に携わった責任をとてもとても重
く感じておりましたが、多くの方々の温かいご指導とご協力の
おかげでここまで来ることが出来ました。皆様に支えていただ
いた４年間でした。何より最高の選手たちに恵まれ、強化合宿
での頑張りを目にすることができ、デフリンピックでのメダル
獲得という素晴らしい瞬間を共有することができたことは私自
身の大きな財産となりました。お世話になった多くの方々に厚
く御礼申し上げます。

次回のデフリンピックでは男女とも出場し、世界で勝てるよ
うに日本ろうあ者卓球協会のご活躍も心から祈っております。
長い間お世話になりました。ありがとうございました。

コーチ　　大倉　峰雄

１．自己の役割とその評価
私は、日本代表チームのスタッフ（卓球総合コーチ）として、

初めてデフリンピックに参加しました。４年前にコーチ就任して
から日本チームの目標であるメダルを取ることが、私に課せら
れた役割でした。この４年間に国内で強化合宿や選手・スタッ
フ間のミーティングを何度も行い、選手自身がデフリンピックに
対する意義を深く理解し、士気を高める姿勢を作り、最終的に
選手とスタッフ全体の目的意識を明確にして大会に臨むことが
できました。そのことが大会の好成績につながったものと考え
られます。結果的に女子団体と女子ダブルスで２つの銅メダル
を獲得することができました。ひとえに選手自身の努力とスタッ
フ全員との信頼関係が築かれたおかげだったと言えます。また、
選手たちの力を最大限に発揮できたことによって、日本ろうあ
者卓球協会をはじめ、応援に来てくださった方、練習相手をし
てくれた大学生、そして選手の体調管理やパフォーマンスを維
持管理してくれたトレーナやお互いの意思疎通を図るために懸
命に手話通訳をしてくださった方に心から感謝しています。

コーチとしての私の役割は、選手個々の技術力の向上、日々
の練習への取り組みを通じての調子のチェック、そして試合中
における臨機応変な戦術運用などが主なものになります。何よ
りも大切なのは、監督とのコミュニケーションを充分に図りな
がら、チーム一丸になって戦うことが勝利に導く第一の要因だ
と考えていました。客観的な評価をしてみると、今回のチーム
は技術的にはまだまだ未成熟な状態でありましたが、スタッフ
全員が自分の役割を果たした総合力で手に入れたメダルだった
と言えるでしょう。

２．今後の課題
今回の大会は、世界でもトップレベルの技術を持っている選

手が集まり、結果的にみると中国がすべての金メダルを独占し
ました。具体的な戦術や戦略で分析してみると、わが国の選手
と世界トップレベルの選手との間には、克服すべき課題がとて
も多く、技術的にも大きな差があります。わが国が金メダルを
取る条件について想定してみた場合、必要な環境の整備、充実
した設備の提供、合宿等を含めた練習時間、そして国際大会ク
ラスに出場する経験を積みあげることなどが重要な課題と考え
られます。

特に、卓球を通して生活をかける中国やウクライナの選手、
若手を中心にした台湾や韓国選手の育成、ベテランの活躍を活
かしたリトアニアやスロバキアやロシアなど、技術・体力・精
神面において、わが国の選手の実情と比べると決して楽観的な
状況ではないです。今後の課題として、金メダル獲得の目標を
達成するためには日本ろうあ者卓球協会等を中心にした組織力
の向上、聞こえる人の大会に積極的に参加する機会を設けて早
い段階からの若手の育成が不可欠だと思います。選考された一
人ひとりの選手が、自分の体力や精神力及び技術力のアップを
図ると同時に、指導者養成研修の実施や研究体制の確立、スタッ
フのサポート体制の充実を図りながら、各々が自分の置かれて
いる立場を自覚し、自分の役割を果たすことが何よりも優先さ
れるべきだろうと考えています。こういう万全な体制づくりは、
決して非現実的なことではなく、金メダル獲得は決して夢物語
ではなくなるだろうと確信しています。

手話通訳　　井出　敬子

１．自己の役割とその評価
選手が実力を遺憾なく発揮できるよう、環境作りに努めまし

た。職務は手話通訳ですが、チームスタッフとしての役割の比
重が大きかったように感じます。

〇手話通訳としてのコミュニケーション保障
・チーム内（練習、試合、ミーティング）
・その他（他競技選手スタッフ、旅行会社、於成田空港）
・報道関係インタビュー

〇チームスタッフとして
・メディカルスタッフとの連携
・本部との連携
・補食の調達
・練習時の球拾い
・TD 会議出席

監督、コーチの通訳時には卓球の専門知識が不可欠となりま
すが、前回デフリンピック（2014 年）以降、強化合宿 39 回
と国際大会 2 回 合計 101 日間にほぼ全て帯同してきました。
その都度、確認や修正を積み重ねてきたので不安はありません
でしたが、試合中のアドバイスは 1 分間と限られた時間なので、
必要に応じて整文しなければならずとても緊張します。今回の
デフリンピックでは、日本人選手参加の団体戦、ダブルス戦、
シングルス戦の総数 20 試合中 14 試合に手話通訳としてベン
チ入りしました。

大会期間中、一番神経を使ったのが選手スタッフの体調管理
でした。本部メディカルチームと各競技団体トレーナーまたは
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メディカル担当者の ML（メーリングリスト）において、体調
不良者、けが人がいるかどうかを毎朝８時までに書き込み、気
になることがあるときは個別に本部トレーナーの指示を仰ぎま
した。ML を使って本部トレーナー、ドクター、また、他競技
担当者からの情報提供もあり、水や氷、ドーピングコントロー
ルなど、大事な現地の情報を共有することができました。さら
に、「競技会場内のメディカルルーム、救急対応について確認を」
とアドバイスいただき、試合が始まる前に卓球競技会場メディ
カルスタッフと充分なコミュニケーションを図ることができ、
万が一の不安に備えることができました。このようなサポート
はとても心強く、周到な準備をもって臨むことができました。

２．今後の課題
デフスポーツにおける手話通訳者は人数も少なく、それぞれ

が現場で孤軍奮闘しています。今大会では、空手、自転車、女
子バレー、男子バレー、卓球競技が手話通訳者を帯同していま
した。卓球競技に限っては、試合中のベンチに手話通訳がつい
たのは韓国と日本だけです。このような情報も含めて、今後、
手話通訳者同士の情報交換、横の連携が急務ではないかと考え
ます。「スポーツ活動における手話通訳者意見交換会」が連盟
主催で 2011 年２月６日に開催されました。以降、回が重ねら
れることはありませんでしたが、デフスポーツにおける手話通
訳者の仕事、身分保障、そもそも仕事なのか、ボランティアな
のか等、丁寧に検証、整理していく取り組みは必須です。ぜひ、
デフスポーツ手話通訳者ワーキングチームの発足を求めます。

2016 年トルコ、サムスンで開催された世界ろう者卓球選手
権大会が直前のテロ等、社会情勢の不安から日本チームは派遣
中止となった経緯があります。今大会のセキュリティスタッフ
は 5300 人とのことですが、とにかく怪我なく無事に、さらに
はメダルを持ち帰ることができたことに心の底から安堵してい
ます。メダルを！という周囲の期待とプレッシャーの中、全力
で戦い「全てを出し切ったので悔いはありません」と笑顔で話
してくれた３人の選手を、大変誇らしく嬉しく思います。

最後に、このような貴重な機会をいただいたことに深く感謝
いたします。また、デフ卓球日本代表選手、及び日本ろうあ者
卓球協会強化部の活動に対し、多大なるご支援、ご協力をして
くださった方々に心より御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。

選手　　亀澤　理穂

１．当初の目標（自己目標）
「気持ちを強く前へ！燃え上がれ！ JAPAN ！」というスロー

ガンを決め、メダルをひとつでも多く獲得したい、またデフ卓
球界だけではなく、デフスポーツ界への知名度を上げていきた
いと考えました。

２．結果に対する評価
団体戦は、４年前と同様、準決勝でウクライナと対戦しまし

た。リベンジしたいという気持ちで試合に臨みましたが、残念
ながら銅メダルで終わってしまいました。しかし、髙岡と川﨑
は団体戦として試合に出るのが初めてにも関わらず頑張ってく
れたので、最高のチームワークでした。

ダブルスでは、準々決勝でロシア選手に危なげなく 4 － 3
で勝ち、準決勝では中国選手に 4 － 0 で敗れてしまいました。
結成してから約半年しかなく、正直不安や焦りはありましたが、

お互い言い合うように心掛け、練習に取り組んできたからこそ
最高の銅メダルを獲得することができました。

シングルスは、決勝トーナメント２回戦で中国選手に敗れて
しまいました。心技体が４年前と比べ厳しくなり、限界まで練
習に取り組んでも追いつけず、残念と驚きの半分半分です。た
だ、力を全て発揮することができたので、悔いはありません。

２年前にデフ卓球チームに復帰し、支えてくれた家族や応援
してくれた日本の皆様のお蔭で２つのメダルを獲得する事がで
きました。またメダルを獲得したことで、新聞等取り上げられ、
デフスポーツ界の知名度も上がってきたと実感しております。
本当にありがとうございました。

３．今後の課題
今後、デフスポーツ界の世界のレベルが更に上がり、今のま

までは厳しい状態になるだろうと思います。現在、練習場所の
確保や仕事への配慮など、取り巻く環境はまだまだ厳しい状況
です。もっと多くの人々に知っていただくためには、メディア
等もそうですが、各地域の講演会、デフスポーツのイベント等
もっと設けるべきだと思います。またこれまでのやり方、あり
方、考え方を見直し、成長が見える形を作っていく必要がある
と思います。

選手　　川﨑　瑞恵

１．当初の目標（自己目標）
結果は、団体・女子ダブルスは銅メダルでシングルスはベス

ト 16 です。自分の目標は一つでも多くメダルを取ることだっ
たので自分にとっては嬉しく、誇りを持って日本に帰ることが
できました。女子ダブルスはもっとコミュニケーションをとる
ことが必要だと思い、何度も調整を重ねながら練習してきた結
果なので良かったと思います。全種目において中国やヨーロッ
パを倒し、金メダルを獲得することはできませんでしたが、今
まで４年間練習や合宿などやってきて、すべて出し切った結果
が銅メダルだったので良かったと思います。４年前のデフリン
ピックにも出場しましたが、団体に出るのは今回が初めてです。
今までアジア大会などに出場していましたが、デフリンピック
の団体に出るのはとてもプレッシャーがあり、緊張感もあった
ので少し違う雰囲気でした。経験を積み重ねていけたので良
かったと思います。

２．結果に対する評価
今回デフリンピックに出場２回目となりますが、４年前に比

べて若い人も増え、卓球の実力もレベルアップしていて驚きま
した。自分はまだ実力が足りないと実感しました。初戦の団体
の時はとても緊張し、自分の思うようにプレーすることができ
ませんでした。今まで練習してきたことを全て出し切れました
が、まだ実力は足りないので次はいい結果を出せるようにして
いきたいと思います。

団体も準決勝でウクライナに負け、４年前のリベンジが出来
なく悔しいです。もっと細かい部分の練習が足りなかったと反
省しました。これからもそこを意識しながら頑張っていきたい
と思います。

最後にメダルを獲得できたのは、家族、仲間達、スタッフの
支えがあったからです。または目の見えないところでたくさん
私を応援してくださった方に大変感謝します。本当にありがと
うございました。
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３．今後の課題
対応出来なかったプレーもあったので、そこを意識しながら

練習して４年後はもっと良い成績を取れるように頑張っていき
たいと思います。これからも応援よろしくお願い致します。

選手　　髙岡　里吏

１．当初の目標（自己目標）
初めてデフリンピックに出るからには金メダルを目指したい

と思い、今まで 1 セットとも取れなかった選手から何セット
でも取れるよう意識しました。今後のために自信を付けられる
よう、一球一球を集中するようにしました。

２．結果に対する評価
団体戦での予選チームはトルコ・インド・ポーランド・中国

です。トルコ・インド・ポーランドは好調でストレート勝ち、
強国の中国と試合するのは 2015 のアジア大会以来なので、そ
の時は何もできなくて悔しい思いしました。

今回の試合では思い切って自分から攻めようと思い、中国選
手から２セットを取りましたが、相手が作戦を変え、逆転負け
しました。しかし、初めて中国から２セット取れたのは自信に
つながりました。

予選を２位で突破し、決勝トーナメント進出することができ
ました。又、強国のウクライナと当たり、相手のラケットのバッ
クはイボなのに落ちないので、得意なラリーで粘ったのですが、
私が取れないコースを狙って攻めてきたため、1 － 3 で負けま
した。３位決定戦はないため、ロシアと同率で銅メダルを獲得
することができました。

個人戦は、ハンガリー・スロバキアと当たりましたが、スロ
バキアに敗れ、ハンガリーに勝ち、予選を２位で突破しました。
目標はベスト４以上進むことでしたが、決勝トーナメントの１
回戦で韓国に敗れ、ベスト 32 になりました。相手は、今年か
ら復帰したばかりで、背が高くてとても動きが軽く、私が取れ
ないコースを狙っていました。ラリーで攻めようと思っても効
かず、自分からも攻めようと思ってもそれでも効かず、ほとん
ど相手にペースを握られ、１セットも取れないまま完敗しまし
た。相手が攻めてきて、何もできなくて、悔しかったです。

３．今後の課題
今までの試合の結果では世界の壁を越えられず、私の実力は

ベスト 32 になりました。また世界を目指すためには、技術を
磨き、判断する力を身に付ける、メンタルを強くしなければな
らないと思いました。この大会を通して、自分の課題を見つけ
て、４年後もまだ挑戦できると思っていますので、ゼロから見
直していきたいと思います。

テニス競技チーム

監督　　斉藤　一茂

１．選手・役員の選考基準・方法
① 2015 年アジア大会に出場した選手とスタッフ
② 全国大会とランキング大会の戦績による男子選手４名と女

子選手２名選出

※ 選考優先順位は連盟の選考基準であり、ダブルス編成に
ついては、ダブルス戦力選手を選考する。

（１）チーム（コーチ）体制とスタッフ体制 
①監督… TD 会議・本部との連絡手段、練習用コート予約、

バスの手配、選手とのスキンシップ、自己管理確認
②トレーナー…選手のサポート
　　　　　　コンディションシート
③ドクター… 英語通訳・本部との緊急連絡担当、選手の体調

チェック（トレーナーと共同）、反省会での議
事録を確認

④コーチ…大会の試合前後のプレーアドバイス等

（２）大会運営 
① 審判が国際資格を持っているのか疑問です。ITF ルール規

則があるにも関わらず、ボール交換をしない等クレームが
多かったです。

②試合進行は問題ありませんでした。
③ 毎日全ての試合が終了するまで退場してはならない等、マ

ナーは厳しかったです。
④ ベスト４から、３番コートにスピードガンがコートに設置

されていたのには驚きました。
⑤ ボールボーイは子供達が多く、事前にルール等の練習をし

てないように見受けられました。選手達の気が散るという
ことで退場してもらいました。

⑥ 一番良かったのは、センター辺りにコートごとの試合状況
が掲示されているおかげで準備が出来たことです。※「選
手名とスコア電子版」

⑦ 初日の TD 会議に出席できなかったのが痛手でした。本部
との連絡受信が遅れて時間変更を知らされず、日本は全く
主張できず、残念でした。

※ 競技規則の運用…運営の①にあたる。基本的にデフリン
ピックは ITF ルールに則って大会を開催するのが通常だ
が、ルールが生かされてなかったように感じました。

２．総評
＜試合結果＞
７/19（水）シングルス１回戦
梶下〇 6-2, 6-1 ● Sai Chandan Lingapuram（インド）
親松〇 6-0, 6-0 ● Joshua Andrew Anburaj（インド）
笹島● 7-5, 2-6, 4-6 〇 Sercan Yesilova（トルコ）
松下選手は BY の為、試合なし。

７/20（木）男子シングルス２回戦 
梶下● 0-6, 2-6 〇 Gabor Mathe（ハンガリー）
親松● 3-6, 1-6 〇 Mario Kargl（オーストリア） 
松下〇 6-1, 6-0 ● Hungary Gabor Varkoly（ハンガリー）

７/21（金）男子ダブルス２回戦 
梶下・親松　6-1, 6-2　○
Mahmut Can Aydin・Sercan Yesilova（トルコ）　●
松下・笹島 1-6,（4）6-7 〇
Jack Alexander Clifton・Lewis Gordon Fletcher（イギリス）
※ ダブルス 1 回戦はともに BY の為、試合なし。

７/22（土）男子シングルス３回戦
松下　2-6, 1-6 〇 Mikael Alix Laurent（フランス）
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７/23（日）男子ダブルス３回戦 （ベスト８）
梶下・親松　4-6, 1-6 ●
Urs Ferdinand Breitenberger・Hans Todter（ドイツ）○
※対戦相手は前回デフリンピック金メダリスト

※（選手コメント）
前回デフリンピックダブルスで金メダルを獲得したドイツペ

アとの対戦でした。長身から繰り出される高速サーブに苦しみ
リターンゲームはほとんど奪えませんでした。

ドイツペアはサーブアンドボレーのスタイルで日本が甘いリ
ターンを返すと、一発のボレーで仕留められる場面が多かった
です。親松選手のサーブは通用するも、全体的に力負けし、悔
しさが残る残念な敗退でした。世界の壁は高く立ちはだかって
いますが、今後の世界大会に向けて大きな経験になったと思い
ます。
※（監督コメント）

メダル獲得に向けて目の前のベスト４を賭けた大一番の試合
でした。相手はドイツ選手で２人とも身長があり、パワーがあ
ります。高い打点からのパワーのあるサーブにブレイクが成功
したり、親松選手がサーブゲームを取ったりして大健闘しまし
たが、身長と経験の差で無念の敗退となりました。ですが、技
術面は五分五分で決して負けていませんでした。４年後のデフ
リンピックに向けた課題として、やはり世界強豪チームと練習
試合、合同合宿をやれる限りやるべきだと感じました。日本か
ら熱いご声援を頂いたのにメダルを獲得出来ず残念でとても悔
しい思いです。メダルを獲得出来なかった事は監督として本当
に申し訳ない気持ちです。ただ、選手達は大健闘しました。今
後に期待しています。

7/24（月）～
強豪国が勝ち進んだシングルス、ダブルス試合を最終決勝ま

で毎日観戦し、自分にとっての勉強と今後の課題を考えさせら
れました。

24 日（月）からの午後は親松選手がシングルス 2 回戦で
対戦したオーストリアのマリオ選手の紹介で、第 1 シードの 
Mathe 選手と練習をさせていただきました。これまでシード
の選手から練習相手として声をかけられることは殆どなく、今
回の大会で日本選手の実力が認められた証拠だと思います。

★反省・まとめ
７月 18 日から始まったデフリンピックが終わり、長くもあ

り、短くもあるように感じました。デフリンピック監督を初め
て務め、アジア大会から約１年半、メダル獲得に向けて合宿を
毎月重ねてきました。

念願のメダルを取れなかったのが大変悔しいですが、言い訳
はありません。選手はあきらめず、全力で戦いました。あと一
歩のところでメダルを取れたはずです。実力面、技術面にあま
り差はないと思います。ストロークやリターン、サーブのレベ
ルの差はさほど変わらないですが、海外での試合や合宿を経験
していない弱さを痛感しました。

ダブルスは世界どこの国でもポーチやボレー作戦に出るなど
積極的な攻撃が多く、ほとんどが長身の選手でした。日本選手
はスタミナの問題が大きかったです。それは、国内大会では１
セットマッチをメインに実施しているためそれに慣れてしま
い、１セット目で体力を使い切ってしまっているように見えた
のが課題の１つでした。特にヨーロッパブロックではフルセッ
トを想定しているため、体力が最後まで持っています。日本だ

けでなく、アジアブロックの台湾選手や中国選手も同様に体力
が持ちません。アジア選手は勝てる実力を持ちながら、２セッ
ト目から体力が持たずに負けてしまっていました。そのため、
トレーナーも実際現場をみて、トレーニングをより厳しくしな
ければと考えを改めさせた大会でした。

次回デフリンピックに向けて、監督として引継ぎすべきこと
はコーチと選手とのコミュニケーションを強化し、また選手た
ちのメンタル強化やダブルス強化を目標にサポートしていきた
いと思います。

トレーナー　　佐野村　学

１．自己の役割とその評価
本競技大会は、2015 年 10 月に開催された第８回アジア太

平洋ろう者スポーツ競技会の同競技に AT として帯同させてい
ただいた時の役割とほぼ同様な活動を行う形での帯同となりま
した。アジア大会の時と同様、日本を発つ前に現地の気温や湿
度などを調べ、選手とスタッフに気象状況を伝えました。現地
生活の注意事項として、飲料水や食事などについては水道水の
飲水は絶対にしないこととミネラルウオーターを使用すること
を周知しました。その他、生ものは摂らないこととし、スポー
ツドリンクは普段選手が飲用しているメーカーのドリンクが現
地にないことから、選手の希望に沿った粉末を全て購入し、日
本から持って行くこととしました。コンディションの管理につ
いては、睡眠時間や食事、体調、身体の痛む箇所などの項目を
設けたコンディションチェックシートを合宿時と同様に、現地
でも記入して毎日提出してもらうこととしました。

現地入り後、すぐに日本で説明した食事や飲水、病気や事故
などを含めたトルコでの生活上の留意点についてまとめたもの
を選手、スタッフに配布して説明しました。ミネラルウオーター
の選定については、現地では硬水が多く、また、硬水が苦手な
選手がいた為に、違和感なく飲用できるミネラルウオーターを
探して、試飲してもらいながら決定しました。試合会場のコー
ト上の気温は、WBGT 計を用いた測定で、WBGT29 ～ 31℃、
気温 32 ～ 35℃、湿度 50％前後でした。暑さについては、選
手は日ごろから同様な気象状況で練習しているので、特にコン
ディションに関する心配ありませんでしたが、試合会場のサー
フェイスがアスファルトのようにとても固く、アジア競技会同
様に、選手の身体（特に下肢と腰部）への負担が心配でした。
試合時には、各選手がコート入りする前に、事前に聞いたスポー
ツドリンクの数と氷嚢２個を携帯用クーラーボックスに入れて
渡しました。また、練習や試合後は早期疲労回復のために、ビ
タミン C やクエン酸を含む 100% オレンジジュースを渡して
すぐに飲むように指示しました。競技大会期間中の AT の主な
役割は以下のとおりです。

・飲料水用とアイシング用の氷の準備
・アイシング用具の準備（RICE 処置を含む）
・スポーツドリンクなどの飲料水の作成と準備
・コンディションチェックシートの配布、収集とその確認
・ウオーミングアップ
・クーリングダウン
・試合前に選手に渡す飲料水（スポーツドリンク）と氷嚢の準備
・ 選手の要望に応じたストレッチなどのケアや筋肉のコンディ

ショニング
・外傷、障害発生時の救急処置
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・テーピング
・ WBGT 計（Wet bulb globe temperature（湿球黒球温度））（京

都電子工業株式会社、熱中症指針計）による WBGT、気温、
湿度測定とその記録

・ドーピングに対する注意喚起
・食事の時の食事の摂り方についてのコメント
・ 選手村に戻ってからのストレッチなどのケアや筋肉のコン

ディショニング
・ 選手村に戻ってから行われたミーティング時でのコンディ

ショニングに関するコメント
・翌日分の飲料水（スポーツドリンク）の作成

以上が AT の者な役割でした。すべて評価において十分とは
いえませんが、アジア大会同様、AT として必要とされる仕事
を遂行できたのではないか思います。

２．今後の課題
選手やスタッフとのコミュニケーションが特に問題なくとれ

たことは大変よかったと思います。前述したように、アジア大
会での役割とほぼ同様な仕事内容であり、問題なく遂行できて
いたので、それらに関する課題は特にありません。ただ、今ま
での課題同様に、やはり手話がしっかりできないことについて
は、今後も大きな課題としています。その他、選手に対する課
題として、基礎体力づくり（基礎的な筋力、持久力、柔軟性向
上など）をもっと意欲的に行わなければならないと思います。
世界で戦う為に必要なフィジカルやフィットネスレベルをもっ
と向上させる必要があると感じました。

チームドクター　　笹島 浩泰

１．自己の役割とその評価
チームドクターとして参加するとともに、現地での練習コー

ト確保や移動時のチーム引率および、トラブル発生時の英語対
応など庶務を精力的に行いました。

チームドクターの役割は、ドーピング審査に確実に抵触しな
い範囲での選手の体調管理であり、渡航３カ月前の強化合宿か
らチームに常に帯同して選手の体調把握に努めました。選手１
名が持病の治療で１回 / 月の特殊製剤自己注射を行っており、
大会期間中に現地での投与が必要でした。この薬剤はドーピン
グ審査に抵触しないものの、選手の入国審査を確実にするた
め、Medical Certification（診断書）を英語で作成して持参させ、
問題なく現地での自己注射が可能でした。

薬剤は、ドーピング審査に抵触しない範囲で整腸剤、制吐剤、
下痢止、抗胃潰瘍薬（胃薬） 、消炎鎮痛剤、抗生剤（内服およ
び静注製剤） 、医療用湿布、創傷処置セット（消毒薬、ハイド
ロコロイドドレッシング製剤、等） 、簡易縫合キットを選択し、
緊急時の電解質輸液製剤とともに京都府立医科大学のご厚意に
より無償でご提供いただき、選手村まで持参しました。

テニスチームでは現地で選手４名中３名に投薬治療を行いま
した。１名はやや重度の下痢と筋肉腫脹（肉離れ疑い） 、１名
は胃部不快感、１名は軽度の頭痛であり、それぞれ持参薬剤を
使用して短時間で軽快しました。また、他チームからの依頼で
サッカーチームに医療用湿布、水泳チーム・チームドクターに
抗生剤（内服）と整腸剤および下痢止を譲渡し、空手チーム選
手１名の創傷処置を行いました。いずれも TUE 申請を要しな
い治療でした。

個人的には労力の９割は庶務でありました。日本選手団本部

からの公式連絡やテニス競技ディレクターからの連絡が私の携
帯電話メールに届くことになり、チーム全員への情報伝達係と
なりました。練習コート確保は連日、前日夕方の競技終了後に
英語メールで募集が開始され、希望時間のコート確保に翻弄さ
れました。翌朝にコートに行くと他国選手（アメリカ）が使用
していたトラブルもありましたが、これらの英語対応・解決も
重要な仕事でした。選手村での朝の競技会場までのバス確保は
他競技も集中して混雑するとともにボランティアが英語を理解
できず、難渋し辟易しましたが、連日、試合会場に遅れること
なく到着できたのは幸いでした。

開会式は翌朝の試合のためテニスチーム全員が参加を自粛し
ましたが、開会式中の夕食は選手村で提供されず、本部も全員
開会式会場に出向いていました。選手村ゲートにいた職員と交
渉し、同様に困っていたサッカーチームを連れてバスで街まで
向い、テニスチームとサッカーチームで夕食を共にしました。
交渉に奔走して狼狽しましたが、案外楽しい夕食でした。

大会期間中、医療行為および庶務雑事に選手および他のス
タッフから全幅の信頼を寄せていただきました。豊富な薬剤に
よって医療行為も何ら問題なく遂行され、競技に支障をきたし
た選手・スタッフはいませんでした。練習コートの確保や選手
村外での食事・買い出し等も安全に行われ、チームドクターの
職務は十分に遂行されたと考えています。

２．今後の課題
テニスチームとして現地での公式の連絡手段確保に瑕疵があ

りました。日本選手団本部からの深夜の連絡が日本の事務局に
しか届いていなかったため、監督会議の日時変更に関する緊急
連絡が受け取れず、監督会議に出席できなかったのです。以後
は私個人の携帯電話メールを本部に登録していただきましたが、
ほとんどの選手やスタッフは携帯電話のローミング処理をして
いません。高額であるため当然です。今後海外大会では、チー
ムとして携帯電話メールアドレスを確保する必要があります。

テニスチームは、他チームと比較して、医療面およびトレー
ナーシステムにおいて、明らかに恵まれていました。しかしな
がら戦術面のコーチングが皆無であったことに強い違和感を覚
えました。欧州勢の高さや力に対する現実的練習や情報が事前
には皆無であり、ダブルスでは日本で通用したことが試合では
まったく通用せず、試合中の選手に混乱さえ見られました。選
手にとって今回の経験は非常に貴重なものであったはずです。
今後、現在の欧州勢と日本人選手の差を熟知し、その差を埋め
る努力ができる戦術面の指導者が必要であり、協会側の意識改
革が必須であると思われます。

京都府立医科大学から無償で高額の薬剤等を提供していただ
き、帰国報告後、上層部から今後も協力を惜しまないとの言葉
をいただきました。しかしながら先日、実務の事務方よりホー
ムページ等に協賛等の掲示がまったくないと指摘を受けまし
た。病院（大学）として、医師と薬剤を提供したつもりである
という。今後、このような機会がある場合は、配慮すべき点です。　

選手　　梶下　怜紀

１．当初の目標（自己目標）
サムスン大会に出場するにあたって自分の中で最初に設定し

ていた目標は、応援いただいている日本の皆さま、協会や事務
を担当してくださったスタッフのためにも何色でもいいから、
まずはメダルを獲得することを第一としておりました。結果は
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メダル獲得の直前までいきましたが、あと一歩力及びませんで
した。あと一歩が近いようで遠く感じる結果となりました。そ
れでも敗退したという事実は変わらないので、次に向けて何が
必要か、この経験を生かして何ができるのかというところを
しっかり考えていかなければならないと痛感しました。

デフリンピックは台湾大会以来であり、８年ぶりとなります。
今回のデフリンピックで感じたことは、大会を通して全体的に
アンフォースドエラーが減っていると感じました。世界のデフ
テニス全体のレベルが上がっており、上の選手と下の選手の差
が縮まってきており、勝ち上がるということが厳しくなってき
ていると思いました。

２．結果に対する評価
今回の初戦あたりの試合や日本選手の試合は、ミスによる失

点で試合が進んでいましたが、２回戦や３回戦となると攻撃的
なプレースタイルによるウィナーやボールコントロールでミス
を誘うという様々なテクニックによって試合が進行していると
感じました。日本の選手が世界で勝つためにはこのテクニック
を身につけ、試合で実行できるレベルまで持っていかなければ
ならないと考えます。また、準決勝以降の試合のレベルになる
と平面的でなく、立体的にコートを使い、前後にボールをコン
トロールができるレベルになってきています。

３．今後の課題
このレベルで戦うためにはボールが落下するまでの微妙な時

間差のコントロールや落下地点を前後に変化させながらミスを
誘い出すテクニックが必要になってくることから、 今大会のレ
ベルは、日本 50 位程度のレベルに近づきつつあり、４年後の
デフリンピックでメダルを目指すのであれば、攻撃力アップと
持久力の向上は必至であり、日本プロ相応の取り組みが求めら
れると考えます。

選手　　松下　哲也

１．当初の目標
シングルス　ベスト 16
ダブルス　　ベスト４

次世代の選手にデフリンピックなどの国際大会について知
識、経験を充分に伝えていきたいです。もちろん、結果も貪欲
に求めていきます。デフリンピックの為に協力して下さった
方々に感謝の気持ちを忘れずに最後まで戦い抜くことです。

２．結果に対する評価
シングルス ベスト 16　２回戦
6-1 6-0 16 シード VARKOLY （ハンガリー）
ベスト 16
2-6 1-6  4 シード LAURENT （フランス）　

ダブルス ベスト 16
２回戦 1-6 6-7 
４シード FLETCHER/CLIFTON （イギリス）

シングルスの初戦はいきなりと 16 シードと当たり、選手の
情報がわかりませんでしたが、試合前のアップの時に得意な
ショットや苦手ショットなどの情報を得られたので、戦略を組

み立てたおかげで勝つことが出来ました。ベスト 16 はデフリ
ンピックで２度優勝したことある相手でした。長いラリーでの
正攻法では勝てないとわかっていたので、短い時間でポイント
を取れるネットプレー戦略を取りました。序盤はその戦略が効
いて２ゲーム連取することができました。相手は世界王者でも
あるので、切り替えてネットプレーを封じるプレーしてきたの
で、こっちもラリーで勝負する作戦に変えましたが、劣勢のま
ま逆転敗退になりました。

ダブルスはドロー運が悪く、初戦４シードのダブルス巧者ペ
アと当たり、１セット目は相手のプレーに付いていけないまま
に終わった感じでした。２セット目が始まる前にパートナーの
笹島選手と相談し、緩急ショットと相手は前に出てセンターを
固めて来ていたので、サイドに多く突き、時々センターに突く
作戦を実行したおかげで１セット目とガラッと変わり善戦し、
我々がリード展開するゲームになりました。ですがタイブレー
クにもつれ、勝負の行方を左右する局面に焦りからイージーミ
スが出てしまい、敗退になりました。

３．今後の課題
海外選手（アジア圏除く）に勝つには海外選手と試合を増や

す必要があると感じました。背が高いため、日本選手が届かな
いロブでもスマッシュでやられ、サーブの角度も違うため、リ
ターンに苦労しました。ストロークもスピンの跳ね方がアジア
圏にないもので、慣れるのが困難です。試合の中で慣れる方法
もありますが、その頃には勝負の趨勢が決着してしまいました。
シングルス決勝戦の両選手は日本人と変わらない体格だったの
が収穫でした。質が高いショットを打ち続けること、常にベス
ト打点まで行くフットワークを身に付ければ、日本人でもメダ
ルを取れる可能性があると感じました。もう一つ大事なポイン
トは国を背負って戦うという覚悟を持っている為、ハングリー
精神がありました。各国から若い選手がどんどん輩出されてお
り、日本にも若手育成が急務になっています。若手選手発掘も
含めて活動していかないとメダル獲得が困難になります。私は
微力ながらサポートに回り、デフテニスの発展に貢献したいと
思います。

選手　　親松　直人

１．当初の目標（自己目標）
シングルス、ダブルスともメダル獲得

２．結果に対する評価
サムスンデフリンピックのテニス競技に出場しました。種目

はシングルスとダブルスに出場し、シングルスは１回戦インド
に 6 － 0、6 － 0 で勝ち、二回戦では優勝候補の一人である、第
５シードのオーストリアに 3 － 6、1 － 6 で負け、ベスト 32
となりました。初戦は最初から自分の得意なプレーが出せたこ
とでいいスタートを切ることができ、セカンドセットに入って
も好調を維持できたことが勝因だと思います。オーストリア戦
では、最初はいいスタートができポイント差を離したところで
相手がギアを上げてきて、徐々に自分とのプレーが噛み合わず、
自分のアンフォートエラーが増えてしまい失点を重ねてしまい
ました。セカンドに入っても相手のペースのままで、もう少し
自分からラリーを増やしていけば、流れは変わったかもしれま
せんが、自分のプレースタイルはパワーテニスです。一本で決
めるショット、サーブで相手を崩すプレーが全く通じないわけ
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ではなく、しっかり通用出来るなと感じることができ、自信に
も繋がってきました。

ダブルスでは初戦トルコペアに 6 － 1、6 － 2 で勝ち、２回
戦は今回のデフリンピックの準優勝のドイツペアに 4 － 6、1
－ 6 と負け、ベスト８となりました。初戦のトルコペアには
いいプレーが多く、程よい緊張感で臨むことができ、要所要所
で決めることが出来ました。ドイツペアに負けた要因は、サー
ブとリターンの決定力、精度が低かったことが一番の敗因だと
思います。大事なところでの自分のサーブキープが出来ず、相
手に流れを一気に持ってかれたこと、ペアのサーブが甘くリ
ターンから攻められてしまったこと、相手のサーブがよくリ
ターンから攻められなかったこと、課題がとても多く残りまし
た。

３．今後の課題
４年後のデフリンピックまでに日本チームがサーブ、リター

ンの改善をしない限りメダルは取れないなと感じました。また、
一般の国内大会に出て、たくさんのプレーヤーと試合経験を積
むこと、練習環境をしっかり整えることも大事になります。今
回のデフリンピックでは他の競技がメダルを獲得している中、
テニスは早く競技が終わり、一人もメダルすら届かない状況に
なってしまったことで日本チームに貢献出来なかったこと、皆
さまの応援に応えられなかったことが非常に自分は残念に思
い、恥ずかしく思います。まだ次のデフリンピックに向けてど
うするかまだ決まっていませんが、終わっても日本代表であっ
たことには変わりないので、しっかりと日本代表らしく行動を
心がけていきたいです。

選手　　笹島　航太

１．当初の目標（自己目標）
今回初めてデフリンピックに出場させて頂きました。
デフリンピックでの目標はメダルを取ることでした。

２．結果に対する評価　
まず、シングルス１回戦の相手はトルコで、アウェイの中で

試合に臨みました。１セット目はなんとか粘りきり、ラリーを
続けて相手のミスを誘う作戦で取りました。２セット目はギア
を上げ、2 － 0 とリードしましたが、1 セット目で体力を消耗
しすぎてしまい、2 － 1 の場面で全身痙攣を起こしてしまいま
した。そこで２セット目を捨てて、メディカルタイムやトイレッ
トブレイクをなんとか駆使し、体を少しずつ休めながら３セッ
ト目で取りきる作戦に変更しましたが、相手に 0 － 3 とリー
ドされてしまいました。しかし諦めたくない気持ちが芽生え、
4 － 3 に逆転しましたが、そこでさらに厳しい全身痙攣に襲わ
れ、最後は走れなくなり、３時間 14 分で負けてしまいました。
でも、アウェイの中で最後まで諦めず、やりきったのは誇りに
思います。次の日からトルコの皆さんに励ましの声をたくさん
頂き、ダブルスに挑める状態に戻せました。ただ、100％戻せ
たとは言えず、太ももから足まで両足全てテーピングを巻き、
右腕にも巻きました。シングルスで消耗しすぎた体力をなかな
か回復できませんでした。

ダブルスはデフリンピックに５回出場されたレジェンドの
キャプテンの松下選手と組ませて頂きました。結果はベスト
16 で４シードのイギリスに負けてしまいました。１セット目
は身長の差に圧倒され、思い通りのプレーができない、自分の

体力が回復できてない所で簡単に取られてしまいました。２
セット目から隙を突くカギを見つけ、そこをバンバン突いてい
き、4 － 2 とリードしましたが、タイブレークまでもつれた結
果、負けてしまいました。相手は４シードだったのですが、勝
てない相手ではありませんでした。１セット目の時に簡単に取
られてしまったのが一番痛かったです。今回のデフリンピック
で引退される松下選手によい結果を残せず、申し訳ない気持ち
です。ただ、お互いのコンビネーションに悪いところは無く、
全て良いものでしたのですごく責任を感じていて、キャプテン
の引退試合に勝利をもたらす事ができなかったのが悔しいで
す。だけど、キャプテンをデフリンピックに出場の機会を与え
て下さった奥様やキャプテンの家族の方々に感謝をしきれない
くらい感謝の気持ちでいっぱいです。その存在が大きかったか
らこそ精一杯努力を尽くせたかもしれません。本当にありがと
うございました。

３．今後の課題
今後の課題としては４年後のリベンジを誓ったので、もう一

度代表となりたいです。今回はシングルスで勝っていたのに全
身痙攣を起こして負けたことに悔し涙をながしましたが、次は
メダルを取って嬉し涙に変えようと思います。

その他、アジアのレベルが少しずつ上がっているのではない
かと感じました。インド、台湾が勝ち上がり、メダルを獲得し
ていたためです。日本はダブルスなら望みが見えますが、シン
グルスはあまり望みが見えないので、個人としてはダブルス専
門プレーヤーやシングルス専門プレーヤーで勝ちにいくなど意
識を作れば良いのではないかと思いました。完璧なテニスをす
るのではなく、泥臭く自分のプレーを磨いて貫いていけば勝て
るだろうと思っています。

日本でのデフテニスのレベルは少しずつ上がってきていると
思います。今後の合宿で海外の選手とプレーすることが一番の
近道なのではないかと感じました。その中で仕事や学業などの
課題は多くありますが、改善していけば良いと思います。

バレーボール競技男子チーム

監督　　鹿谷　明生

１．選手・役員の選考基準・方法
Ⅰ . 選手　選考について

まずは重要なポイントなので、デフバレー男子日本代表と私
の出会いから振り返りたいと思います。

2009 年の台北、2013 年のソフィアで行われたデフリンピッ
クにおいて、男子バレーボールの日本代表を率いたのが、前任
者の岩下監督です。彼は選手として小中学生時代から日本一を
経験するなど、素晴らしいキャリアを持ち、その後も高校大学
と強豪チームを経て、実業団での選手経験を持っていて、現在
も女子の V チャレンジリーグⅡの柏エンゼルクロスで監督を
しています。彼と共通の友人がいたというご縁から依頼を受け、
代表兼監督を務める NBK dreamers（当時全日本実業団リーグ
所属。現在 V チャレンジⅡ所属）や関西学生リーグ２部上位（の
ちに１部昇格）だった佛教大学と合宿やゲームを行ったことが
初めての出会いであり、交流のきっかけでした。デフバレーや
デフアスリート同士での練習やゲームでは正直レベルが高いと
は言えず、技術のみならずスピードやパワーで外国選手に対抗

10_P023-120 団員報告.indd   101 2018/01/30   10:26:47



― 102 ―

できません。しかし、V プレミアリーグなど、あまりにもレベ
ルが違う相手とお手合わせしてもらってもお互いのためになり
ません。その時点では我々のチームも発展途上であり、互いに
得るものがあると判断したのが交流のきっかけでした。これは
余談ですが、私自身が佛教大学 社会福祉学科時代の卒業のレ
ポートでデフリンピックなどの障害者のスポーツ大会について
の研究をしたことも奇遇ですが必然であったと思います。最初
に手合わせしたのが 2006 年、それ以後、毎年３回以上の合宿
や合同練習を行ったり、私の所属するチームにデフバレー日本
代表候補選手などを受け入れて練習に参加させ、試合経験を積
ませたり、積極的な協力を行いました。その際の岩下監督との
話の積み重ねや対戦相手として、自分の目で見たことにより、
デフバレー男子日本代表のウィークポイントやストロングポイ
ントを把握することができました。これについては後述します
が、今回のデフリンピックに向けての指導の大きな指針となり
ました。

私の就任が決まった 2014 年に岩下監督やその際の手話通訳
者などの大崎さんなどのスタッフと会い、ブルガリアでの敗戦
の原因や、ご苦労された点、問題点などを細かく聞き取らせて
いただきました。そのうえで岩下監督が考える問題点の改善か
ら、その時点でのベストの選手選考を模索しました。

岩下監督からの引継ぎ報告では
①　外国人の圧倒的な高さとパワーにいかに対抗するか
②　 選手としてのキャリアのなさ（小学校、中学校、高校、

大学や実業団などでの全国大会経験者がほとんどいな
い）故に大きな会場での試合経験が皆無。（空間認知能
力や視野などの問題）

③　 ②に加えて国際試合の経験はさらにない。外国人との
ゲーム経験のなさをいかにカバーするか重複するが遠征
経験の少なさも大会に対応できにくいなどの問題がある。

④　 合宿期間の少なさ　予算や選手の仕事上、休めない、職
場の理解がない。露骨に代表に入るなと指示されるケー
スもある。家族の理解を得にくい。

⑤　 聴覚支援学校における男子バレー部のチームや部員の減
少（女子に比べて顕著）

⑥　 ろう者と難聴者、聞こえる人それぞれの間のコミュニ
ケーションの問題や理解レベルの差などをどう埋めてい
くか。

⑦　 聴こえないというハンディを克服して、リズムやテンポ
という概念をいかに理解させるか。

これらの現状の問題点や課題、強みも踏まえた上で日本を代
表して、世界へ、デフリンピックでのメダル獲得に挑戦すると
いう強い意志と能力を有する希望者を募ることにしました。ま
ずはブルガリアや台北を経験した選手で、もう一度デフリン
ピックに挑戦する意思のある者や私の目から見て、戦力となる
可能性を判断した選手への声かけを行いました。さらにこれが
一番のポイントですが、デフリンピックやデフバレーの存在を
知らないまま補聴器をつけて一般の大会に参加している選手の
発掘を重視しました。そのための情報収集を旧知の高体連や学
生連盟の指導者層にお願いして回りました。様々な方面から頂
いた情報をもとに、全国各地に足を運び、本人やその指導者、
保護者との面談を何度も何度も重ねました。従来の国体である
障害者スポーツ大会の地区予選（関東、東海北信越、九州、関
西）や本選（長崎、和歌山）にも足を運び、試合を観戦すると
ともにビデオ撮影するなどして、戦力や傾向を細かく分析しま
した。関係者や選手自身とも話を重ねることで情報収集に努め

ました。自分の想像以上に、日本代表へのリスペクトは驚くほ
どなく、希望する者も圧倒的に少なく、誇りも感じていないた
め、そこまでしてやりたくないという意見も少なくなくかった
ことはショックでした。情報をもとに積極的に聴覚支援学校へ
の訪問や指導も行いました。協力的な学校や保護者の方も多く、
勇気づけられましたが、大多数の学校現場のデフリンピックへ
の理解度の低さや、スポーツ指導のレベルの差、はっきり言っ
て協力的とは言えない態度や温度差には大きな壁を感じたのも
事実です。それは教育現場だけでなく、保護者も同様で、何回
も訪問してお願いを重ねるなど、日本代表への配慮や理解を促
したのですが適わず、その後も失望させられ続けました。この
辺りも今後へ向けての大きな課題です。

2014 年７月 22 日の静岡県での合宿を皮切りに、選手が集
まれる可能性のある三連休のある日程を中心に、２ヶ月に１回
のペースで合宿を行いました。強化費が少ないこともあり、で
きうる限り宿泊費の安い場所で、スタッフと選手の多い場所に
することで交通費を軽減して、最大限の努力でネットワークを
駆使して安価で効率の良い場所をその都度選択しました。時に
はエリア別に選手を集めての合宿や自主合宿と称して、選手ス
タッフともに心意気で自費でも行いました。

具体的な選手選考は合宿の中で、競技力、運動能力、特性や
戦術の理解力、チーム内に及ぼす影響力、将来性やリーダーシッ
プなどから判断しました。練習ゲームや練習態度、合宿中の行
動をつぶさに観察し、他のスタッフとも協議を重ねました。

Ⅱ . スタッフの選考について
スタッフで一番の要であるマネージャーについては信頼関係

のある人間がすでに選出されていたので、具体的に私のサポー
トのできる人材を選出、配置しました。具体的には以下の通り
です。
・球出しや選手の技術に関するサポートのできる人材。
・ 合宿の用地選定や地元の協力や練習相手などを準備、段取り

できる人材。
・映像収集や分析やデータ処理などに長けている人材。
・ 選手の体調管理や治療、予防など医療的なサポートのできる

人材。
・ フィジカル的に選手の筋力や瞬発力、アジリティなどを向上

させれる人材。
・リズム感覚の向上や柔軟性の獲得などを目的に積極的に人材。

特にスタッフに関しては「フォア ザ チーム」「フォア ザ 選
手」で献身的な活動を深く要求しました。前述したように資金
面の厳しさや諸事情から、満足に謝礼も払えず、ほとんど善意
にゆだねるような状況が続いたことから、名誉欲や金銭的な要
求の高い人、規律や指揮系統に関する理解力、協調性のない人
間とは結局、袂を分かつ結果となりました。これはシビアで厳
しい合宿を行ったことによる成果であり、副産物であり、残っ
たスタッフや新たに登用した臨時も含めたスタッフにもいい意
味での緊張感や、チームに欠けているところを埋めていこうと
する積極性と一体感が生まれていきました。予算の少なさから、
満足にウェア支給もできず、いわゆる日本代表なら当然与えら
れるものという意識とはかけ離れた強化体制で臨まざるを得な
かったことを逆手にとり、結束を図っていくことができました。
残ったスタッフたちや苦労した選手たちには感謝の言葉以外あ
りません。最大限の賛辞を贈りたいと思います。

２．総評
決して満足とはいかないなりに合宿を多数積み重ね、チーム
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を作っていきました。特に GW には３年にわたり休みすべて
共同生活を行い、朝昼晩とバレーボールに徹することのできる
環境でできました。その他の日程には V リーグや大学チーム
など多数の国内の強豪チームと練習ゲームを積み重ねました。
国内の身長の大きな選手や日本在住の外国人選手にも協力して
もらい、仮想外国チームを想定できたこともありがたかったで
す。ちょうど２年前にパリで行われたヨーロッパ選手権大会を
視察させてもらい、ヨーロッパのチームの現状をつぶさにビデ
オ撮影し、そこから得た情報に基づき、細かい仮説を立て、対
策を練りました。そして、ちょうど一年前にワシントンDCギャ
ローデッド大学で行われた世界選手権大会にて、実際に相手と
対戦することにより、その差や通用する部分に磨きをかけてい
きました。アジア大会が開催されず、国際試合もままならず、
いきなりベスト４という命題を突き付けられたことも青天の霹
靂でした。正直、チーム作りの上では無謀且つ理不尽な要求を
されたことは苦心してチームを作っている現場を冒涜したもの
だったと思います。もちろん予算配分などでのご苦労は理解で
きますが、ボールゲームしかも男子の競技がオリンピックなど
でもどのような状況かは比較検討していただきたいです。世界
選手権大会ではいきなり組み合わせが変更され、世界大会には
ありえない１日２試合など、驚きの連続でありました。これは
今回のデフリンピックもヨーロッパ選手間大会もそうですが、
なぜ FIVB ルールに準じているにもかかわらず、あからさまな
ルールにない誤審やラインズマンの２人制など、国内大会にも
劣る運営であることを報告しておきたいと思います。これはデ
フリンピックを卑下する行為です。

話はそれましたが、世界選手権ではヨーロッパ選手権チャン
ピオンのトルコにデュースの健闘からスタートし、ウクライナ、
ロシアというメダル常連国にも善戦。開催国のアメリカ、カナ
ダ、インドを破り、３勝３敗の五分に戻し、ブラジルとの対戦
で勝てばベスト４でした。ただ、ここで痛かったのはポイント
ゲッターである主将が医師免許取得のための学内試験のため離
脱したことにあります。結果はブラジルに負けて６位という成
績に終わりました。これもデフリンピックの認知度や国を挙げ
ての事業という意識が徹底されていないことから生まれた悲劇
だと私は強く考えさせられました。そしてこの世界選手権大会
を終えた後、今度はもう一つの悲劇がチームを襲いました。ト
ルコ政情不安を理由とする辞退者続出の大量離脱です。何のた
めにわざわざ経験を積ませたのか、という疑問が心の中に沸き
上がりましたが、これも致し方ないことでした。世界選手権の
結果を受けて、デフリンピックへの派遣が決まるまでの間はひ
たすら忍耐の時でありました。もう一度やる気のあるメンバー
を中心にコツコツとチームを作っていきました。幸いなことに
新メンバーの補充ができたことや成長してくれたメンバーの存
在は一筋の光明でありました。結果的にはデフリンピックイ
ヤーの５月の GW、６月に２回の合宿、７月の出発直前の V リー
グサマーキャンプへの参加と亜細亜大学での合宿で固めた格好
となりましたが、明らかに少ない練習時間です。世界選手権時
にはかなり厳しい指導をしたが、デフリンピックでは最低限の
約束を守れば、あとは選手間でやれる仕組みをスタッフととも
に構築してくれました。また、過去大会を経験している選手が
成長し、さまざまなことにリーダーシップを取ってくれたこと
も大きかったです。ぎりぎりまで大会に参加し、極暑の中で合
宿、そしてサムスンへの移動などもあり、一生の思い出になる
と考え、開会式にも参加させることにしました。疲れや様々な
ことに対し、言い訳をしなくてもいい行動を心がければいいと
試合前に選手を叱咤しました。

初戦のイタリア戦は徹底的に相手の弱点をつきましたが、相
手の攻撃力の強さにこちらの不調も重なり、勝利はかないませ
んでした。ただ、チームに今までにない粘りが生まれつつあり、
１セット取り返したことや後半の追い上げに手応えを感じまし
た。

２戦目のヴエネズエラ戦はランキング的には、この試合に負
けたほうが決勝トーナメントに進めない可能性が高いというの
が大方の見方であったと思います。試合前に１日空いたことも
あり、イタリア戦のビデオも見て、自分たちのやるべきことを
確認し、相手に対する対策をした上で、かなり細かい作戦を立
てました。真面目なチームほどやらなければいけないことに囚
われてしまい、固くなってしまうことも選手に話しました。相
手の予想以上の動きの良さと変則的なバレーに戸惑い、第１
セットを競って落としましたが、若手の頑張りもあり、２セッ
トを取り返し、波に乗るかと思われましたが、ポイントゲッター
の不調が響き、第４セットを取り返され、勝負は最後の第５セッ
トへもつれ込みました。ここでもリードされる嫌な展開となり
ましたが、何とか踏ん張り、追いつき逆転しますが、また再逆
転されるというシーソーゲームでした。最後はベテランと若手
の力がかみ合い突き放しましたが、一番印象的な試合となりま
した。

３戦目の地元トルコ戦は大歓声のアウェーの中、健闘しまし
たが、ストレートで敗戦しました。作戦が当たっても、それを
遂行しきる能力の足りなさに歯がゆさを感じます。

４戦目のブラジル戦にはストレートで勝利し、トルコ、イタ
リアに次ぐ予選３位で８年越しの 2009 年台北大会以来の決勝
トーナメントに進出することができました。メダルを取るため
に一番大事な準々決勝のロシア戦は、やはり相手が一枚上でし
た。高さもさることながら、相手の層の厚さに対策を絞り切れ
ませんでした。それでも相手をあわてさせた場面はありました
が、この辺りはじっくりと取り組まないと厳しいところです。
メダルを逃したことによるモチベーションの低下をいかに防
ぎ、一つでも上の成績を出せるかがカギとなります。順位決定
戦の一つ目は予選で完璧に勝っているブラジル戦でしたが、国
際大会で続けて勝つことの難しさを痛感しました。前回の雪辱
に燃える相手に２セットを奪われ、あとがない状態から何とか
一つ奪い返した第４セット、あとがない状態で 18 － 12 まで
リードされ、絶望的な状態からベテランの活躍にチームが奮起
し、26 － 24 の大逆転となりました。しかし最終セットは相
手に押し切られました。最終戦のアメリカ戦、世界選手権大会
では１勝１敗でした。ベテラン選手を加えてパワーアップした
ため苦戦が予想されたが、この試合は日本の意地がさく裂しま
した。最後の最後まで調子の上がらない選手がいれば、他の選
手がカバーしました。ベテランが活躍し、息の上がった時に今
度は若手が出てくる、まさに今大会の日本を象徴するような試
合でした。3 － 1 で勝利し、最終戦を終えました。結果は７位
でしたが、大いに健闘したといっていいでしょう。

しかし戦術の徹底にはまだまだ不満であります。勝負に絶対
はありません。しかし、絶対を信じられないチームは弱いです。
世界を見据えて、若手をより早い段階から強化し、デフリンピッ
クへの認知や理解など社会的な環境整備が急務です。各国の強
化体制はその国のバレーボール協会と一体化しており、ナショ
ナルチームクラスの指導者がアナリストをしているなど、福祉
や障害者スポーツではなく、オリンピックと同じなのだという
ことを日本国民全体が理解してほしいです。選手に対するス
タッフの数も圧倒的に少なすぎます。それで勝てと言っている
こと自体に疑問を感じます。各国は本気の戦いだと思ってやっ
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ています。３位決定戦でも決勝でも判定を巡り、紛糾するなど、
審判員のレベルも低いこともあげられますが、それも含めて勝
負が人生を左右します。つまりオリンピックなのと同等なので
す。試合ではすべてを賭けて勝利を目指します。今回、我々男
子チームが行った最大の成果はトルコの方々との友好であった
ことです。この大会に臨むにあたって、和歌山県の串本にある
エルトゥールル号の慰霊碑やトルコ記念館を訪問しました。そ
こに働くトルコ人の方や大阪にあるトルコ協会の方から様々な
情報を頂きました。そしてそのご縁から、試合終了後、閉会式
の前日に送迎していただき、ウニエにあるエルトゥールル号の
慰霊記念館を訪問しました。地元市長や町長の集まる中の式典
に参列、地元の中学生ともバレーや遊びを通じて交流しました。
その模様はトルコ全土にニュースとして流れていたそうです。
スポーツを通じた国際友好に貢献できたことはチームの誇りで
す。

トレーナー　　中村　裕斗

１．自己の役割とその評価
今回、私はトレーナーとしてデフリンピックに帯同させて頂

きましたが、トレーナー業務だけでなく合宿でのボール拾いや
練習に混ざってお手伝いさせて頂き、このチームに深く関われ
た様に感じています。

このチームとは約３年前から関わらせて頂き、これまで考え
ていたトレーナー業務では全く足りないことを痛感しました。
私が保有している資格上、マッサージ・鍼灸に加えテーピング
とセルフケアの指導等がトレーナーのやるべき事だと考えてお
りましたが、代表チームに関しては、それに加えて選手のドー
ピングチェック、その日の体調のチェックなど、やるべき事が
まだまだ沢山存在することに焦りを感じていました。海外へ何
度も帯同されているトレーナーの先生方やスポーツファーマシ
ストさんに沢山質問させて頂き、自信を持ってデフリンピック
に帯同できたように思います。

コミュニケーションについては選手や手話通訳者さんに教え
て頂きながら、簡単な手話と口話でコミュニケーションを図っ
ておりましたが、より選手との距離を縮めるには手話をより深
く勉強しなければならないと感じました。

２．今後の課題
今後はメディカルケアだけでなく、フィジカル強化の部分で

もより深く関わっていくべきだと感じました。大会期間中に選
手の訴える痛みは、特に筋肉炎や筋膜炎が多かったです。世界
大会ならではの緊張感から身体への負荷も大きくなったと考え
られます。大会期間中は連戦となる為、日ごろのトレーニング
や練習を今まで以上に厳しく追い込み、国際大会でもベストな
状態で試合に臨めるように日ごろ選手が行っているトレーニン
グのメニューや頻度までしっかりとチェックをする必要がある
と思いました。デフチームは毎日練習できる環境にいない選手
がほとんどです。それぞれが練習場所を自分で確保し、週に２
回はトレーニングを実施するくらいはしておかなければ、次回
の大会でも同じように痛みを訴える選手は出てくると思いま
す。痛みを訴える選手がないようにトレーナーとして選手に寄
り添い、選手やチームの為に行動していくことが求められると
考えています。

私がこの３年間行ってきた業務は当然の事ばかりでした。鍼
灸マッサージでの選手のメディカルケア、救急の手配、応急処

置等です。様々なトレーナーの先生方にお話を聞かせて頂き、
それぞれ違ったところを第一に考えていらっしゃる事に気付き
ました。鍼灸マッサージによるケア、その日のメディカルチェッ
ク、セルフケア、競技直後のアイシングなど回答は様々でした。
私と他の競技のトレーナーの先生方の違いは何か常々考えてお
りました。大きな差は経験値です。知識、実力でも当然負けて
いるとは思いますが、経験値としましてはほぼ０であった為、
監督、コーチ、選手の皆さんには本当に助けて頂き感謝の気持
ちでいっぱいです。今後は、たくさんのセミナーに足を運び、
知識と人脈を身に付けてチームに還元できるよう心掛けていき
たいと思っております。そしてよりデフスポーツ、デフバレー
が世の中に知れ渡るように認知活動にも力を注いでいこうと思
います。

コーチ　　海野　洋馬

１．自己の役割とその評価
私は、４年前に鹿谷監督とのご縁で、今大会への出場と金メ

ダル獲得の為に、男子バレーボールのコーチとしてチームに関
わらせて頂きました。私の役割としては、練習・合宿・大会な
ど全てがスムーズに行えるように監督・チームをサポートし、
チーム力・選手個人の能力の向上と、デフスポーツ・デフバレー
を世の中に広めていく事でした。また、チームの中には、私と
同じようなコーチスタッフが４名、トレーナーが２名、マネー
ジャー・手話通訳者が各１名いる為、スタッフ陣でコミュニケー
ションをとっていく事も大切な役割でした。スタッフ陣のコ
ミュニケーションという部分では、監督がスタッフ陣での意見
を言い合える環境を積極的に作ってくれていたので、スタッフ
陣の関係性は良く、各自の役割を果たす為に、チームの為に動
く事ができたのはとても良い事でした。ただ、前文に書いた役
割に関しては、デフバレー・聴覚障害者との関わりという部分
で初めての経験であった為、最初は選手とのコミュニケーショ
ンという部分では戸惑う事もありました。しかし、選手と合宿
を通じて、一緒にバレーをする事で、コミュニケーションに関
しても全く問題なくとる事ができるようになりました。４年間
トルコデフリンピックで金メダルを取る事を目標に活動をし、
金メダルを取る（７位入賞）事は出来ませんでしたが、前回大
会よりも更にレベルが上がっている男子バレーボールの競技の
中で、７位入賞という結果をあげられた事は、４年間の成果が
出た結果だと思いました。

２．今後の課題
今後の課題として、４年後デフバレー男子日本代表チームが

金メダルを取る為には、チームとして新しい選手の発掘をどの
ようにしていくかが大事だと思いました。その為に、デフス
ポーツ・デフバレーをどのように認知していくかを同時に行う
必要があります。現状の国民体育大会やデフバレーボール協会
が主催している大会やその他聴覚障害者の大会は、聞こえる私
達だけでなく、聴覚障害者の方々にも、あまり認知度や重要度
が高くなく、大会を見渡しても、参加している選手がマンネリ
化していて、新しい選手の発掘ができないような状況にありま
す。その結果、レベルがあまり上がらず、盛り上がらない大会
になっています。そのため、まずはデフスポーツ・デフバレー
の周知活動をする事が大切だと感じます。今回デフリンピック
前に男子チームは、自分達でデフリンピック・デフバレーを周
知するポスターを作り、企業・自治体にお願いをして貼り周知
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活動をして頂きました。また、鹿谷監督が就任した４年前から、
SNS でデフバレーに関して様々な人達に呼び掛けをしてきま
した。その活動もあり、少しずつですがデフバレーが認知され、
様々な企業や個人の方から寄付金を頂いたり、今回の男子デフ
バレーチームのメンバーの中にも、監督の知人からの紹介で全
くデフバレーを知らなかった選手が興味を持ち合宿に参加をし
て日本代表になった選手や、インターネットで調べて存在を知
り、合宿に参加をし、日本代表になるというケースもありまし
た。今後もこのような周知活動は、新しい選手の発掘はもちろ
ん、デフバレーのレベルを上げ、デフバレー大会を盛り上げ、
デフスポーツ・デフリンピックを発展させていく為にも必ず必
要だと感じます。その為に、チーム・個人単位の活動ではなく、
デフバレーボール協会も一緒となって周知活動を、今よりもっ
と積極的に行っていく事が必要だと感じました。

最後に、今回このような貴重な機会を与えてくださった、関
係各位の皆様、選手の皆、鹿谷監督にはとても感謝をしていま
す。ありがとうございました。

分析コーチ　　逸見　尚史

１．自己の役割とその評価
私は分析担当スタッフとしてデフリンピックに参加しまし

た。大会期間中はほとんどをチームの動きとは別に行動しまし
た。開館時間に競技場へ行き、対戦相手のスカウティング（戦
力分析）のため、会場の分かれた準決勝２試合を除き全試合を
ビデオ撮影しました。そしてそのビデオを監督用と選手用に仕
分けを行いました。また、監督の指示のもとチームミーティン
グ時の資料動画の編集作業等を行いました。

自己の役割に対する評価としては、対戦相手の情報収集とい
う観点では、自己の役割を十分に担うことが出来たと考えます。
しかし、情報収集した各国ビデオデータの編集作業等をもっと
速やかに行えたらと思いました。また監督、選手のニーズに応
えうる作業が行えたとは言い切れませんでした。それが出来て
いたなら、結果も変わってきたのではないかと考えます。対戦
相手の戦力分析をする上で必要となるデータを効率よく編集処
理するにはいたりませんでした。私自身にもっとデータ処理等
のスキルがあれば、それまでに蓄積されていた各国チームデー
タ等含め、さらに有効活用することが出来て、チームの勝利に
貢献出来たと思います。

２．今後の課題
今後の課題としては、分析担当として強豪国の参加する大会

視察によるスカウティングは必須と考えます。どの競技団体も
同じかもしれませんが、各種国際大会、そしてデフリンピック
期間におけるデータ収集、処理をスムーズに行うために撮影・
編集機器、編集ソフト等の準備や、担当者のスキルアップが課
題と考えます。

また、チーム全体としては、どのセクションでも同じかと思
いますが、まずは今回のデフリンピック、およびそれまでの活
動の総括を人的要因、環境要因、経済的要因等について多面的
に、そして客観的に行い、検証することが重要です。それら検
証結果をもとにして、次回大会の目標設定をし、その目標達成
のための緻密な毎年の強化計画、各ブロック大会視察により有
望選手の発掘や、全国各地の聴覚支援学校のバレーボール部の
情報収集と将来有望となりうる選手の積極的な勧誘と強化合宿
などを通しての育成をします。そしてチーム強化合宿、物品購

入、チーム強化のための活動資金等の確保をし、その資金を集
めるためにスポンサー等を獲得する。スポンサー等を獲得する
ために、デフバレーボールの認知度を上げるため SNS、ポス
ター、メディア等、各種媒体を介した広報活動の全国展開が必
要であると考えます。

目標設定はやはりメダル獲得です。今大会を終えて、デフリ
ンピックにおけるバレーボール男子チームのメダル獲得は不可
能ではないと考えます。前述の事項を整えることが最低条件で
あると考えます。次大会に向けては、海外の代表チームを招待
しての国内試合開催や海外遠征の実施を行わなければならない
と思います。この実施には選手の所属する職場や学校の理解や
資金が必要です。そのためにはやはりデフバレーボールの認知
度を上げ、皆に理解してもらい、応援してもらえる広報活動が
必要です。広報活動を行うことにより、聴覚障害があるバレー
ボール選手が自ら代表チーム、デフリンピックに興味関心を抱
き、そして夢を抱くのではないでしょうか。

戦術コーチ　　山下　博史

１．自己の役割とその評価
私は、鹿谷監督から４年前に依頼を受け、今大会への出場と

メダル獲得を目標に掲げ、戦術コーチとしてこれまで関わって
きました。依頼を受けた当時は、私自身が鹿谷監督率いる奈良
NBK ドリーマーズの選手兼コーチとして所属していたことも
あり、デフバレー男子チームとの関わりが前回大会の頃から合
同強化練習会等を行っていたこともあったため、選手たちとの
面識・交流はあるという状態からのスタートでありました。

私の役割は、コーチでありますが、コーチ業の中でも、一番
大きな役割の一つとして意識的に行っていたことは、選手の中
に混ざって練習・トレーニング・特に実戦形式については選手
と共に同じコート内でプレーすることでした。

聴覚障害の選手たちの多くが手話と視覚的な情報のみで、こ
れまでバレーボールを行ってきていたため、聞こえる人と共に
競技するという機会がほとんどない状況でした。それゆえに連
携プレーや、一つひとつの技術の修得が非常に荒く、単刀直入
に言うと「格好だけを身につけたプレー」が多かったです。こ
の原因は明らかに情報不足であることが、選手達の性格や、普
段から何事にもひたむきに取り組む姿勢を見受けられたことで
判明しました。そこで、共にプレーをすることで、これまでに
はなかった新たな知識等の情報を直接肌で感じてもらい、その
積み重ねの結果が、競技力向上（競技レベルの底上げ）につな
げるという意図がありました。

このことは、スポーツでしか味わえない、その時間だけは手
話のいらない、「目と心で会話する」瞬間であり、コーチとい
う立場であった私自身が、選手達が感じていた以上に刺激的で
何ともいえない幸せな時間でありました。

更に大切にしていたのが、練習後の確認作業でした。練習の
中で「目と心で会話」したと思っても、「双方の思い過ごし」
ということも多々あるため、きちんと伝わっていたか、どのよ
うに理解していたのか、どのように伝えたのか等、意思の確認
作業を手話通訳の方に間に入ってもらい綿密に行いました。実
際問題、いくつもの場面で、こちらが考えを伝えたつもりだっ
たことや、何となく理解したふりをしていた、といったことが
あり、練習内容の意図や、指導する側の考えと、プレーする側
の共通理解を図るという丁寧で時間のかかる作業であったが、
これを怠ると接触事故につながる可能性や、何より実践舞台で
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パフォーマンスが発揮できないことが明確なため、毎回最大限
時間をかけることに徹しました。「意図を分かった上で取り組
む」ということになります。

先に述べた、「選手と共にプレーをしながら」という点では、
私のポジションがセッターということと、普段は大阪で中学の
体育教員であり、バレーの指導者としても JOC のスタッフを
数回経験していることもあり、私にしかできないことが重なっ
たと思えば自己評価としても非常に高くあります。

また、役割の一つとしてスタッフ・選手も一緒になってそれ
ぞれが行っていたことが、デフバレーボールとデフリンピック
の国内での認知度を高める活動でした。これについても、中学
の教員ということを最大限に生かし、認知・PR 活動に努めま
した。例えば大きな役割の結果として、2016 年７月と 2017
年７月に、大阪府中学校バレーボール大会の組合わせ発表兼顧
問総会という日に、私が所属していた大阪府中学バレーボール
強化委員会の強化委員長より、府下全顧問が集まる前で、昨年
については「デフリンピック出場をかけた、デフバレーボール
世界選手権大会」の紹介、今年については「デフリンピックの
紹介」を私がスタッフをしていた関係で PR を行っていただき、
私自身、中学校の全校集会に講師として呼ばれ、デフリンピッ
ク・デフバレーについて話をする等を行いました。

２．今後の課題
今後の課題としてまずお願いしたいのが、まず連盟によるデ

フリンピックの大々的な宣伝にこれまで以上にない費用を投じ
てもらいたいことです。紙面（ポスター）や、インターネット、
教育関係、マスコミ関係等、あらゆるものを利用した宣伝活動
をお願いしたいと思います。これについては、JDVA も含めた
大きな組織からのお膳立てがなかったため、認知・宣伝活動を
行った際に非常に苦労しました。それに、今大会で、誰もがはっ
きりと感じたのが、日本以外の諸外国におけるデフリンピック
の認知度や、デフリンピックへの各国の取組みは、噂に聞いて
いた通り、オリンピック・パラリンピックと何ら変わらない、「ス
ポーツ」であり、国の名誉をかけた戦いでした。

そして、金銭面です。前回大会同様に、これほどの自己資金
がかかる事が予想できていたにも関わらず、協会側の不十分な
体制により不信感が募りました。そのため協会の体制を一新す
ることが課題と考えます。その一つとして、協会の統一化を提
案します。ちなみにロシア、トルコ、ウクライナをはじめ、諸
外国の多くは、バレーボール協会もデフバレー協会も同じ傘下
であるときいています。日本も今後一つになってもらうことを
願います。

何はともあれ、今回のデフリンピックを終え、日本男子バレー
の未来は、非常に期待度が高まる一方です。その理由として、
今回メダルは逃してしまったものの、堂々の７位入賞。メダル
を取った国の選手の多くは、普段プロリーグに所属している選
手もあり、男子デフバレーのレベルは聞こえる人のレベルに匹
敵するほど非常にハイレベルの中、日本の位置は確実にメダル
圏内です。しかも、４年後の主力となるであろう若手選手が今
回大活躍してくれたことが何よりの収穫でした。

デフリンピック中の反省としては、長時間の飛行機移動によ
る疲労や、国外という環境の違いでの蓄積されるストレス、気
合いだけでは乗り切り難い、見えてこない疲労をいかにリフ
レッシュさせるかでした。

このほか直接競技には関係ありませんが、日本国旗のピン
バッチが非常にたくさん必要であることです。これは、どの競
技も共通かと思うので、ひとり５つはあらかじめ用意していた

だきたいと思いました。現地のスタッフや、他国選手との交流
の際に、毎回求められたのが「ピンバッチ交換」であり、デフ
リンピック経験者である他競技の日本選手は自前で数十個用意
されていたことには驚きました。我々男子バレーのスタッフは、
昨年アメリカでの世界選手権大会の経験を活かし、各自 100
円ショップ等で扇子をはじめとした日本に関するグッズを用意
したことで代用ができました。他国の人たちと交流を持てる素
晴らしい時間でもあるので、今後の参考になればと思います。

最後になりましたが、デフリンピックに参加するに至るまで
に、連盟の方々をはじめ多くの方々の支えがあって参加～滞在、
帰国することができたことに感謝いたします。

マネージャー　　中野　智久

１．自己の役割とその評価
私は、マネージャーとして、このチームに関わりました。こ

れまでの台北、ブルガリアを経て、選手を引退し、本業である
聴覚支援学校の教員としての業務の充実、家庭の時間を増やす
ことを考えていた矢先、協会よりマネージャーの打診や次期監
督が高校生の時から繋がりのある方が就任されると聞き、非常
に悩んだ結果、デフバレーボール日本代表男子チームのマネー
ジャーを引き受けることにしました。その決断するにあたり、
職場の皆さんの理解、家庭の理解があったから私は引き受ける
ことができました。この場を借り、御礼を申し上げます。本当
にありがとうございました。

さて今回のチームにおいて、マネジメント業務全般を行いま
した。会場や宿泊施設、チームのスケジューリング、会計業務
などを行いました。特に頭を悩ませたのは、資金面での対応で
す。数少ない資金＋世界選手権の派遣費用やデフリンピックの
派遣費用の準備について、日々の合宿計画をしながら、「選手
達の負担が少なくなる方法を模索すること」が今思えば、私に
とっての大きな課題だったのではないかと今となって思います。
また学校や企業への訪問、ポスター・チラシ制作（デザイナー
依頼、発注、発送…）など、様々な業務に取り組み、私自身が
選手時代にすごく疑問に感じていた広報分野にも取り組み、一
定の成果を得た手応えを感じています。実際に、一般の方々の
目に触れるところに貼らせていただいたり、寄付金をいただい
たり、見学や興味を持ってもらえることが増えました。その結果、
選手たちが日本代表という誇り、プライド、憧れの対象となる
ことができたのではと思います。私自身の考えとして、日の丸
を背負うことは、個々の振る舞いや行動を大事にすることがと
ても重要であり、それは障害者であっても健常者であっても変
わりがないと思います。実際、デフリンピックでは、ボランティ
アスタッフをはじめ、観戦に来た大人・子どもたちからスター
的な扱いを日本代表選手たちが受けているのを見て、日本でも
そのような価値観が生まれたら良いのにとすごく感じました。

２．今後の課題
デフリンピックが終わってから改めて思うのは、いかにデフ

リンピックの価値を高めることができるかが大事になってくる
のではないか、ということです。オリンピック、パラリンピッ
クと同列として扱うことができる様になるのは、いかに一般社
会の方々に知ってもらうか、そのためには、やはりデフリン
ピックの知名度の向上だけでなく、スポーツ協会の統一化は大
事なことではないか、と感じます。デフリンピックに参加する
ことだけでなく、「勝利」を強く求められている今、競技者の
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新規発掘が大事となってきます。特に聴覚支援学校の競技人口
が減っており、一般社会の中から発掘することが非常に重要と
なってきます。しかし、それにはデフリンピックを魅力的な大
会にする必要があり、もし認知度が高ければ挑戦してみようと
いう前向きな気持ち、環境の理解などプラスに働くだろうと考
えます。

これまでのデフリンピックに関わる環境とはかなり違った本
大会をきっかけに、さらなるステップアップを目指すことが今
後の課題となるでしょう。そのためには、個々のスポーツ協会
が努力だけでなく、横断的な共同活動、国や各都道府県などを
巻き込み、障害者・障害のない人関係なく、スポーツという観
点で捉え、プレーをする、観戦をする、支援するなど様々な取
り組みが自然できるに環境づくりをしなければならないと思い
ます。そのため、私としては様々な可能性を秘めている小学校、
中学校などの教育現場と関わりを深めることで未来のアスリー
ト育成、ポスターやチラシなどを施設等に掲示して認知度向上、
そして国や統一されたスポーツ協会が連携して強化・普及を行
い、各スポーツの競技力向上につなげる必要があると考えます。
そして、事務的な負担や経済的な不安を取り除けるような新た
なバックアップ体制があれば、より高度な指導や強化計画が可
能となり、選手はトレーニングだけに集中することができるよ
うになると考えます。

最後に、本大会は本当にたくさんの方々からの応援、支援が
ありました。そのおかげで、皆さんの記憶に残るとても良いデ
フリンピックになったと感じています。本当にありがとうござ
いました。

手話通訳　　平　英司

１．自己の役割とその評価
今回、私は手話通訳スタッフとして、男子バレーチームに関

わらせていただきました。通常、手話通訳は特定のチームに属
すことは少なく、依頼があるごとに様々な講演やイベント等に
行き、仕事をさせていただくわけですが、４年間の長きにわた
り、チームに入り、通訳をさせていただいたのは、初めてでし
た。その意味でも、単なる「手話通訳」というよりも手話通訳
を行う「スタッフ」としての意味合いも大きかったと思います。
スポーツのチームのスタッフであるという事は、「チームを強
くする」「試合で勝てるようにする」ということが、究極的な
目的であり、その中で手話通訳を行うスタッフである自分に何
ができるかという事を絶えず、問いかけながら働いてきたつも
りです。自分なりには、この４年間は精一杯、務めあげたつも
りですが、手話通訳スタッフとしての課題も多く感じました。

２．今後の課題
幸い男子バレーボールチームでは、スタッフ間でコンセンサ

スがとれ、手話通訳者がスタッフとしてどのような行動をとる
べきか等確認や相談をしながら進めることができました。しか
し、本来の手話通訳としての立場とは異なる、手話通訳スタッ
フとしての立場はマニュアルが確立されていないことも多いと
思います。手話通訳を言語通訳の側面ではなく福祉やボラン
ティアの側面で捉える傾向の強い日本では、なじみにくいかも
知れませんが、ろう者の社会参加を推進するためには、手話通
訳を職業として確立していく必要があると考えます。チーム事
情が異なるため、全ての競技チームに共通したマニュアルを作
ることがよいとは限りませんが、手話通訳者・手話通訳スタッ

フへのある程度の指針を全体で示したうえで、少なくともチー
ムで雇用契約を行う際に業務内容を明確にしていくことも必要
になってくると感じました。

また、スポーツ手話通訳の養成の課題も感じました。スポー
ツ通訳では、各競技に精通した知識を有することが求められま
す。しかし、知識を有しているだけでは対応できないスポーツ
通訳独特の特徴もあります。手話表現の中でも特に写像性の高
い表現（CL）の活用や通訳者の立ち位置など、通訳者として
のレベルの高い能力が求められます。また、使用している手話
が選手によって異なる状況の中で、どのような手話表現をして
いけばよいかなども考えなければなりません。

このような専門の知識を有し、レベルの高い手話通訳ができ
る者の中で、合宿や２～３週間の大会に参加できるという条件
を満たす者を、日本で見つけること自体が困難な状況だと言え
ます。海外では、医療や司法など各専門分野での手話通訳の養
成が行われているところもあると聞きます。今後、日本でもス
ポーツ手話通訳の養成に向けて取り組んでいくことを期待して
います。

他にも、平自身は（日本）手話－日本語の通訳としてチーム
に帯同していたのですが、選手への聴力検査等では国際手話か
ら日本手話への通訳なども求められました。幸い、トルコ語－
日本語通訳の方が一緒にいてくださり、その場はしのげました
が、国際手話の通訳者や英語の通訳者などを各チームが有して、
対応していくとなるとそれなりの予算も必要となってきます。
チームでは予算のない中で、聴力検査やドーピング検査、開会
式や閉会式などの際の日本の選手への情報保障の在り方を考え
させられました。

最後に、このような機会を与えてくださいました関係各位の
皆様、選手の皆様、本当にありがとうございました。

選手　　狩野　拓也

１．当初の目標（自己目標）
金メダル

２．結果に対する評価
前回大会よりは上の成績を残せましたが、目指す所ではあり

ませんでした。

３．今後の課題
選手村の課題

・ランドリーが十分なキャパを確保出来ていなかったこと
・食堂のハエ駆除が不十分であったこと
・食堂のメニューのバリエーションが乏しかったこと
（ 特に肉は宗教上の配慮の為か鶏しかなかったことは残念で

した。）
・部屋にクーラーがないこと
・首から下げる選手 ID カードを試合前に現地スタッフが回収
し、試合後返却の際、何人かの紐の部分に付けていたピンバッ
チが無くなっていたこと（盗難）

男子バレーの課題
継続的な活動が出来なかったことが今回の敗因の１つと考え

ます。４年前のデフリンピックが終わり、前監督の辞任と共に
一度チームが解散してしまい、新監督探しに１年と言う期間が
費やされました。その時点で今大会へ向けての活動が非常に遅
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れました。監督が決まってから初めて各地へ散らばる人材の発
掘に着手したため、選手発掘作業も非常に遅くなりました。今
回もデフリンピック直前にやっと発掘した有望な選手がいまし
たが、声を掛けるのが遅かったため参加が出来ませんでした。

また新体制がスタートしてからも JDVA 総 GM、連盟の方針
が二転三転し、合宿を定期的に開催することすら難しかったで
す。今回は男子スタッフの努力によりカバーした所が大きかっ
たですが、今後も同様の事が続けば我々の競技活動は消滅しま
す。ぜひ運営の体制を今一度改めて頂きたいと思います。特に
重要事項の決定が非常に遅く、届出書類など仕事の傍ら何度も
無理を強いられたことが多かった点は早急に改善して頂きたい
です。

メダル獲得へ向けてという思いは誰もが一致しており、それ
に向けての双方の意見のすり合わせを今後の課題としていきた
いです。

選手　　信田　光宣

１．当初の目標（自己目標）
デフリンピックに出場して６回目のこの大会で「メダル獲

得！」を目指し、月１回のペースで強化合宿を行いました。チー
ムでは今まで以上に技術を高めるためには、お互いに細かくプ
レーを通して繰り返し練習を行ったり、過去になかった夜練習
をしました。また、練習試合で欠点であるところについて皆で
カバーできる修正力を高めてきました。

２．結果に対する評価
今回メダルは取れませんでした。これは４年に一度のデフリ

ンピックという大舞台においてプレッシャーが大きかったこと
もあったかもしれません。勝負というのは本当に分からないも
のだと実感しました。２大会ぶりに決勝トーナメントへ進出で
きましたが、ベスト４の壁は厚かったです。男子の世界レベル
は高かったですが、日本は全力を出し切り、結果的には世界レ
ベルに近づいていたと感じました。

３．今後の課題
今後の課題について、初戦に勝つことが大事だと思います。

勝つためには、心技体の３つの大きさとバランスを取らないと
いけません。バレーボールは個々の選手にいつ何が起きるか分
かりません。そのためには何かあっても対応できるよう「心技
体」の３つのバランスを大事にし、試合のために準備を出来る
身体を作る必要があります。

選手　　秋元　翔馬

１．当初の目標（自己目標）
チーム目標

メダル獲得
個人目標

ブロックをしっかりする事、A クイックのコース打ち分け、
カバーブロックを忘れずに行う事でした。今回、初めての出場
でこの目標で大丈夫なのか不安もありました。世界レベルも実
際に見た事がなく、更にブロックの時、相手が上げたボールに
追いついて行くのに遅い方なので足を引っ張るかもしれないと
いう不安もあって自分の実力で通用するのか心配でした。

２．結果に対する評価
私が試合に出たのは、ベネズエラ戦、トルコ戦、ブラジル戦、

ロシア戦でした。その中、自分とって一番良かった内容なのは
ブラジル戦でした。なぜならサーブ、A クイックで点を取る事
ができたからです。世界相手から取ったたった１点でも大きな
点なので、今までにない喜びを感じました。しかし、センター
の一番重要であるブロックが駄目でした。1 回も止めることは
できません。体幹不足、ブロックの形が悪い、高さが足りない
等、足りない部分を勉強できました。

３．今後の課題
次の課題は、やはりブロックです。強打を止める腕力、ブ

ロックの形を磨いていきます。また、A クイックを打つ時ネッ
トを少し離れ、コース打ち分けをマスターしたいです。自分は
まだまだなので、活躍できるような力を身につけるために日々
トレーニング、練習をコツコツやり、チームの力になるようが
んばりたいです。

選手　　若原　正享
１．当初の目標（自己目標）
・ 自身４度目の出場となる今大会においては、メダル獲得（３

位以上）である。そして、前大会ではセットも奪えずに予選
敗退を喫したので、負のイメージから脱却すること。

・ 強化合宿で取り組んだ、サーブで相手を崩して我々が有利と
なる試合展開に持ち込み、不利な状況になっても自滅による
ミスをせずに、次の攻撃に備えて繋げる試合運びをすること。

・ 私の役割（ポジション）は、オポジット、サイド、セッター
であり、スターティング起用や途中交代によらず、持てる力
を発揮し１点１点を積み重ねることに注力すること。

２．結果に対する評価
予選３位で決勝トーナメントに進出しましたが、結果は７位

入賞でした。前大会結果を上回ったことに評価する一方、当初
の目標を達成出来なかったことは悔いが残ります。ただ、苦し
い展開が続く試合内容でしたが、有利な試合運びを意識してプ
レーすることができたと感じています。しかし、全体的にサー
ブが弱く、相手に良いようにやられてしまいました。

個人としてはスターティング起用でセッターとして試合に出
場しました。前大会までのアタッカーの経験を活かし、アタッ
カー目線で１本１本丁寧に欲しいトスを考えながら、トスを供
給することに集中しました。結果、常に正確なトスをあげるこ
とはできませんでしたが、どんなボールも諦めずに拾ってくれ
たレシーバーと上げたトスを打ちきって決めてくれたり、繋い
でくれたりしたアタッカーには感謝しています。

３．今後の課題
サーブの強化、相手に不利な状況を作るアタック、ブロック

とレシーブの関係の精度向上等の技術的な課題は当然ですが、
なによりも国際大会で戦うためのメンタルの強化が重要であ
り、試合の入り方（雰囲気作り、気持ちを高める等）、会場や
相手チームの雰囲気に呑まれないチームの結束が必要であると
感じました。
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選手　　高橋　竜一

１．当初の目標（自己目標）
メダル獲得（３位）以上

２．結果に対する評価
結果は７位でした。今回のデフリンピック参加にあたり、多

くの方々から応援とご支援を頂き、ぜひメダルを！とご声援を
いただきました。その期待に応える事が出来ず、大変申し訳な
い気持ちです。

多忙な時期に関わらず心地よく「頑張って来いよ！」と送り
出してくれた職場をはじめ、全面バックアップしてくださった
豊田自動織機、豊友会バレー部、仲間、家族のエールを胸に過
ごした幸せな２週間でした。

今後、この感謝の気持ちをどんな形であれ、少しずつ還元出
来るよう精進してまいります。

３．今後の課題
自身としては３回目のデフリンピックに挑戦させていただき

ました。前大会の予選敗退メンバーの一人であったため、何も
出来なかった悔しさでだけで今日までやってきたように思いま
す。そういった意味では予選を突破することが出来、一つ肩の
荷がおりたような気がします。

今回、バレー日本代表として 15 歳～ 46 歳までと若い世代
からベテランまで選ばれました。ベテランになるにつれて、リ
スクを恐れ安全志向や確率論になりがちですが、若手が持って
いるギラギラ感は良くも悪くも感心させられます。ミスを恐れ
ず純粋に、本能に従う姿にはたくさんの刺激を頂きました。良
くないと思った事に対しては、こうした方がもっと良くなるの
ではないかと提言はしますが、口で言うよりもやって見せる姿
が重要であると痛感しました。自分自身、まだまだ出来ると思っ
ていますので今後も地道に頑張っていきます。

大会期間中 24 時間、共同生活を送ると非常にストレスが発
生します。しかし、自分との違いを知ることでプレーに繋がる
面も多々あると感じました。そしてストレスを軽減させるのに
一番効率的なのが、挨拶でした。朝一番の『おはよう』をどれ
だけ気持ちを入れて言えるかでその日の雰囲気が全く違いまし
た。また、見えない部分でフォローをしてくれた人への「あり
がとう」の一言で皆が気持ちよくなりムードが良くなり勝利に
繋がっていくと確信しました。日常生活においても当たり前の
ことではありますが、挨拶を心がけていきます。

今後も引き続きデフリンピックという大舞台での経験を後輩
達に伝えながら、一緒に夢を持ってバレーを楽しめる仲間を増
やしていきます。

選手　　吉田　翔

１．結果に対する評価
2016 年７月にワシントン DC で世界選手権が開催され、世

界の壁を痛感させられました。また、日の丸を背負うプレッ
シャーで思うようなプレーができないのも悔しかったです。そ
れから自分なりに対策をしたつもりですが、それでも世界の壁
はやはり高かったです。今回スタッフや佐賀県をはじめとした
様々な方々の支援のもと、初めてデフリンピックに参加させて
もらいました。人生において大変貴重な経験だったと思います。
結果としては準々決勝でロシアに敗戦となり、メダル獲得には

なりませんでしたが、７位入賞となりました。改めてメダルを
獲るには選手やスタッフの環境を整えることが重要と考えさせ
られました。

２．今後の課題
デフバレーの選手達は高校生から社会人と幅広い年齢の方が

おり、高校生はチームに所属しておりますが、社会人ではなか
なか所属できず、ボールを使った練習が思うようにできない人
がほとんどだと思います。私は幸い母校で練習できていました
が、後輩の練習が優先であり、自分の強化したい練習ができな
いということもありました。世界の壁を越えるには選手達の練
習環境を整えることも重要だと思います。スタッフの方々も多
忙の中選手達のために練習環境を作ってくれようとしてくれま
したが、経費等の関係でなかなか実現できませんでした。もち
ろん日の丸を背負っているという責任のもと、言い訳せずこの
ような環境でも選手は自分でなんとかしていくという努力は必
要ですが、モチベーション維持が難しいです。スポーツの世界
では成績が全てだと言われているのは承知していますが、デフ
バレーの男女間でジャージなどの支給を含めた様々なところに
不公平な所が一部あったと考えます。再度体制などの見直しな
ども必要と考えます。

選手　　加賀　充

１．当初の目標（自己目標）
・メダルを獲ること。
・ セッターとしてスパイカーが踏み込めるようなトスを上げる

こと。
・ネットから１m を離したトスを上げること。
・トスを上げたらブロックカバーに入ること。

２．結果に対する評価
・男子バレーボールは７位入賞でした。
・ 前大会では予選リーグで１勝することもできずに予選敗退し

ましたが、今回のデフリンピックでは予選リーグでは２勝２
敗、３位で決勝トーナメント進出することができました。準々
決勝はロシアにストレート負けでしたが、もし勝てばベスト
４に入り、メダルが獲れそうな位置だったと思います。
全体的に振り返ってみると、セッターとしての仕事は完璧に

成し遂げられていないと思われます。理由として、トスがネッ
トに近かったり、スパイカーが踏み込めるようなトスを上げる
ことができなかったプレーが目立っていたと思います。しかし
最後のアメリカ戦では悔いのないようなプレーを発揮し、７位
入賞することができました。セッターとしての仕事を成し遂げ
たと思います。

３．今後の課題
他国（イラン、トルコ、ウクライナ等）の平行トスが早いと

思いました。自分のトスは山なりのオープン気味のトスが多
かったと思います。それはスパイカーと合わなくなると思い、
オープン気味のトスが多かったからです。今後は合宿中や普段
の練習から平行トスを上げるように意識が必要です。

また、サーブとブロックの強化が必要であると思われます。
今後練習試合で相手が乱れるようなサーブを打ったり、ブロッ
クのタイミング、位置を確認したりするような細かいプレーを
意識する必要であると思われます。
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選手　　成木　俊介

１．当初の目標（自己目標）
・勝ちに繋がる攻めのサーブで点を稼ぐ。
・ 自分は身長が低い為、ブロックでワンタッチを多めに取って、

繋ぎのバレーを展開する。
・ スパイクでは、空いている所にフェイントするなど、頭脳プ

レーで点を取る。
・デフリンピックでメダル獲得が目標。

２．結果に対する評価
予選リーグ１試合目のイタリア戦では、スパイク決定率

50％と良いスタートを切りましたが、予選リーグ３試合目の
トルコ戦では、１セット目の最初から連続失点してしまうなど、
チームの雰囲気が悪くなった場面で途中交代させられ、以来４
試合目のブラジル戦、決勝トーナメント１回戦のロシア戦まで、
１度も試合に出られませんでした。自分はコートの入り方や気
持ちに問題があって、試合に出られなかったのではないかと反
省し、試合に出してもらえるようコートに入った時から大声を
出してチームを盛り上げながら、アピールしました。その甲斐
あって、順位決定戦のブラジル戦の２セット目途中から最後の
アメリカ戦まで試合に出してもらうようになり、声を出しなが
らセンターの役割を全うしました。最終成績は７位となり、メ
ダルを逃すなど、結果はあまり満足出来るものではありません
でした。個人的には、ブロックを多めにし、ワンタッチを取っ
た時は良い試合展開になる場面があり、手応えを感じましたが、
スパイクやサーブは勝ちに繋がるプレーが出来なかったのと、
７試合中４試合しか試合に出られなかったので、センターとし
てチームにあまり貢献出来なかったと思います。

３．今後の課題
世界ではブロックやサーブが強いチームが勝つので、それを

強化する必要があると思います。
組織力はとても良かったので、今後もコート外でも、気配り

や思いやりを大事にし、自ら率先して仕事を指示出来る人が一
人でも増えれば、更に組織力が高まって行き、メダル獲得に近
づけると思います。

選手　　加賀　辰樹

１．当初の目標（自己目標）
メダルの獲得は当然ですが、安定したプレーを目指す。

２．結果に対する評価
７位という結果で、順位も個人的のプレーも納得いくもので

はありませんでした。

３．今後の課題
まず、フィジカルの問題が挙げられます。身長はもちろん、

体格も海外の選手の方がはるかに上であることは言うまでもあ
りません。そのため、フィジカルをテーマに監督及びスタッフ
の指導を受け、取り組み、また 2016 年の世界選手権で改めて
フィジカルの重要性を再認識しました。しかし、内容がベンチ
プレスやスクワット、デッドリフト等筋肉を拡大するようなト
レーニングばかりで、確かにフィジカル面では向上したものの
自分のポジションに果たして結びついているのだろうかと疑問

を感じました。自分のポジションでは、パワーを使うようなプ
レーは少なく、むしろ敏捷性を要します。もちろん、ここまで
やってきたトレーニングは財産となっており、プレーも向上で
きたのは事実ですが、＋αとしてポジションに合ったトレー
ニングを加えれば、更なるパフォーマンスが向上したかもしれ
ません。また、合宿でトレーニングの指導を受けたものの、次
の合宿まで期間が長いため各自でトレーニングをするのが基本
ですが、義務ではありません。普段の生活から日の丸を背負っ
ているという自覚が足りなかったのではないかと思います。義
務化すれば、トレーニングせざるを得なくなるため、日本代表
という自覚が自動的に植えつけられるのではないでしょうか。
つまり、普段の生活から日本代表であるという意識が薄かった
ことがこの結果に至ったと考えます。

最後になりましたが、臨機応変に対応する力が欠けていたこ
とも結果に対する要因の一つと考えます。合宿で様々な約束事
を設けたとしても、試合前に違う指示があった場合、それに従
えず、従来の約束のままでプレーしてしまったことが散見され
ました。指示通りにいけばボールが拾えた上に流れを変え、勝
利につなげられたのではと考えると、指示をうまくインプット
できなかったのが大変悔やまれ、課題の一つとして受け止めま
す。

選手　　千原　浩平

１．当初の目標（自己目標）
人生初のデフリンピック、ピンチサーバーとしての目標は、

一点でも多く点を取ってチームの雰囲気を変えたり、流れを変
えたりすることが目標でした。実際ピンチの時に出るので、初
めての大きな舞台で最初は緊張しました。サーブは自分の力を
最大限発揮することができましたが、レシーブなどほかの技術
面では各国のスパイクに慣れず、あまり拾うことができません
でした。大会中の練習で決まったフォーメーションなども実践
になると体が動かず、取ることができませんでした。先輩達の
プレーは４年間かけて作り上げてきた集大成のバレーであり、
今年から入った自分に真似できないプレーで、いい試合でした。

２．結果に対する評価
２大会ぶりの予選突破で結果は 10 か国中７位でした。自分

としてはもっと上にいけたのではと思いました。それは、自分
だけでなくチームみんなが思っていると思います。世界のバ
レーをみて聞こえる人と変わらないプレーの中で今の日本の実
力がわかりました。幅広い年齢層で今大会は若い人たちが活躍
したのも確かなので、そこがチームを伸ばす鍵ではないかと思
いました。予選突破したときは一安心しました。

３．今後の課題
今回のデフリンピックは７位という結果でしたが、勝てる試

合ももっとあったと思います。今大会で離れてしまう選手もい
ます。これからは若手組が中心となると思うので、自分たちが
プレーの質を上げないとメダル獲得ができないと思います。こ
れからの練習や試合も互いのミスなど言い合ってボールを落と
さないよう練習するのが今後の課題だと思います。
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選手　　坂下　真一

１．当初の目標（自己目標）
リベロ選手として出場し、目標は金メダルを獲得することで

した。

２．結果に対する評価
予選リーグ戦では、イタリア 3 － 1、ベネズエラ 2 － 3、ト

ルコ 3 － 0、ブラジル 0 － 3。２勝２敗、予選リーグ戦 A グルー
プ３位で８年ぶりの決勝トーナメントに進出できました。決勝
トーナメント初戦では、ロシアと当たり、0 － 3 のストレート
負けを喫しました。順位決定戦では、予選リーグで勝ったブラ
ジルにフルセットまで持ち込むも、3 － 2 で負けてしまいまし
た。

7 － 8 決定戦では、アメリカと対決し、1 － 3 と最後に勝
利を収める事が出来ました。日本男子バレーボールチームは、
10 ヶ国中７位でした。今大会は金メダルを目標にしていまし
たが、少しも近づくことができず、とても残念に思いました。
敗因は海外チームと比べ、高さやパワーは遥かに劣り、ミスに
よる失点が多かったことです。日本は高さやパワーがないので、
技術で勝つ必要があると感じました。

３．今後の課題
チームとして３つの課題があります。まず、サーブの強化で

す。サーブで相手を崩し、チャンスからの攻撃で流れを作るこ
と。次にレシーブ力です。レセプションやディグで粘り強く拾
い、簡単に失点しないようにすること。最後にミスを減らすこ
とです。眞鍋監督時代の全日本女子バレーボールチームが掲げ
ていた、世界一になるためのテーマでもありました。日本が世
界一になるためには、サーブ、レシーブ、ミスの少なさ。これ
らのテーマは必要不可欠だと思いました。

個人の課題は、オーバーハンドレシーブと読みの力です。上
半身に来るスパイクに対応できなかったり、スパイクコースの
読みを誤ることが多かったです。これからトレーニングはもち
ろん、練習時に失敗したら、すぐフィードバックするように心
がけたいです。

今大会を終えて、結果に対する悔しさだけでなく、感動もた
くさんありました。現地のボランティアは私たちを手厚くサ
ポートし、試合まで応援してくださいました。また、トルコの
方々もとても親切で、私たちに温かく接してくれました。国境
を越えてたくさんの交流ができてうれしかったです。４年後の
デフリンピックはまだ決まっていない状況ですが、また日本代
表に選ばれたら、次こそメダル獲得を目指して努力していきた
いと思います。

バレーボール競技女子チーム

監督　　狩野　美雪

１．選手・役員の選考基準・方法
選手の選考基準について
・金メダルを獲得するために必要なスキルを身に付けていること。
・ 体力、精神力ともに外国で約 20 日間の遠征、かつ７試合の

連戦に耐えられること。
・ 戦術戦略やチーム理念を理解し、チームの一員としてチーム

プレーに徹することができること。
・ 日本代表としての誇りを持った行動を常にできること。
・ その他
スタッフの選考基準について
・ チームの方針や目標に賛同し、持っているスキルを遺憾なく

発揮できること。
・ 常にチーム優先で行動できること。
・ パフォーマンスファースト（アスリートファースト）で行動

できること。
・ 経験が豊富で各場面で正しい判断ができること。
・ その他

選考方法
2014 年度から約３年にわたり、月に１回程度の選考合宿を

行い、参加人数は 40 人以上いました。その中には自薦や他薦
で合宿に参加してきた選手や、聴覚障害者大会の視察、聞こえ
る人の大会に出ている聴覚障害選手の情報収集・視察を行いス
カウトして合宿に呼び込んだ選手もいました。選手・スタッフ
ともに、日本代表としてのスキルを持っていることはもちろん、
体力的・精神的にタフであること、チーム競技である以上コー
トの内外での振る舞い、態度にも注視し選手選考を行いました。

結果としてデフリンピックでは全員がチームが勝つために正
しい行動をとることができました。海外生活や長丁場の大会に
おいては、競技スキル＋αの部分、チーム内の役割分担のバ
ランスも重要な選考要素だと考えます。また、国際大会は国内
の大会とは明らかに対戦相手の質が違うので日本国内の試合で
の出来だけでなく、外国人と戦うことを常に想定してメンバー
構成を考える必要があると強く感じます。

２．総評
女子バレーボールは結果として 16 年ぶりの金メダルを獲得

し、最高の結果でデフリンピックを終えることができました。
①事前国内合宿（選考・強化）

2014 年度から月に一回程度の合宿を行い、40 人以上の選
手が先行合宿に参加しました。約３年間選考をしながら選手の
技術体力の底上げ、代表としての意識改革を徹底して行いま
した。その中には最初から最後まで合宿に参加した者もいれ
ば、直前になって合流した者もいましたが、途中から入ってく
る選手にはこのチームのコンセプトやルールを理解してもら
い、それに則って行動できる者のみを招集しました。日本での
練習ゲームでは相手チームの早いリズムに翻弄される場面が多
く、自分たちに迷いが生じたり、リズムを作ることが非常に難
しかったです。加えてディフェンスもしっかりしているので、
打っても打ってもスパイクが決まらず、何本も打っているうち
にこちらがミスを出して自滅してしまうケースが多く見られま
した。ただ、いざ外国のチームと戦ってみると、高さはあって
も自分たちが緻密にミスなくプレーをすれば相手がミスを出す
ので、日本とは全く逆のゲーム展開となりました。日本で練習
ゲームをした時に、先にミスを出さないことや、しつこくレシー
ブをしてつなぐことなど、相手チームのプレーを見て海外にお
ける自分たちのあるべき姿を見出すことができたことも勝因の
一つだと考えます。日本の大学生や企業チームに比べれば海外
のスピードは遅く見えたのではないだろうか？また、村井コー
チを始め、時には実業団の現役選手に練習に参加してもらい、
外国人の高さやパワーに備えたことも良かったと思います。

②トルコでの生活・コート外での振る舞い
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トルコに渡ってから選手たちには、まず今まで出来ることは
全てやってきたので、あとはいかにバレーボールの神様に微笑
んでもらえるかを考えて生活するようにと話をしました。試合
や練習はもちろん、整理整頓や挨拶、食事やチーム内での仕事
振る舞いなどを選手たちは意識して生活しました。もちろん
個々の思いや細かい問題点はありましたが、それをいち早く解
決していくことでチームの問題として引きずることはありませ
んでした。チームとしての目的意識がはっきりしていたので、
誰一人ブレることがなかったと思います。

③本番・試合
初戦　対イタリア

どこのチームのデータもない中、ヨーロッパ選手権２位のイ
タリアと当たるということは非常に緊張感のある初戦となりま
した。前回のデフリンピックではセンターの A クイックが中
心で、非常にポテンシャルの高い選手が小気味良くセンターか
ら打ち分けてくる印象でした。試合前の練習で、前回センター
に入っていたエースがサイドスパイカーにポジション変更して
いることがわかったので、センターは警戒しつつもエースを徹
底的にマークすることにしましたが、データはないのでまずは
自分たちのバレーボールを確実にやっていくということを目標
に試合に入りました。試合に入ると日本のサーブが走り出だし
から連続ポイントを獲得、そのままの勢いを持って３セットを
連取することができました。ある程度の点数差が開いたので、
試したい選手やポジションを試すことができ、幸先の良いス
タートを切ることができました。

２戦目　対カナダ
カナダは前日のロシアとの対戦を視察し、ある程度の実力差

があることは分かっていたので、自分たちのやるべきことの確
認や、チーム全員を出場させ最終日まで戦う準備をしっかりし
たいと思って試合に臨みました。１セット目の出だしは今まで
のスターティングメンバーということで、相手を全く寄せ付け
ない展開になりましたが、２セット目にメンバーチェンジをし
てからリズムを掴みきれなかったことが今後の課題となりまし
た。

３試合目　対トルコ
地元トルコの試合ということで体育館はいつもと違う雰囲気

の中、試合がスタートしました。トルコは全体としては決して
大きくはありませんが、２番、14 番の高身長の２人でツーセッ
ター制をとっており、トスを上げるのも打つのもほとんどがこ
の２人なので１本目をしっかり狙えばブロックが絞りやすかっ
たです。難しい試合ではありませんでしたが、相手の良いプレー
に対して観客の盛り上がりがすごく実力以上に点数を取られる
場面が多く、アウェイゲームの難しさを感じました。

４試合目　対ロシア
予選リーグ最大の山場と考えた試合でした。昨年行われた世

界選手権では日本よりも上位の格上ということもあり、この試
合に勝敗によって予選順位が変わってくるのでしっかりデータ
をとって試合に挑みました。ロシアはまんべんなく身長が高く、
セッターに返球が返ると速い A クイックがあるのでいかにレ
シーブを崩して速攻を使わせないかが勝負となります。試合が
始まると日本のサーブが走り、１セット目はロシアのレシーブ
フォーメーションの穴を攻めて楽な展開でとることができまし
た。２セット目以降は相手がフォーメーションを修正してきた

ことや、高いブロックに苦戦したが、最後まで粘り集中力が切
れることはありませんでした。前日のトルコ戦で少し中だるみ
して相手の実力以上に苦戦したことが結果として良い薬になっ
た試合になりました。

５試合目　準々決勝　対ブラジル
予選リーグ１位通過により、B グループ４位通過のブラジル

と対戦できる組み合わせとなりました。日本チームの力をしっ
かり発揮すれば決して苦戦する相手ではありませんが、３番の
選手は大会一の身長とポテンシャルがあるので、３番の選手が
バックにいるときに確実に連続得点をとることが大切でした。
１セット目の出だしは日本のサーブが走り連続得点を取り、途
中からメンバーチェンジを行い、控えの選手にも経験を積ませ
ることができました。２セット目の出だしからスタメンの中に
何人か控え選手を入れてスタートをしましたが、リズムが崩れ
てリードを許す展開となってしまいました。最後は交代して出
た選手の連続サーブポイントでなんとかセットを落とさずに済
みましたが、改めてバレーボールはリズムのスポーツだと怖さ
を感じました。また、変わって出る選手の重要性も改めて感じ
ることができた試合でした。

６試合目　対ウクライナ
この大会最高の山場となったこの試合では、まず会場が変

わって大きな体育館で初めて試合を行うこと、相手が過去一度
も勝利したことがないウクライナであることで、念入りに準備
を行って緊張感を持って試合に臨みました。空き日の練習では
ほとんどの時間をウクライナ対策に使用しました。

ウクライナはほかの国に比べてミスが少なく、A パスが返っ
た時にはクイックやブロードなど高さのあるセンター攻撃を
仕掛けてきます。対策としてはまずサーブを強く打ち A パス
を返させないこと、A パスが返ったときは１番のミドルプレイ
ヤーを徹底的にマークして、それ以外の選手が打ったスパイク
は確実に拾っていくことをチームの約束としました。

１セット目は出だしのサーブが走り、体育館の感じもしっか
り掴んでいるようで日本の連続得点が入りセットを奪いまし
た。しかし２セット目は出だしから大量リードを許してしまい、
ミドルのブロード攻撃にもなかなか対応できず終始相手に先
に行かれる展開となってしまいましたが、驚異の粘りで 21 －
23 から逆転でとると、３セット目は勢いを持って、競りはし
たものの自分たちのプレーをしっかり行うことで結果ストレー
ト勝利を果たしました。２セット目を取られていたらこの試合
は難しい試合になっていたと思いますが、本当に選手たちが集
中して相手に付け入る隙を与えませんでした。

決勝戦　対イタリア
決勝戦は初戦で当たったイタリアとなりましたが、昨年の世

界選手権で絶対王者となったアメリカを撃破して初戦の時とは
全く違う顔になっていました。バレーボールは勢いのスポーツ
なので、波に乗っているチームというのは非常に警戒が必要で
す。日本チームがしっかり自分たちの実力を発揮できれば問題
ないとはいえ、普通にできないのが決勝戦のプレッシャーです。
準決勝のアメリカ戦では粘ってレシーブをして１番にボールを
集め高さのあるスパイクが面白いように決まっていたため、前
日の練習ではまず徹底的に１番のエース対策と、ミドルプレイ
ヤーの得意コースの分析を行いました。結果としては練習した
ことを選手がいかんなく試合で発揮し、１セットも取られるこ
となく完勝しました。イタリアはアメリカ戦の時とはうって変
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わって、サーブが良くレシーブを拾いミスを出さない日本チー
ムの対応ができていないようでした。１セット目の最初から日
本が勢いを持ってペースをつかみ危なげない試合でした。

まずどこのチームにも言えることですが、スパイク練習だけ
見るとどの国も日本よりも素晴らしいスパイクを打っていて、
とても強く見えます。しかし、いざ試合になるとレシーブが返
らないのでその素晴らしいスパイクを見ることがほとんどあり
ません。バレーボールにとって、1 本目のレシーブ（パス）と
２本目のトスがいかに大切なことであるかを再確認しました。

優勝できた背景には選手やスタッフのこれまでの努力や選手
村での過ごし方や意識の持ち方など上げれば切りがないです
が、まずは戦術的なポイントとして２点挙げられます。
①セッターの安定

セッターというのはバレーボールにおいて最も重要なポジ
ションです。どんなに良いスパイカーを集めても攻撃の起点と
なるセッターが弱ければチームは機能しません。日本チームの
セッターはチーム最年少 16 歳の高校生で、前回のブルガリア
大会時のセッター最年長 35 歳の選手と比べるとその差は歴然
です。日本で合宿を行っているときは正直このセッターの不安
定さが一番の不安要素でした。

しかし、いざ試合になってみると今までとは別人のように終
始冷静で安定したプレーをしていました。短期間での急な変化
は、本人の努力はもちろん周りのサポート、そしてなによりも
相手が外国のチームということで戦術的にはっきりして迷うこ
とがなく丁寧に上げることに集中できたのではないかと推測で
きます。考えすぎは動きを固くしてしまうということを指導者
としても再確認しました。

②ミドルプレイヤー
デフリンピックでは日本チームの中で最も高さがあり、ブ

ロック力のある山崎・宇賀耶の２選手をサイドスパイカーから
ミドルプレイヤーにポジションをコンバートして外国のチーム
の高さに対抗しました。２選手は本来レシーブも出来て攻撃力
もあるので、スパイクを多く打ち点数を取りに行くタイプの選
手ですが、２人の攻撃回数を減らしてでも真ん中の高さは重要
だと考えました。２選手の攻撃力を考えると正直リスクもあり
ましたが、点数を取ることは他の小柄選手でも十分に可能だと
考えました。結果としてこの戦術は非常に機能し、相手の攻撃
力をブロックでかなり封じることができました。本来サイドス
パイカーというのはエースと呼ばれ、スパイクをたくさん打つ
のが当たり前という考えがあるので、スパイクを打つ回数が
減ったことは２人にとって非常にストレスだったに違いありま
せんが、しっかり戦術を理解してチームプレーに徹して貢献し
てくれたことは本当に感謝したいと思います。ブロックが安定
したことでレシーブが上がり、他のサイドスパイカーが好調
だったこともあってブロック→レシーブ→スパイクポイントと
いう好循環が生まれました。それに加えて、２選手は元々サイ
ドスパイカーでレシーブができるので、リベロをミドルに限ら
ずその試合によって必要なところに配置することができまし
た。

他にも数人の選手が複数のポジションをこなせることによっ
て、相手に応じて色々なメンバーで戦うことができ、長い連戦
を一人の選手だけに負担が集まりすぎることなく乗り切ること
ができたことも勝因の一つに挙げられます。

３．今後の課題
選手のサポート

伝説を作ろうと言って臨んだ大会で結果として１セットも奪
われることなく完全優勝することができたことは、文字通り伝
説の１ページ目となったといえます。しかし、日本のバレー
ボール史上２大会連続で金メダルを獲ったチームはまだありま
せん。次に２大会連続で金メダルを取るという前人未到のこと
をやり遂げて初めて本物の伝説と言えるのではないでしょう
か。今回は金メダルを取れたものの、私個人としてはまだまだ
強いチームになったとは思えず、やるべきことは山積していま
す。今現在デフバレーボール競技はまるで 1964 年の東京オ
リンピックから数回のオリンピック時のように諸外国のチーム
がまだ日本の技術に追いついていない状況なので、今のところ
結果が残っていますが、いずれ他のチームが技術を向上させて
きた時、今のままでは確実にオリンピックの二の舞になると感
じています。日本が今以上に強いチームを作るためには、まず
は選手の発掘・強化育成となりますが、選手の練習やトレーニ
ングを行う環境はまだまだ良いとは言えません。私たち日本代
表チームは月に一度しか選手に直接指導を行うことができませ
ん。以前より選手には口を酸っぱくして言ってきていますが、
まずは個の力の強化（普段の地元での練習やトレーニング）が
最も大切なので、選手がいかに時間と場所を確保できるかが重
要です。残念ながら今現在では学生以外の選手はボール練習を
週に１、２回、トレーニングも数える程しかできていない上に、
専門の指導スタッフに指導を受けることはほとんどないという
ことが大きな課題となっています。現代ではスポーツを行うこ
とはお金のかかることで、これを全てアフター５に自分のポ
ケットマネーで行うとなるとなかなか機会がないことも頷けま
す。デフリンピックに行くにあたっても自己負担金がネックと
なっています。このあたりを解決し、選手の練習環境を整えて
いかなければ今後金メダルを獲り続けることは難しいです。サ
ポートシステム等の整備やスポンサーの確保、デフリンピック
の知名度を上げて企業に活動を理解してもらうなどの努力をし
ていかなくてはなりません。

スタッフのサポート
最後に金メダルを取れた鍵の一つに、スタッフの献身的な努

力が上げられます。選手や監督だけが表に出がちではあります
が、スタッフが陰ながら大量の仕事をこなし、常に選手、チー
ムをサポートしてきました。今回のデフリンピックの結果はこ
のスタッフの努力なしでは絶対になし得ることはできなかった
ので、監督としてこの場をかりて感謝を述べたいと思います。

しかし、先にも述べましたが、今後デフスポーツを強化して
いくためには、選手の環境を整えるという話は当たり前のよう
に毎回出ますが、選手の環境面を整えるためにサポートするス
タッフの環境面については注目されることはありません。私た
ちのようなチームスポーツは一度合宿を行うために選手・ス
タッフ合わせて毎回約 20 人以上が集まることになり、そのた
めに毎回選手の選考、その通知、約丸２日間使用可能な体育館
の確保、交通チケットの手配、宿泊施設の手配、食事やミーティ
ング会場の手配その他など莫大な手間がかかっています。それ
を専門ではないスタッフが本業外の時間を利用して行っていま
す。昨今公共の体育館事情は厳しくなり、体育館の確保に毎回
苦労し、場所が決まらないとその他すべての準備はできないの
で毎回毎回それらは一部の事務スタッフの負担となっていま
す。（会計業務等の苦労もありますが、ここでは合宿準備につ
いてのみとします。）

10_P023-120 団員報告.indd   113 2018/01/30   10:26:47



― 114 ―

現場の指導については監督、コーチがメインで行ってきた中
で合宿の都度練習パートナーとして経験豊富なサポートスタッ
フに練習に参加してもらいました。デフスポーツも競技レベル
を上げていくためには、より専門性の高い指導を受ける必要が
あり、団体スポーツは人数が多いので到底２人だけでは全員に
十分な練習をしてあげられない時もあります。デフバレー女子
チームは今後もっと選手のレベルが上がっていくことが想定さ
れるので、中途半端な知識や経験では選手に先行されてしまい
ます。専門性の高い指導者の場合、その道のプロであるがゆえ
に指導で生計を立てています。正直ボランティアに近い状況で
指導を行うことは時代に逆行していると言わざるを得ず、デフ
スポーツの指導そのものの価値を下げることになります。私た
ちスタッフは金メダルを獲っても金メダルはもらえないです
し、表彰されることもありません。もちろん報奨金もありませ
ん。先述したように、個人競技とは全く違う団体スポーツなら
ではの大変さもあります。デフスポーツは福祉ではないという
のであれば、どうかスタッフにも価値を与え、ボランティアに
近い状況でチームの犠牲にならなくてもいいような制度をしっ
かり構築して次のデフリンピックに向かってもらいたいと強く
願います。

最後に今回女子バレーボールチームは色々な歯車が運良くう
まくかみ合って金メダルを獲得できました。日本での準備段階
から選手スタッフの意識を高く持って準備を行ってきました。
トルコに入ってから、現地語のわかるコーディネーターを独自
で雇ったことが最終的に慣れない外国（英語のほとんど通じな
いトルコ）でチームとしてのストレスを減らし、選手が十分に
パフォーマンスを発揮できることにつながったと強く感じます。

コーチ　　村井　貴行

まず、この５年間全日本女子デフバレーチームにコーチとし
て携わる機会を与えて下さった監督並びに協会関係者の方々に
は深く御礼を申し上げます。そして最高のスタッフ、選手には
感謝の気持ちでいっぱいです。

今回のデフリンピック金メダルという最高の結果は、偏に日
本女子デフバレーに関わった全ての人のおかけです。また、前
年度の世界選手権４位の結果から見ても誇れるものであったと
思います。そして、帰国後の反響の多さに金メダルの力は絶大
で、凄いことを成し遂げたのだなと実感が沸いてきました。

全日本女子バレーボールチームは外国チームに比べ体格に劣
る部分が多々ありましたが、直向きな練習態度、体調管理、最
後まで諦めない姿勢、そしてチームの絆で勝ち取ったものです。
これは、スタッフを含めたチーム全員が同じ方向を見てそれに
向かって努力した結果であり、難しいことです。

また、大会本番は、選手の調子がとてもよく、デフリンピッ
クにピークを合わせられたのも勝因の一つでしょう。私は、コー
チとして練習から大会本番と客観的にこのチームを見てきて、
その中で感じたことがあります。
・ 資金面で認められている女子バレーでさえ、いろいろな制限

から金銭面、仕事面での考慮が少なく、選手個人の負担が大
きすぎます。努力する動機が内発的動機に頼るしかありませ
ん。

・ チームスポーツなので月１回の合宿では技術的な部分の習熟
度を高めるには限界があります。各自、地元での練習環境の
改善が必要です。

・ 基礎体力が乏しいです。普段の練習にかけられる時間と環境

の確保が難しいためではないかと思われます。
・ 狩野監督の人脈のおかげで、Ⅴリーグのチームや強豪高校と

一緒に練習や試合ができたことで、プレーの質やバレーボー
ルに対する考えに幅が生まれました。これからも、もっとこ
ういった団体や選手の力を借りていくべきです。

・ 聞こえる人とろう者がお互いをリスペクトし合える環境があ
ることが重要です。女子バレーには、その環境がありました。
今後も課題はたくさんあると思いますが、今回のデフリン

ピックを通して、全日本女子バレーボールチームは上昇気流に
乗れたのではないでしょうか。その流れを維持し、さらなる発
展をすることを願います。また、今度は海外のチームから追わ
れる立場であることも忘れてはいけません。そして他競技の見
本となり、デフスポーツ界全体を引っ張ってもらいたいです。

最後に、多くの方々の応援、協力、誠にありがとうございま
した。

トレーナー　　中川　菜保

１．自己の役割とその評価
村内スタッフでトレーナーとしてチーム帯同し、試合時の

ウォーミングアップ・クーリングダウン、試合中の受傷など緊
急対応を始め、村内では滞在期間期間中の村内生活におけるコ
ンディショニングを担当しました。

大会期間中、12 名の選手のサポートを村外スタッフのトレー
ナー 1 名と協力して行いました。試合・練習以外では村内で
過ごす時間が多く、到着してすぐの時差調整や毎日の食事、試
合がない日の運動量調整など、連戦や長期間の試合に向けての
体調管理や体力維持が主な目的でした。

大会期間前半は、試合を含めて現地での生活に慣れるまでの
注意や意識づけ、試合後のケア、リカバリーのためのセルフケ
ア徹底、後半は連戦の疲労回復や食事の工夫、決勝トーナメン
トに向けて心身ともに選手のパフォーマンスの維持に努めまし
た。選手のコンディションとしては、乾燥による喉の痛みや咳、
食環境の変化による消化不良などの症状が数名にみられました
が、本部メディカルの協力を仰ぐこともすぐに可能だったため、
いずれも軽症で済み、試合に差支えるような体調不良はなく大
会期間を過ごすことができました。

選手たちのフィジカル面においては、大会以前より抱えてい
る慢性的な外傷や、試合後の選手の訴えに対して、トリートメ
ントの時間を設けて治癒・回復に努めました。物理療法機器や
鍼治療・テーピングなどの協賛支援もあり、そのおかげで、タ
イトな連戦スケジュールの中でも症状の悪化や、新たな外傷を
防ぐことができました。総じて、決勝トーナメントまでの長い
期間、特に主力メンバーの疲労は懸念されるところではありま
したが、コーチングスタッフとの意見交換や選手本人とのコミュ
ニケーションにより、アクシデントを回避しパフォーマンスを
維持できたこと、チームの最大の目標に向けて選手自身が工夫
と努力を継続してできたことが、金メダルという最高の結果を
得られた要因と考えられます。選手のコンディショニングを担
当するトレーナーとして、各選手がこれまでチームで培ってき
た力を存分に発揮できた結果だと、このチームで活動ができた
ことに心から感謝すると共に、このような経験を今後のチーム
の活動や自身の仕事に新たに反映させていきたいと思います。

２．今後の課題
大会を振り返って、全体的にコンディショニングがうまくで
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きたと感じています。食事については事前の情報で現地の食事
内容についてあまり知ることができませんでしたが、日本食を
持参し適宜使用できたことで試合時間に合せた食事や不足する
分などを摂取することができました。

滞在期間の長い大きな大会では、食住環境に如何に順応でき
るかが選手のパフォーマンスに大きな影響を及ぼすため、事前
にどれだけ情報収集ができるか、とそれに対応する準備が重要
になると感じています。チームの場合は経験ある選手達やス
タッフが提案やアドバイスをすることができるので、声掛けを
して若い経験の少ない選手達のサポートができると安心です。
選手団全体で、食情報に関する情報提供や、時差・気候に関す
る対応策などを共有できれば良いと思われます。

チームとしての課題は、選手個人レベルでのセルフコンディ
ショニングの取組みが次期代表チームの成長の一端となること
を実感しています。怪我や体調不良を如何に減らせるか、如何
にいつも通りのコンディションを保つことができるかが調子の
浮き沈みの少ないチームを作ることに繋がります。総じて、今
回のチームが得られた結果は、選手へのサポートだけでなく、
コーチングスタッフや本部スタッフとの情報交換や連携がうま
くいった結果と捉えています。

手話通訳　　岡田　直樹

１．自己の役割とその評価
・ 自己の役割について

手話通訳者として、監督やコーチ、トレーナーなど聞こえる
スタッフと選手・聴覚障害のあるスタッフとの間で、意思疎通
を円滑にする役割を担いました。特にバレーボール競技の経験
を活かし、戦術やゲーム構成などアスリートに必要な知識・技
術をもって通訳にあたりました。また、任命を受けてからの４
年間で通訳ニーズの広がり（スポンサーやマスコミなど対外的
な折衝や取材の機会増）があり、１名の通訳者では限界を感じ、
通訳の勉強もかねた知人の通訳者に応援を頼むことができまし
た。自身は主に選手とスタッフ間の練習やミーティングの通訳
を中心に通訳に集中することができました。

コミュニケーション面では、手話を知らない選手がいたため、
話されている日本語も分かるように通訳を意識し、工夫する場
面もありました。それだけでなくミーティング時に音声認識ソ
フトを試用し、文字での情報保障に努める試行も実施しました。
デフリンピック期間中は、ミーティング、試合中の監督やコー
チからの指示、選手からの相談に関する通訳などを行いました。
若い選手は通訳活用に慣れていないこともあり、通訳を活用し
ながら情報を得てそれが自身の糧になること、聞こえるスタッ
フにとっても通訳は有益であることを情報提供する場面もあり
ました。
・ 評価

今回、長期間の遠征や大会に帯同しましたが、普段仕事を持っ
ているため体力が持たないときもありました。そんな中、通訳
者の２名体制で臨めたことは、通訳を最後まで続けられてきた
理由の１つのように思います。通訳の質については、競技経験
者ということもあり、より良い通訳パフォーマンスが発揮でき
たのではないかと自負しています。特に前回大会の課題として
挙げられた専門用語を的確に通訳すること、監督やコーチの意
図する戦術を的確に選手らに伝えることを受け、意識的に通訳
したことが今季デフリンピック優勝につながる一助になってい
れば幸です。　

また、通訳ニーズの広がりによる業務量増により、当初、応
援をしてくれた通訳者がデフリンピックの前の年のデフバレー
ボール世界選手権の大会では、通訳者の役割を分業し、いち通
訳者として力を発揮してくれました。このように選手とスタッフ
間の通訳に集中する通訳者と、対外的な折衝の通訳者に分けて
通訳者を分け、支援にあたる新しい体制は、評価すべき点であっ
たと思います。人の輪が大きくなればなるほど、通訳者の業務
量が増えていくことを今回は学ぶことができました。また、手話
通訳者という役割だけでなく公式スタッフとして動くことも多々
あり、既存の通訳者派遣制度の範囲内での学びを超えた、多く
の体験や経験をつむことができたことも大きな成果と言えます。

２．今後の課題
手話通訳＝仕事という認知度は相変わらず高くなく、ボラン

ティアとして見られる風潮もいまだ根強くあります。国際レベ
ルの大会における通訳者は通訳の質や競技の知識はもちろんの
こと、人とうまく付き合っていけるだけの人間性や長期帯同に
も耐えられる体力までも求められてきます。それに見合うだけ
の研鑽に伴う対価があって初めて、スポーツ通訳を担いたい若
い通訳人材が増えていくのではないかと考えます。今後、スポー
ツ通訳を担いたい通訳者を養成するために自身で得た経験を活
かしていきたいです。

結びに、このたび貴重な経験を下さった日本デフバレーボー
ル協会の大川理事長をはじめ、理事の皆様、スタッフの皆様、
選手の皆さん、多方面からご協力をいただいた関係者の皆様に
お礼を申し上げます。

ゼネラルマネージャー　　大川　裕二

１．自己の役割とその評価
・ 自己の役割について

ゼネラルマネジャー（以下 GM）として、関わった業務は以
下の通りです。
■大会前
・ 強化計画の立案、チーム予算管理・運用
・ スタッフ・選手のスカウティングと選考
・ メディアコントロール
・ DP 派遣計画の立案

派遣予算調達、現地視察、現地スタッフ雇用、各種エントリー
事務、ユニフォーム等チーム備品、用具の調達、
・ 関係団体との派遣調整（所属、連盟等）
■大会中
・ TD 会議出席
・ ICSD バレーボールテクニカルディレクター、サムスン OC

バレーボール担当者との調整
・ 日本選手団本部との調整
・ 監督・コーチ・トレーナー・選手、チーム全体の調整
■大会後
・ 報告書のとりまとめ
・ メディア対応（インタビュー、講演会の依頼調整）
・ 清算業務
・ 報告会企画・実施
・ 各種表彰等の事務調整
○スタッフ体制

チーム運営の大前提として、聴覚障害者自身が真ん中で仕
切っていくことにしました。スタッフは 2013 年 DP のスタッ
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フ５人に継続してもらい、予算に応じて４人のスペシャリスト
を追加しました。監督：元プロバレーボール選手であり、北京
オリンピック元日本代表の狩野美雪氏、コーチ：2010 年千葉
国体千葉県チームのエース村井貴之氏、トレーナー：2010 年
日本代表女子バスケットボールチーム、現 WBJL トヨタ自動
車アンテロープスチーフトレーナーの中川菜保氏。経理に精通
し国際手話が堪能な古徳愛子氏（ろう者）、GM：大川の５人
を継続し、新規スタッフとして、コーダの手話通訳士でバレー
ボール選手でもある岡田直樹氏。手話通訳は、コーチやゲスト
コーチが分散して指導にあたることや合宿中にマスコミの取材
等に対応を考慮するためサブ通訳に長松郁弥氏に依頼しまし
た。12 人以上の選手のケアやテーピング、トレーニング指導
するためサブトレーナとして公認アスレチックトレーナー資格
保持者の清水由唯氏。広報担当、スポンサーとのつなぎ等の業
務を高田広明氏（難聴者）に依頼し、９名体制でコアスタッフ
を固めました。ろう者、聞こえる人がスタッフとして協働し、
強化及び障害理解を促しつつ、世界一の結果を出したことは、
デフのトップスポーツにおけるモデルケースになると自負して
います。

選手スカウティング
代表選手には強豪高校（県大会ベスト４以上のレベル）やプ

ロ選手が３人いますが、チームへの加入にあたり、協会や役員
に対する信用、費用面の保障（自己負担が大きくないこと）、
監督のネットワークと信用・知名度が大きく影響することがわ
かりました。

デフリンピック派遣費
デフリンピックの派遣費は、女子バレーボールチームは、公

費対象スタッフ・選手が 16 名、対象外スタッフ１名で、公費
対象者、対象外スタッフを含め、400 万円程度負担しました。
スタッフの自己負担金、スポンサー寄付、選手の努力で資金を
賄いましたが、日本代表としてデフリンピックに出場するため
に必要な自己負担金があまりにも重過ぎると思います。毎回こ
の問題が露呈し、これまで関係団体がバラバラで対応してきま
したが、2021 年に向けて、連盟・競技団体・代表選手等が協
力し合い、広報や資金計画等の立案・活動に一体となって取り
組んでいく必要があります。

派遣業務等調整
ろう者と接しない環境にいる代表選手の場合、所属（会社や

学校）や保護者へデフリンピックの背景、連盟会費や自己負担
の支払い、都道府県ろう協会の承諾を得る手続等の説明に大変
な時間と手間を要しました。デフリンピックがオリ・パラとは
異なるシステムで運用されていることや諸条件をスポーツ委員
会や競技団体のウェブサイトで周知していくべきではないで
しょうか。

代表チーム強化事業や派遣事業にかかる一連の経理や事務
は、役員が本業を掛け持ちつつボランティアで処理しています。
本業務を担うには相当の知識がないと難しく、また公金を扱う
責任は重いため、誰もが対応できるものではありません。役員
の体力や精神的な負担が重く限界を感じています。年間 5,000
万円を超える公金を扱い、適正な事務処理を行うには、本職と
掛け持ちでは成り立たない状況にあります。JSC 強化費のう
ち体制整備事業費の上限額を 400 万円から 1,000 万円以上へ
の増額と、４年限りの事業助成期間を 20 年あるいは永続的に
延長するよう強く求めます。

謝辞
日本女子デフバレーボールチームは、デフリンピックで金メ

ダルを獲得し、ICSD ワールドランキング（2017 年９月発表）
で１位となり、名実ともに世界チャンピオンとなりました。日
本のシニア団体競技でオリ・パラ・デフをとおして、唯一の世
界チャンピオンです。このことはチームを支えていただいたス
ポーツ庁、JSC、JPC、連盟、JDVA、優秀なチームスタッフ、
選手、スポンサー企業様、応援していただいた皆様からの賜物
であり、この場をお借りして皆様に心から御礼申し上げます。

女子バレーボールチームの次回デフリンピック連覇を期待し
てください。

選手　　尾塚　愛実

１．当初の目標（自己目標）
2016 年７月に開催された世界ろう者バレーボール選手権で

は初めての国際大会ということもあり、４位という結果に終
わってしまい、自分自身も満足のいくプレーができず、悔しい
思いをしました。その悔しさを今回のデフリンピックでは何が
何でも晴らすこと、「金メダル」を獲ること、そして、アタッカー
として一番大事な仕事であるスパイクを決めてチームを引っ
張っていくことを意識しながらプレーをすることを、大きな目
標としました。

２．結果に対する評価
初めてのデフリンピックでとても緊張しましたが、チームの

メンバーからいろんな言葉やアドバイスをかけてもらい、背中
を叩いてもらい、試合中はとてもリラックスして落ち着いてプ
レーをすることができました。アメリカで開催された世界選手
権で４位という結果に終わってしまった悔しさを、このデフリ
ンピックでチーム一丸となって、最後の最後まで勝ちに行くこ
とができました。

また、チームのためにアタッカーとしての役割を果たすため、
大会まで毎日チーム合宿以外でも自主トレを欠かさず続けたお
かげで、本番では世界選手権の時よりチームの勝利に貢献でき
たと思います。

３．今後の課題
自分たちのプレーで緊張はしましたが、練習してきた成果を

出すことが出来、チームワークで勝てた試合が多かったと思い
ます。今後は、プレー面はもちろん、試合中苦しい時、目で確
認し合ったり、ろう者の世界ではとても大事な「アイコンタク
ト」を取ることを普段の練習の時から意識し、また、個人的に
は手話も覚えて色々コミュニケーションを取れるように頑張り
たいと思います。国際レベルの大会では外国のどのチームも身
長が高く、パワーもあるので、その相手にも負けないよう、筋
力トレーニング、サーブとスパイク強打の強化により一層努め
ていきたいと思います。

選手　　高良　美樹

まず、選考合宿から一緒に頑張ってきたチームの皆、いろい
ろと指導、サポートしてくださったスタッフの皆さん、これま
で支えてくれた多くの方々に深くお礼を申し上げます。

私たちは、金メダルを目標に練習をしてきました。合宿では、
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常にコミュニケーションを大事にし、技術を磨いてきました。
試合でベストパフォーマンスを出すには、どうすれば良いのか
常にアップから意識をし、また、人に対しての思いやりも大事
にし、常に皆でプレーしているのだと言い聞かせてきました。
一人一人が意識できていたからこそ、金メダル、今回の結果に
繋がったのだと思います。

また試合に向けての入念な準備、ミーティング、休養、食事
は、私たちチームがどの競技にも負けない世界一の準備だった
と思います。合宿のときから常にやっていたことをトルコ現地
でも行うことができ、常に集団行動していく中でチームワーク
も一つにまとまり、最高の状態で決勝戦に挑むことができまし
た。１セットも落とさず、優勝できたことが今でも信じられま
せん。

今後は、デフリンピックの知名度をあげるために、次日本代
表になる選手がより良い環境で練習できるよう微力ながらも貢
献できればと思います。また、日本代表を通して学んだことを
今後の人生にも生かし、たくさんの方々に伝えていきたいです。

最後に、チームメイトの皆さん、スタッフの皆さん、本当に
ありがとうございました。一緒に戦うことができ、嬉しかった
です。

選手　　三浦　早苗

１．当初の目標
（個人）　ブロックやスパイク決定率の向上
（チーム全体） 選手間のコミュニケーションを多くすること、

団結力の向上、相手ブロックを分散させるため、
多彩なコンビネーションを狙うこと

２．結果に対する評価
（個人）ブロックステップの踏み込みや判断が遅く、中途半

端なブロックばかりになってしまったことが反省点です。スパ
イクも決め切れないことが多く、力を出し切れなかったので悔
しさが残る大会でした。　
（チーム全体）苦しい状況でもアイコンタクトをしっかり取っ

てコミュニケーションを欠かさなかったこと、年齢層の厚い
チームでしたがベテランも若手もしっかり意見を言い合える信
頼関係を築き上げたことで団結力が高まりました。今大会では
トスがレフトに集中せず、オポジットやミドルブロッカーにも
トスを上げたことで相手ブロックが分散し、理想の試合運びが
できたように思います。その結果、悲願の金メダルを獲得する
ことができましたので、監督やスタッフも含め最高のチームだ
と感じました。

３．今後の課題
今大会ではミドルブロッカーのブロック力が高く、相手スパ

イカーに点を取らせなかったことが一番大きいと感じていま
す。４年後のデフリンピックでもミドルブロッカーのブロック
力が重要になってくると思いました。金メダリストになったこ
とで次世代の選手は今までとはまた違う責任感やプレッシャー
を背負うことになりますが、チームが団結することで乗り越え
て欲しいと思います。

一緒に闘ってきた選手やスタッフ、お手伝いに駆けつけてく
ださった方、応援していただいた皆様には感謝の気持ちでいっ
ぱいです。ありがとうございました。

選手　　村木　玲奈

１．当初の目標（自己目標）
私は、まず日本代表として正式に選出されることを目標にし

ていました。そのため、高校３年生までは就職予定でしたが、
日本代表になるために大学の部活で強化していく道を選びまし
た。結果、大学に入学してから高校までとは違う本格的なトレー
ニングや練習を積み重ね、日本代表に選出されるという当初の
目標を達成することができました。

２．結果に対する評価
今回、全試合ストレート勝ちで優勝という結果を出すことが

できました。この結果に辿り着くまでには、これまでデフリン
ピックに出場した先輩方や多くの人達の支えがありました。先
輩方がメダルを取り続けてくださったおかげで、デフバレー
ボール女子日本代表には多額の強化費が与えられ、今回日本代
表となった私達は月に１回恵まれた環境で合宿を行うことがで
きました。そして、スタッフの方々のサポートや職場・学校の
人達の理解があったおかげで、私達は金メダルを目指すことに
集中することができました。私にとって、世界一という快挙を
残すことができたことには、周りの人達の支えが大きく影響し
ていると考えられます。

また、私自身はレギュラーとしてコートに立つことはできま
せんでしたが、大事な場面でサーブを打ち点数を取り、チーム
に僅かでも貢献することができました。レギュラーでなくとも、
大事な場面で呼ばれるような選手でいられたこと、爪痕を残す
ことができたことは今後の自分にとって糧になりました。

３．今後の課題
今後は今回の経験を活かし、聴覚障害を持つ子ども達を始め、

人に夢や希望を与えられる存在になりたいと考えています。そ
のためには、子どもたちにとって、人として憧れられるような
人に成長していかなければならないと考えます。まずは、挨拶
やマナーなど当たり前のことを当たり前にできる人になってい
けるよう、意識して過ごしていきたいです。そして、デフスポー
ツの認知度を上げる活動に貢献していくことが私の今後の課題
であると考えます。

選手　　前島　奈美

１．当初の目標（自己目標）
前回大会では決勝でウクライナにストレート負け、銀メダル

に留まりました。精一杯頑張って取ったメダルなので達成感も
ありましたが、目標であった優勝を勝ち取る事ができなかった
悔しさもありました。今大会では一番いい色である金メダルを
取りたい！という気持ちが大きかったです。

自分はアタッカーとして、得意であるスピードを生かして点
数を取ることが目標でした。今よりさらに技術を伸ばし、もっ
と強い選手になりたいと思いました。また、年上の立場として
も若い選手にアドバイスをしたりと、チームがまとまるように
何が出来るかを考えて行動しようと思いました。

２．結果に対する評価
金メダルを獲得でき、スタッフ、選手全員が一つになって同

じ気持ちで戦えたことがとても良かったと思います。
レシーブもミスが少なく、攻める気持ちを常に忘れずにプレ
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イが出来ました。サーブも相手に簡単に攻撃させないように攻
めることが出来ました。また、試合の前の日に必ずミーティン
グをし、気を付けること、相手チームをどう崩すか、様々な作
戦などを監督やコーチから聞いて、それも全員が理解し気持ち
も身体も準備が整った状態で試合に挑む事が出来ました。合宿
でチーム練習をし、身につけたブロックやレシーブもしっかり
活かすことが出来たので、最後まで諦めずにしっかり繋ぐバ
レーが出来ました。

また、家族をはじめ、たくさんの方々から熱い声援をいただ
き、カンパをして支えて頂いたので、感謝の気持ちを表すため
にも金メダルを取り、日本に帰ってみんなに報告することが出
来て良かったです。

３．今後の課題
スポーツをやりたい、デフリンピックを目指したいという方

がたくさん来てくれるよう、自分も経験をお話したり、バレー
ボールの楽しさを伝えて行きたいと思います。

選手　　畠　奈々子

１． 当初の目標（自己）
「金メダルをとる。」
・ そのために怪我をしない、体調管理をしっかりする。
・ 練習の時やそれ以外の行動で今までチームで約束してきたこ

とを守る。
・ チームメンバーに思いやりを持って繋げる。
・ 練習でも試合でも、1 本 1 本を大切にして、ボールを落とさ

ないという意識を常に持って、全力で出し切る。
・ 世界選手権４位という表彰台に立てなかった悔しさをぶつけ

る。

２． 結果に対する評価
個人としては初めてのデフリンピックで、どんな大会よりも

緊張しました。その緊張から、プレーが安定しませんでした。
3 － 0 のストレート勝ちだったことに終わってから気付くほ
ど、１試合１試合集中力を切らさないように、生活面とのオン
オフの切り替えができたのがよかったと思います。国際大会の
雰囲気にのまれず、日本らしい守備力を活かして、チームで粘っ
てボールを繋げることができたのが一番大きいと思います。誰
かがつらい時は励まし、喜びを共有する。互いにプレーのアド
バイスをすることで 1 人ではできなくても、チームではでき
るということを強く実感しました。最後にはみんなで心をひと
つにし、優勝して良かったです。

３．今後の課題
チームでは、メンバーが入れ替わったりして、お互いにまだ

理解が足りない部分があったので自主練習を増やせば良かっ
た、もっと本音を出せれば良かった、お互いが思っていること
のズレをすこしでも減らせたと思うこともありました。若い選
手と経験者の間に挟まれて、自分はどういう立場なのか迷うこ
ともありました。生活環境が違う中で、チームで行動すること
は、小さなことでもストレスになり、どうしたら人間関係が良
くなるのか考えさせられました。

この経験を次に活かせるよう、また世界一になれたことで満
足しないように、これからも日本代表チームに何ができるかを
考えていきたいと思います。　

選手　　中田　美緒

１．当初の目標（自己目標）
私は、３年前（中学２年）の 12 月から合宿に参加し、最年

少としてデフリンピック金メダルに向けて取り組んできまし
た。初めは、わからないことがたくさんあり、戸惑うこともあ
りましたが、一生懸命練習を続けました。2016 年７月に初め
て世界選手権に出場しました。外国のチームと戦って、緊張し
てあまりいいプレーができなかった事が多かったので、今回の
デフリンピックで挽回できるよう自分の目標を信じてプレーし
ました。

２．結果に対する評価
予選リーグでは、まず 初戦のイタリアに勝つことを考え、

日本らしいバレーをやることだけ意識しました。また、カナダ
戦の時は相手の弱いところを探し、自分が得意とするサーブで
連続 17 得点をとることができました。その後は連勝して、準
決勝で前回優勝のウクライナにストレートで勝利し、決勝まで
行くことが出来ました。

決勝戦では、予選リーグの初戦であたったイタリアとの対戦
でした。初戦で勝ったからと言って油断せず、はじめの試合だ
と思って最初から攻め、みんなと一つとなって勝ち抜くことが
出来ました。

今回、予選リーグから決勝まで全試合スターティングメン
バーで出場させていただき、先輩達と一緒にバレーが出来て良
かったです。

３．今後の目標
４年後のデフリンピックも是非参加したいと思います。今回

は最年少として参加しましたが、これからは先輩達や監督から
学んだことを生かして 次の後輩たちに繋げられればと思って
います。現在高校２年生なので、今出来ることをしっかりやり、
周りの人から支えてくれたことに感謝して一日一日大切にして
いきたいと思います。

選手　　宇賀耶　早紀

１．当初の目標（自己目標）
私は今回で２回目のデフリンピックになります。前回大会で

は銀メダルだったこと、これまで積み上げてきた８年間の努力
と先輩たちが築いてきた道をここで終わらせてはいけないとい
う思いから、今大会は絶対金メダルを獲りにいくことだけを考
えていました。また、主将としてコート内ではどんな時でも常
に声を出し続けること、ミドルとして相手のスパイク決定数よ
りブロック決定数を取ることを目標としていました。

２．結果に対する評価
どの国に対しても日本チームの強みであるどんなに難しい

ボールでも落とさず諦めない「粘り強い」プレーで、背が高く
パワーのある外国人相手に屈することなく、最後まで強い気持
ちで攻めることを頭に入れてプレーに集中しました。特に世界
４強のウクライナ、ロシアはミドルブロッカーを中心とした攻
撃が多いため、サーブから攻め、相手の穴を徹底的に狙った攻
撃で日本チームに優勢なゲームの流れを作ることができまし
た。前回大会に比べ、今回は若いパワーのある中心選手が増え、
強打レシーブからの１本目、２本目の繋ぎの連携とスパイカー
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が前衛、後衛にいたためバランス良く攻めることができたこと
が勝因に繋がったと思います。

また、年齢幅の広いチームで年上のメンバーは、過去のデフ
リンピック経験者がほとんどだったため、自分たちのプレーは
もちろん、若い選手がやりやすい環境を整えて引っ張り、若手
は自分たちの力を十分に発揮できるようにトルコでの生活や試
合に集中していたことでそれぞれのポジションの役割を果たす
ことができたと思います。

３．今後の課題
外国人チームは常に日本チームを見て、同じような動きを取

り入れてきています。日本チームがこれまでと変化なく同じ戦
術を繰り返していたら次のメダルは厳しいと思います。進化す
る外国人チームに対抗するためには、守備の強化、攻撃におい
てもパワーだけでなく頭脳的なプレーを展開していかなければ
なりません。全てにおいて今後さらなるチームの底上げが必要
です。そのためにはやはり月１回の合宿では物足りず、できな
いなら自主合宿を選手が自ら立ち上げる等、選手間の中でのコ
ミュニケーションを密にする方法を考え、メダルを獲るための
過程への取り組み方が大切になると思います。そして、今後も
これまで以上にメディアに注目され続けることを想定されるた
め、そのプレッシャーに負けないことが必要です。

選手　　長谷山　優美

１．当初の目標（自己目標）
デフリンピックは初出場でした。去年は世界選手権でアメリ

カに行きましたが、そのときは速攻に入ってもブロックに当た
られるのが多かったのが課題でした。だから今回のデフリン
ピックではその課題に向け、毎月行われる合宿で毎日ブロック
を見て、コースを意識しながら速攻の練習に励みました。

２．結果に対する評価
初めてのデフリンピックで不安もありましたが、先輩たちに

いただいた言葉が心に響き、おかげで不安が減り、楽しみの気
持ちが大きくなりました。試合の出番は少なかっ たけど、コー
トの上に立ったときは自分のできることを全部出し切ろうと自
分に言い聞かせて試合に出ました。先輩たちと一緒にいるコー
トの中でみんなとハイタッチしたり、喜んだり、もう一本 ! と
声かけあったり、点取ることができ、本当に良かったです。楽
しかったです。そして、世界選手権のときできた課題がこのデ
フリンピックで達成できたと思っています。

３．今後の課題
今まではミドルブロッカーとしてやってきましたが、自分の

できることは積極的にやろうと思っているため、ウィングスパ
イカーにもチャレンジしたいと思っています。私は皆より身長
が低いので、もっとジャンプ力をアップし、スパイクのコース
や強弱長短の工夫を常に意識しながらスパイクをしています。
今は合同チームでやっているため、色々な大会にでて勉強し、
それを身につけて、技術面を前よりもレベルアップしたいと思
います。

選手　　安積　梨絵

１．当初の目標（自己目標）
・ 金メダル獲ること。
・ 自分のプレーしている姿を後輩達に見せること。
・ 今までの経験、技術を後輩達に教えること。

２．結果に対する評価
16 年ぶりに金メダル！ローマデフリンピックからずっとメ

ダル獲得してきている中で私が出場したのはメルボルンデフリ
ンピックでした。なかなか金メダルを獲ることができず、凄く
悔しかったです。４回目のデフリンピック、絶対に金メダルを
獲りたい！という気持ちで大会に臨みました。日本で合宿する
時にこのままでは金メダル獲れるのか、今のままではいけない
という不安がいつもありました。しかし、トルコに着いてから
その不安はどこかに消え、今までやって来たことを大会で見せ、
無駄なことはしないという気持ちで挑み、スタッフ、選手とも
に心を一つにした結果、16 年ぶりに金メダル獲ることができ
ました。

守備は４年前の方が強く感じましたが、攻撃の幅が広がり、
セッター、リベロ以外５人と共に攻撃でき、チームとしてはよ
かったです。これまでのデフリンピックではレフトばかりが上
げており、簡単にマークされて綺麗にブロックされていました。
金メダルを獲れそうで獲れない原因はそこにあると思ってきま
したが、今回は相手チームに簡単にブロックされることはあま
りなく、気持ちよく攻撃ができてかなり効果的でした。

また、個人としては右肩を痛めて以前のように強く打ちたく
ても打てない事が一番悔しかったです。若い後輩達は私よりパ
ワーがあり、パンパンと打っている姿を見て何回も羨ましいと
思ってきました。しかし、日本で通用しても海外は簡単に決め
ることは出来ません。日本より海外の方が背が高く、ブロック
も何回も止められる可能性があるとわかっているため、自分に
できることは何か考え、頭を使いました。

右肩が痛いという言い訳をせず、自分が持ってる力を出そう
と思い、臨みました。その結果、頭を使ってバレーするのも楽
しいと思いました。パワー、頭、それぞれのバランスがよかっ
たと思います。それぞれが自分のプレーをし、一緒に試合に臨
めたこと、とてもよかったと思います。

３．今後の課題
４年後のデフリンピックにも出場するかはさておき、まず目

の前にある目標に向けてゆっくり頑張っていきたいと思ってい
ます。全国の中には若い選手がたくさんいますし、デフリンピッ
クを目指したい人がいれば、色々な場面で教えていきたいなと
思います。国内での大会や周囲からこの人凄いな、あの選手み
たいになりたいな、と思ってもらえるよう頑張りたいと思いま
す。

選手　　平岡　早百合

１．当初の目標（自己目標）
初めてのデフリンピックで緊張もあり、不安もありました。

途中参加だったため、あまり練習には参加できませんでしたが、
今回のデフリンピックの為に４年間頑張ってきている皆の為に
金メダルを獲得できるようにプレーしようと思いました。１戦
１戦、これが最後の試合になるかもしれない、同じメンバーで
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やることはもう無いかもしれないと思いつつも、試合を楽し
み、金メダルをとりたいという気持ちが強くありました。私は
コートに入ったら出ていない人の分も全力で頑張ろう、思いっ
きりプレーしようと思いました。海外の選手はとても大きいた
め、なかなか経験のできない試合になるかと試合が近くなるに
つれ、どんなに高いブロックでも勝ちたいという気持ちが強く
なりました。

２．結果に対する評価
どの国も背が高く、私は背が低いのでスパイクが決まるか不

安でしたが、勝ちたい気持ちが強かったです。試合の対策もしっ
かりと教え合ったり、チームがひとつになればミスも恐れませ
ん。その結果、全ての試合で 1 セットも落とさず勝つことが
でき、1 つ 1 つの試合を大切にして最後まで諦めず日本の代表
として戦えたと思います。私は得意なスパイクでブロックアウ
トを沢山とれ、自分の思うプレーができました。セッターとも
息が合い、得点に繋げられたと思います。チームとしてお互い
に声を掛け合い、とてもいい試合になったと思います。

また、このような結果に繋げられたのは生活の仕方が良かっ
たからだと思います。自分達が体を壊さないように工夫し、試
合に向けてだらだらせず、時間を大切にして考えて行動するこ
とができました。

３．今後の課題
今回のデフリンピックでは目標でもあった金メダル獲得が出

来、凄くいい試合ができました。先輩方に沢山の事を教えても
らい、高校生としてとてもいい経験ができました。また、４年
後に向けて練習にしっかり参加していきたいと思います。今回
の歴史的な金メダル獲得を今後このデフバレーボールを始める
方々に伝えていきたいと思いました。先輩方と勝ち取った金メ
ダル、このデフリンピックを通しての経験をこれからも生かし
ていきたいと思います。また、今後のデフリンピック為に仲間
と共に一生懸命頑張りたいと思います。そして、私はまだ手話
が完璧にはできないため、チームで話し合えるようにする為、
しっかりと覚えていきたいです。

選手　　山﨑　望

１．当初の目標（自己目標）
メルボルン、台北、ブルガリア、全てレギュラーメンバーで

した。初めてのメルボルンから金メダル獲得する事が目標だっ
たので、今回４度目のトルコデフリンピックも以前と変わらず
金メダルを獲得する事が目標でした。経験者として過去のデフ
リンピックを通して、どうやったら金メダルを獲得できるか
色々考え、チームとして沢山練習する事や一人一人のコミュニ
ケーションとることが一番重要だと思いました。今回は私が最
年長であり、下の選手達に技術面やメンタル面など色々指導を
する立場です。経験者として以前よりもっと一人一人の意見を
しっかり聞き、フォローとアドバイスする事が大切だと思いま
した。

２．結果に対する評価
一人一人とコミュニケーションをとりながら、チームをまと

め、一つになることが出来ました。一人一人の意見を聞きなが
ら、アドバイスやフォローしたおかげでチーム全体がまとまる
ことができました。

３．今後の課題
今後のデフリンピックの新日本代表の合宿が近くであれば、

お手伝いしに行きたいと思っています。デフリンピックの知名
度をあげるには、もっと世の中に伝えていかなければなりませ
ん。今回は今までと違い、少しずつ知名度が上がっていますが、
まだまだパラリンピック程ではありません。越えるためにはど
うしたらよいか、今後も考えて行きたいと思います。

そして、以前から個人での講演会をしていましたが、これか
らはより多くの講演会を開き、デフリンピックの存在を以前よ
りもっとアピールしたいと思っています。未来の選手達に自己
負担をゼロにしたいです。
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①サムスン 2017 デフリンピック派遣の主なスケジュール

2015 年
　11月 15日	 連盟理事会
	 　日本選手団の編成にかかる指針を決定

2016 年
　１月 26日	 各競技団体候補選手・スタッフの名簿提出依頼
　２月～６月	 競技団体と選手選考基準についての面談
　７月９～ 10日	 連盟理事会・派遣委員会
	 　・危機管理体制 etc. 準備について
　７月 18日	 予備エントリー締め切り（団体競技、個人競技は人数）
　７月 16～ 23日	 第１回団長会議（サムスンにて）出席および下見
	 　→出発当日のトルコのクーデター発生により渡航取りやめ
　７月 30～ 31日	 スポーツ委員会
	 　・本部体制
	 　・下見検討
　７月 31日	 JPC強化研修会（派遣基準等について説明）
　８月 25日	 競技団体へ推薦選手・スタッフの名簿提出依頼
	 　・調査書
	 　・所属協会確認書
　９月 13日	 旅行会社決定
　９月 15～ 16日	 スポーツ委員会
	 　・今後のスケジュール
	 　・グッズ検討
　10月 18日	 ICSDからのデフリンピック招待状の受理
　10月 26～ 31日	 トルコ下見
	 　・サムスン会場視察
	 　・選手村およびホテルの視察
	 　・在トルコ日本大使館訪問、トルコろうスポーツ協会訪問
　11月 12日	 連盟理事会・派遣委員会
	 　・選手の推薦について
　12月４日	 JPC強化研修会（選考・派遣に関する説明および下見報告）
　12月 16日	 基本健康調査・使用薬物調書等の提出依頼
　12月 20日	 オージオグラムの提出依頼（新規選手）

2017 年
　２月４～５日	 スポーツ委員会
	 　・選手団役員について確認
	 　・選手・スタッフ推薦名簿確認
　２月 17～ 22日	 第２回団長会議（サムスンにて）出席
	 　・会場視察、組織委員会からの説明等
　３月 11日	 連盟理事会・派遣委員会
	 　・サムスンデフリンピック応援ソングの公認
	 　・選手・スタッフを内定
　　　　　　　　　　　　　　↓
	 　　競技団体へ内定選手・スタッフの名簿を送付
	 　　内定選手・スタッフへ内定通知を送付
	 　・企業へ協力依頼文書送付
	 　・ユニフォームサイズ確認
	 　・所属協会確認書
　３月末	 ICSDへオージオグラム提出（新規選手のみ）
　４月 10日	 ユニフォームサイズとりまとめ
　４月中旬	 基本健康調査・使用薬物調書のドクターチェック
　５月１日	 メディア登録申請締め切り
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　５月２～６日	 トルコ下見
	 　・サムスン会場視察・選手村視察
	 　・組織委員会と打ち合わせ
	 　・在トルコ日本大使館との打ち合わせ
　５月 16日	 臨時派遣委員会
	 　・選手、スタッフの正式決定
	 　・HPにて公表
	 　・競技団体及び選手・スタッフへ決定通知を送付
　５月 31日	 持ち込み薬物申請締め切り
　５月 31日	 VIP リストを組織委員会に提出
　６月１日	 理事会（選手・スタッフの正式決定→事後承認）
　６月 16日	 航空券発券
　６月 18日	 ファイナルエントリー締め切り
　６月 23～ 24日	 スポーツ委員会（現地体制、渡航スケジュール確認、マニュアルの確認）
　６月 25日	 本部会議・選手、スタッフへのオリエンテーション
　６月 28日	 秋篠宮同妃両殿下のご接見・壮行会
　７月８日	 理事会・派遣委員会
　７月 11日	 外務省への便宜供与願
　７月 14日	 日本選手団　サムスンへ出発
　７月 18日	 日本選手団結団式・開会式
　７月 30日	 日本選手団解団式・閉会式
　７月 31日	 日本選手団帰国　（成田到着は８月１日）
　８月 30日	 日本障がい者スポーツ協会特別表彰式
　８月 31日	 秋篠宮同妃両殿下のご接見・帰国報告会
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②日本選手団派遣に関わる公式行事・式典等の概要

１．本部会議・オリエンテーション

　１）日　時　2017 年６月 25日　10：00～ 12：00本部会議・13：30～ 16：30オリエンテーション
　２）場　所　第３ヒカリビル　６階　会議室（東京都新宿区）
　３）参加者　日本選手団競技スタッフ、本部スタッフほか　34名
　４）次　第
　　①団長あいさつ
　　②総監督よりサムスンデフリンピックについての説明
　　③大会総務より期間中の遵守事項、マニュアル等について説明
　　④渡航に関する説明
　　⑤メディカルスタッフより本部メディカル体制について

２．壮行会および記者会見

　１）日　時　2017 年６月 28日　13：00～ 15：00
　２）場　所　参議院議員会館　１階　101会議室
　３）参加者　日本選手団、ご来賓、約 100名
　４）次　第
　　【壮行会】
　　　①オープニングムービー
　　　②デフリンピック応援ソング『HERO』／HANDSIGN
　　　③主催者挨拶	 デフリンピック派遣委員会　委員長　石野富志三郎
　　　④激励挨拶	 内閣総理大臣　安倍晋三様（代読／内閣総理大臣補佐官　衛藤晟一様）
　　　⑤ご来賓挨拶	 東京オリンピック・パラリンピック担当大臣　丸川珠代様
　　　⑥ご来賓挨拶	 文部科学大臣政務官　田野瀬太道様
　　　⑦ご来賓挨拶	 スポーツ庁　長官　鈴木大地様
　　　⑧ご来賓挨拶	 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部長　堀江裕様
　　　⑨ご来賓挨拶	 駐日トルコ大使館　特命全権大使	アフメト・ビュレント・メリチ様
　　　⑩ご来賓挨拶	 障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟　
	 デフリンピック支援ワーキングチーム　座長　衛藤晟一様
　　　⑪ご来賓挨拶	 障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟　
	 デフリンピック支援ワーキングチーム　役員の皆さま
　　　⑫ご来賓挨拶	 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会会長　鳥原光憲様
　　　⑬団長挨拶	 団長　山根昭治
　　　⑭日本選手団紹介	 総監督　粟野達人
　　　⑮応援メッセージ	 ドリームサポーター　平野早矢香様
	 ドリームサポーター　吉田沙保里様（ビデオ）
	 ドリームサポーター　北澤豪様（ビデオ）
　　　⑯団旗授与	 石野委員長→団長→旗手（古島啓太／サッカー）
　　　⑰主将決意表明	 主将　早瀨久美（自転車）
　　　⑱謝辞	 団長　山根昭治
　　　⑲閉会

　　【記者会見】
　　　報道関係者 17社　
　　　①開会
　　　②委員長コメント
　　　③団長コメント
　　　④総監督コメント
　　　⑤主将コメント
　　　⑥質疑応答
　　　⑦フォトセッション
　　　⑧閉会
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３．結団式

　１）日　時　2017 年７月 18日　10：30～ 11：00
　２）場　所　選手村（Ondokuz	Mayis	University ／サムスン）講堂
　３）参加者　日本選手団、来賓　計約 100名
　４）次　第
　　　①オープニングムービー
　　　②開式通告
　　　③国歌斉唱
　　　④ご来賓挨拶	 障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟	
	 デフリンピック支援ワーキングチーム　事務次長　薬師寺みちよ様
　　　⑤ビデオメッセージ	 デフリンピック支援ワーキングチーム　衆議院議員　笠ひろふみ様
	 	 参議院議員　朝日健太郎様
	 	 衆議院議員　小松ゆたか様
	 	 参議院議員　今井絵理子様
	 	 参議院議員　松下新平様
	 	 衆議院議員　野田聖子様
　　　⑥ご来賓挨拶	 スポーツ庁　長官　鈴木大地様
　　　⑦ご来賓挨拶	 駐トルコ日本大使館　臨時代理大使　中村耕一郎様
　　　⑧日本選手団紹介	 総監督　粟野達人
　　　⑨団旗授与	 団長→総監督→主将
　　　⑩主将決意表明	 主将　早瀨久美（自転車）
　　　⑪旗手決意表明	 旗手　古島啓太（ビデオ）（サッカー）
　　　⑫閉式通告

４．解団式

　１）日　時　2017 年７月 30日　10：00～ 11：00
　２）場　所　選手村（Ondokuz	Mayis	University ／サムスン）講堂
　３）参加者　日本選手団　約 150名
　４）次　第
　　　①開式通告
　　　②団長挨拶　団長　山根昭治
　　　③成績発表　総監督　粟野達人
　　　④各競技チーム報告
　　　⑤団旗返還
　　　⑥主将挨拶　主将　早瀨久美（自転車）
　　　⑦旗手挨拶　旗手　古島啓太（サッカー）
　　　⑧閉式通告

５．帰国報告会及び記者会見

　１）日　時　2017 年８月 31日　13：00～ 15：00
　２）場　所　参議院議員会館　１階　101会議室
　３）参加者　日本選手団、来賓　計約 100名
　４）次　第
　　【帰国報告会】
　　　①オープニング	 デフリンピック応援ソング『HERO』／HANDSIGN
　　　②ムービー上映	 日本選手団
　　　③主催者挨拶	 デフリンピック派遣委員会　委員長　石野富志三郎
　　　④祝福挨拶	 内閣総理大臣　安倍晋三様（代読／内閣総理大臣補佐官　衛藤晟一様）
　　　⑤ご来賓挨拶	 東京オリンピック・パラリンピック担当大臣　鈴木俊一様
　　　⑥ご来賓挨拶	 文部科学大臣　林芳正様（代読／文部科学副大臣　水落敏栄様）
　　　⑦ご来賓挨拶	 スポーツ庁　長官　鈴木大地様
　　　⑧ご来賓挨拶	 厚生労働省　社会・援護局　障害保健福祉部長　宮嵜雅則様
　　　⑨ご来賓挨拶	 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会会長　鳥原光憲様
　　　⑩ご来賓挨拶	 障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟　
	 デフリンピック支援ワーキングチーム　座長　衛藤晟一様
　　　⑪ご来賓挨拶	 障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟　
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	 デフリンピック支援ワーキングチーム　役員の皆さま
　　　⑫ご来賓挨拶	 手話を広める知事の会　会長　平井伸治様（代読）
　　　⑬ご来賓挨拶	 全国手話言語市区長会　事務局長　泉房穂様
　　　⑭日本選手団総括	 団長　山根昭治
　　　⑮メダリスト報告	 藤原慧（水泳）・宇賀谷早紀（バレーボール）・山田真樹（陸上）
　　　⑯メッセージ	 ドリームサポーター　東尾理子様
　　　⑰主将挨拶	 主将　早瀨久美（自転車）
　　　⑱謝辞	 総監督　粟野達人
　　　⑲閉会
　　　⑳フォトセッション

　　【記者会見】
　　　報道関係者 13社　
　　　①開会
　　　②質疑応答
　　　③閉会

６．日本障がい者スポーツ協会による特別表彰式

　１）日　時　2017 年８月 30日（水）　14：00～ 15：00
　２）場　所　公益財団法人日本障がい者スポーツ協会　４階　大会議室
　３）参加者　公益財団法人日本障がい者スポーツ協会　
　　　　　　　　会長　　　　鳥原光憲氏
　　　　　　　　常務理事　　山田登志男氏
　　　　　　　　常務理事　　髙橋秀文氏
　　　　　　　第 23回夏季デフリンピック競技大会サムスン 2017 日本代表選手団
　　　　　　　　団長　　　　山根昭治
　　　　　　　　総監督　　　粟野達人
　　　　　　　　主将　　　　早瀨久美
　４）次　第
　　　①開式通告
　　　②登壇者紹介
　　　③公益財団法人日本障がい者スポーツ協会会長　挨拶
　　　④表彰状並びに副賞贈呈（協会会長→団長）
　　　⑤第 23回夏季デフリンピック競技大会サムスン 2017 日本代表選手団団長　謝辞
　　　⑥閉式通告
　　　⑦フォトセッション

７．文部科学大臣表彰（政府主催）

　１）日　時　2017 年 12月５日（火）　17：00～ 18：00
　２）場　所　八芳園「白鳳館」
　３）参加者　該当選手 71名（うち出席 60名）、該当指導者 12名（うち出席８名）、来賓、関係者　計約 100名
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バスケットボール競技 
 2015 年世界選手権大会に男子チーム・女子チームとも出場すること 
 男子チームは 2015 年 AP 地域予選を突破すること 
 女子チームは上記世界選手権大会においてベスト４に入ること 
 両方とも、選手推薦基準は日本デフバスケットボール協会の定めるところによる。 
 
卓球競技 
 2016 年開催予定の世界選手権大会でシングルス・ダブルスベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でシングルス・ダブルスベスト 2 の選手 
 以上の選手を日本ろうあ者卓球協会の管理する 2016 年度ランキングで上回る選手 
 
陸上競技 
 2016 年の世界選手権大会で決勝進出の選手 
 上記大会 4位記録又はソフィア 2013大会の 3位記録を超える公認記録を 2016年 9月から 2017
年 5 月までの間に出した選手 
 

オリエンテーリング競技 
 世界及び国内の公認大会で上位成績を持つ選手 
 
テニス競技 
 2014 年ドレセマエレ杯シングルス・ダブルス ベスト 4 の選手 
 2015 年の世界選手権大会でシングルス・ダブルス ベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でシングルス・ダブルスベスト 2 の選手 
 上記選手を ICSD テニス TD の定める 2016 年度ランキングで上回る選手 

 
ビーチバレーボール競技 
 2016 年開催予定の世界選手権大会ベスト 4 のペア選手 
 2016 年度もしくは 2017 年度初めまでに国内で 8 ペア以上による大会を実施し、その大会で優

勝したペア 
 
バドミントン競技 
 2015 年の世界選手権大会でシングルス・ダブルス  ベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でシングルス・ダブルスベスト 2 の選手 
 上記選手を日本ろう者バドミントン協会の管理する 2016 年度ランキングで上回る選手 

 
水泳競技 
 2015 年開催予定の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でベスト 2 の選手 
 2016 年開催予定の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 上記選手の記録を超える公認記録を 2016 年度中に出した選手 

選手推薦基準について 
高水準の競技に対応する準備ができていて、メダルの可能性がある競技者のみを｢トルコ・サムス

ン 2017｣に日本代表として派遣するために、各競技団体は次に示す推薦基準に基づいて選手の推薦

を行う。スタッフについては基準を特に設けないが、各々の役割において専門性を有していること

が求められる。 
各競技団体は推薦する選手・スタッフがデフリンピックの精神を認識し、かつデフリンピック大

会規則及び該当競技規則と世界アンチ・ドーピング規定について理解しており、日本選手団団員と

して責任ある行動をとることを保証しなければならない。 
ICSD 規約により、デフリンピックに参加する聴覚障害を持つ選手団員は ICSD 加盟団体の会員

でなければならない。新しく参加する選手は 2016・2017 年度において全日本ろうあ連盟会員でな

ければならない。前大会（ソフィア 2013）出場選手は、2014・2015・2016・2017 年度において全

日本ろうあ連盟会員でなければならない。 

 

 
サッカー競技 
 2016 年の世界選手権大会に男子チーム・女子チームとも出場すること 
 男子チームは 2015 年の AP 地域予選を突破すること 
 女子チームは上記世界選手権大会においてベスト４に入ること 
 両方とも、選手推薦基準は日本ろう者サッカー協会の定めるところによる。 
 
バレーボール競技 
 2016 年の世界選手権大会男子チーム・女子チームとも出場すること 
 両方とも上記世界選手権大会においてベスト４に入ること 
 両方とも、選手薦基準は日本デフバレーボール協会の定めるところによる。 

団 長：選手団を統括し、選手団を代表する。  
全日本ろうあ連盟理事・スポーツ委員会委員長  

総監督：団長の指示を受けて競技チームを統括する。 
全日本ろうあ連盟スポーツ委員会     

総 務：団長の指示を受けて本部を統括する。 
全日本ろうあ連盟スポーツ委員会   

手話通訳：本部での手話−日本語通訳を行う。 
トルコ語通訳：本部でのトルコ語−日本語通訳を行う。 
広 報：選手団の結団式から解団式まで、写真撮影ないしビデオ撮影を担当する。 
事務員：総務の指示を受けて、必要な業務を担当する。英語力ないし国際手話力が求められる。 

 アスレチックトレーナー：医師と連携して、競技チームのコンディショニング活動を支援する。手

話力は上級レベルであることが望ましい。 
医 師：アスレチックトレーナー・看護師と連携して、選手の体調管理を支援し、必要に応じて医

療処置を施す。手話力は上級レベルであることが望ましい。 
看護師：医師と連携して、看護活動を行う。手話力は上級レベルであることが望ましい。 
監 督：各競技チームを統括する。各競技の規則に熟知し、各競技の TD とコミュニケーションを

はかれていることが求められる。 
 

 
 

選手決定の手順について 
下記の選手推薦基準に従って各競技団体から 2016 年２月までに候補の推薦を行い、スポーツ委

員会で十分に審議した後、2017 年３月のデフリンピック派遣委員会において決定する。 
 

 

 
＜トルコ・サムスン 2017 日本選手団の編成にかかる指針＞ 

全日本ろうあ連盟スポーツ委員会 
2015 年 11 月 15 日策定 

 
はじめに 
第 23 回デフリンピック夏季大会（トルコ・サムスン 2017）に、 
(1)高水準の競技に対応する準備ができている競技者のみを派遣し、 
(2)競技者が持てる能力を最大限に引き出す環境を整えるために、 
全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会は日本選手団編成にかかる指針をここに策定し、全

日本ろうあ連盟 2015 年度第 3 回理事会承認後の 2015 年 11 月 15 日をもって発表する。この指針は

厚労省および文科省、日本パラリンピック委員会にあらためて報告されるほか、国民に広く公開さ

れるものである。 
各競技団体はこの指針をもとにトルコ・サムスン 2017 でメダルを競えるための選手強化及びチ

ーム編成準備を行う。 
 

選手団編成について 
競技上の様々な対応を迅速に行う指示系統の観点から、選手団編成は、団長、総監督、総務とし、

それぞれの任務は下記の通りにする。 

団長の任務は全日本ろうあ連盟の設ける派遣委員会によって委託された職務に加えて、国際ろう

者スポーツ委員会(ICSD)事務局、デフリンピック組織委員会(DCOC)事務局との連絡調整を行うこ

とになる。また、ICSD 総会に日本を代表して出席するため、その任務を全うできる立場である全

日本ろうあ連盟理事会から理事を配置する。 

 
 

③日本選手団の編成にかかる指針
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ボウリング競技 
 2015 年の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でベスト 2 の選手 
 上記選手を日本ろう者ボウリング連合の管理する 2016 年度ランキングなどで超える選手 
 
空手競技 
 2016 年開催予定の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でベスト 2 の選手 

 
柔道競技 
 2016 年開催予定の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でベスト 2 の選手 

 
自転車競技 
 2016 年開催予定の世界選手権大会でベスト 4 の選手 
 2015 年第 8 回アジア太平洋ろう者競技大会でベスト２の選手 

 
 

各競技チームのスタッフ 
①デフリンピックで定める各競技につき最低 1 名のスタッフを保証する。 
②選手 4 名毎に 1 名のスタッフを保証する。 
③スタッフにどの役割を振るかは各競技チームが決定する。ただし、監督とトレーナーを必ず置くこと。

尚、監督およびトレーナーは下記の条件を備えている事を条件とする。 
◎監督 
★ 国際競技大会に出場および監督経験を持ち、国際大会戦略に熟達していること。 
★ かつマネジメント及びコーチングについても一定の経験を有していること。 
★ デフリンピック大会規則及び該当競技規則に熟知していること。 
★ 代表選手団本部と連携できること。 
 
◎トレーナー 
★ 国際競技大会への帯同経験を持ち、選手のコンディショニングに熟達している事。 
 

④保証人数を超えるスタッフの配置を認めることもあるが、各競技協会が経費を負担することとする。 
 

以上 
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様式４（選手） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦選手候補　プロフィール①

ふりがな

選手氏名

開催年 競技 種目 記録 順位 参加者数

開催年 競技 種目 記録（決勝） 順位 参加者数

　　その他、特記事項を記入

大会名

大会名

予    想

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には
使用いたしません。

　　国内大会成績・記録

　　　メダル獲得予想

種　目

　　国際大会成績・記録
　　　デフリンピックの成績は全て記入してください。

（記入日　2016年　　　月　　　日）

競技名

様式3（選手） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦選手候補調査書

ICSDのID なし ・

氏　名

ふりがな

漢　字

ローマ字

出生地
都道
府県

市
郡

生年月日 （西暦） 年 月 日 歳

名前
ローマ字

年 月 日

旅券番号

等級

装具の使用

ふりがな

自宅最寄駅 線 駅

FAX

E-MAIL
（携帯）
E-MAIL
（PC）

〒

名称

〒

所属部署
（学年）

TEL

所属長名

会社名

送付先

TEL

緊急連絡先 連絡者氏名
連絡
先

性 名
性別

あり（NO.　　　　　　）

男

女

競技名／種目

（記入日２０１６年　　　　月　　　　日）

区
町村

（2016年9月30日現在）

国籍

補聴器使用　　　　　　　　　　人工内耳使用　　　　　　　　どちらも使用していない

障害者手帳情報 県名 手帳No.

パスポート

有　・　無

有効
期限

自宅へ電話したら、自分へ電話内容をつ
ないでくれる人がいる場合↓

　　JR　　　　私鉄

住民票のある住所
＊現住所と異なる場合は
必ず記入して下さい。

現住所

住所

※資料は原則選手本人宛に郵送します。選手が自分で会社に持っていき、説明してください。

５段階評価（５が最良）

5　　　４　　　３　　　２　　　１

〒

役職

該当の番号に○印

勤務先
（在籍学校

名）

所在地

役職

都道府県　　　　　　　　　　　　市区町村

　　　良い　　　　　　普通　　　　　できない

Reading & Writing（読み書き）

（本人との関係：　　　　）

出生地もしくは出身地
※主に育った地域を記入ください。

FAX

該当の番号に○印

語学力
（英語）

TEL･携帯･FAX･E-Mail（携帯）･E-Mail
（PC）

語学力
（手話）

日本の手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１

国際手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１

自宅電話

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目
的には使用いたしません。

派遣依頼
（必要な場

合
記入）

事務担当者名

５段階評価（５が最良）

様式2（団体） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦選手候補一覧表

競技名

選手候補が各競技における推薦基準をクリアしているかどうか、及び選手候補推薦をどのようにして行ったか等を記入ください。

候補順位 氏名

年齢
2016/
4/1現

在

所属ろうあ協会名
（中学生・高校生の場合は学校

名および学年も記載願いま
す。）

競技種目

【例】 新宿　三郎 15
●●県聴覚障害者協会
（●●県立●●聾学校
　　高等部１年生）

シングルス戦

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

印

競技団体名

推薦の理由
（指針にある条件を満たしているかどうか、

また、メダル・入賞の可能性を具体的に記入すること）

2015年世界デフ●●選手権（於●●）、シングルス戦にて銀メダル。
2016年世界デフ●●選手権（於●●）にも出場予定。日頃の練習への取
り組む姿勢や努力の成果が発揮され、これからの大会でもメダル獲得は間
違いないと考える。また、若手を引っ張りムードメーカーでもある彼は
チーム全体にとっても欠かせない存在である。

代表者名

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

（記入日２０１６年　　　　月　　　　日）

様式１（団体） 第23回夏季デフリンピック
競技団体調査書

氏名

役職

〒

FAX E-MAIL

はい いいえ

※第23回夏季デフリンピックに関する事務連絡や通知文書の発送先とさせていただきます。
確実に連絡が取れ、なおかつ、競技団体内の調整も行える方をご記載くださいますようお願いいたします。

要請があれば、上記内容を「全日本ろうあ連盟　デフリンピック専用ホームペー
ジ」へ掲載できる。

推薦選手選考委員会名簿がある。

選手・スタッフ推薦の根拠とした資料（当該国際スポーツ組織の参加制限＜出場
枠など＞、公式ランキング、公式記録など）があり、提出できる

責任者（役職・氏名・
押印）

事務局長名

電話をした時に、内容をつないでくれる人がいる場合は、電話番号記入→

第23回夏季デフリンピック（於トルコ・サムスン）推薦選手数

＜日本代表選手候補等選考基準について＞

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的に
は使用いたしません。

選手　　　　 名 スタッフ　　　　名

公表可能な推薦選手選考規定を作成している。

推薦選手選考基準または方針、推薦選手選考の日程を公表している。

当協会で定める選考基準は、以下のとおりです。

推薦人数

質問内容

以下、回答いたします。

競技団体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

（記入日２０１６年　　　　月　　　　日）

※デフリン
ピック
担当者

住所

④選手推薦等申請用紙
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様式８（スタッフ） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦スタッフ　プロフィール①

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

指導歴 年

　その他特記事項を記入

大会名参加年

取得年

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

備考

指導者・競技役員等
の資格

資格の内容

開催地 役職・役割等

競技団体内での役職

国際大会等の参加歴

スタッフ氏名

（記入日　2016年　　　月　　　日）

競技名ふりがな

様式７（スタッフ） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦スタッフ調査書

氏　名

ふりがな

漢　字

ローマ字

出生地
都道
府県

市
郡

生年月日 (西暦） 年 月 日 歳

名前
ローマ字

年 月 日

旅券番号

ふりがな

〒

TEL 番号

FAX ｱﾄﾞﾚｽ

E-Mail
（ＰＣ）

〒

等級

名称

〒

所属部署
（学年）

TEL

所属長名

会社名

送付先

TEL

緊急連絡先 連絡者氏名

携
帯
電
話

出生地もしくは出身地
※主に育った地域を記入ください。

都道府県　　　　　　　　　　　　市区町村

競技名／役職

（記入日2016年　　　　月　　　　日）

性 名
性別

男

女

区
町村

（2016年9月30日現在）

パスポート

有　・　無

有効
期限

国籍

住民票のある住所
＊現住所と異なる場合は

記入して下さい。

現住所

住所

障害者手帳情報 手帳No.

勤務先
（在籍学校

名）

所在地

役職

FAX

役職

※資料は原則スタッフ本人宛に郵送します。スタッフが自分で会社に持っていき、説
明してください。

（本人との関係：　　　　）
連絡先

TEL･携帯･FAX･E-Mail（携帯）･E-Mail
（PC）

事務担当者名

国際手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１ 該当の番号に○印

語学力
（英語）

　　　　良い　　　　　　普通　　　　　　できない

Listening & Speaking 5　　　４　　　３　　　２　　　１ 該当の番号に○印

派遣依頼
（必要な場

合
記入）

県名

Reading & Writing 5　　　４　　　３　　　２　　　１ ５段階評価（５が最良）

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

語学力
（手話）

日本の手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１ ５段階評価（５が最良）

様式６（団体） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦スタッフ一覧表

競技名

スタッフ候補が推薦基準をクリアしているかどうか、及びスタッフ候補推薦をどのようにして行ったか等を記入ください。

役職 氏名 性別 年齢 ※
健聴
・

ろう

ろうの場合
所属協会名

【例】 ○○　○○

監督

コーチ

トレーナー
※理由のほか

に、有資格を必
ず記入

通訳
※理由のほか

に、何の通訳か
必ず記入

スタッフ

スタッフ

※年齢は2016年9月30日現在

※私費によるスタッフを派遣したい場合、以下にご記入（役職含む）ください。

役職 氏名 性別 年齢 ※
健聴
・

ろう

ろうの場合
所属協会名

※年齢は2016年9月30日現在

印

2013年の第22回夏季デフリンピック（ブルガリア）でスタッフとして参
加。デフスポーツに対する幅広い見識を備え、選手への指導力も充分にあり、
監督に適任である。

有資格：

推薦の理由

（記入日2016年　　　　月　　　　日）

競技団体名

代表者名　

当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません

（　日本手話　・　国際手話　・　音声言語　）通訳

推薦の理由

様式５（選手） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦選手候補　プロフィール②

競技名

氏　名

①始めたきっか
けは？

②主な活動場所
は？

①ライバルは？
（国名や名前）

②目標は？

③あなたにとっ
てデフリンピッ
クとはなんです

か？

（記入日　2016年　　月　　　日）

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外
の目的には使用いたしません。

競技について

デフリンピックについて
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様式９（スタッフ） 第23回夏季デフリンピック
日本代表推薦スタッフプロフィール②

競技名

氏　名

①主な活動場所
は？

①ライバルは？
（国名や名前）

②目標は？

③あなたにとっ
てデフリンピッ
クとはなんです

か？

＊　当用紙に記載された内容は、第23回夏季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的に
は使用いたしません。

（記入日　2016年　　月　　日）

デフリンピックについて

競技について
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【様式1】 

選手記入 

 
本調査用紙・診断書は、公益財団法人日本体育協会作成の国体参加選手のメディカルチェック用診断用紙の一部を障がい者用に

改変して使用しております。提出された情報は、JPCでの選手強化に関する目的にのみ使用致します。 

基本健康調査用紙 

(2016/4/8) 

選手の皆様にお願いします。 
皆様の健康を守るための調査用紙なので、できる限り正確に記載して下さい。 

医師の診察を受ける前に、Q1～Q12までの質問にお答え下さい。 

 

選手氏名：                      性別：男・女 

生年月日：昭和・平成    年    月    日  年齢：   歳 

所 属：                     学年：   年生 

住 所：〒   －                          

                                   

電 話：   （   ）       Fax：   （    ）        

E-mail：(PC)                             

(携帯)                               

競技名：                    競 技 歴：   年 

クラス分け：         種目（階級・ポジション）：          

障がい名：《該当する障がい名に○をつけて下さい。また具体的な手帳の

障がい内容がわかれば（  ）内に記載して下さい》 

①肢体不自由（                         ） 

②視覚障がい（                         ） 

③聴覚障がい（                         ） 

④知的障がい（                         ） 

⑤内部障がい（心臓, じん臓, 呼吸器, ぼうこう･直腸, 小腸, 肝臓,  

免疫機能障がい, ペースメーカー使用） 

※以下については必ずご記入ください。 

障がいの原因となった傷病名：                    

障がいの原因となった傷病の発病（受傷）日：     年   月   日 

障がいの原因となった傷病の発病（受傷）時年齢：      歳 

障がいの原因となった傷病に関する手術歴：（有、無）  

有の場合 →      歳：［手術名…               ］ 

            歳：［手術名…               ］ 

            歳：［手術名…               ］ 

 連本第 160578 号 

2016 年 12 月 16 日 

第 23回夏季デフリンピック大会 

出場予定競技団体 各位 

参加予定スタッフ 各位 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会 

事務局長 山根昭治 

 

第 23 回デフリンピック大会（サムスン 2017）出場に伴う 

基本健康調査用紙および診断書の提出について 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、第 23回夏季デフリンピック（サムスン）大会に参加予定の役員・スタッフは、下

記の書類のご提出をお願いいたします。 

健康診断書については、最寄りのクリニックや病院にて受診の上、作成をお願いしてく

ださい。誠に申し訳ございませんが、診断書の作成にかかる費用は自己負担となりますこ

とをご了承くださいますようお願いいたします。この資料は現地において選手団の安全、

健康管理上、重要な書類であることをご理解ください。 

なお、帯同医師の内容チェックの結果、医師より指導が入る場合がありますことをご承

知頂けますようお願いいたします。 

記 
 
１ 提出書類 

１）健康診断書  

2016年７月１日以降に受けた健康診断書（職場等で実施したものも可）の

コピーを提出してください。７月１日以降に健康診断を受けていない場合

は、保健所などで健康診断を受けてください。 

診断項目は通常受けている物で問題ありません。（決まった様式はありませ

ん） 

 

 ２）様式３ コミュニケーション状況調査用紙 ※聴覚障害者スタッフ対象 

 

２ 提出方法 上記すべてを各競技団体にて取りまとめの上、郵送にて提出をお願いいた 

       します。 

 

３ 提出先   

 

 

 

 

 

４ 提出期限 2017年１月 31 日（火）必着 

以  上 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 スポーツ委員会 事務局 

〒162-0801 

東京都新宿区山吹町130 SKビル8F 

財団法人全日本ろうあ連盟本部事務所内 

TEL 03-3268-8847 FAX 03-3267-3445 

担当：岡安・加茂下（jfd-sc@jfd.or.jp） 

 

 

【書類作成の手順】 

 

手順１ 様式１「基本健康調査用紙」を選手本人が記入してください。 

    見本（サンプル）を参照してください。  

手順２ 記入済みの「基本健康調査用紙」と、様式２「診断書」を持って、最寄りのクリ

ニックや病院で医師の診断を受けてください。様式２「診断書」は医師に記入を

お願いしてください。 

    様式２には、受診した医療機関名・医師名の記入、捺印が必要です。 

手順３ 様式３「コミュニケーション状況調査用紙」、様式４「選手連絡票」、様式５「使

用薬物」、様式６「使用する可能性のある薬物」は選手本人が記入してください。 

手順４ 上記すべてがそろったら、競技団体担当者へ送ってください。 

手順５ 競技団体担当者は、まとめて、全日本ろうあ連盟スポーツ委員会宛てに郵送にて

送ってください。 

 

 

【派遣選手決定について】 

１、提出いただいた健康診断書および使用薬物調書について、第 23回デフリンピックの帯

同医および JPC 医科学委員会の医師にてチェックします。（２月～４月） 

２、派遣選手の内定は３月のデフリンピック派遣委員会にて行いますが、万一、最終的に

メディカルチェックの結果、医学的な見地から派遣することには問題があると判断さ

れた選手、役員については、診断結果を競技団体に報告し、競技団体の意向を確認し

ます。 

３、派遣までに改善の余地がある場合は対策をお願いします。対策不可能な場合は派遣内

定の取り消しも有り得ることをご了承ください。 

 

 連本第 160577 号 

2016 年 12 月 16 日 

第 23回夏季デフリンピック大会 

出場予定競技団体 各位 

出場予定選手 各位 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会 

事務局長 山根昭治 

 

第 23 回デフリンピック大会（サムスン 2017）出場に伴う 

基本健康調査用紙および診断書の提出について 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、第 23回夏季デフリンピック（サムスン）大会に出場するにあたり、健康診断およ

び使用薬物について下記の書類のご提出をお願いいたします。 

誠に申し訳ございませんが、診断書の作成にかかる費用は自己負担となりますことをご

了承くださいますようお願いいたします。また、記載漏れは一切認められません。この資

料は、現地において選手の安全、健康管理上、重要な書類であることをご理解ください。 

なお、帯同医師による内容チェックの結果、担当の医師より指導が入る場合があります

ことをご承知頂けますようお願いいたします。 

 

記 

１ 提出書類 

１）様式１   基本健康調査用紙（本人が記入） 記載漏れは認められません。 

２）様式２   医師診断書１・２（医師が記入）  

様式１を用いて診断を受け、医師が記入したものを提出してください。 

 ３）様式３   コミュニケーション状況調査用紙 

４）様式４   選手連絡票 

５）様式５   使用薬物 

６）様式６   使用する可能性のある薬物 

 

２ 提出方法   上記すべてを各競技団体にて取りまとめの上、郵送にて提出をお願い

いた 

         します。 

 

３ 提出先   

 

 

 

 

 

 

４ 提出期限 2017年１月 31 日（火）必着 

 

 

 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 スポーツ委員会 事務局 

〒162-0801 

東京都新宿区山吹町130 SKビル8F  

一般財団法人全日本ろうあ連盟本部事務所内 

TEL 03-3268-8847 FAX 03-3267-3445 

担当：岡安・加茂下（jfd-sc@jfd.or.jp） 

⑤健康調査票

― 131―

12_P121-140 参考資料.indd   131 2018/01/30   10:32:48



【様式1】 

選手記入 

 
本調査用紙・診断書は、公益財団法人日本体育協会作成の国体参加選手のメディカルチェック用診断用紙の一部を障がい者用に

改変して使用しております。提出された情報は、JPCでの選手強化に関する目的にのみ使用致します。 

4．眼 

1) 近視 (   ) 2) 乱視 (   ) 3) 視野異常 (   ) 

4) 眼鏡 (   ) 5) ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞ (   ) 6) 痛み (   ) 

7) かゆみ (   ) 8) めやに (   ) 9) 異物感 (   ) 

10) かわき (   )    

11) その他 内容：                            

 

5．耳 
1) 痛み (   ) 2) 耳だれ  (   ) 3) 耳鳴り (   ) 

4) めまい (   ) 5) 聴力障がい (   )   (   ) 

6) その他 (   ) 内容：                           

 

6．鼻 

1) 鼻水 (   ) 2) 鼻づまり (   ) 3) 鼻血 (   ) 

4) その他 (   ) 内容：                           

 

7．のど 

1) へんとう腺炎 (   ) 2) のどの痛み (   ) 3) しわがれ声 (   ) 

4) その他 (   ) 内容：                           

 

8．口腔 
1) 虫歯 (   ) 2) 歯痛 (   ) 3) 歯ぐきの出血 (   ) 

4) その他 (   ) 内容：                           

 
9．頸部 

1) リンパ節炎 (   ) 2) 甲状腺の腫れ (   ) 3) その他 (   ) 

4) その他 (   ) 内容：                           

 

10．呼吸器 

1) せき (   ) 2) たん (   ) 3) ぜんそく (   ) 

4) 呼吸困難 (   ) 5) 息切れ (   ) 6) 喀血 (   ) 

7) 過換気症候群 (   )       

8) その他 内容：                            
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Q3：自覚症状についての質問 

(  )内に"ない"場合には×印、"ある"場合には○印、わからない場合には？印を付けて下さい。 

 

1．全般 
 
1) 記憶が低下してきた (   )  2) 練習についていけない (   ) 
3) 練習がこなせない (   )  4) 楽にできた練習がきつくなった (   ) 

5) 練習意欲がわかない (   )  6) 疲れやすい    (   ) 

7) 疲労がたまっている (   )  8) 体がだるい (   ) 

9) 力が入らない (   )  10) たちくらみがひどい (   ) 

11) 風邪をひきやすい (   )  12) 体重の変動が大きい (   ) 

13) 体重が減少している (   )  14) 体重が増加している (   ) 

15) 寝付きがわるい (   )  16) 熟睡できない (   ) 

17) 早く目が覚める (   )  18) 朝起きるのがつらい   (   ) 

 

2．皮膚（右の身体図に問題のある場所に○印を付けて下さい） 

1) 褥瘡（治癒したものを含む） （  ） 

2) アトピー性皮膚炎 （  ） 

3) みずむし （  ） 

4) じんましん （  ） 

5) その他 （  ） 

褥瘡がある場合、以下を記入してください。 

状態：（  ）現在褥瘡がある 

   （  ）    年    月ごろ治癒  

 

3．頭部 

1) 外傷  （  ） 

2) 頭痛  （  ） 

3) その他  （  ） 
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Q1-3：これまでに練習中や試合中に意識を失ったことがありますか。 

ない・ある（   歳） 

 

Q2．現在の病気やケガについての質問 

Q2-1：現在、治療していたり、検査を受けている病気やケガ、障がいがありますか。 

ない・ある［病名・障がい名                     ］ 

     ［病名・障がい名                     ］ 

     ［病名・障がい名                     ］ 

 

Q2-2：普段使用している薬がありますか。 

ない 

ある：＜①常用（毎日使用）、②頓用（時々使用）、③常用＋頓用＞ 

 

Q2-3：普段使用している健康食品、栄養剤、ビタミン剤、滋養強壮剤（ドリンク剤）

などがありますか。 

ない 

ある（“ある”の場合は、下記に記入して下さい） 

    品   名        メーカー名    使用頻度  使用量／日 

                           （毎日・時々）       

                           （毎日・時々）       

                           （毎日・時々）       

 

Q2-4：現在、競技や練習の支障となる"ケガ"をしていますか。 

ない・ある 

※（“ある”の場合は、右の身体図にケガの場所が 

  わかるように○で印を付けて下さい。また 

  具体的なケガの内容がわかれば病名の記載も 

  お願いします） 
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今後、大会派遣時までの手術または入院の予定（有、無）  

有の場合詳細を記載：                         

                                   

                                   

                                    

Q1．障がいの原因となった傷病以外のこれまでの主な病気･ケガについての質問 

Q1-1：これまでに以下の病気をしたことがありますか。 
“ない”場合には(  )内に×印、“ある”場合には(  )内に○印を付け、その
ケガをした時の年齢を   部に記入、身体図にケガの場所に○を付けて下さ
い。 
 
1) 貧血 （  ）   歳 2) 喘息 （  ）   歳 
3) 高血圧 （  ）   歳 4)  心臓病 （  ）   歳 
5)  川崎病 （  ）   歳 6)  腎 炎 （  ）   歳 
7)  肝炎 （  ）   歳 8)  胃十二指腸潰瘍 （  ）   歳 
9)  てんかん （  ）   歳     
10)  その他 （  ）   歳 ［病名              ］  
  （  ）   歳 ［病名              ］  
11)  手 術 （  ）   歳 ［病名              ］  
  （  ）   歳 ［病名              ］  
  （  ）   歳 ［病名              ］  
  （  ）   歳 ［病名              ］  
12)  輸 血 （  ）   歳 ［病名              ］  
13)  薬物アレルギー ［薬物名                       ］ 
  ［薬物名                       ］ 
14)  食物アレルギー ［食品名                      ］ 
   ［食品名                     ］ 
            

Q1-2：これまでに 2 週間以上競技や練習の支
障となる “ケガ”をしたことがありま
すか。 

    ない・ある（   歳） 

“ある”場合には、右の身体図にケガの場所に

○を付けて下さい。 
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Q7. 女性の選手におたずねします 

Q7－1：初潮はありましたか： 

    1＝なし 2＝あり   歳  ヶ月、あるいは小学校  年生  月ごろ 

                         中学校  年生  月ごろ 

                         高 校  年生  月ごろ 

 

Q7－2：最終月経はいつでしたか： 

１．平成   年  月  日ごろ 

２．既に閉経（    歳頃） 

 

Q7－3：以下のいずれかに○印をして下さい（閉経されている方以外） 

    月経周期は ：1＝規則的 2＝不規則 3＝無月経（  年  月以来なし） 

    月経出血量は：1＝多い 2＝普通 3＝少ない 

    月経の痛みは：1＝ほとんどない 2＝痛みはあるが、日常生活に支障なし 

           3＝日常生活に支障あるが、薬は使用しない 

           4＝日常生活に著しく支障あり、薬を使用する 

               （薬剤名：                    ） 

           5＝寝込む 

 

Dr.メモ：どのように処置しているか、具体的に記入してください 
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Q5．家族の病気に関する質問 

Q5－1：両親兄弟・姉妹に、以下のような病気がありますか、一つ一つチェックして

下さい。 

□内に“ない”場合には×印、“ある”場合には○印と〔 〕内に誰であるかを記入して

下さい。 

1) 高血圧□ 〔   〕 2) 心臓病□ 〔   〕 3) 脳卒中□ 〔   〕 

4) 糖尿病□ 〔   〕 5) 痛 風□ 〔   〕 6) 結 核□ 〔   〕 

7) 肝 炎□ 〔   〕       

8) その他□ 病名：                            

 

Q5－2：両親兄弟・姉妹が以下のような病気で死亡していますか、一つ一つチェック

して下さい。 

□内に“ない”場合には×印、“ある”場合には○印と〔 〕内に誰が何歳の時

に死亡されたのかを記入して下さい。 
1) 突然死□ 〔  、 歳〕 2) 高血圧□ 〔  、 歳〕 

3) 心臓病□ 〔  、 歳〕 4) 脳卒中□ 〔  、 歳〕 

5) 糖尿病□ 〔  、 歳〕 6) 痛 風□ 〔  、 歳〕 

7) 結 核□ 〔  、 歳〕 8) 肝 炎□ 〔  、 歳〕 

9) その他□ 〔  、 歳〕 内容：                

備考：突然死とは、原因不明に急に（たとえば 24 時間以内）死亡すること。 

   痛風とは、血液中の尿酸値が高く、足の親指などの全身の関節が痛くなる 

病気です。 

 

Q6. 体重減量についての質問 

Q6－1：競技に際して体重減量はありますか： 

      1＝なし 2＝あり 減量前体重   kg、目標体重   kg 

Q6－2：上の質問で“あり”の場合 

    スムーズに減量できますか：1＝はい 2＝いいえ 

選手のメモ： サウナ、食事量を極端に減らすなど、その具体的減量方法を記入して

下さい 
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17．運動器（右の身体図に問題のある場所に○印を付け、対応する問題と線で結ん

で下さい） 
 
 

1) 痙性 (    ) 

2) 不随運動 (    ) 

3) 拘縮・変形 (    ) 

4) 切断 (    ) 

5) 筋肉痛 (    ) 

6) 関節痛 (    ) 

7) 骨折 (    ) 

8) 脱臼 (    ) 

9) 捻挫 (    ) 

10) 肉離れ (    ) 

11) その他 (    ) 

 

 

 

 

 

Q4．現在のコンディションについての質問 

以下、いずれかに○印を付けて下さい。 

練習意欲  ：1＝旺盛 2＝普通 3＝なし 4＝全くなし 

睡眠      ：1＝良好 2＝普通 3＝不良 

食欲      ：1＝旺盛 2＝普通 3＝低下 

便通      ：1＝良い 2＝便秘（1 回／  日） 3＝下痢（  回／1 日） 

全般的体調：1＝極めて良い 2＝良い 3＝普通 4＝悪い 5＝最悪 

 

選手のメモ：コンディションが悪い場合には、最近のトレーニング量が非常に多い、

風邪をひいているなど思い当たる理由を記して下さい 
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11．循環器 

1) どうき (   ) 2) 胸痛 (   ) 3) むくみ (   ) 

4) 心雑音 (   ) 5) 不整脈 (   ) 6) 高血圧 (   ) 

7) その他 内容：                            

 
12．血管系 

1) 静脈瘤 (   ) 2) 静脈炎 (   ) 3) 血行障がい (   ) 

4) その他 内容：                            

 

13．消化器系 

1) 吐き気 (   ) 2) 嘔吐 (   ) 3) 胸やけ (   ) 

4) 消化不良 (   ) 5) 食欲不振 (   ) 6) 下痢 (   ) 

7) 便秘 (   ) 8) 腹痛 (   ) 9) 黄だん (   ) 

10) 痔 (   ) 11) その他（内容）：               

11) その他 内容：                            

 

14．泌尿器 

1) 頻尿 (   ) 2) 排尿痛 (   ) 3) 血尿 (   ) 

4) 尿が濁りやすい (   ) 5) 結石 (   ) 6) 蛋白尿 (   ) 

7) 糖尿 (   )       

8) その他 内容：                            

 

15．血液 

1) 貧血 (   ) 2) 出血傾向 (   )    

3) その他 内容：                            

 

16．神経系 

1) けいれん (   ) 2) てんかん (   ) 3) めまい (   ) 

4) 知覚障がい (   ) 5) 失神 (   ) 6) 意識障がい (   ) 

7) 運動障がい (   ) 8) 記憶障がい (   )    

9) その他 内容：                            
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Q12．排便方法について 

現在の排便方法についてお答え下さい。 

 1：自己排便可能 

  1a：障がいなし。 

  1b：自己排便可能であるが、内服薬物使用 

  1c：自己排便可能であるが、座薬使用 

  1d：特殊な器具などが必要 

    （必要なもの：                     ） 

  1d：特殊な設備や便器などが必要 

    （必要なもの：                     ） 

 2：排便障がいがあり、何らかの介助が必要 

   2a：介助者は誰でも良い。 

  2b：規定の介助者が必要 

  2c：医療関係者の介助が必要 

  2d：その他（         ） 
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Q10．移動能力について 

現在の移動能力についてお答え下さい。 

 1：屋外歩行自立 

  1a：歩行補助具（杖、装具、義足など）の使用なし 

  1b：歩行補助具（杖、装具、義足など）を使用  

 2：屋内歩行自立 

  2a：歩行補助具（杖、装具、義足など）の使用なし 

  2b：歩行補助具（杖、装具、義足など）を使用 

 3：介助歩行 

  3a：屋外介助歩行 

  3b：屋内介助歩行 

 4：車いす使用 

  4a：普通型車いす駆動自立 

  4b：車いす移動介助 

  4c：電動車いす 

 5：その他（                             ） 

 

Q11．排尿方法について 

現在の排尿方法についてお答え下さい。 

 1：自排尿可能 

  1a：排尿障がいなく、正常排尿 

  1b：自排尿可能であるが、一部症状あり薬物使用中 

 2：排尿障がいあり、何らかの補助的排尿方法を用いている 

   2a：収尿器使用 

  2b：カテーテル使用 

   2b-1：留置カテーテル（膀胱瘻も含め） 

   2b-2：自己導尿 

  2c：集尿器、自己導尿の組み合わせ 

  2d：その他（内容：                        ） 

※ 自己導尿を行っている場合、使用しているカテーテル消毒液の名称がわかれば、

該当するものに○をつけて下さい。 

［ ① グリセリンBC液、② ハイアミン・グリセリン液、③ イソジン・グリセリン

液、④ ザルコニン液 10○R 単体、⑤ オスバン 10％○R 単体、⑥ ハイアミン液○R 単

体、⑦ 滅菌オリーブ油、⑧ その他（名称：          ）、⑨ 不明 ］ 
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Q8-5：最近（この半年間）の生活で、「そうだな」と思い当たる項目の番号に○印

をして下さい。 

   １．眠れない 

   ２．食欲がない 

３．頭が痛い 

   ４．肩がこる 

   ５．疲れがとれない 

   ６．からだがだるい 

   ７．めまいがする 

   ８．おなかが張る 

 

Q8-6：これまで競技を継続していた中で、専門家による心理サポートや相談が必要

と感じたことがありますか。 

     1：ない 2：ある 

 

Q8-7：“ある”場合はどのようなサポートが必要であったかを具体的にお答え下さ

い。 

 ※例えば、①競技力向上につながるメンタルトレーニングの指導 

      ②競技と仕事や学業の両立の事で問題を感じ、他の人にアドバイスを

して欲しかった事など 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

Q9．練習頻度について 

過去６ヶ月間の平均練習頻度についてお答え下さい。 

    1：週 3 回以上  2：週 1～2 回程度  3：月 1～2 回程度  4：月 1 回未満 
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Q8．心理面について（競技活動では、こころとからだが連動して実力を発揮します） 

 

Q8-1：競技の場面で心理的問題（課題）を感じたことがありますか。 

   1：ない 2：ある 

 

Q8-2：“ある”場合に○をつけた方は、下記の事項にお答え下さい。 

   １．「その時に専門家が身近にいましたか？」→「いた」「いない」 

２．「その時に専門家に相談しましたか？」 →「した」「しない」 

 

Q8-3：“ある”場合はどのような内容であるかを具体的に答えて下さい。また、そ

の時にどのように解決したのかも書いて下さい。 

 ※例えば、競技場面であがってしまい本来の実力がだせなかった など 

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

Q8-4：最近（この半年間）の生活で、「そうだな」と思い当たる項目の番号に○印 

をして下さい。 

   １．落ち着かない 

２．集中できない 

３．ゆううつだ 

   ４．イライラする 

５．やる気がでない 

６．何に対しても興味がもてない 
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当用紙に記載された事項は、アンチ・ドーピング活動に関する連絡調整に使用いたします。

記載日：平成　　　　年　　　月　　　日

フリガナ 年　齢

選手氏名 　　　　　歳

性　別 男　・　女 生年月日
昭
・
平

競技名

住　所

障害内容
（あれば合併症）

電話番号 携帯電話 FAX番号

PC mail

携帯 mail

職場名称
職場

電話番号

日中連絡が
取れる電話番号

代理人氏名
選手との

関係

代理人住所

代理人
電話番号

代理人
携帯番号

【アンケート】以下質問します。いづれかに必ず✔を入れてください。

①過去６か月以内にアンチドーピング部会で薬物調書のチェックを　　□受けた　　□受けていない

②過去６か月以内にアンチドーピング機構でTUE申請が受理されて　　□いる　　  □いない

※　アンチ・ドーピング部会からの連絡は、勤務の都合上、可能な限りメール連絡をさせていただいています。

　 　PC・携帯メールが使用できる選手は、メールアドレスをご記入ください。

　
　〒

障害上の理由などにより、代理人を通じて連絡を取りたい場合は以下にご記入ください。

その他、連絡方法等、連絡を差し上げる際に気をつけてほしいことがあればご記入ください。

 〒 

代理人
FAX番号

代理人
E-mail

クラス
ポイント

ポジション

選　手　連　絡　票 

　
　年（西暦　　　年）　　月　　日

　

お問い合わせは…
〒108-8329 東京都港区三田1－4－3

国際医療福祉大学三田病院 リハビリテーション科

草野 修輔（日本障害者スポーツ協会医学委員会 アンチ・ドーピング部会長）
Tel : 03-3451-8121  Fax : 03-3454-0067
E－mail : shukusano@iuhw.ac.jp

【様式３】 
選手・聴覚障害者スタッフ記入 

 
＊ この質問用紙は「第 23 回夏季デフリンピック大会（2017 サムスン）」派遣にあたり、一般財団法人全日本ろうあ連盟スポーツ委

員会が作成しました。 

 

基本健康調査用紙＊別紙：コミュニケーションについて 

※この用紙は「基本健康調査用紙」と一緒に「全日本ろうあ連盟スポーツ委員会」へ提出

してください。 

 

選手氏名：                      性別：男・女 

生年月日：昭和・平成    年    月    日  年齢：   歳 

 

(1)あなたは普段、聞こえる人に自分の話したい内容をどんな方法で伝えますか。 

手話     筆談     音声     複数の方法（   と   ） 

 

その他の方法（                            ） 

 

（２）あなたは普段、（手話のできない）聞こえる人から話しかけられる内容を、どんな方

法で理解していますか 

 筆談   口の形   音声   複数の方法（    と    ） 

 

その他の方法（                            ） 

 

（３）あなたは病院で診療を受けるときに、手話通訳を利用していますか。 

   いつも利用する    状況によっては利用する    利用しない 

 

（４）あなたは「自分の病気」や「体調」について医師と話すとき、手話通訳に居てほし

いですか。 

いて欲しい    どちらでもいい    状況による    いてほしくない 

 

(５)あなたは医師が話す重要な点については紙にメモして欲しいですか。 

  メモを渡してほしい    メモは必要ない    自分でメモをしたい 

 

(６)あなたは、診療を受けるときに、手話通訳や筆談の他に、どのような配慮を希望しま

すか。自由に書いてください。 

例）マスクを外してほしい（口を見せてほしい）、途中で確認を入れてほしいなど 

 

 

(６)あなたは高熱や嘔吐、めまいなどで具合がとても悪いときに、どんな方法で話しかけ

て欲しいですか。 

 手話     筆談     音声     複数の方法（   と   ） 

 その他の方法（                         ） 

【様式２】 

医師記入 

 
＊ 本調査用紙・診断書は、公益財団法人日本体育協会作成の国体参加選手のメディカルチェック用診断用紙の一部を障がい者用に改変して使用し

ております（2014年 2月 29日現在）。提出された情報は、JPCでの選手強化に関する目的にのみ使用致します。 

 

 

診断書（２）（医師記入のこと） 

 

氏名：               ；生年月日：昭・平  年  月  日  

 

 
※ その他、原疾患と合併症について御記載下さい。特に、選手の障がい内容や合併症などに応じ

て前頁検査項目以外の検査を施行されましたら、その結果の記載をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

※褥瘡がある場合、以下をご記入ください。 

状態： （  ）現在褥瘡がある 

  （  ）    年    月ごろ治癒 

予防策（除圧・クッション使用等）：                              

＊その他、必要な項目について記載をお願いします。 

 

 ご診断に基づき、以下の２点について適否のご意見をお願いいたします。海外渡航、大会参加

の最終決定については、協会の医学委員会が行い、その責任を負います。ご判断に迷われること

もあるかも知れませんが、率直なご意見をお願い致します。 

① 選手の海外渡航について   適  ・  不適 （いずれかに○） 

② スポーツ選手としての大会参加  適  ・  不適 （いずれかに○） 

 

上記についてのコメント 

（上記①②について、不適とされた場合には、その理由等をご記入下さい） 

 

 

 

 

 

 

        年   月   日     医療機関名・住所・電話番号（可能なら連絡可能な Email 

      アドレス） 

 

 

医師名：                   印 

【様式２】 

医師記入 

 
＊ 本調査用紙・診断書は、公益財団法人日本体育協会作成の国体参加選手のメディカルチェック用診断用紙の一部を障がい者用に改変して使用し

ております（2014年 2月 29日現在）。提出された情報は、JPCでの選手強化に関する目的にのみ使用致します。 

 

診断書（１）（医師記入のこと） 

 

氏名：              ； 生年月日：昭・平  年  月  日   

＜現症＞ 

身長：    cm  体重：    Kg 体温：     ℃ 脈拍：   拍／分   

血圧：   ／   mmHg 

理学的所見（必要に応じて右の身体図を利用して下さい） 

    異常所見の有無      異常所見の内容 

顔面 なし あり                

口腔  なし あり                

頸部  なし あり                

胸部  なし あり                

腹部  なし あり                

四肢  なし あり                

＜臨床検査所見＞ 

心電図検査 所見： 精査の必要（無 ・ 有） 

胸部 X 線 所見： 精査の必要（無 ・ 有） 

肺機能検査 

所見：  

 呼吸機能検査（スパイロメトリー）結果（プリントアウトされたデータ）を

併せてご提出ください 

精査の必要（無 ・ 有） 

尿 検 査 蛋白 (   ) 糖 (   ) 潜血 (   )  

血液検査 
赤血球 (   ) ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ (   ) ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ (   ) 白血球 (   ) 

血小板 (   ) MCV (   ) MCH (   ) MCHC (   ) 

生化学検査 

AST（GOT） (   ) ALT（GPT） (   ) γ-GTP (   ) ALP (   ) 

LAP (   ) コリンエステ

ラーゼ (   ) CK (   ) 中性脂肪 (   ) 

HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ (   ) LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ (   ) 総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ (   ) 総蛋白 (   ) 

アルブミン (   ) 尿素窒素 (   ) クレアチニン (   ) 尿酸値 (   ) 

血清鉄 (   ) 空腹時血糖値 (   ) HbA1c 
(NGSP) (   ) CRP (   ) 

フェリチン (   ) Na (   ) K (   ) Cl (   ) 

Ca (   ) P (   )    (   ) 

その他先生が重要と考えられる検査所見 （              ） 

※異常値について、貴施設での正常値より低値の場合は↓、高値の場合は↑を付記して下さい。［例：AST(68↑)］ 

コメント備考欄 

 

 

       年   月   日     医療機関名・住所・電話番号 

 

                              医師名：                   印 
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【様式６】 

選手記入 
 

使用する可能性のある薬物についての調査書 

 

ふりがな 

氏 名 
 

競 技  

 

 

現在使用している薬品とは別に、国内外の大会・合宿などに参加する時に携行する可能性の

ある薬品の中で、調査を依頼したいものについてご記入下さい（内服、吸入、点耳、点鼻、点

眼、塗布、湿布、注射、座薬等あらゆる薬品が対象となります）。 

 

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

薬品名  

 

【様式５】 

選手記入 

 

使用薬物についての調査書 

 

欄が不足する場合はコピーしてお使い下さい（２枚以上になる場合は番号をつけて下さい） 

ふりがな 

氏  名 

 

競  技  

 

調査を依頼したい薬品についてご記入ください（内服、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿

布、注射※、座薬等、あらゆる薬品が対象となります）。 

例：薬品名 SM 散 

例：使用量（1 日 or 1 回） 3g（１日） 

例：使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

例：使用理由 消化を助けるため。 

薬品名  

使用量（１日 or １回）  

使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

理由  

薬品名  

使用量（１日 or １回）  

使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

理由  

薬品名  

使用量（１日 or １回）  

使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

理由  

薬品名  

使用量（１日 or １回）  

使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

理由  

薬品名  

使用量（１日 or １回）  

使用方法（○を） 内服（常用・頓用）、吸入、点耳、点鼻、点眼、塗布、湿布、注射、座薬 

理由  

 

※注…注射での薬物使用の場合には、関節内注射か筋肉内注射かの別についてもお書き下さい。 
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連本第 160586号 

2016年 12月吉日 

 

担 当 医 師  様 

東京都新宿区山吹町 130 SKビル８階 

TEL 03(3268)8847 FAX 03(3267)3445 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会 

事務局長 山根 昭治 

 

第 23 回夏季冬季デフリンピック（於トルコ） 

聴力検査のご協力依頼 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

2017年7月18日～7月30日まで第23回夏季デフリンピックがトルコ/サムスンにて開催されます。

当委員会では標記大会へ代表選手を派遣する予定であります。 

 標記大会のような国際ろう者スポーツ委員会（International Committee of Sports for the Deaf）

公認の競技大会（夏季/冬季デフリンピック、世界選手権大会、地域の選手権大会を含む）では、聴

力検査票の提出が義務づけられております。大会参加には選手の「良耳の平均聴力レベル（PTA）が 55dB

以上の聴覚障害を有する（500, 1000, 2000 ヘルツの三つの純音平均聴力レベル、気導、ISO1969基準）ろ

う者であること」が条件となります。そのため医師の診断が求められていますので、聴力検査の実施

をお願い申し上げます。検査結果を所定用紙にご記入のうえ選手にお渡しくださいますよう宜しくお

願いいたします。 

又、《見本》を別紙の通り用意いたしましたので、ご参考になさってください。 

 

＜検査内容＞ 

それぞれの耳について下記検査内容のご記入をお願い致します。 

1. 気導  2. 骨導  3. ティンパノグラム 4.耳小骨筋反射（直訳すると音響的反射となりま

すが、日本では耳小骨筋反射か、アブミ骨筋反射という。英語の別名をstapedius reflex。) 

＜参  考＞ 

● 聴力検査表（見本） 

● 国際ろうスポーツ委員会公式ホームページ http://www.deaflympics.com/ 

● オーディオグラムに関する規則（和訳） 

http://www.jfd.or.jp/deaflympics/icsd/audiogram-regulations.php 

以 上 

（お問い合わせ） 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会事務局  

 〒162-0801 東京都新宿区山吹町 130 SK ビル８F 

TEL 03-3268-8847 FAX 03-3267-3445 

担当：岡安・加茂下（jfd-sc@jfd.or.jp） 

02-医師宛依頼文書 

03-記入見本 

04-聴力検査票記載時の注意事項 

   

  （注）医療機関によっては全項目の検査ができない場合もありますので、検査に行く前 

に病院へ検査ができるかどうか確認をしてください。 

 

【提出物】 

・聴力検査票 

・病院の検査機器から出力された結果のコピー 

 

【提出〆切】2017年 1月 31日（火）厳守 

※競技団体にて取りまとめの上、当事務局へご提出願います。 

 

 

【提出先】(一財)全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会 事務局 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 130 ＳＫビル 8階 

ＴＥＬ 03-3268-8847 ＦＡＸ 03-3267-3445 

担 当 岡安・加茂下（jfd-sc@jfd.or.jp） 

以 上 

連本第 160585号 

2016年 12月 20日 

第 23回夏季デフリンピック大会 

出場予定競技団体 各位 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会 

事務局長 山根昭治 

 

第 23回夏季デフリンピック 

新規選手の聴力検査票の提出について（依頼） 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

第 23回夏季デフリンピック（於トルコ）に出場するにあたって、ICSD から出場資格に関

する規程が発表されています。その中に下記のとおり、聴力に関する規程が定められており

ます。 

この条件に適っていることを証明するためにこれまでにＩＣＳＤ公認国際大会に出場し

たことのない選手は聴力検査票の提出が必要となります。 

つきましては、医療機関にて聴力検査を受けＩＣＳＤの定める聴力検査票に結果を記入し

てもらうよう各団体で指導をお願い致します。 

 

 

記 

 
１．聴力検査票 

以前にご連絡している通り、用紙が変わっています。必ず、ＩＣＳＤのウェブサイトから、

氏名・大会名等必要事項を入力したものをプリントアウトしてご使用ください。 

ＩＣＳＤは完璧に検査がなされたものでも旧書式へ記載された聴力検査表は受け取りませ

ん。 

【ＩＣＳＤウェブサイト－聴力検査用紙】 

http://www.deaflympics.com/audiogramform.asp 

 

２．氏名変更のあった方について 

アジア大会、デフリンピック等に出場経験のある選手で、婚姻等により氏名変更のあった

場合は、旧姓でのパスポート《写真付きのページ》と現在のパスポートのコピーをお送り

ください。（聴力検査票の提出は不要です） 

 

【添付資料】病院へ 02,03,04の資料を提出してください。 

01－ＩＣＳＤ/聴力検査票の入力画面 

⑥聴力検査票
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参加国・地域数 選手数 選手 役員 計 金 銀 銅

1 オーストリア ゼーフェクト 1949年1月26日～1月30日 5 33

2 ノルウェー オスロ 1953年2月20日～2月24日 6 44

3 西ドイツ オーベルアンメルガウ 1955年2月10日～2月13日 8 59

4 スイス モンタナヴェルマラ 1959年1月27日～1月31日 9 53

5 スウェ-デン オーレ 1963年3月12日～3月16日 9 60

6 西ドイツ ベルヒスガ－デン 1967年2月20日～2月25日 12 77 2 3 5 0 0 0

7 スイス アーデルボーデン 1971年1月25日～1月29日 13 92

8 アメリカ レイクプラシッド 1975年2月2日～2月8日 13 139 10 3 13 0 0 0

9 フランス メリベル 1979年1月21日～1月27日 14 113 8 5 13 0 0 0

10 イタリア マドンナ 1983年1月16日～1月23日 15 147 9 6 15 0 0 0

11 ノルウェー オスロ 1987年2月7日～2月14日 15 129 10 4 14 0 0 0

12 カナダ バンフ 1991年3月2日～3月9日 16 181 9 6 15 0 0 0

13 フィンランド ユッラス 1995年3月13日～3月19日 18 258 9 5 14 0 0 0

14 スイス ダボス 1999年3月8日～3月14日 18 265 10 5 15 0 1 1

15 スウェ-デン スンツバル 2003年2月28日～3月8日 21 247 14 15 29 2 0 0

16 アメリカ ソルトレークシティ 2007年2月3日～2月10日 23 298 17 22 39 3 0 1

17 スロバキア ハイタトラス 2011年2月10日～2月20日 中止 中止

18 ロシア ハンティ－マンシスク 2015年3月28日～４月５日　 27 336 22 26 48 3 1 1

冬季デフリンピック開催地一覧

日本選手団成績
回数 開催国 開催都市

（不参加）

日本選手団派遣
開催期間

大　会　規　模

⑦デフリンピック開催地一覧

参加国・地域数 選手数 選手 役員 計 金 銀 銅

8419日71月8～日01月8年4291リパスンラフ1

2 オランダ アムステルダム 1928年8月18日～8月26日 10 212

3 西ドイツ ニュルンベルグ 1931年8月19日～8月23日 14 316

12221日42月8～日71月8年5391ンドンロスリギイ4

5 スウェ-デン ストックホルム 1939年8月24日～8月27日 13 250

6 デンマーク コペンハーゲン 1949年8月12日～8月16日 14 391

7 ベルギー ブリュッセル 1953年8月15日～8月19日 16 473

53652日03月8～日52月8年7591ノラミアリタイ8

9 フィンランド ヘルシンキ 1961年8月6日～8月10日 24 613

10 アメリカ ワシントン 1965年6月27日～7月3日 27 687 7 4 11 0 1 1

11 ユーゴスラビア ベオグラード 1969年8月9日～8月16日 33 1189 9 4 13 0 4 0

0243149611113日82月7～日12月7年3791メルマンデ-ェウス21

13 ルーマニア ブカレスト 1977年7月17日～7月27日 32 1150 17 8 25 5 2 0

247541133891123日1月8～日32月7年1891ンルケツイド西41

15 アメリカ ロサンゼルス 1985年7月10日～7月20日 29 995 52 15 77 8 5 2

16 ニュージ-ランド クライストチャーチ 1989年1月7日～1月17日 30 955 40 16 56 7 3 4

574453114976125日2月8～日42月7年3991アィフソアリガルブ71

18 デンマーク コペンハーゲン 1997年7月13日～7月26日 65 2028 44 14 58 6 1 1

5501686206802276日1月8～日22月7年1002マーロアリタイ91

17353133201830236日61～日5月1年5002ンルボルメアリラトスーオ02

96544209451394277日51～日5月9年9002北台湾台12

901291207941117238日4月8～日62月７年3102アィフソアリガルブ22

219677196801958268日03月7～日81月7年７102ンスムサコルト32

夏季デフリンピック開催地一覧

回数 開催国 開催都市 開催期間
日本代表団成績日本代表団派遣大　会　規　模

― 140―

12_P121-140 参考資料.indd   140 2018/01/30   10:32:52



マニュアル

13_トビラ-マニュアル.indd   1 2018/01/30   10:35:05



13_トビラ-マニュアル.indd   2 2018/01/30   10:35:05



7/14,16,17,19,20,21



― 141―

14_P141-166 マニュアル.indd   141 2018/01/30   10:41:49





7/25



7/15



― 142―

14_P141-166 マニュアル.indd   142 2018/01/30   10:41:49



X
 

1



 



  
      

       
        





― 143―

14_P141-166 マニュアル.indd   143 2018/01/30   10:41:49



14

1

( )

11

International Terminal

200 50
250 ( )(2 250 )

(1 = 28cc)
1 760cc 3

X

13

X
100 1

30

( )

1

( 2 / 3 158 / 23kg )
( 1 / 23 40 55 / 8kg )

/

( )

7 31

12

Domestic Terminal

Domestic Terminal

Domestic Terminal
10

30

11

― 144―

14_P141-166 マニュアル.indd   144 2018/01/30   10:41:50



18

サ
ム
ス
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

サ
ム
ス
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

サ
ビ
ハ
ギ
ョ
ク
チ
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

ア
タ
ト
ュ
ル
ク

17

16

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

サ
ム
ス
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

サ
ム
ス
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

サ
ム
ス
ン

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

15

― 145―

14_P141-166 マニュアル.indd   145 2018/01/30   10:41:50



İ

22

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

10.5 10.7 11.8 15.3 19.0 23.3 26.2 26.7 23.6 20.2 16.7 13.0

3.9 3.7 4.4 7.8 12.0 15.9 18.8 19.2 16.2 12.7 9.2 6.2

mm 69.7 60.2 64.7 57.9 46.7 44.6 33.2 32.9 55.9 79.0 84.4 79.0

13.4 13.8 15.2 13.4 12.8 9.0 5.9 6.4 9.4 11.6 12.0 12.9

21

20

－

19

― 146―

14_P141-166 マニュアル.indd   146 2018/01/30   10:41:51



－

－

－ －

－
－ －

26

M
AP

25

2423

― 147―

14_P141-166 マニュアル.indd   147 2018/01/30   10:41:51



3029

28

－

－

－

－

27

― 148―

14_P141-166 マニュアル.indd   148 2018/01/30   10:41:51



3433

3231

― 149―

14_P141-166 マニュアル.indd   149 2018/01/30   10:41:52



38

İ

ş ş İ

İ

37

ğ

ğ
ğ

ğ ş

ğ ğ

ğ
ğ ş

36

Ş ş

35

－

― 150―

14_P141-166 マニュアル.indd   150 2018/01/30   10:41:52



4241

90ml

DCO

7
7

2

10
2 JADA

JPC JADA
JPC

4039

İ Ş ş İ

İ ş İ

ğ ş
İ

İ ğ ğ
İ

ş ğ
ş İ

― 151―

14_P141-166 マニュアル.indd   151 2018/01/30   10:41:52



4645

4443

― 152―

14_P141-166 マニュアル.indd   152 2018/01/30   10:41:53



－ －

90-530-222-5267
Mail jfd-sc@jfd.or.jp

90-533-202-1741
Mail

90-533-208-9603
Mail

90-533-393-5397
Mail

90-530-222-5271
Mail

90-533-208-9649
Mail

90-533-208-9614
Mail

90-533-208-9663
Mail

90-533-491-9996
Mail

90-533-208-9662
Mail

90-533-491-9995
Mail

90-533-208-9607
Mail

90-533-208-9609
Mail

90-533-202-1754
Mail

Wifi
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デフリンピックを特定する単語

第23回夏季デフリンピック競
技大会を想起させる単語

－ 3 －

デフリンピック資産の例

Deaflympics
デフリンピック

SAMSUN2017

トルコ2017

2017年トルコ

デフリンピックを広く知っていただくためにも、規制はいた

しません。ただし、誤解を招くような使い方は控えて下さい。

（例：「ソフィアデフリンピック」という名前だけの

単独ブログを立ち上げる、など）

ICSDロゴ

大会ロゴ

日本選手団ロゴ

静止画 動画・音声

－ 2 －

デフリンピック資産の例
許可無く、営利目的で使用することは固く
禁じられています。

ソーシャルメディアとは

ブログ

ソーシャルネットワークサービス
（Facebook, MySpaceなど）

ウィキ

－ 1 －

ソーシャルメディアとはユーザーにより作成された内容を創出、
交換することのできるインターネット・ベースのアプリケーション。

一般的に誰もがアクセスできるウェブサイトの一つで、
ジャーナルや日記の形で投稿、構成され、通常新しい順に
表示されるもの。

利用者各人を表現する（通常個人プロフィール）、
または利用者所有のリンク先など多種多様な追加サービスを
含むオンラインサービス、コンピューターシステムおよびサイトの
ことである。

ウェブブラウザー経由でリンクされたいくつものウェブページを
作成したり編集したりできるウェブサイトのことである。

Twitter、YouTube、他…

一般財団法人全日本ろうあ連盟

第23回夏季デフリンピック競技大会

ソーシャルメディアガイドライン
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・他の参加者や組織の個人情報、
秘密事項

・施設のセキュリティー

○○選手は昨日
足を痛めたので、

マッサージを受けました

明日の
スタメンから
はずされた

◯◯選手村の
「部屋番号」に

◯◯選手が泊まっている

■投稿してはいけない内容■

ソーシャルメディアへの文字投稿

－ 7 －

◯△□会場の
地下は誰もいない

から自由に入れるよ

デフリンピック派遣期間中
2017.７.14～2017.８.２

企業・団体や商品のＰＲに
つながる記載

○○（企業名）
のおかげで競技
に専念できた

◯◯社の『商品名』
は私の必修品です！

○○（商品名）
のおかげで疲労

回復した

■投稿してはいけない内容■

ソーシャルメディアへの文字投稿

－ 6 －

デフリンピック派遣期間中
201７.７.14～2017.８.２

文章の一部に「デフリンピック」
という言葉を使うこと

３回目の
デフリンピック、
がんばります！

ソフィアデフリンピックは
これまでで一番

競技参加チームが多い

■投稿していい内容■

ソーシャルメディアへの文字投稿

○

－ 5 －

ソフィアデフリンピックの
開会式はすばらしかった

デフリンピック派遣期間中
201７.７.14～2017.８.２

デフリンピックで自分自身が
経験したことについて

個人的な感想を書くこと

思った以上に
いいペースで
走ることが

できた

○○国の
ディフェンスは
すごいと感じた

MVPに
選ばれて
うれしい

■投稿していい内容■

ソーシャルメディアへの文字投稿

○

－ 4 －

現地スタッフの
人たちが

とてもあたたかくて
親切

デフリンピック派遣期間中
2017.７.14～2017.８.２
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メディア行為は禁止
デフリンピック期間中、メディアとして資格認定
を受けた人以外は、会場や宿泊場所などで、
記者・レポーター・カメラマンの他、いかなる
メディアとしての活動もしてはいけません。

他者へのインタビュー

マスコミや企業・団体の広報媒体
への記事や写真、動画・音声の投
稿

大会や競技の様子を生、録画を問
わず放送すること

ネット番組などのパーソナ
リティーやレポーターとし
て大会や選手の様子をレ
ポートすること

－ 11 －

デフリンピック派遣期間中
2017.7.14～2017.8.2

個人で撮影した動画を、本人の許可無く
あらゆる媒体で公表することは禁止

＜例外＞

デフリンピック会場で自分自身を撮影したもの

－ 10 －

デフリンピック会場・宿泊場所以外で撮影したもの

デフリンピック派遣期間中
2017.7.14～2017.８.2

スタンドからの撮影写真
（特定選手のクローズアップ写真は不可！）

■被写体の許可があれば掲載可■

－ 9 －

○

スタンドからの撮影（競技、表彰）
※特定選手のクローズアップ写真は不可

デフリンピック派遣期間中
2017.７.14～2017.8.2

他者や他の組織の
批判・誹謗・中傷

あの審判の
ジャッジは

納得できない

○○選手の
プレイは
××だ

○○コーチ
の指示は
おかしい

■投稿してはいけない内容■

ソーシャルメディアへの文字投稿

－ 8 －

デフリンピック派遣期間中
2017.７.14～2017.８.２
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大会後の写真の取り扱い
（日本選手団公式サイトに掲載した写真や動画）

ケースにより
取り扱いが異なります

全日本ろうあ連盟に
お問い合わせください

－ 15 －

一般財団法人全日本ろうあ連盟 スポーツ委員会
FAX: 03-3267-3445 TEL: 03-3268-8847

E-Mail: jfd-sc@jfd.or.jp（受信専用）

競技結果の情報発信について

－ 14 －

※ただし、公式結果と相違が出る場合がありますので、
各競技団体で責任を持ち、発信の際は十分にご注意く
ださい。

※自分の競技以外の結果情報発信はしてはいけません。

各自の競技に限り、リアルタイムでの
結果情報発信はしても構いません。

※ネットマナーは必ず守って下さい。
【投稿してはいけない内容】
・他の参加者や組織の個人情報や秘密事項
・他者や他の組織の批判・誹謗・中傷

全競技の結果は、ICSD公式結果報告を受け
たあと、「日本代表選手団公式サイト」に毎
回掲載します。

競技団体サイトやブログなどにも、
「日本代表選手団公式サイト」のリンクを
貼って下さるようお願いします。

デフリンピック派遣期間中
201７.7.14～2017.8.2

競技区域（field of play）からの撮影

ウォームアップ区域（出入口、屋内）

更衣室（出入口、屋内）

招集所（出入口、屋内）

■競技会場■

■宿泊場所■

本部（出入口、屋内）

アスレチックストレーナー室（設備など）

他国選手団の居住区

－ 13 －

デフリンピック区域
～撮影禁止の場所～

食堂（出入口、屋内）

スタンドからの撮影（競技、表彰）
※特定選手のクローズアップ写真は不可

■競技会場■

スタンドからの撮影（日本選手を撮影）

■練習会場■

－ 12 －

○
デフリンピック区域

～撮影できる場所～
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公式ユニホームの胸につけられた
日本選手団のロゴマーク

一般財団法人  全日本ろうあ連盟

第23回 夏季デフリンピック競技大会
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